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則

第

四
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こ

の
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律

で

、

児
童
と
は
、
満
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八
歳
に
満
た
な
い
者
を 

い
い
、
児
童
を
左
の
よ
う
に
分
け
る
。

ー

〜

三
(

略)

②
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害
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と
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に
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あ
る
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XI
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傍
線
部
分
は
改
正
部
分).
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行

目
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一
章

第

一
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第

二
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福

祉
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議
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——
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九
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三
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(

略) 

第
二
章 

(

略) 

第
一
節 

療
育
の
指
導
、

医

療

の

給

付

等(

第
十
九
条
—
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の
九
の
二) 

第

二

節
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第

五

節
(
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第

三

章
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六

章
(
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第
四
条 

こ
の
法
律
で
、
児
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と
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満
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た
な
い
者
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い
い
、
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の
よ
う
に
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る
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三
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知
的
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害
の
あ
る
児
童
を
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う
。

第

六

条

の

二
(

略)

②
 

こ
の
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で
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居
宅
介
護
と
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害
児
で
あ
っ
て
日
常 

生
活
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む
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に
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る
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お
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行
わ
れ
る
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の
介
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の
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便
宜
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定 

め
る
も
の
を
い
う
。

③ 

〜⑬

(

略)

第

一

節

療

育

の

指

導

等

第

二

十

条

か

ら

第

二

十

一

条

の

五

ま

で

削

除

第

六

条

の

二
(

略)

②
 

こ
の
法
律
で
、
児
童
居
宅
介
護
と
は
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
児 

童

又

は

知

的

障

害

の

あ

る

児

童(

以

下

「障

害

西
 ̂

5̂° ) 

で
あ
っ
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
に
つ
き
、

そ 

の
者
の
家
庭
に
お
い
て
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ

つ

、
食
事
等
の
介 

護
そ
の
他
の
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
便
宜
で
あ
っ
て
厚
生 

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
・

③ 

〜⑬

(

略)

第
一
節 

療
育
の
指
導
、
医
療
の
給
付
等

第

二

十

条

都

道

府

県

は

、
身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
に
対
し
、

生 

活

の

能

力

を

得

る

た

め

に

必

要

な

医

療(

以

下

「育
成
医
療
」

已 

い
う
。)

の
給
付
を
行
い
、

又
は
こ
れ
に
代
え
て
育
成
医
療
に
要 

す
る
費
用
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

前
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
支
給
は
、
育
成
医
療
の
給
付
が
困 

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、

こ
れ
を
行
な
う
こ
と
が 

で
き
る
。

2



③

育
成
医
療
の
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

T

 Wコ

薬

剤

又

は

治

療

材

料

の

支

給

ヨ

医

学

的

処

置

、

手
術
及
び
そ
の
他
の
治
療
並
び
に
施
術

B3I
居
宅
に
お
け
る
療
養
上
の
管
理
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話 

そ
の
他
の
看
護

剂

病

院

又

は

診

療

所

へ

の

入

院

及

び

そ

の

療

養

に

伴

う

世

話

そ 

の
他
の
看
護

AI8
®l
育
成
医
療
の
給
付
は
、

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が 

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定 

す

る

医

療

機

関(

以

下

「指
定
育
成
医
療
機
関
」
と
い
う
。3
 

委
託
し
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条 

指
定
育
成
医
療
機
関
は
、

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る 

と
こ
ろ
に
よ
り
、
育
成
医
療
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
二 

指
定
育
成
医
療
機
関
の
診
療
方
針
及
び
診
療
報 

酬
は
、
健
康
保
険
の
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
の
例
に
よ
る
。

②

前
項
に
規
定
す
る
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
に
よ
る
こ
と
が
で

-3 -



き
な
い
と
き
、

及
び
こ
れ
に
よ
る
こ
と
を
適
当
と
し
な
い
と
き
の 

診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
は
、

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ 

に
よ
る
。

第
二
十
一
条
の
三 

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
育
成
医
療
機
関
の
診 

療
内
容
及
び
診
療
報
酬
の
請
求
を
随
時
審
査
し
、

か
つ
、
指
定
育 

成
医
療
機
関
が
前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る 

診
療
報
酬
の
額
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

② 

指
定
育
成
医
療
機
関
は
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
前
項
の
決
定 

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③ 

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
育
成
医
療
機 

関
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
を
決
定
す
る
に
当 

た
っ
て
は
、
社

会

保

険

診

療

報

酬

支

払

基

金

法(

昭
和
二
十
三
年 

法
律
第
百
二
十
九
号)

に
定
め
る
審
査
委
員
会
、
国
民
健
康
保
険 

法
(

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号)

に
定
め
る
国
民
健
康 

保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す 

る
審
査
機
関
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

©1
都
道
府
県
は
、
指
定
育
成
医
療
機
関
に
対
す
る
診
療
報
酬
の
支 

払
に
関
す
る
事
務
を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
、
国
民
健
康 

保
険
団
体
連
合
会
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す

4



る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
 

行

政

不

服

審

査

法

に

よ

る

不

服

申

立

て

を

す

る

こ

と

が

で

き

な 

\

。

第
二
十
一
条
の
四 

都

道

府

県

知

事(

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た 

堀
疋
育
成
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府 

県
知
事
と
す
る
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

は
、
指
定
育
成
医
療 

機
関
の
診
療
報
酬
の
請
求
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る 

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
育
成
医
療
機
関
の
管 

理
者
に
対
し
て
必
要
な
報
告
を
求
め
、

又
は
当
該
職
員
を
し
て
、
 

指
定
育
成
医
療
機
関
に
つ
い
て
、

そ
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
、
 

実

地

に

診

療

録

そ

の

他

の

帳

簿

書

類(

そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代 

え

て

電

磁

的

記

録(

電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知 

覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記 

録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る 

も
の
を
い
う
。)

の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け 

る̂

!

電

磁

的

記

録

を

含

む

。)

を

検

査

さ
せ

る
こ

と

が
で

き 

る
。

②
 

指
定
育
成
医
療
機
関
の
管
理
者
が
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、
前

5



項
の
報
告
の
求
め
に
応
ぜ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、

又 

は
同
項
の
同
意
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、

当
該
指 

定
育
成
医
療
機
関
に
対
す
る
都
道
府
県
の
診
療
報
酬
の
支
払
を
ー 

時
差
し
止
め
る
こ
と
を
指
示
し
、

又
は
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
韵 

る
。

③

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限 

に

属

す

る

事

務(

都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
指
定
育
成
医
療
機 

関
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

に
つ
い
て
、
児
童
の
利
益
を
保
護
す 

る

緊

急

の

必

要

が

あ

る

剳

め

る

と

き

は

、
都
道
府
県
知
事
に
対 

し
同
項
の
事
務
を
行
う
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
の
五 

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
費 

用
の
額
は
、
第
二
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
指
定
育
成
医
療
機 

関
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
例
に
よ
り
算
定
し
た 

額
の
う
ち
、
本

人

及

び

そ

の

扶

養

義

務

者(

民
法
に
定
め
る
扶
養 

義
務
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。)

が
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い 

と
認
め
ら
れ
る
額
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
ハ 

第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給 

第
二
十
一
条
の
ハ 

第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給 

す
る
費
用
の
額
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
業
者
が
請
求
す
る
こ
と 

す
る
費
用
の
額
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
業
者
が
請
求
す
る
こ
と

6



が
で
き
る
報
酬
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
本
人
及
び
そ 

の

扶

養

義

務

者(

民
法
に
定
め
る
扶
養
義
務
者
を
い
う
。

以
下
同 

じ
。)

が

負

担

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

認

め

ら

れ

る

額

と

す 

る
。

第
二
十
一
条
の
九 

都
道
府
県
は
、
骨
関
節
結
核
そ
の
他
の
結
核
に 

か
か
っ
て
い
る
児
童
に
対
し
、
療
養
に
併
せ
て
学
習
の
援
助
を
行 

う
た
め
、

こ
れ
を
病
院
に
入
院
さ
せ
て
療
育
の
給
付
を
行
う
こ
と 

が
で
き
る
。

②

療
育
の
給
付
は
、
医
療
並
び
に
学
習
及
び
療
養
生
活
に
必
要
な 

支 <33̂

61
。

③

前
項
の
医
療
は
、
次
に
掲
げ
る
給
付
と
す
る
。

コ

薬

剤

又

は

治

療

材

料

の

支

給

ヨ 

医
学
的
処
置
、
手
術
及
び
そ
の
他
の
治
療
並
び
に
施
術 

呵

病

院

又

は

診

療

所

へ

の

入

院

及

び

そ

の

療

養

に

伴

う

世

話

そ 

の
他
の
看
護

が
で
き
る
報
酬
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、

本
人
及
び
そ 

の
扶
養
義
務
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
額 

と
す
る
。

第

二

十

一

条

の

九

都

道

府

県

は

、
骨
関
節
結
核
そ
の
他
の
結
核
に 

か
か
っ
て
い
る
児
童
に
対
し
、
療
養
に
併
せ
て
学
習
の
援
助
を
行 

う
た
め
、

こ
れ
を
病
院
に
入
院
さ
せ
て
療
育
の
給
付
を
行
う
こ
と 

が
で
き
る
。

②

療
育
の
給
付
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て 

、
第
一
号
の
医
療
に
係
る
給
付
に
関
し
て
は
、
第
二
十
条
第
三
項 

(

第
四
号
を
除
く
。)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

H
 
3

—

コ

学

習

及

び

療

養

生

活

に

必

要

な

物

品

の

支

給

7



囲

s
@IB
W

の
医
療
に
係
る
療
育
の
給
付
は
、

厚
生
労
働
大
臣
又
は 

都

道

府

県

知

事

が

次

項

の

規

定

に

よ

り

指

定
す

る

病

院(

以

下

「
 

指
定
療
育
機
関
」
と
い
う
。)

に
委
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

⑤

 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
国
が
開
設
し
た
病
院
に
つ
い
て
そ
の
主
務 

大
臣
の
同
意
を
得
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、

そ
の
他
の
病
院
に
っ 

い
て
そ
の
開
設
者
の
同
意
を
得
て
、
第
二
項
の
医
療
を
担
当
さ
せ 

る
機
関
を
指
定
す
る
。

⑥ 

前
項
の
指
定
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
病
院
に
っ 

い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

©1
指
定
療
育
機
関
は
、

三
十
日
以
上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、

そ 

の
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧

指

定

療

育

機

関

が

の

規

定

に

基

づ

く

政

令

で

定

め

る

基
 

準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
劇

の

規

定

に

違

反

し

た

と

き 

、

そ
の
他
指
定
療
育
機
関
にW

W

の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
に
つ 

い
て
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
と
き
は 

、

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
指
定
療
育
機
関
に
つ
い
て
は
厚
生 

労
働
大
臣
が
、

都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
指
定
療
育
機
関
に
っ 

い
て
は
都
道
府
県
知
事
が
、

そ
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

③
 

前
項
第
一
号
の
医
療
に
係
る
療
育
の
給
付
は
、
厚
生
労
働
大
臣 

又
は

都
道
府
県
知
事
が

次
項

の

規

定

に

よ

り

指

定
す

る

病

院(

以 

下

「指
定
療
育
機
関
」
と
い
う
。)

に
委
託
し
て
行
う
も
の
と
す 

る
。

@1
厚
生
労
働
大
臣
は
、
国
が
開
設
し
た
病
院
に
つ
い
て
そ
の
主
務 

大
臣
の
同
意
を
得
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、

そ
の
他
の
病
院
に
っ 

い
て
そ
の
開
設
者
の
同
意
を
得
て
、
第
ー 

一
項
第
一
号
の
医
療
を
担 

当
さ
せ
る
機
関
を
指
定
す
る
。

⑤ 

前
項
の
指
定
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
病
院
に
っ 

い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

⑥ 

指
定
療
育
機
関
は
、
三
十
日
以
上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、

そ 

の
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

©1
指
定
療
育
機
関
が̂

^

の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
基 

準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第 

二
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
、

そ
の
他
指
定
療
育
機
関
に 

第
二
項
第
一
号
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
に
つ
い
て
著
し
く
不
適
当 

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

厚
生
労
働
大
臣
が 

指
定
し
た
指
定
療
育
機
関
に.
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
が
、
都
道 

府
県
知
事
が
指
定
し
た
指
定
療
育
機
関
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知

-8 -



る
。

第
二
十
一
条
の
九
の
二 

指
定
療
育
機
関
は
、

厚
生
労
働
大
臣
の
定 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
第
二
項
の
医
療
を
担
当
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
九
の
三 

指
定
療
育
機
関
の
診
療
方
針
及
び
診
療
報 

酬
は
、
健
康
保
険
の
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
の
例
に
よ
る
。

②

前
項
に
規
定
す
る
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
に
よ
る
こ
と
が
で 

き
な
い
と
き
、

及
び
こ
れ
に
よ
る
こ
と
を
適
当
と
し
な
い
と
き
の 

診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
は
、

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ 

に
よ
る
。

第
二
十
一
条
の
九
の
四 

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
療
育
機
関
の
診

事
が
、

そ
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑧

 

第
二
十
一
条
の
規
定
は
、
指
定
療
育
機
関
に
つ
い
て
、
第
二
十 

一
条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
第
二
項
第
一 

号
の
医
療
に
係
る
療
育
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合 

に
お
い
て
、

第

二

十

一

条

中

「育
成
医
療
」

と
あ
る
の
は
、

「第 

二
十
一
条
の
九
第
二
項
第
一
号
の
医
療
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と 

す
る
。
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療
内
容
及
び
診
療
報
酬
の
請
求
を
随
時
審
査
し
、

か
つ
、
指
定
療 

育
機
関
が
前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療 

報
酬
の 
額
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

② 

指
定
療
育
機
関
は
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
前
項
の
決
定
に
従 

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

 

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
療
育
機
関
が 

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
を
決
定
す
る
に
当
た
っ 

て
は
、
社

会

保

険

診

療

報

酬

支

払

基

金

法(

昭
和
二
十
三
年
法
律 

第
百
二
十
九
号)

に
定
め
る
審
査
委
員
会
、

国
民
健
康
保
険
法 
( 

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号)

に
定
め
る
国
民
健
康
保
険 

診
療
報
酬
審
査
委
員
会
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
審 

査
機
関
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

@1
都
道
府
県
は
、
指
定
療
育
機
関
に
対
す
る
診
療
報
酬
の
支
払
に 

関
す
る
事
務
を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
、
国
民
健
康
保
険 

団

体

事
□

会
そ
の
他
團
生
労
働
省
旬
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

⑤

 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
 

行

政

不

服

審

査

法

に

よ

る

不

服

申

立

て

を

す

る

こ

と

が

で

き

な
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第
二
十
一
条
の
九
の
五 

都

道

府

県

知

事(

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定 

し
た
指
定
療
育
機
関
に
あ
っ
て
は
、

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府 

県
知
事
と
す
る
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

は
、
指
定
療
育
機
関 

の
診
療
報
酬
の
請
求
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
た
め 

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
療
育
機
関
の
管
理
者
に
対 

し
て
必
要
な
報
告
を
求
め
、

又
は
当
該
職
員
を
し
て
、
指
定
療
育 

機
関
に
つ
い
て
、

そ
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
、

実
地
に
診
療
録 

書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

 

指
定
療
育
機
関
の
管
理
者
が
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、
前
項
の 

報
告
の
求
め
に
応
ぜ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、

又
は
同 

項
の
同
意
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
指
定
療 

育
機
関
に
対
す
る
都
道
府
県
の
診
療
報
酬
の
支
払
を
一
時
差
し
止 

め
る
こ
と
を
指
示
し
、

又
は
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限 

に

属

す

る

事

務(

都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
指
定
療
育
機
関
に 

係
る
も
の
に
限
る
。)

に
つ
い
て
、
児
童
の
利
益
を
保
護
す
る
緊 

急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
同 

項
の
事
務
を
行
う
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
の
九
の
六 

都
道
府
県
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
るW

R
 

一
条
の
九
の
ニ 

都
道
府
県
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
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県
の
知
事
は
、

本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
、

そ
の
負

に
お
い
て
は
、
当
該
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
べ
き
都
道
府

⑤

第
二
十
一
条
の
九
の
六
に
規
定
す
る
医
療
の
給
付
を
行
う
場
合

②

〜④

(

略)

第

五

十

六

条
•
(

略)

六

〜

九
(

略)

五
の
二 

第
一 

ー
十
一
条
の
九
の
六
の
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

五

(

略)

四

削

除

ー

丄

二
(

略)

第

五

十

条

次

に

掲

げ

る

費

用

は

、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

で
定
め
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

研
究
そ
の
他
必
要
な
研
究
に
資
す
る
医
療
の
給
付
そ
の
他
の
政
令

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
当
該
疾
患
の
治
療
方
法
に
関
す
る

が
当
該
疾
患
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る
も
の

政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。)

で
あ
っ
て
、
当
該
疾
患
の
状
態

必

要
と

す

る

児

童

又

は

児

童

以

外

の

満

二

十

歳

に

満

た
な

い

者(

慢
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
療
養
を

を
支
弁
す
べ
き
都
道
府
県
の
知
事
は
、

本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務

療
の
給
付
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
措
置
に
要
す
る
費
用

⑤

育
成
医
療
の
給
付
又
は
第
二
十
一
条
の
九
の
二
に
規
定
す
る
医

②

〜④

(

略)

第

五

十

六

条
(

略)

六

〜

九
(

略)

五
の
二 

第
二
十
一
条
の
九
の
ニ
の
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

五

(

略)

四

第

二

十

条

の

措

置

に

要

す

る

費

用

ー

丄

一

ー(

略)

第

五

十

条

次

に

掲

げ

る

費

用

は

、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

で
定
め
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

研
究
そ
の
他
必
要
な
研
究
に
資
す
る
医
療
の
給
付
そ
の
他
の
政
令

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、

当
該
疾
患
の
治
療
方
法
に
関
す
る

が
当
該
疾
患
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る
も
の

政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。)

で
あ
っ
て
、
当
該
疾
患
の
状
態

必
要
と
す

る
児
童
又
は

児

童

以

外

の

満

二

十

歳

に

満

た
な

い

者(

慢
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
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担
能
力
に
応
じ
、

そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
同
条
に
規
定
す 

る

医

療

の

給

付

を

行

う

医

療

機

関(

第

七

項

に

お

い

て

「W
W

 

関
」

と
い
う
？) 

に
支
払
う
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥ 

(

略)

⑦ 

本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
う 

べ
き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
部
又
は
一
部
を
医
療
機
関
又
は
業 

者
に
支
払
っ
た
と
き
は
、
当
該
医
療
機
関
又
は
業
者
の
都
道
府
県 

又
は
市
町
村
に
対
す
る
当
該
費
用
に
係
る
請
求
権
は
、
そ
の
限
度 

に
お
い
て
消
滅
す
る
も
の
と
す
る
。

⑧ 

〜⑪

(

略)

第
五
十
九
条
の
五 

第
二
十
一
条
の
九
の
五
第
一
項
、

第
三
十
四
条 

の
四
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
五
、
第
四
十
六
条
及
び
第
五
十
九 

条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ 

て
い
る
事
務
は
、
児
童
の
利
益
を
保
護
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る 

と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

厚
生
労
働
大
臣 

又
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。

②

•
③

(

略)

者
に
対
し
て
、

そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は 

一
部
を
指
定
育
成
医
療
機
関
又
は
同
条
に
規
定
す
る
医
療
の
給
付 

を

行

う

医

療

機

関(

第

七

項

に

お

い

て

「指
定
育
成
医
療
機
関
等 

」
と
い
う
。)

に
支
払
う
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥ 

(

略)

⑦ 

本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
う 

べ
き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
部
又
は
一
部
を
指
定
育
成
医
療
機 

劇

又

は

業

者

に

支

払

っ

た

と

き

は

、
当
該
指
定
育
成
医
療
機
関 

事
又
は
業
者
の
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
対
す
る
当
該
費
用
に
係 

る
請
求
権
は
、

そ
の
限
度
に
お
い
て
消
滅
す
る
も
の
と
す
る
。

⑧ 

〜⑪

(

略)

第
五
十
九
条
の
五 

第

二

十

一

条

の

四

第

一

項(

第
二
十
一
条
の
九 

第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
第
三
十
四
条
の 

四
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
五
、
第
四
十
六
条
及
び
第
五
十
九
条 

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て 

い
る
事
務
は
、
児
童
の
利
益
を
保
護
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と 

厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

厚
生
労
働
大
臣
又 

は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。

②

•
③

(

略)
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〇
児
童
福
祉
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

新
旧
対

照

表(

平
成
十
八
年
一
月
一
日
施
行) 

(

附
則
第
二
十
六
条
関
係)

!

改

正

案

現

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分) 

行

目
次第

一
章 

第
二
章

第
一
節 

第
二
節

第
一
款 (

略)

(

略)(

略)

居
宅
生
活
の
支
援

翻

第
二
款

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
措
置
等(

第
二
十
一
条
の 

二
十
五
——
第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
三)

(

略)

第
三
款

第

三

節

〜

第

五

節
(

略) 

第

三

章

〜

第

五

章
(

略) 

第

六

章

罰

則
(

第
六
十
条
——
第
六
十
二
条
の
二) 

附
則

第
六
条
の
二

目
次第

一
章 

第
二
章

第
一
節 

第
二
節

第
一
款

第
二
款 (

略)

(

略)(

略)

居
宅
生
活
の
支
援

居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給(

第
二
十
一
条
の
十
——

第
二
十
一
条
の
二
十
四)

居
宅
介
護
の
措
置
等(

第
二
十
一
条
の
二
十
五)

第
三
款

第

三

節

〜

第

五

節
(

略) 

第

三

章

〜

第

五

章
(

略) 

第

六

章

罰

則
(

第
六
十
条
—
第
六
十
二
条
の
三) 

附
則

(

略)

第
六
条
の
二 

こ
の
法
律
で
、
児
童
居
宅
支
援
と
は
、
児
童
居
宅
介
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護
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
児
童
短
期
入
所
を
い
う
。

②
 

こ
の
法
律
で
、
旧(

童
居
宅
介
護
と
は
、
障
害
児
で
あ
っ
て
日
常 

生
活
を
営
む
の
に
戈
障
が
あ
る
も
の
に
つ
き
、
そ
の
者
の
家
庭
に 

お
い
て
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日 

常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
便
宜
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定 

め
る
も
の
を
い
う
。

③
 

こ
の
应
律
で
、—
旧
ル
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
障
害
児
に
つ
き
、
 

肢
体
不
自
由
児
施
設
、
知
的
障
害
児
施
設
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省 

令
で
定
め
る
施
設
に
通
わ
せ
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
動 

作
の
指
導
、
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令 

で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
を
い
う
。

@1
こ
の
法
律
で
、
児
童
短
期
入
所
と
は
、
保
護
者
の
疾
病
そ
の
他 

の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
一
時
的
に 

困
難
と
な
っ
た
障
害
児
に
つ
き
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
、
知
的
障 

害
児
施
設
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
短
期
間
の 

入
所
を
さ
せ
、
必
要
な
保
護
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

⑤
 

こ
の
法
律
で
、
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
と
は
、
児
童
居
宅
介 

護
等
事
業
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
児
童
短
期
入
所
事
業 

を
い
う
。

⑥
 

こ
の
法
律
で
、
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
と
は
、
児
童
居
宅
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こ
の
法
律
で
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
と
は
、
地
域
の
障
害
児

介
護
等
事
業
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
児
童
短
期
入
所
事
業 

、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
及
び
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
貝 

う
。

©1
こ
の
法
律
で
、
児
童
居
宅
介
護
等
事
業
と
は
、
児
童
居
宅
介
護 

に
係
る
第
二
十
一
条
の
十
第
一
項
の
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
若 

し
く
は
第
二
十
一
条
の
十
二
第
一
項
の
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の 

支
給
に
係
る
者
又
は
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
の
措
置
に
係 

劉
匚
つ
き
児
童
居
宅
介
議
を
提
供
す
る
事
業
を
い
う
。

⑧
 

こ
の
法
律
で
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
は
、
児
童
デ
ィ
サ 

—
ビ
ス
に
係
る
第
二
十
一
条
の
十
第
一
項
の
居
宅
生
活
支
援
費
の 

支
給
若
し
く
は
第
二
十
一
条
の
十
二
第
一
項
の
特
例
居
宅
生
活
支 

援
費
の
支
給
に
係
る
者
又
は
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
の
措 

置
に
係
る
者
に 

つ
き
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
を
い 

う
。

⑨ 

こ
の
法
律
で
、
児
童
短
期
入
所
事
業
と
は
、
児
童
短
期
入
所
，に 

係
る
第
二
十
一
条
の
十
第
一
項
の
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
若
し 

く
は
第
二
十
一
条
の
十
二
第
一
項
の
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の
支 

給
に
係
る
者
又
は
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
の
措
置
に
係
る 

者
に 

つ
き
児
童
短
期
入
所
を
提
供
百
事
業
を
い
う
。

⑩
 

こ
の
法
律
で
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
と
は
、
地
域
の̂

1!
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の
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
主
と
し
て
居
宅
に
お
い 

て
日
常
生
活
を
営
む
こ
れ
ら
の
児
童
及
び
そ
の
保
護
者
か
ら
の
相 

談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
 

第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の 

規
定
に
よ
る
指
導
を
行
い
、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
者
と
市
町
村
、
児 

童
相
談
所
、
障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業(

同 

法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事 

み
な
さ
剳
事
業
を
含
む
。

「障

圭

證

尊

—
ビ
ス
事 

業
」
と
い
う
。)

を
行
う
者
、
児
童
福
祉
施
設
等
と
の
連
絡
及
び 

調
整
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
を
総
合
的
に
行
う 

事
業
を
い
う
。

②
 

こ
の
法
律
で
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
と
は
、
第
二
十
七
条 

第
七
項
の
措
置
に
係
る
者
に
つ
き
同
項
に
規
定
す
る
住
居
に
お
い 

て
同
項
に
規
定
す
る
日
常
生
活
上
の
援
助
及
び
生
活
指
導
並
び
に 

就
業
の
支
援
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
同
項
の
措
置
を
解
除
さ
れ
た
者 

に
つ
き
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
を
い
う
。

③
 

こ
の
法
律
で
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
は
、
小
学
校
に 

就
学
し
て
い
る
お
お
む
ね
十
歳
未
満
の
児
童
で
あ
っ
て
、
そ
の
保 

護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
も
の
に
、
政
令
で
定

障
害
の
あ
る
児
童
又
は
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
の
福
祉
に
関
す
る 

各
般
の
問
題
に
つ
き
、
主
と
し
て
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営 

む
こ
れ
ら
の
児
童
及
び
そ
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要 

な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
第
二
十
六
条
第
一 

項
第
二
号
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
導 

を
行
い
、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
者
と
市
町
村
、
児
童
相
談
所
、8

 

居
宅
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
、
児
童
福
祉
施
設
等
と
の
連
絡
及 

び
調
整
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
を
総
合
的
に
行 

う
事
業
を
い
う
。

⑪
 

こ
の
法
律
で
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
と
は
、
第
二
十
七
条 

第
七
項
の
措
置
に
係
る
者
に
つ
き
同
項
に
規
定
す
る
住
居
に
お
い 

て
同
項
に
規
定
す
る
日
常
生
活
上
の
援
助
及
び
生
活
指
導
並
び
に 

就
業
の
支
援
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
同
項
の
措
置
を
解
除
さ
れ
た
者 

に
つ
き
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
を
い
う
。

®l
こ
の
法
律
で
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
は
、
小
学
校
に 

就
学
し
て
い
る
お
お
む
ね
十
歳
未
満
の
児
童
で
あ
っ
て
、
そ
の
保 

護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
も
の
に
、
政
令
で
定
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第

一

款

削

除

第
三
項
並
び
に
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
も 

の
と
す
る
。

③

•
④

(

略)

げ
る
業
務
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び

第

十

二

条
(

略)

②
 

児
童
相
談
所
は
、
児
童
の
福
祉
に
関
し
、
主
と
し
て
前
条
第
一 

項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
同
項
第
二
号
口
か
ら
ホ
ま
で
に
掲

め
る
基
準
に
従
い
、
授
業
の
終
了
後
に
児
童
厚
生
施
設
等
の
施
設 

を
利
用
し
て
適
切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
て
、
そ
の
健
全 

な
育
成
を
図
る
事
業
を
い
う
。

@1
こ
の
法
律
で
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
と
は
、
保
護
者
の
疾
病 

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
養
育
を
受
け
る
こ
と
が
ー 

時
的
に
困
難
と
な
っ
た
児
童
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
養
護
施
設
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で 

定
め
る
施
設
に
入
所
さ
せ
、
そ
の
者
に
つ
き
必
要
な
保
護
を
行
う 

事
業
を
い
う
。

第
一
款
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給

③

•
④

(

略)

-

げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第

十

二

条
(

略)

②
 

児
童
相
談
所
は
、
児
童
の
福
祉
に
関
し
、
主
と
し
て
前
条
第
一 

項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
同
項
第
二
号
口
か
ら
ホ
ま
で
に
掲

め
る
基
準
に
従
い
、
授
業
の
終
了
後
に
児
童
厚
生
施
設
等
の
施
設 

を
利
用
し
て
適
切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
て
、
そ
の
健
全 

な
育
成
を
図
る
事
業
を
い
う
。

⑬
 

こ
の
法
律
で
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
と
は
、
保
護
者
の
疾
病 

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
養
育
を
受
け
る
こ
と
が
ー 

時
的
に
困
難
と
な
っ
た
児
童
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
養
護
施
設
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で 

定
め
る
施
設
に
入
所
さ
せ
、
そ
の
者
に
つ
き
必
要
な
保
護
を
行
う 

事
業
を
い
う
。

18



第
二
十
一
条
の
十
か
ら
第
二
十
一
条
の
一
一
十
四
ま
で 

削
除

第
二
十
一
条
の
十
市
町
村
は
、
次
条
第
五
項
に
規
定
す
る
居
宅
支 

給
決
定
保
護
者
が
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
同 

項
第
一
号
の
期
間(

以

下

「居
宅
支
給
決
定
期
間
」
と
い
う
。) 

内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
者(

以

下

「指
定
居 

宅
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。)

に
児
童
居
宅
支
援
の
利
用
の
申
込 

み
を
行
い
、
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
に
係
る 

児
童
居
宅
支
援(

以

下

「指
定
居
宅
支
援
」
と
い
う
。)

を
受
け 

た
と
き
は
、
当
該
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
指
定
居 

宅

支

援(

同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
同
項
第
二
号
に
規
定 

す
る
量
の
範
囲
内
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お 

い
て
同
じ
。)

に
要
し
た
費
用(

児
童
デ
ィ
サ
—
ビ
ス
に
要
し
た 

費
用
に
お
け
る
日
常
生
活
又
は
創
作
的
活
動
に
要
す
る
費
用
の
う 

I
で

定

ぬ

る

費

須

星

罰

入

所

に

も

た
 

費
用
に
お
け
る
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令 

で
お
め
る
費
用(

以

下

「特
定
費
用
」
と
い
う
。)

を
除
く
。) 

に
つ
い
て
、
居
宅
生
活
養
費
を
支
給
す
るC
—

②

居
宅
生
活
支
援
費
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
劉
ー
号 

に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

T
児
童
居
宅
支
援
の
種
類
ご
と
に
当
該
指
定
居
宅
支
援
に
通
常 

要
す
る
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
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臣
が
定
め
る
基
準
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
長 

が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額(

そ
の
額
が
現
に
当
該
指 

定
居
宅
支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

の
額
を 

と

制

、
当

該

現

に

指

定

居

宅

支

援

に

要

讨

費

潇

H
I

コ 

障

害-
KI
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
、
厚
生 

労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て̂
£

町 

村
長
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額

第
二
十
一
条
の
十
一
障
害
児
の
保
護
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定 

に
よ
り
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
 

児
童
居
宅
支
援
の
種
類
ご
と
に
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ 

ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
 

市
町
村
は
、
前
項
の
申
請
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に 

係
る
障
害
児
の
障
害
の
種
類
及
び
程
度
、
当
該
障
害
児
の
保
護
者 

の
状
況
、
当
該
障
害
児
の
居
宅
生
活
支
援
費
の
受
給
の
状
況
そ
の 

他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
勘
案
し
て
、
居
宅
生
活
支 

援
費
の
支
給
の
要
否
を
決
定
す
る
も
の
と!

す
る
。

③
 

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
決
定(

以

下

「居
宅
支
給
決
定
」
 

と
い
う
。)

を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け

〇
2



れ
ば
な
ら
な
い
。

T

居
宅
生
活
支
援
費
を
支
給
す
る
期
間

二

児

童

居

宅

矗

の

菁

ご

匕

に

列

単

位

と

し

て

厚

生

労

働 

省
令
で
定
め
る
期
間
に
お
い
て
居
宅
生
活
支
援
費(

次
条
第
一 

項
に
規
定
す
る
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
を
含
む
。)

を
支
給
す 

る
指
定
居
宅
支
援(

同
項
に
規
定
す
る
基
準
該
当
居
宅
支
援
を 

含
む
。)

の

量
(

次
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
の
十
三
に
お 

い

て

「支
給
量
」
と
い
う
。)

@1
前
項
第
一
号
の
期
間
は
、
児
童
居
宅
支
援
の
種
類
ご
と
に
厚
生 

労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す 

る
。

⑤
 

市
町
村
は
、
居
宅
支
給
決
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
居
宅
支
給 

決
定
を
受
け
た
障
害
児
の
保
護
者(

以

下

「居
宅
支
給
決
定
保
護 

者
」
と
い
う
。)

に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に 

よ
り
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
受
給
者
証(

以 

下

「居
宅
受
給
者
証
」
と
い
う
。)

を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

⑥ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
居
宅
受
給
者
証
に
関
し
必
要
な 

事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

①

指
定
居
宅
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
は
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'

厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
居
宅
支
援
事 

業
者
に
居
宅
受
給
者
証
を
提
示
し
て
当
該
指
定
居
宅
支
援
を
受
け 

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
ヽ
緊
急
の
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い 

事
由
の
あ
る
場
合
に 

つ

爼

は1

こ
の
限
り
で
な
い
。

⑧

居
宅
支
給
決
定
保
護
者
が
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
か
ら
指
定
居 

宅
支
援
を
受
け
た
と
き(

当
該
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
が
当
該
指 

定
居
宅
支
援
事
業
者
に
居
宅
受
給
者
証
を
提
示
し
た
と
き
に
限 

る
。)

は
、
市
町
村
は
、
当
該
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
が
当
該
指 

定
居
宅
支
援
事
業
者
に
支
払
う
べ
き
当
該
指
定
居
宅
支
援
に
要
し 

た

費

用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
、
居
宅
生
活
支
援
費 

と
し
て
当
該
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に 

お
い
て
、
当
該
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
居 

宅
支
援
事
業
者
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

©1
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
居
宅
支
給
決
定 

保
護
者
に
対
し
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な 

f
l

—

⑩

市
町
村
は
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
か
ら
居
宅
生
活
支
援
費
の 

請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
各
号
の
市
町
村
長
が
定
め 

る
基
準
及
び
第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅 

支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
，(

指
定
居
宅
支
援
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の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。)

に
照
ら
し
て
審
査
の
上
、
 

支
払
う
も
の
と
す
る
。

⑩

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
に
関
す
る
事
務
を
社
会 

福
祉
法
第
百
十
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
そ
の 

他
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
の
十
二 

市
町
村
は
、
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
が
、
居 

宅
支
給
決
定
期
間
内
に
お
い
て
、
指
定
居
宅
支
援
以
外
の
児
童
居 

宅

支

援(

指
定
居
宅
支
援
の
事
業
に
係
る
第
二
十
一
条
の
十
九
第 

一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定 

す
る
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に 

定
め
る
事
項
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
満
た
す
と 

厨
る
事
業
を

行
う

事
業
所
に£

り
行
わ
れ
る
も
の
に
限 

る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「基
準
該
当
居
宅
支
援
」
と
い
う
。
 

)

を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
 

厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
基
準
該
当
居
宅 

支

援
(
支
給
量
の
範
囲
内
の
も
の
に
限
る
。)

に
要
し
た
費
用 
( 

特
定
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
、
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
を
支 

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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②

第
二
十
一
条
の
十
第
二
項
の
規
定
は
、
特
例
居
宅
生
活
支
援
費 

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
一
条
の
十
三
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
は
、
支
給
量
を
変
更 

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る 

と
こ
ろ
に
よ
り
、
一̂

村
に
対
『
 
壽
支
給
量
の
変
更
の
申
請 

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
 

市
町
村
は
、
前
項
の
申
請
又
は
職
権
に
よ
り
、
第
二
十
一
条
の 

十
一
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
勘
案
し
、
居
宅 

盘

決

定

保

護

<1
に
つ
き
、
—
必

聶

あ

61
と
認
め
る
わ
き
は
、
支 

給
量
の
変
更
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い 

て
、
市
町
村
は
、
当
該
決
定
に
係
る
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
に
対 

し
居
宅
受
給
者
証
の
提
出
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

③
 

市
町
村
は
、
前
項
の
決
定
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
居
宅
受
給
者 

証
に
当
該
決
定
に
係
る
支
給
量
を
記
載
し
、
こ
れ
を
返
還
す
る
も 

の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
十
四 

居
宅
支
給
決
定
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
次
に 

掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
居
宴
給
看
を

取
り
消
さ
な
け
れ

ば 

な
ら
な
い
。
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一
 

居
宅
支
給
決
定
に
係
る
障
害
児
が
、
指
定
居
宅
支
援
を
受
け 

る
必
要
が
な
く
な 
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

コ 

居
宅
支
給
決
定
保
護
者
が
、
居
宅
支
給
決
定
期
間
内
に
、
当 

該
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る
に
至 

っ
た
と
認
め
る
と
き
。

②
 

前
項
の
規
定
に
よ
り
居
宅
支
給
決
定
の
取
消
し
を
行
っ
た
市
町 

村
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取
消
し 

に
係
る
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
に
対
し
居
宅
受
給
者
証
の
返
還
を 

求
め
る
も
の
と
す
る
。

③
 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
居
宅
支
給
決
定
の
取
消
し
に 

関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
二
十
一
条
の
十
五 

市
町
村
は
、
居
宅
生
活
支
援
費
若
し
く
は
特 

例
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と 

き
は
、
居
宅
支
給
決
定
保
護
者
又
は
児
童
居
宅
支
援
を
担
当
す
る 

者
に
対
し
、
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
求
め 

、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
若
し
く
は
照
会
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き 

る
冷

第
二
十
一
条
の
十
六 

第
二
十
一
条
の
十
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
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も
の
の
ほ
か
、
居
宅
生
活
支
援
費
又
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の 

支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
二
十
一
条
の
十
七 

第
二
十
一
条
の
十
第
一
項
の
指
定
は
、
厚
生 

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
居̂

^

支
援
事
業 

を
行
う
者
の
申
請
に
よ
り
、
児
童
居
宅
支
援
の
種
類
及
び
児
童
居 

宅
生
活
支
援
事
業
を
行
う
事
業
所(

以
下
こ
の
款
に
お
い
てT

>

 

業
所
」
と
い
う
。)

ご
と
に
行
う
。

②

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
居
宅
支
援
事 

業
者
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

H
 

申
請
者
が
法
人
で
な
い
と
き
。

コ
当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
の
知
識
及
び
技
能
並
び 

に
員
数
が
、
第
二
十
一
条
の
十
九
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で 

定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
き
。

ヨ

申

請

者

が

、
第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定 

居
宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て 

適
正
な
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き 

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。
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第
二
十
一
条
の
十
八 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
の
心
身 

の
状
況
等
に
応
じ
て
適
切
な
指
定
居
宅
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も 

に
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
居
宅
支
援
の
質
の
評
価
を
行
う
こ 

と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
常
に
指
定
居
宅
支
援
を 

受
け
る
者
の
立
場
に
立
っ
て
こ
れ
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
十
九 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
に
係 

る
事
業
所
ご
と
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
当 

該
指
定
居
宅
支
援
に
従
事
す
る
従
業
者
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

、〇

②
 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
指
定
居 

宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
い
、
指
定 

居
宅
支
援
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
二
十
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
に
係 

る
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る 

事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
当
該
指
定
居
宅
支
援
の
事
業 

を
廃
止
し
、
休
止
し
、
若
し
く
は
再
開
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働 

省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道

27



府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
二
十
一
都
道
府
県
知
事
は
、
居
宅
生
活
支
援
費
の 

支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
居
宅
支
援 

事
業
着
若
し
く
は
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は 

当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
で
あ
っ
た
者(

以
下
こ
の
項 

に
お

い
て

「指
定
居
宅
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と
い
う
。
 

) 

に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を 

命
じ
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
若
し
く
は
当
該
指
定
に
係
る
事
業 

所
の
従
業
者
若
し
く
は
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
に 

対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ 

せ
、
若
し
く
は
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
当
該
指
定
に
係
る 

事
業
所
に
つ
い
て
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検 

査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

② 

前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は 

、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
 

関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

③ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら 

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
二
十
一
条
の
二
十
二
都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ 

か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者 

に
係
る
第
二
十
一
条
の
十
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で 

き
る
。

H

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従 

業
者
の
知
識
若
し
く
は
技
能
又
は
員
数
に
つ
い
て
、
第
二
十
一 

条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準 

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

二 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項
に 

規
定
す
る
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る 

基
準
に
従
っ
て
適
正
な
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
運
営
を
す
る 

こ
と
が
で
き
な
く
な 
っ
た
と
き
。

ヨ
居
宅
生
活
支
援
費
の
請
求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。

测
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報 

告
又
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ 

に
従
わ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

囲
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
又
は
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従 

業
者
が
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
ら
れ
て
こ 

れ
に
応
ぜ
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
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、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、

又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検 

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き(

当
該
指
定
に 

係
る
事
業
所
の
従
業
者
が
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
 

そ
の
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が 

相
当
の
注
意
及
び
監
督
を
尽
く
し
た
と
き
を
除
く
。) 

〇
 

AI
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
不
正
の
手
段
に
よ
り
指
定
居
宅 

支
援
事
業
者
の
指
定
を
受
け
た
と
き
。

②

市
町
村
は
、
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
に
係
る
指
定
居
宅
支
援 

を
行
っ
た
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
に
つ
い
て
、
前
項
第
二
号
又
は 

第
三
号
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
に 

係
る
事
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。

第
二
十
一
条
の
二
十
三 

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に 

は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

T

 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
指
定
を
し
た
と
き
。

コ 

第
二
十
一
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
る
届
出(

同
条
の
厚
生
労 

働
省
令
で
定
め
る
事
項
の
変
更
並
び
に
同
条
に
規
定
す
る
事
業 

の
休
止
及
び
再
開
に
係
る
も
の
を
除
く
。) 

が
あ
っ
た
と
き
。
 

ヨ 

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
指
定
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を
含
む
。
以

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。)

を
必
要
と 

す
る
障
害
児
の
保
護
者
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
同
法
に

第
一 

ー
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
み
な
さ
れ
た
も
の

第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス(

同
法
附
則
第
十
一
条

第
二
十
一
条
の
二
十
五 

市
町
村
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条

第
二
款 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
措
置
等

費
又
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く 

困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
障
害
児
に
つ
き
、
政
令
で

条
の
十
又
は
第
二
十
一
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
り
居
宅
生
活
支
援

る
障
害
児
の
保
護
者
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
第
二
十
一

第
二
十
一
条
の
二
十
五
市
町
村
は
、
児
童
居
宅
支
援
を
必
要
と
す

第
二
款
居
宅
介
護
の
措
置
等

③
 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び
要 

請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

業
者
に
対
し
、
当
該
障
害
児
の
利
用
の
要
請
を
行
う
も
の
と
す 

る
。

は
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
指
定
居
宅
支
援
事

あ
っ
た
と
き
は
、
指
定
居
宅
支
援
の
利
用
に
つ
い
て
あ
っ
せ
ん
又

②
 

市
町
村
は
、
障
害
児
又
は
当
該
障
害
児
の
保
護
者
か
ら
求
め
が

な
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
に
関
し
相
談
に
応 

じ
、
及
び
助
言
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
二
十
四
市
町
村
は
、
指
定
居
宅
支
援
に
関
し
必
要

を
取
り
消
し
た
と
き
。
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規
定
す
る
介
護
給
付
費
又
は
特
例
介
護
給
付
費(

第
五
十
六
条
の 

六
第
一
項
に
お
い
て
「介
護
給
付
費
等
」
と
い
う
。)

の
支
給
を 

受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
障 

害
児
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ 

ス
を
提
供
し
、

又
は
当
該
市
町
村
以
外
の
者
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ 

提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

(

略)

第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
一
ー
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者 

は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当 

な
理
由
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
三 

市
町
村
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に 

関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
に
関
し 

相
談
に
応
じ
、
及
び
助
言
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
 

市
町
村
は
、
障
害
児
又
は
当
該
障
害
児
の
保
護
者
か
ら
求
め
が 

あ
っ
た
と
き
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
あ
っ
せ 

剤
は
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
障
害
福
祉
サ 

—
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
障
害
児
の
利
用
に
つ
い
て 

の
要
請
を
行
う

tl
の
il
す
る
。

定
め
る
基
準
に
従
い
、
児
童
居
宅
支
援
を
提
供
し
、
又
は
当
該
市 

町
村
以
外
の
者
に
児
童
居
宅
支
援
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。

②

(

略)
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③
 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
は
、
前
項
の
あ
っ
せ
ん
、
 

調
整
及
び
要
請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

ヽ6

第
二
十
一
条
の
二
十
八 

市
町
村
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す 

る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を 

・
行
う
と
と
も
に
、
当
該
市
町
村
以
外
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事 

業
を
行
う
者
と
の
連
携
を
図
る
等
に
よ
り
、
第
六
条
の
二
第
三
項 

に
規
定
す
る
児
童
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
利
用
の
促
進 

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

三

十

二

条
(

略)

②
 

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は' 

第
二
十
一
条
の
六
第
一
項 

の
交
付
等
の
権
限
、
第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
措
置
を
採
る
権
限 

又
は
助
産
の
実
施
若
し
く
は
母
子
保
護
の
実
施
の
権
限
及
び
第
二 

十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
保
護
の
権
限
の
全
部
又
は 

一
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
管
理
す
る
福
祉
事
務
所
の
長
に
委
任
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

(

略)

第
二
十
一
条
の
二
十
八 

市
町
村
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す 

る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を 

行
う
と
と
も
に
、
当
該
市
町
村
以
外
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事 

業
を
行
う
者
と
の
連
携
を
図
る
等
に
よ
り
、
第
六
条
の
二
第
十
二 

項
に
規
定
す
る
児
童
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
利
用
の
促 

進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

三

十

二

条
(

略)

②
 

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項 

の
交
付
等
の
権
限
、
第
二
十
一
条
の
十
か
ら
第
二
十
一
条
の
十
五 

ま
で
の
規
定
に
よ
る
権
限
、
第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
措
置
を
採 

る
権
限
又
は
助
産
の
実
施
若
し
く
は
母
子
保
護
の
実
施
の
権
限
及 

び
第
二
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
保
護
の
権
限
の
全 

部
又
は
一
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
管
理
す
る
福
祉
事
務
所
の
長
に 

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

(

略)
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要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
等
を
行
う 

者
に
対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該 

職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
事
務
所 

若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件 

を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

(

略)

第
三
十
四
条
の
四 

都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
の
福
祉
の
た
め
に
必

③

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
等
を 

廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚 

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

事
業
等
」
と
い
う
。)

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

②

(

略)

事
業
及
び
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業(

以

下

「障
害
児
相
談
支
援

定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
障
害
児
相
談
支
援

第
三
十
四
条
の
三
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
厚
生
労
働
省 

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
を
行 

う
者
に
対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当 

該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
事
務 

所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物 

件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

(

略)

第
三
十
四
条
の
四
都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
の
福
祉
の
た
め
に
必

③

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等 

を
廃
止
し' 

又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

②

(

略)

援
事
業
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
児
童
居
宅
生
活
支

第
三
十
四
条
の
三
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
厚
生
労
働
省 

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
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第
三
十
四
条
の
五 

都
道
府
県
知
事
は
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
等 

を
行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
く 

は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
そ
の 

事
業
に
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係
る 

児
童
の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対 

し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
四
条
の
六
障
害
児
相
談
支
援
事
業
等
を
行
う
者
は
、
第
二 

十
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く 

は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由 

が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

第
四
十
九
条 

こ
の
法
律
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
障
害
児
相
談
支 

W
W

及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
並
び
に
児
童
福
祉
施 

設
の
職
員
そ
の
他
児
童
福
祉
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
命
令 

で
定
め
る
。

第
五
十
一
条 

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

(

略)

第
三
十
四
条
の
五
都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
居
宅
生
活4

X

援
事
業 

翔
を
行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し 

く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、

又
は
そ 

の
事
業
に
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係 

る
児
童
の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に 

対
し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
四
条
の
六
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
又
は
児
童
自
立
生
活 

援
助
事
業
を
行
う
者
は
、
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
、
第
二 

十
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く 

は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由 

が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

第
四
十
九
条 

こ
の
法
律
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
児
童
居
宅
生
活 

支
援
事
業
等
及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
並
び
に
児
童
福
祉 

施
設
の
職
員
そ
の
他
児
童
福
祉
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
命 

令
で
定
め
る
。

第
五
十
一
条
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

(

略)
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二

〜

七
(

略)

第
五
十
三
条 

国
庫
は
、
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
五
十 

条
(

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
の
二
及
び
第
六
号
の
二 

を
除
く
。) 

及
び
第
五
十
一
条(

第

二

号(

第
二
十
一
条
の
二
十 

五
第
一 

一
項
の
措
置
に
係
る
費
用
に
限
る
。)

、
第
四
号
、
第
五
号 

及
び
第
七
号
を
除
く
。)

に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
支
弁
す 

る
費
用
に
対
し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二 

分
の
一
を
負
担
す
る
。

第
五
十
三
条
の
二 

国
庫
は
、
第
五
十
条
第
五
号
の
ー
ー
の
費
用
に
対 

し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
分
の
一
以
内 

を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ー
の
二 

第
二
十
一
条
の
十
又
は
第
二
十
一
条
の
十
二
の
規
定
に 

よ
り
市
町
村
が
行
う
居
宅
生
活
支
援
費
又
は
特
例
居
宅
生
酒
支 

損

費

の

囱

給

に

芋

る

斷

二

〜

七
(

略)

第
五
十
三
条 

国
庫
は
、
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
五
十 

条
(

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
の
二
及
び
第
六
号
の
二 

を
除
く
。) 

及
び
第
五
十
一
条(

第
一
号
の
二
、
第
二
号
、
第
四 

号
、
第
五
号
及
び
第
七
号
を
除
く
。) 

に
規
定
す
る
地
方
公
共
団 

体
の
支
弁
す
る
費
用
に
対
し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ 

り
、
そ
の
二
分
の
一
を
負
担
す
る
。

第
五
十
三
条
の
二
国
庫
は
、
第
五
十
条
第
五
号
の
二
の
費
用
並
び 

に
第
五
十
一
条
第
一
号
の
二
の
費
用(

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係 

る
費
用
を
除
く
。) 

及
び
同
条
第
「
一
号
の
費
用(

児
童
デ
ィ
サ
」 

ビ
ス
及
び
第
二
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
措
置
に
係
る
費
用
を 

除
く
。) 

に
対
し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の 

二
分
の
一
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
五
十
五
条 

都
道
府
県
は
、
第
五
十
一
条
第
二
号
の
費
用(
第
二 

十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
措
置
に
係
る
費
用
を
除
く
。) 

並
び 

に
第
五
十
一
条
第
三
号
及
び
第
四
号
の
ー 

ー
の
費
用
に
対
し
て
は
、
 

政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
四
分
の
一
を
負
担
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
六
条
の
六
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
の
福
祉
を
増
進
す
る 

た
め
、
介
護
給
付
費
等
の
支
給
、
第
二
十
一
条
の
二
十
五
又
は
第 

二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
及
び
保 

育
の
実
施
等
並
び
に
そ
の
他
の
福
祉
の
保
障
が
適
切
に
行
わ
れ
る 

よ
う
に
、
相
互
に
連
絡
及
び
調
整
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
五
条 

都
道
府
県
は
、
第
五
十
一
条
第
三
号
及
び
第
四
号
の 

二
の
費
用
に
対
し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の 

四
分
の
一
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
五
条
の
二 

都
道
府
県
は
、
第
五
十
一
条
第
一
号
の
二
の
費 

用
(

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
を
除
く
。) 

及
び
同
条
第 

二
号
の
費
用(

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
第
二
十
一
条
の
二
十
五 

第
二
項
の
措
置
に
係
る
費
用
を
除
く
。) 

に
対
し
て
は
、
政

制
 

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
四
分
の
一
以
内
を
補
助
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。

第
五
十
六
条
の
六
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
の
福
祉
を
増
進
す
る 

た
め
、
第
二
十
一
条
の
十
若
し
く
は
第
二
十
一
条
の
十
二
の
規
定 

に
よ
る
居
宅
生
活
支
援
費
若
し
く
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の
支 

給
、
第
二
十
一
条
の
二
十
五
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は 

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
及
び
保
育
の
実
施
等
並
び
に
そ
の
他 

の
福
祉
の
保
障
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
相
互
に
連
絡
及
び 

調
整
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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②

障
害
児
相
談
支
援
事
業
等
又
は
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を 

行
う
者
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
設
置
者
は
、
そ
の
事
業
を
行
い
、
 

又
は
そ
の
施
設
を
運
営
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
相
互
に
連
携
を
図 

り
つ
つ
、
児
童
及
び
そ
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と
そ
の 

他
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
積
極
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
に
努
め 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
七
条
の
二
租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
こ
の
法
律
に
よ
り
支

②

児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
又
は
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業 

を
行
う
者
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
設
置
者
は
、
そ
の
事
業
を
行
い 

'

又
は
そ
の
施
設
を
運
営
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
相
互
に
連
携
を 

図
り
つ
つ
、
児
童
及
び
そ
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と
そ 

の
他
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
積
極
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
に
努 

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
七
条
の
二 

市
町
村
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り 

居
宅
生
活
支
援
費
又
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
を
受
け
た 

者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
額
に
相 

当

劭

金

又

は

一

部

を

徴

収

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

②
 

市
町
村
は
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の 

行
為
に
よ
り
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
支
払
っ
た
額
を
返
還
さ
せ 

る
ほ
か
、
そ
の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
Egl
十
を
乗
じ
て
得
た
額 

を
支
払
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十 

一
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
法
律
で
定
め
る
歳
入
と
す
る
。-

第
五
十
七
条
の
三 

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、

こ
の
法
律
に
よ
り
支
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給
を
受
け
た
金
品
を
標
準
と
し
て
、
こ
れ
を
課
す
る
こ
と
が
で
き 

なV 
-

②

こ
の
法
律
に
よ
る
支
給
金
品
は
、
既
に
支
給
を
受
け
た
も
の
で 

あ
る
と
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が 

で
き
な
い
。

附

MIJ

第
六
十
三
条
の
四 

児
童
相
談
所
長
は
、
当
分
の
間
、
第
二
十
六
条 

第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
の
う
ち
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条 

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
十
五

給
を
受
け
た
金
品
を
標
準
と
し
て
、
こ
れ
を
課
す
る
こ
と
が
で
き 

な
い
。

② 

居
宅
生
活
支
援
費
又
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
を
受
け
る
権
利 

は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で 

き
な
い
。

③
 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
よ
る
支
給
金
品 

は
、
既
に
支
給
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず 

、
こ
れ
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
十
二
条
の
三 

市
町
村
は
、
条
例
で
、
第
二
十
一
条
の
十
三
第 

二
項
後
段
又
は
第
二
十
一
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
居
宅 

受
給
者
証
の
提
出
又
は
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
<1 

に
対
し
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で 

き
る
。.附

則

第
六
十
三
条
の
四 

児
童
相
談
所
長
は
、
当
分
の
間
、
第
二
十
六
条 

第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
の
う
ち
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条 

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
十
五
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歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
、
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体 

障
害
者
更
生
援
護
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ 

ス
(

障
害
者
自
立
支
援
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
の 

み
を

Ml
象
と
す
る
も
の
に
限
る
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。)

を
利 

用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
身
体 

障
害
者
福
祉
法
第
九
条
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
十
九
条
第
二 

團
し
く
は
第
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
長
に
通
知
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。

第
六
十
三
条
の
五 

児
童
相
談
所
長
は
、
当
分
の
間
、
第
二
十
六
条 

第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
の
う
ち
十
五
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
、
 

知
的
障
害
者
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
六
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者 

更
生
施
設
、
同
法
第
二
十
一
条
の
七
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
授 

産
施
設
若
し
く
は
同
法
第
二
十
一
条
の
八
に
規
定
す
る
知
的
障
害 

者
通
勤
寮
に
入
所
す
る
こ
と
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す 

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
同
法
第
九 

条
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
十
九
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項 

に
規
定
す
る
市
町
村
の
長
に
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
、
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体 

障
害
者
更
生
援
護
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め 

る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
同
法
第
九
条
に
規
定
す
る
市
町
村
の
長
に 

通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
三
条
の
五 

児
童
相
談
所
長
は
、
当
分
の
間
、
第
二
十
六
条 

第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
の
う
ち
十
五
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
、
 

知
的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

第
二 

十
一
条
の
六
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
、
同
法
第
二
十 

一
条
の
七
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
授
産
施
設
胃
同
法
第
二
十 

一
条
の
八
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
通
勤
寮
に
入
所
す
る
こ
と
が 

適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
同
法
第
九
条
に
規
定 

す
る
市
町
村
の
長
に
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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〇
児
童
福
祉
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

新

旧

対

照

表(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

第
一
款
障
害
児
施
設
給
付
費
、
高
額
障
害
児
施
設
給
付
費

び
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
並
び
に
障
害
児 

施
設
医
療
費
の
支
給

第
四
節
障
害
児
施
設
給
付
費
、
高
額
障
害
児
施
設
給
付
費
及

第
二
款 

子
育
て
支
援
事
業(

第
二
十
一
条
の
八
—
第
二
十

一
条
の
十
七)

第

三

節
(

略)

‘

•

第
二
十
一
条
の
七)

第
一
款 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
措
置(

第
二
十
一
条
の
六

目
次第

一

章
(

略)

第

二

章
(

略)

第
一
節 

療
育
の
指
導
等(

第
十
九
条
——
第
二
十
一
条
の
五)

第

一

ー

節(

略) 改

正

案

第
三
款 

子
育
て
支
援
事
業(

第
二
十
一
条
の
二
十
六
——
第 

二
十
一
条
の
三
十
五)

第

三

節
(

略) 二
十
五
——
第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
三)

第
二
款 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
措
置
等(

第
二
十
一
条
の

目
次第

一

章
(

略)

第

二

章
(

略)

第
一
節 

療
育
の
指
導
等(

第
十
九
条
—
第
二
十
一
条
の
九
の 

51

第

二

節
(

略)

第

一

款

削

除 現

行

(

附
則
第
二
十
七
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
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第

六

章

罰

則
(

第
六
十
条
——
第
六
十
二
条
の
三)

附
則

第
六
条
の
二

第
六
節 

雑

則
(

第
三
十
四
条•

第
三
十
四
条
の
二) 

第

三

章

〜

第

五

章
(

略)

十
三
条
の
ハ)

第
五
節
要
保
護
児
童
の
保
護
措
置
等(

第
二
十
五
条
——
第
三

第
三
款
障
害
児
施
設
医
療
費
の
支
給(

第
二
十
四
条
の
二 

十
—
第
二
十
四
条
の
二
十
三)

第
二
款 

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等(

第
二
十
四
条
の
九
— 

第
二
十
四
条
の
十
九)

及
び
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
の
支
給( 

第
二
十
四
条
の
二
——
第
二
十
四
条
の
ハ)

町
村
、
児
童
相
談
所
、
障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律

第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
導
を
行
い
、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
者
と
市

と
も
に
、
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
と

宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
れ
ら
の
児
童
及
び
そ
の
保
護
者 

の
障
害
児
の
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
主
と
し
て
居

第
六
条
の
二 

こ
の
法
律
で
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
と
は
、
地
域

第

六

章

罰

則
(

第
六
十
条
——
第
六
十
二
条
の
二)

附
則 第

五
節 

雑

則
(

第
三
十
四
条•

第
三
十
四
条
の
二) 

第

三

章

〜

第

五

章(

略)

十
三
条
の
ハ)

第
四
節
要
保
護
児
童
の
保
護
措
置
等(

第
二
十
五
条
——
第
三
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こ
の
法
律
で
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
と
は
、
第
二
十
七
条 

第
七
項
の
措
置
に
係
る
者
に
つ
き
同
項
に
規
定
す
る
住
居
に
お
い 

て
同
項
に
規
定
す
る
日
常
生
活
上
の
援
助
及
び
生
活
指
導
並
び
に 

就
業
の
支
援
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
同
項
の
措
置
を
解
除
さ
れ
た
者 

に
つ
き
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
を
い
う
。

②
 

こ
の
法
律
で
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
は
、
小
学
校
に 

就
学
し
て
い
る
お
お
む
ね
十
歳
未
満
の
児
童
で
あ
っ
て
、
そ
の
保 

護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
も
の
に
、
政
令
で
定 

め
る
基
準
に
従
い
、
授
業
の
終
了
後
に
児
童
厚
生
施
設
等
の
施
設 

を
利
用
し
て
適
切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
て
、
そ
の
健
全 

な
育
成
を
図
る
事
業
を
い
う
。

③
 

こ
の
法
律
で
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
と
は
、
保
護
者
の
疾
病 

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
養
育
を
受
け
る
こ
と
が
ー 

時
的
に
困
難
と
な
っ
た
児
童
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

第 

号)

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

事

業
(

同
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ 

—
ビ
ス
事
業
と
み
な
さ
れ
た
事
業
を
含
む
。
以

下

「障
害
福
祉
サ 

—
ビ
ス
事
業
」
と
い
う
。)

を
行
う
者
、
児
童
福
祉
施
設
等
と
の 

連
絡
及
び
調
整
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
を
総
合 

的
に
行
う
事
業
を
い
う
。

②
 

こ
の
法
律
で
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
と
は
、
第
二
十
七
条 

第
七
項
の
措
置
に
係
る
者
に
つ
き
同
項
に
規
定
す
る
住
居
に
お
い 

て
同
項
に
規
定
す
る
日
常
生
活
上
の
援
助
及
び
生
活
指
導
並
び
に 

就
業
の
支
援
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
同
項
の
措
置
を
解
除
さ
れ
た
者 

に
つ
き
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
を
い
う
。

③
 

こ
の
法
律
で
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
は
、
小
学
校
に 

就
学
し
て
い
る
お
お
む
ね
十
歳
未
満
の
児
童
で
あ
っ
て
、
そ
の
保 

護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
も
の
に
、
政
令
で
定 

め
る
基
準
に
従
い
、
授
業
の
終
了
後
に
児
童
厚
生
施
設
等
の
施
設 

を
利
用
し
て
適
切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
て
、
そ
の
健
全 

な
育
成
を
図
る
事
業
を
い
う
。

@1
こ
の
法
律
で
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
と
は
、
保
護
者
の
疾
病 

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
養
育
を
受
け
る
こ
と
が
ー 

時
的
に
困
難
と
な
っ
た
児
童
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
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る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
養
護
施
設
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で 

定
め
る
施
設
に
入
所
さ
せ
、
そ
の
者
に
つ
き
必
要
な
保
護
を
行
う 

事
業
を
い
う
。

第

七

条
(

略)

②
 

こ
の
法
律
で
・
、
障
害
児
施
設
支
援
と
は
、
知
的
障
害
児
施
設
支 

援
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
支
援
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
支
援
曲 

体
不
自
由
児
施
設
支
援
及
び
重
症
心
身
障
害
児
施
設
支
援
を
い 

う
〇

③
 

こ
の
法
律
で
、
知
的
障
害
児
施
設
支
援
と
は
、
知
的
障
害
児
施 

設
に
入
所
す
る
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
に
対
し
て
行
わ
れ
る
保
護 

又
は
治
療
及
び
知
識
技
能
の
付
与
を
い
う
。

©1
こ
の
法
律
で
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
支
援
と
は
、
知
的
障
害 

児
通
園
施
設
に
通
う
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
に
対
し
て
行
わ
れ
る 

保
護
及
び
知
識
技
能
の
付
与
を
い
う
。

⑤
 

こ
の
法
律
で
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
支
援
と
は
、
盲
ろ
う
あ
児
施 

設
に
入
所
す
る
盲
児(

強
度
の
弱
視
児
を
含
む
。)

又
は
ろ
う
あ 

児
(

強
度
の
難
聴
児
を
含
む
。)

に
対
し
て
行
わ
れ
る
保
護
及
び 

指
導
又
は
援
助
を
い
う
。

⑥
 

こ
の
法
律
で
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
支
援
と
は
、
肢
体
不
自
由

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
養
護
施
設
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で 

定
め
る
施
設
に
入
所
さ
せ
、
そ
の
者
に
つ
き
必
要
な
保
護
を
行
う 

事
業
を
い
う
。

第

七

条
(

略)
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児
施
設
又
は
国
立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
独
立
行
政 

法
人
国
立
病
院
機
構
の
設
置
す
る
医
療
機
関
で
あ
っ
て
厚
生
労
働 

大
臣
が
指
定
す
る
も
の(

以

下

「指
定
医
療
機
関
」
と
い
う
。) 

に
お
い
て
、
上
肢
、
下
肢
又
は
体
幹
の
機
能
の
障
害(

以

下

「肢 

体
不
自
由
」
と
い
う
。)

の
あ
る
児
童
に
対
し
て
行
わ
れ
る
治
療 

及
び
知
識
技
能
の
付
与
を
い
う
。

©1
こ
の
法
律
で
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
支
援
と
は
、
重
症
心
身 

障
害
児
施
設
に
入
所
し
、
又
は
指
定
医
療
機
関
に
入
院
す
る
重
度 

の
知
的
障
害
及
び
重
度
の
肢
体
不
自
由
が
重
複
勻 
い
る
旧̂

2  

対
し
て
行
わ
れ
る
保
護
並
び
に
治
療
及
び
日
常
生
活
の
指
導
を
い 

う
。

第

十

二

条
(

略)

②
 

児
童
相
談
所
は
、
児
童
の
福
祉
に
関
し
、
主
と
し
て
前
条
第
一 

項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
同
項
第
二
号
口
か
ら
ホ
ま
で
に
掲 

げ
る
業
務
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第

号)

第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
六
条 

第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

③ 

•
④

(

略)

第

十

二

条
(

略)

②
 

児
童
相
談
所
は
、
児
童
め
福
祉
に
関
し
、
主
と
し
て
前
条
第
一 

項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
同
項
第
一 

ー
号
口
か
ら
ホ
ま
で
に
掲 

げ
る
業
務
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び 

第
三
項
並
び
に
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
も 

の
と
す
る
。

③ 

•
④

(

略)
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第
二
十
条
か
ら
第
二
十
一
条
の
五
ま
で
削
除

第
二
十
一
条
の
六 

市
町
村
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け 

た
児
童
に
対
し
、
盲
人
安
全
つ
え
、
補
聴
器
、
義
肢
、
装
具
、
車 

い
す
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
補
装
具
を
交
付
し
、
若
し 

く
は
修
理
し
、
又
は
こ
れ
に
代
え
て
補
装
具
の
購
入
若
し
く
は
修 

理
に
要
す
る
費
用
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
 

前
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
支
給
は
、
補
装
具
の
交
付
又
は
修 

理
が
劃
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
を
行
う
こ 

と
が
で
き
る
。.

③ 

第
一
項
に
規
定
す
る
補
装
具
の
交
付
又
は
修
理
は
、
補
装
具
の 

製
作
若
し
く
は
修
理
を
業
と
す
る
者(

以

下

「業
者
」
と
い
う
。

) 

に
委
託
し
て
こ
れ
を
行
い
、

又
は
市
町
村
が
自
ら
こ
れ
を
行
う 

も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
七 

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
補
装
具
の
交
付
又 

は
修
理
の
委
託
を
受
け
た
業
者
が
市
町
村
に
対
し
て
請
求
す
る
こ 

と
が
で
き
る
報
酬
の
額
の
基
準
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
こ
れ
を
定 

め
る
。
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五

移 
送

の
他
の
看
護

四
病
院
又
は
診
療
所
へ
の
入
院
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ

三 

医
学
的
処
置
、
手
術
及
び
そ
の
他
の
治
療
並
び
に
施
術

二
薬
剤
又
は
治
療
材
料
の
支
給

ー
 

診
察

③

前
項
の
医
療
は
、
次
に
掲
げ
る
給
付
と
す
る
。

物
品
の
支
給
と
す
る
〇

②
 

療
育
の
給
付
は
、
医
療
並
び
に
学
習
及
び
療
養
生
活
に
必
要
な

る
。

ヽ
こ
れ
を
病
院
に
入
院
さ
せ
て
療
育
の
給
付
を
行
う
こ
と
が
で
き

て
い
る
児
童
に
対
し
、
療
養
に
併
せ
て
学
習
の
援
助
を
行
う
た
め

第
二
十
条
都
道
府
県
は
、
骨
関
節
結
核
そ
の
他
の
結
核
に
か
か
っ

-

■

五

移

送

の
他
の
看
護

四
病
院
又
は
診
療
所
へ
の
入
院
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ

三 

医
学
的
処
置
、
手
術
及
び
そ
の
他
の
治
療
並
び
に
施
術

二
薬
剤
又
は
治
療
材
料
の
支
給

1

③

前
項
の
医
療
は
、
次
に
掲
げ
る
給
付
と
す
る
。

物
品
の
支
給
と
す
る
。

②

療
育
の
給
付
は
、
医
療
並
び
に
学
習
及
び
療
養
生
活
に
必
要
な

が
で
き
る
。

う
た
め
、
こ
れ
を
病
院
に
入
院
さ
せ
て
療
育
の
給
付
を
行
う
こ
と

か
か
っ
て
い
る
児
童
に
対
し
、
療
養
に
併
せ
て
学
習
の
援
助
を
行

第
二
十
一
条
の
九 

都
道
府
県
は
、
骨
関
節
結
核
そ
の
他
の
結
核
に

じ
。)

が
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
額
と
す 

る
。

の
扶
養
義
務
者(

民
法
に
定
め
る
扶
養
義
務
者
を
い
う
。
以
下
同

が
で
き
る
報
酬
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
本
人
及
び
そ

す
る
費
用
の
額
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
業
者
が
請
求
す
る
こ
と

第
二
十
一
条
の
ハ 

第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
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④ 

第
二
項
の
医
療
に
係
る
療
育
の
給
付
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は 

都
道
府
県
知
事
が
次
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
病
院(

以

下

「
 

指
定
療
育
機
関
」
と
い
う
。)

に
委
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

⑤
 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
国
が
開
設
し
た
病
院
に
つ
い
て
そ
の
主
務 

大
臣
の
同
意
を
得
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
他
の
病
院
に
っ 

い
て
そ
の
開
設
者
の
同
意
を
得
て
、
第
二
項
の
医
療
を
担
当
さ
せ 

る
機
関
を
指
定
す
る
。

⑥ 

前
項
の
指
定
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
病
院
に
っ 

い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

⑦
 

指
定
療
育
機
関
は
、
三
十
日
以
上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、
そ 

の
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧ 

指
定
療
育
機
関
が
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
基 

準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き 

、
そ
の
他
指
定
療
育
機
関
に
第
二
項
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
に
つ 

い
て
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
と
き
は 

、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
指
定
療
育
機
関
に
つ
い
て
は
厚
生 

労
働
大
臣
が
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
指
定
療
育
機
関
に
っ 

い
て
は
都
道
府
県
知
事
が
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き 

る
。

④ 

第
二
項
の
医
療
に
係
る
療
育
の
給
付
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は 

都
道
府
県
知
事
が
次
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
病
院(

以

下

「
 

指
定
療
育
機
関
」
と
い
う
。)

に
委
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

⑤
 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
国
が
開
設
し
た
病
院
に
つ
い
て
そ
の
主
務 

大
臣
の
同
意
を
得
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
他
の
病
院
に
っ 

い
て
そ
の
關
設
者
の
同
意
を
得
て
、
第
二
項
の
医
療
を
担
当
さ
せ 

る
機
関
を
指
定
す
る
。

⑥ 

前
項
の
指
定
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
病
院
に
っ 

い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

⑦
 

指
定
療
育
機
関
は
、
三
十
日
以
上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、
そ 

の
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧
 

指
定
療
育
機
関
が
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
基 

準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き 

、
そ
の
他
指
定
療
育
機
関
に
第
二
項
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
に
つ 

い
て
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
と
き
は 

、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
指
定
療
育
機
関
に
つ
い
て
は
厚
生 

労
働
大
臣
が
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
指
定
療
育
機
関
に
っ 

い
て
は
都
道
府
県
知
事
が
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き 

る
。
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第
二
十
一
条
の
三 

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
療
育
機
関
の
診
療
内 

容
及
び
診
療
報
酬
の
請
求
を
随
時
審
査
し
、
か
つ
、
指
定
療
育
機 

関
が
前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬 

の
額
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

② 

指
定
療
育
機
関
は
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
前
項
の
決
定
に
従 

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
 

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
療
育
機
関
が 

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
を
決
定
す
る
に
当
た
っ 

て
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律

第
二
十
一
条
の
二 

指
定
療
育
機
関
の
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
は 

、
健
康
保
険
の
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
の
例
に
よ
る
。

②

前
項
に
規
定
す
る
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
に
よ
る
こ
と
が
で 

き
な
い
と
き
、
及
び
こ
れ
に
よ
る
こ
と
を
適
当
と
し
な
い
と
き
の 

診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ 

に
よ
る
。

第
二
十
一
条 

指
定
療
育
機
関
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ 

ろ
に
よ
り
、
前
条
第
二
項
の
医
療
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

、
〇

第
二
十
一
条
の
九
の
四 

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
療
育
機
関
の
診 

療
内
容
及
び
診
療
報
酬
の
請
求
を
随
時
審
査
し
、
か
つ
、
指
定
療 

育
機
関
が
前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療 

報
酬
の
額
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

② 

指
定
療
育
機
関
は
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
前
項
の
決
定
に
従 

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③ 

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
療
育
機
関
が 

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
を
決
定
す
る
に
当
た
っ 

て
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律

第
二
十
一
条
の
九
の
三 

指
定
療
育
機
関
の
診
療
方
針
及
び
診
療
報 

酬
は
、
健
康
保
険
の
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
の
例
に
よ
る
。

②
 

前
項
に
規
定
す
る
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
に
よ
る
こ
と
が
で 

き
な
い
と
き
、
及
び
こ
れ
に
よ
る
こ
と
を
適
当
と
し
な
い
と
き
の 

診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ 

に
よ
る
。
 

--

第
二
十
一
条
の
九
の
二
指
定
療
育
機
関
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
第
二
項
の
医
療
を
担
当
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。



第
百
二
十
九
号)

に
定
め
る
審
査
委
員
会
、
国
民
健
康
保
険
法 
( 

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号)

に
定
め
る
国
民
健
康
保
険 

診
療
報
酬
審
査
委
員
会
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
審 

査
機
関
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④ 

都
道
府
県
は
、
指
定
療
育
機
関
に
対
す
る
診
療
報
酬
の
支
払
に 

関
す
る
事
務
を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
、
国
民
健
康
保
険 

団
体
連
合
会
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

⑤ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
 

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

第

二

十

一
条
の
四
都
道
府
県
知
事(

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た 

指
定
療
育
機
関
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知 

事
と
す
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

は
、
指
定
療
育
機
関
の
診 

療
報
酬
の
請
求
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
た
め
必
要 

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
療
育
機
関
の
管
理
者
に
対
し
て 

必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
を
し
て
、
指
定
療
育
機
関 

に
つ
い
て
、
そ
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
、
実
地
に
診
療
録
、
帳 

簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
二
十
九
号)

に
定
め
る
審
査
委
員
会
、
国
民
健
康
保
険
法 
( 

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号)

に
定
め
る
国
民
健
康
保
険 

診
療
報
酬
審
査
委
員
会
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
審 

査
機
関
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④ 

都
道
府
県
は
、
指
定
療
育
機
関
に
対
す
る
診
療
報
酬
の
支
払
に 

関
す
る
事
務
を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
、
国
民
健
康
保
険 

団
体
連
合
会
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

⑤ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
 

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

第
二
十
一
条
の
九
の
五 

都
道
府
県
知
事(

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定 

し
た
指
定
療
育
機
関
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府 

県
知
事
と
す
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

は
、
指
定
療
育
機
関 

の
診
療
報
酬
の
請
求
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
た
め 

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
療
育
機
関
の
管
理
者
に
対 

し
て
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
を
し
て
、
指
定
療
育 

機
関
に
つ
い
て
、
そ
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
、
実
地
に
診
療
録 

、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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②
 

指
定
療
育
機
関
の
管
理
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
前
項
の 

報
告
の
求
め
に
応
ぜ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同 

項
の
同
意
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
指
定
療 

育
機
関
に
対
す
る
都
道
府
県
の
診
療
報
酬
の
支
払
を
一
時
差
し
止 

め
る
こ
と
を
指
示
し
、
又
は
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限 

に
属
す
る
事
務(

都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
指
定
療
育
機
関
に 

係
る
も
の
に
限
る
。)

に
つ
い
て
、
児
童
の
利
益
を
保
護
す
る
緊 

急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
同 

項
の
事
務
を
行
う
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
の
五
都
道
府
県
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
慢
性 

疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要 

と
す
る
児
童
又
は
児
童
以
外
の
満
二
十
歳
に
満
た
な
い
者(

政
令 

で
定
め
る
も
の
に
限
る
。)

で
あ
っ
て
、
当
該
疾
患
の
状
態
が
当 

該
疾
患
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る
も
の
の
健 

全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
当
該
疾
患
の
治
療
方
法
に
関
す
る
研
究 

そ
の
他
必
要
な
研
究
に
資
す
る
医
療
の
給
付
そ
の
他
の
政
令
で
定 

め
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
 

指
定
療
育
機
関
の
管
理
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
前
項
の 

報
告
の
求
め
に
応
ぜ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、

又
は
同 

項
の
同
意
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
指
定
療 

育
機
関
に
対
す
る
都
道
府
県
の
診
療
報
酬
の
支
払
を
一
時
差
し
止 

め
る
こ
と
を
指
示
し
、
又
は
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限 

に
属
す
る
事
務(

都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
指
定
療
育
機
関
に 

係
る
も
の
に
限
る
。)

に
つ
い
て
、
児
童
の
利
益
を
保
護
す
る
緊 

急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
同 

項
の
事
務
を
行
う
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
の
九
の
六 

都
道
府
県
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る 

慢
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
療
養
を 

必
要
と
す
る
児
童
又
は
児
童
以
外
の
満
二
十
歳
に
満
た
な
い
者( 

政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。)

で
あ
っ
て
、
当
該
疾
患
の
状
態 

が
当
該
疾
患
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る
も
の 

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
当
該
疾
患
の
治
療
方
法
に
関
す
る 

研
究
そ
の
他
必
要
な
研
究
に
資
す
る
医
療
の
給
付
そ
の
他
の
政
令 

で
定
め
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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第

一

款

削

除

第
二
十
一
条
の
十
か
ら
第
二
十
一
条
の
一 

一
十
四
ま
で 

削
除

第
一
款
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
措
置

第
二
款 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
措
置
等

第
二
十
一
条
の
六 

市
町
村
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一 

項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス(
以

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ 

ス
」
と
い
う
。)

を
必
要
と
す
る
障
害
児
の
保
護
者
が
、
や
む
を 

得
な
い
事
由
に
よ
り
同
法
に
規
定
す
る
介
護
給
付
費
又
は
特
例
介 

護

給

付

費(

第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
「介
護
給
付
費 

等
」
と
い
う
。)

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る 

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
障
害
児
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
基
準 

に
従
い
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
又
は
当
該
市
町
村
以 

外
の
者
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

第
二
十
一
条
の
二
十
五
市
町
村
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条 

第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス(

同
法
附
則
第
十
一
条 

第
一 

ー
項
の
規
定
に
よ
り
星
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
み
な
さ
れ
た
も
の 

を
含
む
。
以

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。)

を
必
要
と 

す
る
障
害
児
の
保
護
者
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
同
法
に 

規
定
す
る
介
護
給
付
費
又
は
特
例
介
護
給
付
費(

第
五
十
六
条
の 

六
第
一
項
に
お
い
て
「介
護
給
付
費
等
」
と
い
う
。)

の
支
給
を 

受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は' 

当
該
障 

害
児
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ 

ス
を
提
供
し
、
又
は
当
該
市
町
村
以
外
の
者
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ 

ス
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

市
町
村
は
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
障
害
児
に
っ 

い
て
、
そ
の
福
祉
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
 

劇
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た
め
の
用
具
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
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臣
が
定
め
る
も
の
を
給
付
し
、
若
し
く
は
貸
与
し
、
又
は
当
該
市 

町
村
以
外
の
者
に
こ
れ
を
給
付
し
、
若
し
く
は
貸
与
す
る
こ
と
を 

委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

の

七

 

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す 

第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
二 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者

る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る 

委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
拒 

ん
で
は
な
ら
な
い
。

は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当 

な
理
由
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
三
市
町
村
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に 

関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
に
関
し 

相
談
に
応
じ
、
及
び
助
言
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

市
町
村
は
、
障
害
児
又
は
当
該
障
害
児
の
保
護
者
か
ら
求
め
が 

あ
っ
た
と
き
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
あ
つ
世 

ん
又
ば
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
障
害
福
祉
サ 

—
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
障
害
児
の
利
用
に
つ
い
て 

の
要
請
を
行
う
も
の
と
す
る
。

③
 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
は
、
前
項
の
あ
っ
せ
ん
、
 

調
整
及
び
要
請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
切
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第
二
款
子
育
て
支
援
事
業

第
二
十
一
条
の
ハ 

市
町
村
は
、
次
条
に
規
定
す
る
子
育
て
支
援
事 

業
に
係
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細 

か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
積
極
的
に
提
供
さ
れ
、
保
護
者
が
、
そ
の 

児
童
及
び
保
護
者
の
心
身
の
状
況
、
こ
れ
ら
の
者
の
置
か
れ
て
い 

る
環
境
そ
の
他
の
状
況
に
応
じ
て
、
当
該
児
童
を
養
育
す
る
た
め 

に
最
も
適
切
な
支
援
が
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
サ 

—
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
又
は
こ
れ
に
参
画
す
る
者
の
活
動
の
連
携 

及
び
調
整
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
に
応 

じ
た
体
制
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
九 

市
町
村
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
た 

め
、
そ
の
区
域
内
に
お
い
て
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
及
び 

子
育
て
短
期
支
援
事
業
並
び
に
次
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
っ
て
主
務 

省
令
で
定
め
る
も
の(

以

下

「
子
育
て
支
援
事
業
」
と
い
う
。) 

が
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
の
実
施
に
努
め
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
 

児
童
及
び
そ
の
保
護
者
又
は
そ
の
他
の
者
の
居
宅
に
お
い
て

第
三
款 

子
育
て
支
援
事
業

第
二
十
一
条
の
二
十
六 

市
町
村
は
、
次
条
に
規
定
す
る
子
育
て
支 

援
事
業
に
係
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き 

め
細
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
積
極
的
に
提
供
さ
れ
、
保
護
者
が
、
 

そ
の
児
童
及
び
保
護
者
の
心
身
の
状
況
、
こ
れ
ら
の
者
の
置
か
れ 

て
い
る
環
境
そ
の
他
の
状
況
に
応
じ
て
、
当
該
児
童
を
養
育
す
る 

た
め
に
最
も
適
切
な
支
援
が
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
福 

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
又
は
こ
れ
に
参
画
す
る
者
の
活
動
の 

連
携
及
び
調
整
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
そ
の
他
の
地
域
の
実
情 

に
応
じ
た
体
制
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
二
十
一
条
の
二
十
七 

市
町
村
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す 

る
た
め
、
そ
の
区
域
内
に
お
い
て
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業 

及
び
子
育
て
短
期
支
援
事
業
並
び
に
次
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
っ
て 

主
務
省
令
で
定
め
る
も
の(

以

下

「
子
育
て
支
援
事
業
」
と
い 

う
。)

が
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
の
実
施
に
努 

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
 

児
童
及
び
そ
の
保
護
者
又
は
そ
の
他
の
者
の
居
宅
に
お
い
て
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第
二
十
一
条
の
十
一
市
町
村
は
、
子
育
て
支
援
事
業
に
関
し
必
要 

な
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
保
護
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た 

と
き
は
、
当
該
保
護
者
の
希
望
、
そ
の
児
童
の
養
育
に
必
要
な
支 

援
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
当
該
保
護
者
が
最
も
適
切 

な
子
育
て
支
援
事
業
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
に
応
じ
、
必 

要
な
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

行
う
者
と
の
連
携
を
図
る
等
に
よ
り
、
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規 

定
す
る
児
童
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
利
用
の
促
進
に
努 

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
十
市
町
村
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
た 

め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
行
う 

と
と
も
に
、
当
該
市
町
村
以
外
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を

保
護
者
の
児
童
の
養
育
を
支
援
す
る
事
業 

二
保
育
所
そ
の
他
の
施
設
に
お
い
て
保
護
者
の
児
童
の
養
育
を 

支
援
す
る
事
業

三 

地
域
の
児
童
の
養
育
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
保
護 

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行 

う
事
業

第
二
十
一
条
の
二
十
九 

市
町
村
は
、
子
育
て
支
援
事
業
に
関
し
必 

要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
保
護
者
か
ら
求
め
が
あ
っ 

た
と
き
は
、
当
該
保
護
者
の
希
望
、
そ
の
児
童
の
養
育
に
必
要
な 

支
援
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
当
該
保
護
者
が
最
も
適 

切
な
子
育
て
支
援
事
業
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
に
応
じ
、
 

必
要
な
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

業
を
行
う
者
と
の
連
携
を
図
る
等
に
よ
り
、
第
六
条
の
二
第
三
項 

に
規
定
す
る
児
童
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
利
用
の
促
進 

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
二
十
八
市
町
村
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
資
す 

る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を 

行
う
と
と
も
に
、
当
該
市
町
村
以
外
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

保
護
者
の
児
童
の
養
育
を
支
援
す
る
事
業

二
保
育
所
そ
の
他
の
施
設
に
お
い
て
保
護
者
の
児
童
の
養
育
を 

支
援
す
る
事
業

三
地
域
の
児
童
の
養
育
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
保
護 

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行 

う
事
業
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② 

市
町
村
は
、
前
項
の
助
言
を
受
け
た
保
護
者
か
ら
求
め
が
あ
っ 

た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
子
育
て
支
援
事
業
の
利
用
に
っ 

い
て
あ
っ
せ
ん
又
は
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
事
業 

を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
保
護
者
の
利
用
の
要
請
を
行
う
も
の
と 

す
る
。

③
 

市
町
村
は
、
第
一
項
の
情
報
の
提
供
、
相
談
及
び
助
言
並
び
に 

前
項
の
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び
要
請
の
事
務
を
当
該
市
町
村
以
外 

の
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
 

子
育
て
支
援
事
業
を
行
う
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ 

れ
る
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び
要
請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

市
町
村
は
、
前
項
の
助
言
を
受
け
た
保
護
者
か
ら
求
め
が
あ
っ 

た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
子
育
て
支
援
事
業
の
利
用
に
っ 

い
て
あ
っ
せ
ん
又
は
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
事
業 

を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
保
護
者
の
利
用
の
要
請
を
行
う
も
の
と 

す
る
。

③
 

市
町
村
は
、
第
一
項
の
情
報
の
提
供
、
相
談
及
び
助
言
並
び
に 

前
項
の
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び
要
請
の
事
務
を
当
該
市
町
村
以
外 

の
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④ 

子
育
て
支
援
事
業
を
行
う
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ 

れ
る
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び
要
請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

劉
一
十
一
条
の
十
二 

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
情
報 

第
二
十
一
条
の
三
十 

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
情
報

の
提
供
、
相
談
及
び
助
言
並
び
に
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び
要
請
の 

事

務
(

次
条
及
び
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
に
お
い
て
「調
整 

等
の
事
務
」
と
い
う
。)

に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者 

は
、
そ
の
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

の
提
供
、
相
談
及
び
助
言
並
び
に
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び
要
請
の 

事

務
(

次
条
及
び
第
二
十
一
条
の
三
十
二
第
一
項
に
お
い
て
「調 

整
等
の
事
務
」
と
い
う
。)

に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た 

者
は
、
そ
の
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら 

な
い
。

第
二
十
一
条
の
十
三 

市
町
村
長
は
、
第
二
十
一
条
の
十
一
第
三
項 

第
二
十
一
条
の
三
十
一
市
町
村
長
は
、
第
二
十
一
条
の
二
十
九
第
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の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
調
整
等
の
事
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保 

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
務
を
受
託
し 

た
者
に
対
し
、
当
該
事
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
の
十
四 

市
町
村
長
は
、
第
二
十
一
条
の
十
一
第
三
項 

の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
調
整
等
の
事
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保 

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
、度
で 

、
そ
の
事
務
を
受
託
し
た
者
に
対
し
、
報
告
を
求
め
、

又
は
当
該 

職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
事
務
を
受 

託
し
た
者
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物 

件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
 

第
十
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場 

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
一
条
の
十
五 

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
子
育
て 

支
援
事
業
を
行
う
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ 

り
、
そ
の
事
業
に
関
す
る
事
項
を
市
町
村
長
に
届
け
出
る
こ
と
が 

で
き
る
。

三
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
調
整
等
の
事
務
の
適
正
な
実
施
を 

確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
務
を
受 

託
し
た
者
に
対
し
、
当
該
事
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
の
三
十
二 

市
町
村
長
は
、
第
二
十
一
条
の
二
十
九
第 

創
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
調
整
等
の
事
務
の
適
正
な
実
施
を 

確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限 

度
で
、
そ
の
事
務
を
受
託
し
た
者
に
対
し
、
報
告
を
求
め
、
又
は 

当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
事
務 

を
受
託
し
た
者
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
帳
簿
書
類
そ
の
他 

の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
 

第
十
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場 

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
一
条
の
三
十
三
国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
子
育 

て
支
援
事
業
を
行
う
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に 

よ
り
、
そ
の
事
業
に
関
す
る
事
項
を
市
町
村
長
に
届
け
出
る
こ
と 

が
で
き
る
。
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第
二
十
一
条
の
十
六
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
子
育
て
支
援
事 

業
を
行
う
者
に
対
し
て
、
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
適
当
な 

援
助
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
十
七
国
及
び
都
道
府
県
は
、
子
育
て
支
援
事
業
を 

行
う
者
が
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
の
措
置
を
援 

助
す
る
た
め
の
研
究
そ
の
他
保
護
者
の
児
童
の
養
育
を
支
援
し
、
 

児
童
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
研
究
の
推
進
に
努 

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節
障
害
児
施
設
給
付
費
、
高
額
障
害
児
施
設
給
付 

費
及
び
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
並
び 

に
障
害
児
施
設
医
療
費
の
支
給

第
一
款
障
害
児
施
設
給
付
費
、
高
額
障
害
児
施
設
給 

付
費
及
び
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費

第
二
十
四
条
の
二
都
道
府
県
は
、
次
条
第
六
項
に
規
定
す
る
施
設 

給
付
決
定
保
護
者(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「施
設
給
付
決
定
保

第
二
十
一
条
の
三
十
四
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
子
育
て
支
援 

事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
、
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
適
当 

な
援
助
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
三
十
五 

国
及
び
都
道
府
県
は
、
子
育
て
支
援
事
業 

を
行
う
者
が
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
の
措
置
を 

援
助
す
る
た
め
の
研
究
そ
の
他
保
護
者
の
児
童
の
養
育
を
支
援
し 

、
児
童
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
研
究
の
推
進
に 

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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護
者
」
と
い
う
。)

が
、
次
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ 

た
期
間
内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
知
的
障
害
児 

施
設
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自 

由
児
施
設
若
し
く
は
重
症
心
身
障
害
児
施
設
又
は
指
定
医
療
機
関 

(

以

下

「指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
」
と
い
う
。)

に
入
所
又
は 

入

院
(

以

下

「入
所
等
」
と
い
う
。)

の
申
込
み
を
行
い
、
当
該 

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
か
ら
障
害
児
施
設
支
援(

以

下

「指
定 

施
設
支
援
」
と
い
う
。)

を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
施
設
給
付
決 

定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

食
事 

の
提
供
に
要
す
る
費
用
、
居
住
又
は
滞̂

!

要
す
る
費
用
そ
の
他 

の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費 

用
及
び
治
療
に
要
す
る
費
用(

以

下

「特
定
費
用
」
と
い
う
。
「 

を
除
く
。) 

に
つ
い
て
、
障
害
児
施
設〇

!
;

を

盘

す

る

。

②

障
害
児
施
設
給
付
費
の
額
は
、
障
害
児
施
設
支
援
の
種
類
ご
と 

に
指
定
施
設
支
援
に
通
常
要
す
る
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用 

の

額
(

そ
の
額
が
現
に
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

特 

定
費
用
を
除
く
。)

の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
施 

設
支
援
に
要
し
た
費
用
の
額)

の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
已

る 
〇
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③

施
設
給
付
決
定
保
護
者
が
同
一
の
月
に
受
け
た
指
定
施
設
支
援 

に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

の
額
の
合
計
額
か
ら
、
 

前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
当
該
同
一
の
月
に
お
け
る
障
害 

児
施
設
給
付
費
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
当
該
施
設
給 

付
決
定
保
護
者
の
家
計
に
与
え
る
影
響
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌 

し
て
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か 

わ
ら
ず
、
当
該
同
一
の
月
に
お
け
る
障
害
児
施
設
給
付
費
の
額
は 

、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
の
百
分
の
九
十
に
相 

当
す
る
額
を
超
え
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
以
下
の
範
囲
内
に
お 

い
て
政
令
で
定
め
る
額
と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
三 

障
害
児
の
保
護
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に 

il
り
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
 

障
害
児
施
設
支
援
の
種
類
ご
と
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と 

こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
 

都
道
府
県
は
、
前
項
の
申
請
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
申
請 

に
係
る
障
害
児
の
障
害
の
種
類
及
び
程
度
、
当
該
障
害
児
の
介
護 

を
行
う
者
の
状
況
、
当
該
障
害
児
の
保
護
者
の
障
害
児
施
設
給
付 

費
の
受
給
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
勘 

案
し
て
、
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
の
要
否
を
決
定
す
る
も
の
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と
す
る
。

③

前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
行
う
場
合
に
は
、
児
童
相
談
所
長 

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

@1
障
害
児
施
設
給
付
費
を
支
給
す
る
旨
の
決
定(

以

下

「施
設
給 

付
決
定
」
と
い
う
。)

を
行
う
場
合
に
は
、
障
害
児
施
設
給
付
費 

を
支
給
す
る
期
間
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
 

前
項
の
期
間
は
、
障
害
児
施
設
支
援
の
種
類
ご
と
に
厚
生
労
働 

省
令
で
定
め
る
期
間
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

⑥
 

都
道
府
県
は
、
施
設
給
付
決
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
施
設
給 

付
決
定
を
受
け
た
障
害
児
の
保
護
者(

以

下

「施
設
給
付
決
定
保 

護
<|
」
と
バ
う
。7

に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ 

に
よ
り
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
期
間(

以

下

「給 

付
決
定
期
間
」
と
い
う
。)

を
記
載
し
た
受
給
者
証(

以

下

「施 

設
受
給
者
証
」
と
い
う
。)

を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

©1
指
定
施
設
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
施
設
給
付
決
定
保
護
者
は 

、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
知
的
障
害
児 

施
設
等
に
施
設
受
給
者
証
を
提
示
し
て
当
該
指
定
施
設
支
援
を
受 

け
る
も
の
と
す
る
。
た

勺

、
聲
心
の
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な 

い
事
由
の
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

⑧

施
設
給
付
決
定
保
護
者
が
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
か
ら
指
定



施
設
支
援
を
受
け
た
と
き(

当
該
施
設
給
付
決
定
保
護
者
が
当
該 

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
に
施
設
受
給
者
証
を
提
示
し
た
と
き
に 

限
る
。)

は
、
都
道
府
県
は
、
当
該
施
設
給
付
決
定
保
護
者
が
当 

該
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
に
支
払
う
べ
き
当
該
指
定
施
設
支
援 

に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
、
障
害
児
施 

設
給
付
費
と
し
て
当
該
施
設
給
付
決
定
保
護
者
に
支
給
す
べ
き
額 

の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
施
設
給
付
決
定
保
護
者
に
代
わ
り
、
当 

該
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑨ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
施
設
給
付 

決
定
保
護
者
に
対
し
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の 

と
み
な
す
。

⑩ 

都
道
府
県
は
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
か
ら
障
害
児
施
設
給 

付
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣 

が
定
め
る
基
準
及
び
第
二
十
四
条
の
十
二
第
二
項
の
指
定
知
的
障 

害
児
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準(

指
定
施
設
支
援 

の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。)

に
照
ら
し
て
審
査
の
上
、
 

支
払
う
も
の
と
す
る
。

⑪

都
道
府
県
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
に
関
す
る
事
務
を
国 

民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険 

団
体
連
合
会
そ
の
他
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
厚
生
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労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
四
条
の
四 

施
設
給
付
決
定
を
行
っ
た
都
道
府
県
は
、
次
に 

掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
施
設
給
付
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で 

き
る
。

H

施
設
給
付
決
定
に
係
る
障
害
児
が
、
指
定
施
設
支
援
を
受
け 

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

コ 

施
設
給
付
決
定
保
護
者
が
、
給
付
決
定
期
間
内
に
、
当
該
都 

道
府
県
以
外
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る
に
至 

っ
た
と
認
め
る
と
き
。

②
 

前
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
給
付
決
定
の
取
消
し
を
行
っ
た
都
道 

府
県
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取
消 

し
に
係
る
施
設
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
施
設
受
給
者
証
の
返
還 

を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

③ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
給
付
決
定
の
取
消
し
に 

関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
二
十
四
条
の
五 

都
道
府
県
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令 

で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
児
施
設
支
援 

制

す
awffl

を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
施
設
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給
付
決
定
保
護
者
が
受
け
る
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
に
つ
い 

て
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て 

は
、
同

項

中

「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
、

「
百
分
の
九
十
を 

超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
都
道
府
県
が
定
め
た
割 

ぬ
ロ
」
と
す
る5

第
二
十
四
条
の
六
都
道
府
県
は
、
施
設
給
付
決
定
保
護
者
が
受
け 

た
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用
の
合
計
額
か
ら
当
該
費
用
に
っ 

き
支
給
さ
れ
た
障
害
児
施
設
給
付
費
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た 

額
が
、
著
し
く
高
額
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
給
付
決
定
保
護 

者
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
高
額
障
害
児
施
設 

給
付
費
を
支
給
す
る
。

②

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
高
額
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支 

給
要
件
、
支
給
額
そ
の
他
高
額
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
に
関 

し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
施
設
支
援
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
家 

計
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
、—
政
令
で
定
め
る
。

第
二
十
四
条
の
七
都
道
府
県
は
、
施
設
給
付
決
定
保
護
者
の
う
ち 

所
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定 

め
る
も
の
に
係
る
障
害
児(

知
的
障
害
児
通
園
施
設
に
通
う
者
そ
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の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。)

が
、
給
付
決
定
期 

間
内
に
お
い
て
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
に
入
所
し
、
当
該
指 

定
知
的
障
害
児
施
設
等
か
ら
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た
と
き
は
、
 

当
該
施
設
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
指
定
知
的
障
害
児
施 

設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び
居
住
に
要
し
た 

費
用
に
つ
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
き
よ
り
、
特
定
入
所
障 

害
児
食
費
等
給
付
費
を
支
給
す
る
。

②

第
二
十
四
条
の
三
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
特 

定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ 

の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め 

る
。

四
条
の
ハ 

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
障
害
児
施
設 

給
付
費
、
高
額
障
害
児
施
設
給
付
費
又
は
特
定
入
所
障
害
・
児
食
費 

等
給
付
費
の
支
給
及
び
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
障
害
児
施
設 

給
付
費
又
は
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
の
請
求
に
関
し
必 

要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
二
款
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
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第
二
十
四
条
の
九
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
指
定
は
、
厚
生
労 

-

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
的
障
害
児
施
設
、
知
的
障 

害
児
通
園
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
又
は 

重
症
心
身
障
害
児
施
設(

以

下

「知
的
障
害
児
施
設
等
」
と
い 

う
。)

で
あ
っ
て
、
そ
の
設
置
者
の
申
請
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い 

て
行
う
。

②
 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
知
的
障
害
児 

施

設

等(

指
定
医
療
機
関
を
除
く
。
第
二
十
四
条
の
十
三
、
第
二 

十
四
条
の
十
四
、
第
二
十
四
条
の
十
七
及
び
第
二
十
四
条
の
十
八 

に
お
い
て
同
じ
。)

の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

H

申
請
者
が
法
人
で
な
い
と
き
。

コ
当
該
申
請
に
係
る
知
的
障
害
児
施
設
等
の
従
業
者
の
知
識
及 

び
技
能
並
び
に
人
員
が
、
第
二
十
四
条
の
十
二
第
一
項
の
厚
生 

労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
き
。

ヨ

申

請

者

が

、
第
二
十
四
条
の
十
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令 

で
定
め
る
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す 

る
基
準
に
従
っ
て
適
正
な
知
的
障
害
児
施
設
等
の
運
営
を
す
る 

こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

闻 

申
請
者
の
役
員(

業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
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役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他 

い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対 

し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に 

準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ 

る
者
を
含
む
。)

又
は
当
該
申
請
に
係
る
知
的
障
害
児
施
設
等 

の

長
(

以

下

「役
員
等
」
と
い
う
。)

が
、
禁
錮
以
上
の
刑
に 

処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と 

が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

五

¢1
請
事
は
申
請
者
の
役
員
等
が
、
こ
の
法
律
そ
の
他
国
民 

の
保
健
医
療
若
し
く
は
福
祉
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る 

間
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終 

わ
り
、

又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
あ 

る
と
き
〇

AI
申
請
者
が
、
第
二
十
四
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取 

り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し 

な
い
者
で
あ
る
と
き
。

七 

申
請
者
の
役
員
等
が
、
第
二
十
四
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る 

指
定
の
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法(

平
成
五
年
法
律 

第
八
十
八
号)

第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
前 

六
十
日
以
内
に
当
該
取
消
し
の
処
分
を
受
け
た
法
人
の
役
員
等
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で
あ
っ
た
者
で
、
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経 

過
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

AI
申
請
者
が
、
第
二
十
四
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取 

消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通 

知
が
あ
っ
た
日
か
ら
当
該
処
分
を
す
る
日
又
は
処
分
を
し
な
い 

こ
と
を
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
第
二
十
四
条
の
十
四
の
規
定 

に
よ
る
指
定
の
辞
退
を
し
た
者(

当
該
指
定
の
辞
退
に
つ
い
て 

相
当
の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。) 

で
、
当
該
辞
退
の
日
か
ら 

起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。
 

加
前
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
第
二
十
四
条
の
十
四
の
規
定
に 

よ
る
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
の
役
員 

等
が
、
同
号
の
通
知
の
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
辞
退
に
係
る 

法

人
(

当
該
指
定
の
辞
退
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
法
人 

を
除
く
。) 

の
役
員
等
で
あ
っ
た
者
で
、
当
該
辞
退
の
日
か
ら 

起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

+1
申
請
者
又
は
申
請
者
の
役
員
等
が
、
指
定
の
申
請
前
五
年
以 

内
に
障
害
児
施
設
支
援
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為 

を
し
た
者
で
あ
る
と
き
。

第
二
十
四
条
の
十 

第
一 

ー
十
四
条
の
二
第
一
項
の
指
定
は
、
六
年
ご
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と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て 

、
そ
の
効
力
を
失
う
。

②
 

前
項
の
更
新
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
期
間 

(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て-

,1
指
定
の
有
効
期
間
」
と
い
う
。)

の

満
了
の
日
ま
で
に
そ
の
申
請
に
対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は 

、
従
前
の
指
定
は
、
指
定
の
有
効
期
間
の
満
了
後
も
そ
の
処
分
が 

さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

③
 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
の
更
新
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ 

の
指
定
の
有
効
期
間
は
、
従
前
の
指
定
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日 

の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

@1
前
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
指
定
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す 

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で 

定
め
る
。

第
二
十
四
条
の
十
一
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
は
、
障 

害
児
が
そ
の
有
す
る
能
力
及
び
適
性
に
応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生 

活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
機
関
、
教 

育
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
障 

害
児
施
設
支
援
を
当
該
障
害
児
の
意
向
、
適
性
、
障
害
の
特
性
そ 

の
他
の
事
情
に
亦
じ
、
効
果
的
に
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。

②
 

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
は
、
そ
の
提
供
す
る
障
害 

児
施
設
支
援
の
質
の
評
価
を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る 

こ
と
に
よ
り
、
障
害
児
施
設
支
援
の
質
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

③
 

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
は
、
障
害
児
の
人
格
を
尊 

重
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
を 

遵
守
し
、
障
害
児
及
び
そ
の
保
護
者
の
た
め
忠
実
に
そ
の
職
務
を 

遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
の
十
二 

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
は
、
厚 

生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
指
定
施
設
支
援
に
従
事
す 

る
従
業
者
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定 

め
る
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

に
従
い
、
指
定
施
設
支
援
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
の
十
三 

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
は
、
設 

置
者
の
住
所
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
変
更
が 

あ
っ
た
と
き
は
、S
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十
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日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら 

な
レ

第
二
十
四
条
の
十
四
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
は
、
三
月
以
上
の 

予
告
期
間
を
設
け
て
、
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
四
条
の
十
五
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る 

と
き
は
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
若
し
く
は
そ
の
長 

そ
の
他
の
従
業
者(

以

下

「指
定
施
設
設
置
者
等
」
と
い
う
。) 

で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ
っ
た
者
に
対
し
、
 

報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示 

を
命
じ
、
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設
設 

置
者
等
で
あ
っ
た
者
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
 

関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
指
定
知
的
障
害
児
施 

設
等
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物 

件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は 

、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
 

関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な!

ら
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③

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら 

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
の
十
六
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設 

等
の
設
置
者
が
、
当
該
指
定
に
係
る
施
設
の
従
業
者
の
知
識
若
し 

く
は
技
能
若
し
く
は
人
員
に
つ
い
て
第
二
十
四
条
の
十
二
第
一
項 

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
お
ら
ず
、
又
は
同 

条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等 

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て
適
正
な
指
定
知
的
障 

害
児
施
設
等
の
運
営
を
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
指 

定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
同 

条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
遵
守
し
、
又
は
同 

条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等 

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。

② 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に 

お
い
て
、
そ
の
勧
告
を
受
け
た
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置 

者
が
、
同
項
の
期
限
内
に
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の 

旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
 

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
指
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定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ 

の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き
は' 

当
該
指
定
知
的 

障

WI
児
施
設
等
の
設
置
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
勧
告 

に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

@1
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は 

、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
の
十
七 

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か 

に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等 

に
係
る
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期 

間
を
定
め
て
そ
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
德

TI 

る
こ
と
が
で
き
る
。

T

指
定
知
的
障
圭
®！
施
設
等
の,
設
置
・
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
 

第
二
十
四
条
の
九
第
二
項
第

EI
号
、
剽

号

、
第
七
号
又
ば
第 

九
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

コ 

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
が
、
第
二
十
四
条
の
十 

ー
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。
・
 

ヨ 

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
が
、
当
該
指
定
に
係
る 

施
設
の
従
業
者
の
知
識
若
し
く
は
技
能
又
は
人
員
に
つ
い
て
、
，
 

第
二
十
四
条
の
十
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
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を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

闻 

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
が
、
第
二
十
四
条
の
十 

二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
指
定
知
的
障
害
児
施
設 

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て
適
正
な
指
定
知 

的
障
害
児
施
設
等
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と 

き
。

3:1
障
害
児
施
設
給
付
費
、
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
又 

は
障
害
児
施
設
医
療
費
の
請
求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。
 

AI
指
定
施
設
設
置
者
等
が
、
第
二
十
四
条
の
十
五
第
一
項
の
規 

定
に
よ
り
報
告
又
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く 

は
提
示
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ
に
従
わ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を 

し
た
と
き
。

七
指
定
施
設
設
置
者
等
が
、
第
二
十
四
条
の
十
五
第
一
項
の
規 

定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、
同
項
の
規
定 

に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を 

し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査
を
拒
み 

、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
知 

的
障
害
児
施
設
等
の
従
業
者
が
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い 

て
、
そ
の
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
指
定
知
的
障
害
细 

設
等
の
設
置
者
又
は
そ
の
長
が
相
当
の
注
意
及
び
監
督
を
尽
く
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し
た
と
き
を
除
く
。

AI
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
が
、
不
正
の
手
段
に
よ 

り
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
と
き
。

加
前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等 

の
設
置
者
が
、
こ
の
法
律
そ
の
他
国
民
の
保
健
医
療
若
し
く
は 

福
祉
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
の
法 

律
に
基
づ
く
命
令
若
し!

 

に 
達 
反
し
た
と
き
。

+1
前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等 

の
設
置
者
が
、
障
害
児
施
設
支
援
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不 

当
な
行
為
を
し
た
と
き
。

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
又
は
そ
の
役
員
等
の 

う
ち
に
指
定
の
取
消
し
又
は
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効 

力

の

停

止

を

し

よ

う

と

す

る

と

き

前

劇

詮

に

陽

害

制

謝 

支
援
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者
が
あ
る 

と
司

第
二
十
四
条
の
十
八
都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は 

、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

T

 

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
指 

定
を
し
た
と
き
。
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二
第
二
十
四
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
指
定
知
的
障
害
児
施
設 

等
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
と
き
。

ヨ 

前
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
指
定
を
取 

り
消
し
た
と
き
。

第
二
十
四
条
の
十
九
都
道
府
県
は
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
に 

関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
に
関
し 

相
談
に
応
じ
、
及
び
助
言
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
 

都
道
府
県
は
、
障
害
児
又
は
当
該
障
害
児
の
保
護
者
か
ら
求
め 

が
あ
っ
た
と
き
は
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
利
用
に
つ
い
て 

あ
っ
せ
ん
又
は
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
指
定 

知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
に
対
し
、
当
該
障
害
児
の
利
用
に 

ろ
い
て
の
要
請
を
行
う
も
の
と
す
勺

③
 

指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
置
者
は
、
前
項
の
あ
っ
せ
ん
、
 

調
整
及
び
要
請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

、〇

第
三
款 

障
害
児
施
設
医
療
費
の
支
給

第
二
十
四
条
の
二
十
都
道
府
県
は
、
施
設
給
付
決
定
に
係
る
障
害
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児
が
、
給
付
決
定
期
間
内
に
お
い
て
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等 

(

病
院
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
限
る
。
以
下
こ 

の
条
、
次
条
及
び
第
二
十
四
条
の
二
十
三
に
お
い
て
同
じ
。)

か 

ら
障
害
児
施
設
支
援
の
う
ち
治
療
に
係
る
も
の(

以

下

「障
害
児 

施
設
医
療
」
と
い
う
。)

を
受
け
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で 

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
障
害
児
に
係
る
施
設
給
付
決
定
俐 

護
者
に
対
し
、
当
該
障
害
児
施
設
医
療
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て 

、
障
害
児
施
設
医
療
費
を
支
給
す
る
。

②

障
害
児
施
設
医
療
費
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
と
す 

る
。

T

 

当
該
障
害
児
施
設
医
療(

食

事

療

養(

健

康

保

険

法(

大
正 

十
一
年
法
律
第
七
十
号)

第
六
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
食 

事
療
養
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

を
除
く
。
 

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)

に
つ
き
健
康
保
険
の
療
養
に 

要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
百 

分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
。
た
だ
し
、
当
該
施
設
給
付
決
定
保 

護
者
が
同
一
の
月
に
お
け
る
障
害
児
施
設
医
療
に
要
し
た
費
用 

の
額
の
合
計
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
が
、
当
該
施
設
給 

付
決
定
保
護
者
の
家
計
に
与
え
る
影
響
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん 

酌
し
て
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
障
害
児
施
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設
医
療
に
つ
き
健
康
保
険
の
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定 

方
法
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額 

コ 

当
該
障
害
児
施
設
医
療(

食
事
療
養
に
限
る
。)

に
っ
き
健 

康
保
険
の
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
り 

算
定
し
た
額
か
ら
、
健
康
保
険
法
第
八
十
五
条
第
二
項
に
規
定 

す
る
標
準
負
担
額
、
施
設
給
付
決
定
保
護
者
の
所
得
の
状
況
そ 

の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を
控
除 

③

前
項
に
規
定
す
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例 

に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
及
び
こ
れ
に
よ
る
こ
と
を
適
当 

と
し
な
い
と
き
の
障
害
児
施
設
医
療
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定 

方
法
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

@1
施
設
給
付
決
定
に
係
る
障
害
児
が
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
か 

ら
障
害
児
施
設
医
療
を
受
け
た
と
き
は
、
都
道
府
県
は
、
当
該
障 

害
児
に
係
る
施
設
給
付
決
定
保
護
者
が
当
該
指
定
知
的
障
害
児
施 

設
等
に
支
払
う
べ
き
当
該
障
害
児
施
設
医
療
に
要
し
た
費
用
に
っ 

い
て
、
障
害
児
施
設
医
療
費
と
し
て
当
該
施
設
給
付
決
定
保
護
者 

に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
施
設
給
付
決
定
保
護 

者
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
に
支
払
う
こ
と
が

78 -



で
き
る
。

⑤

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
施
設
給
付 

決
定
保
護
者
に
対
し
障
害
児
施
設
医
療
費
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の 

と
み
な
す
。

第
二
十
四
条
の
二
十
一
第
二
十
一
条
の
規
定
は
指
定
知
的
障
害
児 

施
設
等
に
つ
い
て
、
第
二
十
一
条
の
二
及
び
第
二
十
一
条
の
三
の 

規
定
は
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
に
対
す
る
障
害
児
施
設
医
療
費 

の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
一 

条

中

「前
条
第
二
項
の
医
療
」
と
あ
る
の
は
「第
二
十
四
条
の
二 

十
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
児
施
設
医
療
」
と
、
第
二
十
一
条
の 

二

中

「診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
」
と
あ
る
の
は
「診
療
方
針
」
 

と
、
第
二
十
一
条
の
三(

第
二
項
を
除
く
。)

中

「診
療
報
酬
の 

」
と
あ
る
の
は
「障
害
児
施
チ
圖
療
費
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の 

と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
二
十
二
障
害
児
施
設
医
療
費
の
支
給
は
、
当
該
障 

害
の
状
態
に
つ
き
、
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
家
族
療
養
費
そ 

の
他
の
法
令
に
基
づ
く
給
付
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
う 

ち
障
害
施
設
医
療
剳
支
給
に
相
当
す
る
も
の
を
受
け
る
こ
と
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が
で
き
る
と
き
は
政
令
で
定
め
る
限
度
に
お
い
て
、
当
該
政
令
で 

定
め
る
給
付
以
外
の
給
付
で
あ
っ
て
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
負 

担
に
お
い
て
障
害
児
施
設
医
療
費
の
支
給
に
相
当
す
る
も
の
が
行 

わ
れ
た
と
き
は
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
行
わ
な
い
。

第
二
十
四
条
の
二
十
三 

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
障
害
児 

施
設
医
療
費
の
支
給
及
び
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
の
障
害
児
施 

設
医
療
費
の
請
求
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定 

め
る
。

第
五
節 

要
保
護
児
童
の
保
護
措
置
等 

第
二
十
五
条
の
七 

市

町

村(

次
項
に
規
定
す
る
町
村
を
除
く
。) 

は
、
要
保
護
児
童
等
に
対
す
る
支
援
の
実
施
状
況
を
的
確
に
把
握 

す
る
も
の
と
し
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
告
を
受
け
た
児 

童
及
び
相
談
に
応
じ
た
児
童
又
は
そ
の
保
護
者(

以

下

「通
告
児 

童
等
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は 

、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

一

(

略)

ー
ー
通
告
児
童
等
を
当
該
市
町
村
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
の
知

第
四
節
要
保
護
児
童
の
保
護
措
置
等 

第
二
十
五
条
の
七 

市

町

村(

次
項
に
規
定
す
る
町
村
を
除
く
。) 

は
、
要
保
護
児
童
等
に
対
す
る
支
援
の
実
施
状
況
を
的
確
に
把
握 

す
る
も
の
と
し
、
第
一 

ー
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
告
を
受
け
た
児 

童
及
び
相
談
に
応
じ
た
児
童
又
は
そ
の
保
護
者(

以

下

「通
告
児 

童
等
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は 

、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

一

(

略)

ーー 

通
告
児
童
等
を
当
該
市
町
村
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
の
知
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的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

第
九 

条
第
五
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
福
祉
司(

以

下

「知
的
障 

害
者
福
祉
司
」
と
い
う
。)

又
は
社
会
福
祉
主
事
に
指
導
さ
せ 

る
こ
と
。

②

(

略)

第
二
十
五
条
の
ハ 

都
道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
の
長
は
、
 

第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
告
又
は
次
条
第
一
項
第
三
号
の
規 

定
に
よ
る
送
致
を
受
け
た
児
童
及
び
相
談
に
応
じ
た
児
童
、
そ
の 

保
護
者
又
は
妊
産
婦
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は 

、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

ー

〜

三
(

略)

四
第
二
十
一
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
適
当
で
あ
る
と
認 

め
る
者
は
、
こ
れ
を
そ
の
措
置
に
係
る
市
町
村
の
長
に
報
告
し 

、
又
は
通
知
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
児
童
相
談
所
長
は
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通 

告
を
受
け
た
児
童
、
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は 

第
二
項
第
一
号
、
前
条
第
一
号
又
は
少
年
法(

昭
和
二
十
三
年
法 

律
第
百
六
十
八
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
送
致
を
受

的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

第
九 

条
第
四
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
福
祉
司(

以

下

「知
的
障 

害
者
福
祉
司
」
と
い
う
。)

又
は
社
会
福
祉
主
事
に
指
導
さ
せ 

る
こ
と
。

②

(

略)

第
二
十
五
条
の
ハ 

都
道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
の
長
は
、
 

第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
告
又
は
次
条
第
一
項
第
三
号
の
規 

定
に
よ
る
送
致
を
受
け
た
児
童
及
び
相
談
に
応
じ
た
児
童
、
そ
の 

保
護
者
又
は
妊
産
婦
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は 

、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

ー

〜

三
(

略)

四 

第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
適
当
で
あ
る 

と
認
め
る
者
は
、
こ
れ
を
そ
の
措
置
に
係
る
市
町
村
の
長
に
報 

告
し
、
又
は
通
知
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
児
童
相
談
所
長
は
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通 

告
を
受
け
た
児
童
、
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は 

第
二
項
第
一
号
、
前
条
第
一
号
又
は
少
年
法(

昭
和
二
十
三
年
法 

律
第
百
六
十
八
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
送
致
を
受

8



け
た
児
童
及
び
相
談
に
応
じ
た
児
童
、
そ
の
保
護
者
又
は
妊
産
婦 

に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
次
の
各
号
の
い
ず 

れ
か
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

(

略)

二
児
童
又
は
そ
の
保
護
者
を
児
童
福
祉
司
若
し
く
は
児
童
委
員 

に
指
導
さ
せ
、
又
は
都
道
府
県
以
外
の
者
の
設
置
す
る
児
童
家 

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
都
道
府
県
以
外
の
障
害
者
自
立
支 

援
法
第
五
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
相
談
支
援
事
業(

次
条
第 

一
項
第
二
号
及
び
第
三
十
四
条
の
六
に
お
い
て
「相
談
支
援
事 

業
」
と
い
う
。)

を
行
う
者
に
指
導
を
委
託
す
る
こ
と
。

三
.

四

(

略)

五 

第
二
十
一
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
適
当
で
あ
る
と
認 

め
る
者
は
、
こ
れ
を
そ
の
措
置
に
係
る
市
町
村
の
長
に
報
告
し 

、
又
は
通
知
す
る
こ
と
。

②

(

略)

第
二
十
七
条 

都
道
府
県
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る 

報
告
又
は
少
年
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
送
致
の
あ
っ 

た
児
童
に
つ
き
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

け
た
児
童
及
び
相
談
に
応
じ
た
児
童
、
そ
の
保
護
者
又
は
妊
産
婦 

に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
次
の
各
号
の
い
ず 

れ
か
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
 

•(
略)

-- 

児
童
又
は
そ
の
保
護
者
を
児
童
福
祉
司
若
し
く
は
児
童
委
員 

に
指
導
さ
せ
、
又
は
都
道
府
県
以
外
の
者
の
設
置
す
る
児
童
家 

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
都
道
府
県
以
外
の
障
害
児
相
談
支 

援
事
業
を
行
う
者
に
指
導
を
委
託
す
る
こ
と
。

三
•

四

(

略)

五
第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
適
当
で
あ
る 

と
認
め
る
者
は
、
こ
れ
を
そ
の
措
置
に
係
る
市
町
村
の
長
に
報 

告
し
、
又
は
通
知
す
る
こ
と
。

②

(

略)

第
二
十
七
条 

都
道
府
県
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る 

報
告
又
は
少
年
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
送
致
の
あ
っ 

た
児
童
に
つ
き
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。



第

三

十

二

条
(

略)

③

〜⑦

(

略)

等
を
行
う
こ
と
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

由
児
施
設
又
は
重
症
心
身
障
害
児
施
設
に
お
け
る
と
同
様
な
治
療

定
医
療
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
児
童
を
入
院
さ
せ
て
肢
体
不
自

定
す
る
児
童
に
つ
い
て
は' 

前
項
第
三
号
の
措
置
に
代
え
て
、
指

②
 

都
道
府
県
は
、
第
四
十
三
条
の
三
又
は
第
四
十
三
条
の
四
に
規

三
•

四

(

略)

導
を
委
託
す
る
こ
と
。

し
く
は
当
該
都
道
府
県
以
外
の
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者
に
指

都
道
府
県
以
外
の
者
の
設
置
す
る
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
若

が
行
う
相
談
支
援
事
業
に
係
る
職
員
に
指
導
さ
せ
、
又
は
当
該

設
置
す
る
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
当
該
都
道
府
県

司
、
社
会
福
祉
主
事
、
児
童
委
員
若
し
く
は
当
該
都
道
府
県
の

二
児
童
又
は
そ
の
保
護
者
を
児
童
福
祉
司
、
知
的
障
害
者
福
祉

一

(

略)

第

三

十

二

条
(

略)

③

〜⑦

(

略)

の
(

以

下

「指
定
医
療
機
関
」
と
い
う
。)

に
対
し
、

こ
れ
ら
の 

児
童
を
入
院
さ
せ
て
肢
体
不
自
由
児
施
設
又
は
重
症
心
身
障
害
児 

施
設
に
お
け
る
と
同
様
な
治
療
等
を
行
う
こ
と
を
委
託
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。

の
設
置
す
る
医
療
機
関
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
も

立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

一
 

定
す
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
三
号
の
措
置
に
代
え
て
、
国

②

都
道
府
県
は
、
第
四
十
三
条
の
三
又
は
第
四
十
三
条
の
四
に
規

三
•

四

(

略)

を
行
う
者
に
指
導
を
委
託
す
る
こ
と
。

タ
ー
若
し
く
は
当
該
都
道
府
県
以
外
の
障
害
児
相
談
支
援
事
業

は
当
該
都
道
府
県
以
外
の
者
の
設
置
す
る
児
童
家
庭
支
援
セ
ン

が
行
う
障
害
児
相
談
支
援
事
業
に
係
る
職
員
に
指
導
さ
せ
、
又

設
置
す
る
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
当
該
都
道
府
県

司
、
社
会
福
祉
主
事'

児
童
委
員
若
し
く
は
当
該
都
道
府
県
の

二
児
童
又
は
そ
の
保
護
者
を
児
童
福
祉
司
、
知
的
障
害
者
福
祉

一

(

略)
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②
 

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
二
十
一
条
の
六
の
措
置 

を
採
る
権
限
又
は
助
産
の
実
施
若
し
く
は
母
子
保
護
の
実
施
の
権 

限
、
第
二
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
保
護
の
権
限
的 

び
に
第
二
十
四
条
の
二
か
ら
第
二
十
四
条
の
七
ま
で
及
び
第
二
十 

四
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
る
権
限
の
全
部
又
は
一
部
を
、
そ
れ
ぞ 

れ
そ
の
管
理
す
る
福
祉
事
務
所
の
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

③ 

(

略)

第
三
十
三
条
の
四 

都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
、
福
祉
事
務
所
長 

又
は
児
童
相
談
所
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
又
は
保
育
の 

実
施
等
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
各
号
に
定 

め
る
者
に
対
し
、
当
該
措
置
又
は
保
育
の
実
施
等
の
解
除
の
理
由 

に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
か
ら
当
該
措
置
又
は 

保
育
の
実
施
等
の
解
除
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
他
厚
生
労
働 

省
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

ー
 

第
二
十
一
条
の
六
、
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
第
二
号
、
第 

二
十
五
条
の
ハ
第
二
号
、
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
並
び
に 

第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
七
項
の
措
置
当
該
措
置

②
 

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項 

の
交
付
等
の
権
限
、
第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
措
置
を
採
る
権
限 

又
は
助
産
の
実
施
若
し
く
は
母
子
保
護
の
実
施
の
権
限
及
び
第
二 

十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
保
護
の
権
限
の
全
部
又
は 

一
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
管
理
す
る
福
祉
事
務
所
の
長
に
委
任
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

(

略)

第
三
十
三
条
の
四 

都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
、
福
祉
事
務
所
長 

又
は
児
童
相
談
所
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
又
は
保
育
の 

実
施
等
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
各
号
に
定 

め
る
者
に
対
し
、
当
該
措
置
又
は
保
育
の
実
施
等
の
解
除
の
理
由 

に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
か
ら
当
該
措
置
又
は 

保
育
の
実
施
等
の
解
除
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
他
厚
生
労
働 

省
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

ー
 

第
二
十
一
条
の
二
十
五
、
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
第
二
号 

、
第
二
十
五
条
の
ハ
第
二
号
、
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
並 

び
に
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
七
項
の
措
置 

当
該
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助
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
児
童
自
立
生
活
援

第
三
十
四
条
の
三 

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
厚
生
労
働
省 

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で

第
三
章
事
業
及
び
施
設

第

六

節

雑

則

び
第
十
四
条
を
除
く
。)

ゐ
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

施
等
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第
三
章(

第
十
二
条
及

第
三
十
三
条
の
五 

第
二
十
一
条
の
六
、
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項 

第
二
号
、
第
二
十
五
条
の
ハ
第
二
号
、
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二 

号
若
し
く
は
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第 

二
項
若
し
く
は
第
七
項
の
措
置
を
解
除
す
る
処
分
又
は
保
育
の
実

に
係
る
児
童
の
保
護
者 

二

〜

四
(

略)

事
業
等
」
と
い
う
。)

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

事
業
及
び
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業(

以

下

「障
害
児
相
談
支
援

定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
障
害
児
相
談
支
援

第
三
十
四
条
の
三
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
厚
生
労
働
省 

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で

第
三
章
事
業
及
び
施
設

第

五

節

雑

則

第
八
十
八
号)

第

三

章(

第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
を
除
く
。) 

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

の
実
施
等
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
行
政
手

続

法(

平
成
五
年
法
律

第
三
十
三
条
の
五
第
二
十
一
条
の
二
十
五
、
第
二
十
五
条
の
七
第 

一
項
第
二
号
、
第
二
十
五
条
の
ハ
第
二
号
、
第
二
十
六
条
第
一
項 

第
二
号
若
し
く
は
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号 

、
第
二
項
若
し
く
は
第
七
項
の
措
置
を
解
除
す
る
処
分
又
は
保
育

措
置
に
係
る
児
童
の
保
護
者 

二

〜

四
(

略)
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第
三
十
四
条
の
五
都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業 

を
行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
く

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行
う 

者
に
対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該 

職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
事
務
所 

若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件 

を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

(

略)

③

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を 

廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚 

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
の
四 

都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
の
福
祉
の
た
め
に
必

②

(

略)

第
三
十
四
条
の
五
都
道
府
県
知
事
は
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
等 

を
行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
く

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
等
を
行
う 

者
に
対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該 

職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
事
務
所 

若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件 

を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

(

略)

は
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の
身
上
に
関 

す
る
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
の
四 

都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
の
福
祉
の
た
め
に
必

第
三
十
四
条
の
三
の
二 

障
害
児
相
談
支
援
事
業
に
従
事
す
る
職
員

③

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
等
を 

廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚 

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

②

(

略)
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は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
そ
の 

事
業
に
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係
る 

児
童
の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対 

し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
四
条
の
六
相
談
支
援
事
業
又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業 

を
行
う
者
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
十
七
条
第 

一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
と 

き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な 

\. 

〇

第
四
十
二
条 

知
的
障
害
児
施
設
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
を
入 

所
さ
せ
て
、
こ
れ
を
保
護
し
、
又
は
治
療
す
る
と
と
も
に
、
独
立 

自
活
に
必
要
な
知
識
技
能
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と 

す
る
。

第
四
十
三
条
の
三
肢
体
不
自
由
児
施
設
は
、
肢
体
不
自
由
の
あ
る 

児
童
を
治
療
す
る
と
と
も
に
、
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識
技
能
を 

与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
そ
の 

事
業
に
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係
る 

児
童
の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対 

し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
四
条
の
六
障
害
児
相
談
支
援
事
業
等
を
行
う
者
は
，
第
二 

十
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く 

は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由 

が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

第
四
十
二
条
知
的
障
害
児
施
設
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
を
入 

所
さ
せ
て
、
こ
れ
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
独
立
自
活
に
必
要
な 

知
識
技
能
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

第
四
十
三
条
の
三 

肢
体
不
自
由
児
施
設
は
、
上
肢
、
下
肢
又
は
体 

幹
の
機
能
の
障
害(

以

下

「肢
体
不
自
由
」
と
い
う
。)

の
あ
る 

児
童
を
治
療
す
る
と
と
も
に
、
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識
技
能
を 

与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

87



第
四
十
九
条 

こ
の
法
律
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
児
童
自
立
生
活 

及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
並
び
に
児
童
福
祉
施 

設
の
職
員
そ
の
他
児
童
福
祉
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
命
令 

で
定
め
る
。

第
五
十
条
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

ー

〜

四
(

略)

五
第
二
十
条
の
措
置
に
要
す
る
費
用 

五
の
二 

第
二
十
一
条
の
五
の
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用 

六
都
道
府
県
の
設
置
す
る
助
産
施
設
又
は
母
子
生
活
支
援
施
設 

に
お
い
て
市
町
村
が
行
う
助
産
の
実
施
又
は
母
子
保
護
の
実
施 

に
要
す
る
費
用(

助
産
の
実
施
又
は
母
子
保
護
の
実
施
に
つ
き 

第
四
十
五
条
の
最
低
基
準
を
維
持
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
を 

い
う
。
第
六
号
の
三
及
び
次
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。) 

六
の
二 

都
道
府
県
の
設
置
す
る
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施 

に
要
す
る
保
育
費
用(

保
育
の
実
施
に
つ
き
第
四
十
五
条
の
最 

低
基
準
を
維
持
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
を
い
う
。
次
条
第
三 

号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
五
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。

第
四
十
九
条
こ
の
法
律
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
障
害
児
相
談
支 

及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
並
び
に
児
童
福
祉
施 

設
の
職
員
そ
の
他
児
童
福
祉
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
命
令 

で
定
め
る
。

第
五
十
条
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

ー

〜

四
(

略)

五 

第
ー 

ー
十
一
条
の
九
の
措
置
に
要
す
る
費
用 

五
の
二 

第
二
十
一
条
の
九
の
六
の
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用 

六
都
道
府
県
の
設
置
す
る
助
産
施
設
又
は
母
子
生
活
支
援
施
設 

に
お
い
て
市
町
村
が
行
う
助
産
の
実
施
又
は
母
子
保
護
の
実
施 

に
要
す
る
費
用(

助
産
の
実
施
又
は
母
子
保
護
の
実
施
に
つ
き 

第
四
十
五
条
の
最
低
基
準
を
維
持
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
を 

い
う
。
第
六
号
の
三
及
び
次
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。) 

六
の
二 

都
道
府
県
の
設
置
す
る
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施 

に
要
す
る
保
育
費
用(

保
育
の
実
施
に
つ
き
第
四
十
五
条
の
最 

低
基
準
を
維
持
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
を
い
う
。
次
条
第
四 

号
及
び
第
四
号
の
二
並
び
に
第
五
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
同 

じ
。)
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第
五
十
二
条
国
庫
は

、
第
五
十
条
第
九
号
及
び
前
条
第
六
号
の
費

五

〜

七
(

略)

け
る
保
育
の
実
施
に
要
す
る
保
育
費
用

四
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
の
設
置
す
る
保
育
所
に
お

る
保
育
費
用

ヨ
市
町
村
の
設
置
す
る
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
に
要
す

援
施
設
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

る

費

用(

都
道
府
県
の
設
置
す
る
助
産
施
設
又
は
母
子
生
活
支

コ 

市
町
村
が
行
う
助
産
の
実
施
又
は
母
子
保
護
の
実
施
に
要
す

一

(

略)

第
五
十
一
条
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

七

〜

九
(

略)

要
す
る
費
用

費
(

以

下

「障
害
児
施
設
給
付
費
等
」
と
い
う
。)

の
支
給
に

く
は
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
又
は
障
害
児
施
設
医
療

六
の
四 

障
害
児
施
設
給
付
費
、
高
額
障
害
児
施
設
給
付
費
若
し

六

の

三
(

略)

第
五
十
二
条
国
庫
は
、
第
五
十
条
第
九
号
及
び
前
条
第
六
号
の
費

五

〜

七
(

略)

に
お
け
る
保
育
の
実
施
に
要
す
る
保
育
費
用

四
の
二 

都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
の
設
置
す
る
保
育
所

る
保
育
費
用

四
市
町
村
の
設
置
す
る
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
に
要
す

援
施
設
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

る

費

用(

都
道
府
県
の
設
置
す
る
助
産
施
設
又
は
母
子
生
活
支

三
市
町
村
が
行
う
助
産
の
実
施
又
は
母
子
保
護
の
実
施
に
要
す

二 

第
二
十
一
条
の
二
十
五
の
措
置
に
要
す
る
費
用

一

(

略) 

'

第
五
十
一
条
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

七

〜

九
(

略)

六

の

三
(

略)
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用
の
う
ち
、
知
的
障
害
児
施
設
等
の
設
備
に
関
す
る
も
の
に
対
し 

て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
分
の
一(

知
的 

障
害
児
通
園
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
及
び
肢
体
不
自
由
児
施
設 

の
設
備
に
つ
い
て
は
、
二
分
の
ー
な
い
し
三
分
の
ー)

を
負
担
す 

る
。

第
五
十
三
条 

国
庫
は
、
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
五
十 

条
(

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
の
二
及
び
第
六
号
の
二 

を
除
く
。)

及
び
第
五
十
一
条(

M
W

、

第
五
号
及
び
第
七
号 

を
除
く
。)

に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
支
弁
す
る
費
用
に
対 

し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
分
の
一
を
負 

担
す
る
。

用
の
う
ち
、
知
的
障
害
児
施
設
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
、
盲
ろ 

う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
及
び
重
症
心
身
障
害
児
施
設 

(

以

下

「知
的
障
害
児
施
設
等
」
と
い
う
。)

の
設
備
に
関
す
る 

も
の
に
対
し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
分 

の

ー
(

知
的
障
害
児
通
園
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
及
び
肢
体
不 

自
由
児
施
設
の
設
備
に
つ
い
て
は
、
二
分
の
ー
な
い
し
三
分
の
ー 

)

を
負
担
す
る
。

第
五
十
三
条 

国
庫
は
、
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
五
十 

条
(

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
の
ー
ー
及
び
第
六
号
の
一
一 

を
除
く
。) 

及
び
第
五
十
一
条(

第

二

号(

第
二
十
一
条
の
二
十 

五
第
二
項
の
措
置
に
係
る
費
用
に
限
る
。)

、
第
四
号
、
第
五
号 

及
び
第
七
号
を
除
く
。)

に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
支
弁
す 

る
費
用
に
対
し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二 

分
の
一
を
負
担
す
る
。

第
五
十
三
条
の
三 

都
道
府
県
は
、
第
五
十
一
条
第
一
号
の
費
用
の 

う
ち
、
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
な
い
町
村
が
支
弁
す
る
も
の
に
対 

し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
四
分
の
一
を
負 

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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十
一
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
費
用
を
支
弁
し
た
市
町 

村
の
長
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
、
そ
の
負
担
能
力 

に
応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

第
七
号
の
二
に
規
定
す
る
費
用
を
支
弁
し
た
都
道
府
県
又
は
第
五

②
 

第
五
十
条
第
五
号
、
第
六
号
、
第
六
号
の
三
、
第
七
号
及
び
第

養

義

務

者(

民
法
に
定
め
る
扶
養
義
務
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
 

「

か
ら
、
都
道
府
県
知
事
の
認
定
す
る
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、
 

そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
号
の
費
用
に
対
し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
 

そ
の
四
分
の
一
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
六
条
第
四
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
費
用
を
国
庫
が
支
弁 

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶

第
五
十
五
条 

都
道
府
県
は
、
第
五
十
一
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び

交
付
又
は
修
理
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
措
置
に
要
す
る 

費
用
に
限
る
。)

並
び
に
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る 

費
用
を
支
弁
し
た
市
町
村
の
長
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者 

か
ら
、
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を 

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

条
第
一
号
に
規
定
す
る
費
用(

業
者
に
委
託
し
な
い
で
補
装
具
の

二
ま
で
に
規
定
す
る
費
用
を
支
弁
し
た
都
道
府
県
又
は
第
五
十
一

②
 

第
五
十
条
第
五
号
、
第
六
号
及
び
第
六
号
の
三
か
ら
第
七
号
の

十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
措
置
に
係
る
費
用
を
除
く
。) 

並
び 

に
第
五
十
一
条
第
三
号
及
び
第
四
号
の
ニ
の
費
用
に
対
し
て
は
、
 

政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
四
分
の
一
を
負
担
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
六
条
第
四
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
費
用
を
国
庫
が
支
弁 

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶 

養
義
務
者
か
ら
、
都
道
府
県
知
事
の
認
定
す
る
そ
の
負
担
能
力
に 

応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

第
五
十
五
条 

都
道
府
県
は
、
第
五
十
一
条
第
二
号
の
費
用(

第
二
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③ 

第
五
十
条
第
六
号
の
二
に
規
定
す
る
保
育
費
用
を
支
弁
し
た
都 

道
府
県
又
は
第
五
十
一
条
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
規
定
す
る 

保
育
費
用
を
支
弁
し
た
市
町
村
の
長
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義 

務
者
か
ら
、
当
該
保
育
費
用
を
こ
れ
ら
の
者
か
ら
徴
収
し
た
場
合 

に
お
け
る
家
計
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
保
育
の
実
施
に
係
る 

児
童
の
年
齢
等
に
応
じ
て
定
め
る
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

④ 

(

略)

⑤
 

第
二
十
一
条
の
五
に
規
定
す
る
医
療
の
給
付
を
行
う
場
合
に
お 

い
て
は
、
当
該
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
べ
き
都
道
府
県
の 

知
事
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
、
そ
の
負
担
能 

力
に
応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
同
条
に
規
定
す
る
医 

療
の
給
付
を
行
う
医
療
機
関(
劉

に

お

い

て

「医
療
機
関
」
と 

い
う
。)

に
支
払
う
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
 

本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
べ

③ 

第
五
十
条
第
六
号
の
二
に
規
定
す
る
保
育
費
用
を
支
弁
し
た
都 

道
府
県
又
は
第
五
十
一
条
第
四
号
若
し
く
は
第
四
号
の
二
に
規
定 

す
る
保
育
費
用
を
支
弁
し
た
市
町
村
の
長
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶 

養
義
務
者
か
ら
、
当
該
保
育
費
用
を
こ
れ
ら
の
者
か
ら
徴
収
し
た 

場
合
に
お
け
る
家
計
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
保
育
の
実
施
に 

係

る

児

童-
(z>
年
齢
等
に
応
じ
て
定
め
る
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。

④ 

(

略)

⑤
 

第
二
十
一
条
の
九
の
六
に
規
定
す
る
医
療
の
給
付
を
行
う
場
合 

に
お
い
て
は
、
当
該
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
べ
き
都
道
府 

県
の
知
事
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
、
そ
の
負 

担
能
力
に
応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
同
条
に
規
定
す 

る
医
療
の
給
付
を
行
う
医
療
機
関(

>
w

に

お

い

て

「医
療
機 

関
」
と
い
う
。)

に
支
払
う
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥ 

業
者
に
委
託
し
て
補
装
具
の
交
付
又
は
修
理
を
行
う
場
合
に
お 

い
て
は
、
当
該
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
べ
き
市
町
村
劉 

は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
、
そ
の
負
担
能
力
に 

応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
業
者
に
支
払
う
べ
き
旨
を 

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

.

©1
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が̂

T
W

の
規
定
に
よ
り
支
払
う
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き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
部
又
は
一
部
を
医
療
機
関
に
支
払
っ 

た
と
き
は
、
当
該
医
療
機
関
の
都
道
府
県
に
対
す
る
当
該
費
用
に 

係
る
請
求
権
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
消
滅
す
る
も
の
と
す
る
。
 

©1
第
五
項
に
規
定
す
る
措
置
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
本
人 

又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
べ
き 

旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
わ
な
か
っ
た
た
め 

、
都
道
府
県
に
お
い
て
そ
の
費
用
を
支
弁
し
た
と
き
は
、
都
道
府 

県
知
事
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
そ
の
支
払
わ
な
か 

っ
た
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧ 

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
負 

担
能
力
の
認
定
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
費
用 

の
徴
収
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
支
払
の
命
令
に
関
し 

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の 

収
入
の
状
況
に
つ
き
、
官
公
署
に
対
し
、
必
要
な
書
類
の
閲
覧
又 

は
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑨ 

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
はW

W

の
規
定
に
よ
る
費
用
の 

徴
収
は
、
こ
れ
を
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
居
住
地
又
は
財 

産
所
在
地
の
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
嘱
託
す
る
こ
と
が
で
き

べ
き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
部
又
は
一
部
を
医
療
機
関
又
は
業 

<1
に
支
払
っ
た
と
き
は
、
当
該
医
療
機
関
又
は
業
者
の
都
道
府
県 

又
は
市
町
村
に
対
す
る
当
該
費
用
に
係
る
請
求
権
は
、
そ
の
限
度 

に
お
い
て
消
滅
す
る
も
の
と
す
る
。

⑧ 

第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
措
置
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お 

い
て
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り 

支
払
う
べ
き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
わ
な 

か
っ
た
た
め
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
お
い
て
そ
の
費
用
を
支 

弁
し
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
本
人
又
は 

そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
そ
の
支
払
わ
な
か
っ
た
額
を
徴
収
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

⑨
 

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
負 

担
能
力
の
認
定
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
費
用 

の
徴
収
又
は
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
支 

払
の
命
令
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
本
人
又
は
そ 

の
扶
養
義
務
者
の
収
入
の
状
況
に
つ
き
、
官
公
署
に
対
し
、
必
要 

な
書
類
の
閲
覧
又
は
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑩ 

第

一

項

か
ら

第

三

項

ま
で

又

は

の

規

定

に

よ

る

費

用

の 

徴
収
は
、
こ
れ
を
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
居
住
地
又
は
財 

産
所
在
地
の
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
嘱
託
す
る
こ
と
が
で
き
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る
。

⑩

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
はW

W

の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ 

れ
る
費
用
を
、
指
定
の
期
限
内
に
納
付
し
な
い
者
が
あ
る
と
き
は 

、
第
一
項
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
国
税
の
、
第
二
項
、
第 

三

項

又
は

に

規

定
す

る

費

用

に

つ

い
て

は

地

方

税

の

滞

納 

処
分
の
例
に
よ
り
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け 

る
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も 

の
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
二
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
次
の
各
号
に
該
当 

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
 

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
が
設
置
す
る
児
童
福
祉
施 

設
に
つ
い
て
、
そ

の

新

設(

社
会
福
祉
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の 

規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
が
設
置
す
る
児
童
福
祉 

施
設
の
新
設
に
限
る
。)

、
修
理
、
改
造
、
拡
張
又
は
整
備(

以 

下

「新
設
等
」
と
い
う
。)

に
要
す
る
費
用
の
四
分
の
三
以
内
を 

補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

一
の
児
童
福
祉
施
設
に
つ 

い
て
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
補
助
す
る
金
額
の
合
計
は
、
当
該 

児
童
福
祉
施
設
の
新
設
等
に
要
す
る
費
用
の
四
分
の
三
を
超
え
て 

は
な
ら
な
い
。

る
。

⑩

第

一

項

か

ら

第

三

項

ま
で

又

は

の

規

定

に

よ

り

徴

収

さ 

れ
る
費
用
を
、
指
定
の
期
限
内
に
納
付
し
な
い
者
が
あ
る
と
き
は 

、
第
一
項
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
国
税
の
、
第
二
項
、
第 

三

項

又
は

に

規

定
す

る
費
用
に
つ
い
て

は

地
方
税
の
滞
納 

処
分
の
例
に
よ
り
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け 

る
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も 

の
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
二
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
次
の
各
号
に
該
当 

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
 

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
が
設
置
す
る
児
童
福
祉
施 

設
に
つ
い
て
、
そ

の

新

設(

社
会
福
祉
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の 

規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
が
設
置
す
る
児
童
福
祉 

施
設
の
新
設
に
限
る
。)

、
修
理
、
改
造
、
・
拡
張
又
は
整
備(

以 

下

「新
設
等
」
と
い
う
。)

に
要
す
る
費
用
の
四
分
の
三
以
内
を 

補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

一
の
児
童
福
祉
施
設
に
つ 

い
て
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
補
助
す
る
金
額
の
合
計
は
、
当
該 

児
童
福
祉
施
設
の
新
設
等
に
要
す
る
費
用
の
四
分
の
三
を
超
え
て 

は
な
ら
な
い
。
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一

(

略)

二 

そ
の
児
童
福
祉
施
設
が
主
と
し
て
利
用
さ
れ
る
地
域
に
お
い 

て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給 

コ
入
所
さ
せ
る
措
置
又
は
保
育
の
実
施
等
を
必
要
と
す
る
児
童 

、
そ
の
保
護
者
又
は
妊
産
婦
の
分
布
状
況
か
ら
み
て
、
同
種
の 

児
童
福
祉
施
設
が
必
要
と
さ
れ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
地
域 

に
、
国
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
設
置
す
る
同
種
の
児
童
福 

祉
施
設
が
な
い
か
、
又
は
あ
っ
て
も
こ
れ
が
十
分
で
な
い
こ 

と
。

②

•
③

(

略)

第
五
十
六
条
の
六
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
の
福
祉
を
増
進
す
る 

た
め
、
介
護
給
付
費
等
、
障
害
児
施
設
給
付
費
、
高
額
障
害
児
施 

設
給
付
費
又
は
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
の
支
給
、3
 

十
一
条
の
六
又
は
第
ー 

ー
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定 

に
よ
る
措
置
及
び
保
育
の
実
施
等
並
び
に
そ
の
他
の
福
祉
の
保
障 

が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
相
互
に
連
絡
及
び
調
整
を
図
ら
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
又
は
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を 

行
う
者
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
設
置
者
は
、
そ
の
事
業
を
行
い
、

一

(

略)

二 

そ
の
児
童
福
祉
施
設
が
主
と
し
て
利
用
さ
れ
る
地
域
に
お
い 

て
、

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
入
所
さ
せ
る
措
置
又
は
保
育 

の
実
施
等
を
必
要
と
す
る
児
童
、
そ
の
保
護
者
又
は
妊
産
婦
の 

分
布
状
況
か
ら
み
て
、
同
種
の
児
童
福
祉
施
設
が
必
要
と
さ
れ 

る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
地
域
に
、
国
、
都
道
府
県
又
は
市
町 

村
の
設
置
す
る
同
種
の
児
童
福
祉
施
設
が
な
い
か
、

又
は
あ
っ 

て
も
こ
れ
が
十
分
で
な
い
こ
と
。

②

•
③

(

略)

第
五
十
六
条
の
六
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
の
福
祉
を
増
進
す
る 

た
め
、
介
護
給
付
費
等
の
支
給
、
第
二
十
一
条
の
二
十
五
又
は
第 

二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
一 

ー
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
及
び
保 

育
の
実
施
等
並
び
に
そ
の
他
の
福
祉
の
保
障
が
適
切
に
行
わ
れ
る 

よ
う
に
、
相
互
に
連
絡
及
び
調
整
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

障
害
児
相
談
支
援
事
業
等
又
は
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を 

行
う
者
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
設
置
者
は
、
そ
の
事
業
を
行
い
、
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又
は
そ
の
施
設
を
運
営
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
相
互
に
連
携
を
図 

り
つ
つ
、
児
童
及
び
そ
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と
そ
の 

他
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
積
極
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
に
努
め 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
七
条
の
二
都
道
府
県
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ 

ソ
疇
害
细
設
給
付
費
等
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
 

そ
の
者
か
ら
、
そ
の
障
害
児
施
設
給
付
費
等
の
額
に
相
当
す
る
金 

額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。■

②
 

都
道
府
県
は
、
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
が
、
偽
り
そ
の
他
不 

正
の
行
為
に
よ
り
障
害
児
施
設
給
付
費
若
し
く
は
特
定
入
所
障
害 

饗
費
等
給
付
費
又
は
障
害
児
施
設
医
療
費
の
支
給
を
受
け
た
と 

き
は
、
当
該
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
に
対
し
、
そ
の
支
払
っ
た 

額
に
つ
き
返
還
さ
せ
る
ほ
か
、
そ
の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
四 

十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十 

一
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
法
律
で
定
め
る
歳
入
と
す
る
。

第
五
十
七
条
の
三 

都
道
府
県
は
、
障
害
児
施
設
給
付
費
等
の
支
給 

に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
の
保
護
者
若

又
は
そ
の
施
設
を
運
営
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
相
互
に
連
携
を
図 

り
つ
つ
、
児
童
及
び
そ
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と
そ
の 

他
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
積
極
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
に
努
め 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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し
く
は
障
害
児
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属 

す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は 

文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該 

職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

第
二
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質 

問
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限 

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
七
条
の
四
都
道
府
県
は
、
障
害
児
施
設
給
付
費
等
の
支
給 

に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障

害

児

の

訥

者

又 

は
障
害
児
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る 

者
の
資
産
又
は
収
入
の
状
況
に
つ
き
、せ

公

書

対

し
^
®

な
文 

書
の
閲
覽
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
、
又
は
銀
行
、
信
託
会 

社
そ
の
他
の
機
関
若
し
く
は
障
害
児
の
保
護
者
の
雇
用
主
そ
の
他 

の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
七
条
の
五
租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
こ
の
法
律
に
よ
り
支 

給
を
受
け
た
金
品
を
標
準
と
し
て
、
こ
れ
を
課
す
る
こ
と
が
で
き 

な
い
。

②
 

障
害
児
施
設
給
付
費
等
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担
保

第
五
十
七
条
の
二
租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
こ
の
法
律
に
よ
り
支 

給
を
受
け
た
金
品
を
標
準
と
し
て
、
こ
れ
を
課
す
る
こ
と
が
で
き 

な
い
。
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に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③
 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
よ
る
支
給
金
品 

は
、
既
に
支
給
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず 

'

こ
れ
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
五
十
九
条
の
五 

第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
四 

第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
五
、
第
四
十
六
条
及
び
第
五
十
九
条
の 

規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い 

る
事
務
は
、
児
童
の
利
益
を
保
護
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
厚 

生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は 

都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。

②

•
③

(

略)

第

五

十

九

条

の

七
(

略)

②

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
厚
生
労
働
省
令
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
第
二
十
一
条
の
九
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
該
当
す
る
事 

業
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
以
外
の
大
臣
が
所
管
す
る
も
の
に
関
す 

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
そ
の
事
業
を
所
管
す 

る
大
臣
の
発
す
る
命
令
と
す
る
。

②
 

こ
の
法
律
に
よ
る
支
給
金
品
は
、
既
に
支
給
を
受
け
た
も
の
で 

あ
る
と
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が 

で
き
な
い
。

第
五
十
九
条
の
五 

第
二
十
一
条
の
九
の
五
第
一
項
、
第
三
十
四
条 

の
四
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
五
、
第
四
十
六
条
及
び
第
五
十
九 

条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ 

て
い
る
事
務
は
、
児
童
の
利
益
を
保
護
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る 

と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣 

又
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。

②

•

③

(

略)

第

五

十

九

条

の

七
(

略)

②

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
厚
生
労
働
省
令
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
第
二
十
一
条
の
二
十
七
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
該
当
す 

る
事
業
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
以
外
の
大
臣
が
所
管
す
る
も
の
に 

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
そ
の
事
業
を
所 

管
す
る
大
臣
の
発
す
る
命
令
と
す
る
。
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第
六
十
一
条
の
三 

第
十
八
条
の
ハ
第
四
項
、
第
十
八
条
の
十
二
第 

一
項
又
は
第
二
十
一
条
の
十
二
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、

一
年 

以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
 

第
六
十
二
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万 

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
 
•

二

(

略)

三 

正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の 

規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
同 

項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚 

偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は 

検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者 

E9I
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
一 

ー
十
四
条
の
十
五
第
一
項
の 

規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ 

ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若 

し
く
は
提
示
を
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁 

を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、

又
は
同
項
の
規
定
に 

よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避 

し
た
者

SI
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
児

第
六
十
一
条
の
三 

第
十
八
条
の
ハ
第
四
項
、
第
十
八
条
の
十
二
第 

一
項
又
は
第
二
十
一
条
の
三
十
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、

一
年 

以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
六
十
二
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万 

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
 
•

二

(

略)

三 

正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
二
十
一
条
の
三
十
二
第
一
項 

の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
 

同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は 

虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く 

は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

四
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
児
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童
委
員
若
し
く
は
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
吏 

員
の
職
務
の
執
行
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は 

そ
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を 

し
、
又
は
児
童
に
答
弁
を
さ
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を 

さ
せ
た
者

AI
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
を
怠
っ
た
者 

七
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に 

よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
同
項
の
規 

定
に
よ
る
立
入
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又 

は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く 

は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

第
六
十
二
条
の
三 

都
道
府
県
は
、
条
例
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ 

劭
該
当
す
る
者
に
対
し
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
規
定
を 

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

H

第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
受
給
者
証
の 

返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者

コ 

正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規 

定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ
ず 

、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し

童
委
員
若
し
く
は
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
吏 

員
の
職
務
の
執
行
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は 

そ
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を 

し
、
又
は
児
童
に
答
弁
を
さ
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を 

さ
せ
た
者

囲

第

三
-+

条
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
を
怠
っ
た
者

AI
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に 

よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
同
項
の
規 

定
に
よ
る
立
入
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又 

は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く 

は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者
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く
は
提
示
を
し
、
，
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答 

弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

附

則

第
六
十
三
条
の
三
の
二
都
道
府
県
は
、
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項 

、
第
二
十
四
条
の
六
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第 

二
十
四
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
に
入
所
等
を 

し
た
障
害
児(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「入
所
者
」
と
い
う
。) 

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
指
定
施
設
支
援
を
受
け
な
け
れ
ば
そ
の
福 

祉
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
ぬ
る
と
き
は
、
当
該
入
所
者
が 

満
十
八
歳
に
達
し
た
後
に
お
い
て
も
、
当
該
入
所
者
か
ら
の
申
請 

に
よ
り
、
当
該
入
所
者
が
社
会
生
活
に
順
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
，
 

よ
う
に
な
る
ま
で
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り' 

别
き
營
障
害
児
施
設
給
付
費
等
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

た
だ
し
、
当
該
入
所
者
が
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
五
項
に 

規
定
す
る
療
養
介
護(

以

下

「療
養
介
護
」
と
い
う
。)

そ
の
他 

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ

制

り

で

な

い

。
 

②
 

都
道
府
県
は
、
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
六

附

MIJ

101



第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
十
四
条
の
二
十
第 

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
重
度
の
知
的
障
害
及 

び
重
度
の
肢
体
不
自
由
が
重
複
し
て
い
る
満
十
八
歳
以
上
の
者
に 

つ
い
て
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
支
援
に
係
る
指
定
施
設
支
援
を 

受
け
な
け
れ
ば
そ
の
福
祉
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と 

き
は
、
そ
の
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る 

と
こ

61
に
よ
り
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
支
援
に
係
る
障
害
児
施. 

設
給
付
費
等
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が 

療
養
介
護
そ
の
他
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ 

の
限
り
で
な
い
。

③
 

箭
一 

ー
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
児
施
設
給
付
費
等
を
支
給
す
る
こ 

と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
を
障
害
児 

又
は
障
害
児
の
保
護
者
と
み
な
し
て
、
第
二
十
四
条
の
二
か
ら
第 

二
十
四
条
の
七
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
の
十
九
か
ら
第
二
十
四
条 

の

二

十

二

ま

で

す

る

『
こ
の
場
合
に
打
い
て
、
必
・ 

要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

©1
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
相
談 

所
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
三
条
の
四 

児
童
相
談
所
長
は
、
当
分
の
間
、
第
二
十
六
条

第
六
十
三
条
の
四 

児
童
相
談
所
長
は
、
当
分
の
間
、
第
二
十
六
条
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的
障
害
者
福
祉
法
第
九
条
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
十
九
条
第 

二
項
若
し
く
は
第
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
長
に
通
知
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

障
害
者
支
援
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を 

利
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

-ヽ
そ
の
旨
を
知

施
設
」
と
い
う
。)

に
入
所
す
る
こ
と
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

(

同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
の
み
を
対
象
と
す
る 

も
の
に
限
る
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。)

を
利
用
す
る
こ
と
が
適 

当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
身
体
障
害
者
福
祉
法
第 

九
条
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
十
九
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三 

項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
長
に
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
六
十
三
条
の
五 

児
童
相
談
所
長
は
、
当
分
の
間
、
第
二
十
六
条 

第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
の
う
ち
十
五
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
、

に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設(

次
条
に
お
い
て
「障
害
者
支
援

歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
二
項

第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
の
う
ち
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条 

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
十
五

産
施
設
若
し
く
は
同
法
第
二
十
一
条
の
八
に
規
定
す
る
知
的
障
害 

者
通
勤
寮
に
入
所
す
る
こ
と
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す 

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
同
法
第
九 

条
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
十
九
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項 

に
規
定
す
る
市
町
村
の
長
に
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

更
生
施
設
、
同
法
第
二
十
一
条
の
七
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
授

知
的
障
害
者
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
六
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者

ス
(

障
害
者
自
立
支
援
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
の 

み
を
対
象
と
す
る
も
の
に
限
る
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。)

を
利 

用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
身
体 

障
害
者
福
祉
法
第
九
条
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
十
九
条
第
二 

項
若
し
く
は
第
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
長
に
通
知
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。

第
六
十
三
条
の
五 

児
童
相
談
所
長
は
、
当
分
の
間
、
第
二
十
六
条 

第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
の
う
ち
十
五
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
、

障
害
者
更
生
援
護
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
、
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体

第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
の
う
ち
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
五
条 

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
十
五
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(

附
則
第
三
十
五
条
関
係)

改 

正 

案

目
次第

一

章
(

略)

第

二

章
(

略)

第

一

節

〜

第

三

節
(

略)

第
四
節 

居
宅
介
護
、
施

設

入

所

等

の

措

置(

第
十
八
条
—
窮 

第
五
節 

補

装

具

等
(

第
二
十
条
—

第
二
十
一
条
の
三)

第

六

節
(

略)

第

三

章

〜

第

五

章
(

略)

附

則
(

略)

(

法
の
目
的)

第

一

条

こ

の

法

律

は

以

害

者

自

立

支

援

法
(

平
成
十
七
年
法
衛 

第 

号)

と
相
ま
っ
て
、
身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
経
済 

活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
身
体
障
害
者
を
援
助
し
、
及

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

現 

行

目
次第

一

章
(

略)

第

二

章
(

略)

第

一

節

〜

第

三

節
(

略)

第
四
節 

居
宅
介
護
、
施

設

入

所

等

の

措

置(

第
十
八
条
——

Ml

十
八
条
の
四)

第
五
節 

更
生
医
療
、
補

装

具

等
(

第
十
九
条
——

第
ー 

ー
十
一
条 

の
三)

第

六

節
(

略)

第

三

章

〜

第

五

章
(

略)

附

則
(

略)

(

法
の
目
的)

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ 

の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
身
体
障
害
者
を
援
助
し
、

及
び
必
要 

に
恋
じ
て
保
護
し
、

も
っ
て
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
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除
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合

な
ら
な
い
。

た
だ
し
、

当
該
措
置
に
係
る
者
か
ら
当
該
措
置
の
解

由
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

か
じ
め
、
当
該
措
置
に
係
る
者
に
対
し
、
当
該
措
置
の
解
除
の
理

第
十
八
条
又
は
第
五
十
条
の
措
置
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、

あ
ら

第

十

八

条

の

三

市

町

村

長

は

、

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、

(

措
置
の
解
除
に
係
る
説
明
等)

3
 
- 
4
 

(

略)

一

援

法

第

七

十

四

条

に

規

定
す

る

業

務
を

行
う

も

の
と

す

る

。

項
第
一 

ー
号
口
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
障
害
者
自
立
支

十
八
条
第
三
項
の
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

及
び
前
条
第
一

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
、

調
整
若
し
く
は
要
請
又
は
第

主

と

し

て

前

条

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

業

務(

第
十
七
条
の
三

2

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、

第
十

条

g

(

更
生
相
談
所)

び
必
要
に
応
じ
て
保
護
し
、
も
っ
て
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
増
進 

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

置
の
解
除
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、

当
該
措
置
に
係
る
者
か
ら
当
該
措

除
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
意
見
を
聴
か
な

、

あ
ら
か
じ
め
、
当
該
措
置
に
係
る
者
に
対
し
、
当
該
措
置
の
解

第
十
八
条
又
は
第
四
十
九
条
の
二
の
措
置
を
解
除
す
る
場
合
に
は

第

十

八

条

の

三

市

町

村

長

は

、

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、

(

措
置
の
解
除
に
係
る
説
明
等)

3
 
• 
4
 

(

略)

る 第
一
項
第
二
号
口
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す

第
十
八
条
第
三
項
の
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

及
び
第
十
条

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
、
調
整
若
し
く
は
要
請
又
は

主

と

し

て

第

十

条

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

業

務(

第
十
七
条
の

2

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、

第
十

条

8

(

更
生
相
談
所)

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

(

行
政
手
続
法
の
適
用
除
外)

条

第

十

七

条

の

二

第

一

項

第

三

号

、
第

十

八

条

又

は

創
 

関

の

措

置

を

解

除

す

る

処

分

に

つ

い

て

は

、
行
政
手
続
法
第
三 

章
(

第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
を
除
く
。)

の
規
定
は
、
適
用
し
な 

.ヽ

。

第

五

節

補

装

具

等

る
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

(

行
政
手
続
法
の
適
用
除
外)

第
十
八
条
の
四 

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、
第
十
八
条
又
は 

第
四
十
九
条
の
二
の
措
置
を
解
除
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政 

手
続
法
第
三
章(

第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
を
除
く
。)

の
規
定
は 

、
適
用
し
な
い
。

第

五

節

更

生

医

療

、
補
装
具
等

(

更
生
医
療)

第

十

九

条

市

町

村

は

、
身
体
障
害
者
が
更
生
す
る
た
め
に
医
療
が 

必

要

で

あ

る

と

認

め

る

と

ぎ

气

そ

の

者

の

申

請

に

よ

り

、

そ
の 

更

生

の

た

め

に

必

要

な

医

療(

以

下

「更
生
医
療
」

と
い
う
。) 

の
給
付
を
行
い
、

又
は
こ
れ
に
代
え
て
更
生
医
療
に
要
す
る
費
用 

を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
前
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
支
給
は
、
更
生
医
療
の
給
付
が
困 

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限̂

-

^

う
こ
と
が
で
き
る
。
 

31
更
生
医
療
の
給
付
は
、

左
の
と
お
り
と
す
る
。
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二 

薬
剤
又
は
治
療
材
料
の
支
給

ヨ 

医
学
的
処
置
、

手
術
及
び
そ
の
他
の
治
療
並
び
に
施
術 

EI
居
宅
に
お
け
る
療
養
上
の
管
理
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話 

そ
の
他
の
看
護

囲

病

院

又

は

診

療

所

へ

の

入

院

及

び

そ

の

療

養

に

伴

う

世

話

そ 

の
他
の
看
護

AI8
41
更
生
医
療
の
給
付
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が 

次

条

の

規

定

に

よ

り

指

定

す

る

医

療

機

関(

以

下

「指
定
医
療
機 

関
」
と
い
う
。)

に
委
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

(

医
療
機
関
の
指
定)

第

十

九

条

の

二

厚

生

労

働

大

臣

は

、
国
が
開
設
し
た
病
院
若
し
く 

は
診
療
所
又
は
薬
局
に
つ
い
て
そ
の
主
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
、
 

都
道
府
県
知
事
は
、

そ

の

他

の

病

院

若

し

く

は

診

療

所(

こ
れ
ら 

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。)

又
は
薬 

局
に
つ
い
て
そ
の
開
設
者
の
同
意
を
得
て
、
前
条
の
規
定
に
よ
る 

更

生

医

療

を

担

当

さ

せ

る

医

療

機

関

を

。

21
指
定
医
療
機
関
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
更
生
医
療
の̂

^

 

童
福
祉
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
育
成
医
療
及
び
戦
傷
病
者
特
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別

援

護

法
(

昭
和
三
十
ハ
年
法
律
第
百
六
十
八
号)

第
二
十
条
の 

規
定
に
よ
る
更
生
医
療
を
担
当
す
る
も
の
と
す
剛 

31
指
定
医
療
機
関
は
、

三
十
日
以
上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、

そ 

の
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

41
指
定
医
療
機
関
が
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
、
担
当
医
師 

に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、

そ
の
他
指
定
医
療
機
関
に
更
生
医
療
を 

担
当
さ
せ
る
に
つ
い
て
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事 

由
が
あ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
も
の
に
つ
い
て 

は
厚
生
労
働
大
臣
が
、
都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
も
の
に
つ
い 

で

は

都

道

府

県

知

事

が

、

そ

の

指

定
を

取

り

消
す
こ

と

が
で

き 

る
。
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
育
成
医
療
又
は
戦
傷
病
者
特
別 

援
護
法
の
規
定
に
よ
る
更
生
医
療
を
担
当
さ
せ
る
に
つ
い
て
著
し 

く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
由
が
あ
る
と
き
も
、

同
様
と 

す
る
。

(

指
定
医
療
機
関
の
義
務)

第

十

九

条

の

三

指

定

医

療

機

関

は

、

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と 

こ
ろ
に
よ
り
、
懇
切
丁
寧
に
更
生
医
療
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
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(

診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬)

第

十

九

条

の

四

指

定

医

療

機

関

の

診

療

方

針

及

び

診

療

報

酬

は

、
 

健
康
保
険
の
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
の
例
に
よ
る
。

21
前
項
に
規
定
す
る
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
に
よ
る
こ
と
が
で 

き
な
い
と
き
、

及
び
こ
れ
に
よ
る
こ
と
を
適
当
と
し
な
い
と
き
の 

診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
は
、

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ 

に
よ
る
。

(

医
療
費
の
審
査
及
び
支
払)

第

十

九

条

の

五

都

道

府

県

知

事

は

、
指
定
医
療
機
関
の
診
療
内
容 

及
び
診
療
報
酬
の
請
求
を
随
時
審
査
し
、

且
つ
、
指
定
医
療
機
関 

が
前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の 

額
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
指
定
医
療
機
関
は
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
前
項
の
決
定
に
従 

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

31
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
医
療
機
関
が 

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
を
決
定
す
る
に
当
た
っ 

て
は
、
社

会

保

険

診

療

報

酬

支

払

基

金

法(

昭
和
二
十
三
年
法
律 

第
百
二
十
九
号)

に
定
め
る
審
査
委
員
会
、

国

民

健

康

保

険

法( 

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号)

に
定
め
る
国
民
健
康
保
険
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診
療
報
酬
審
査
委
員
会
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
審 

査
機
関
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

41
市
町
村
は
、
指
定
医
療
機
関
に
対
す
る
診
療
報
酬
の
支
払
に
関 

す
る
事
務
を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
、
国
民
健
康
保
険
団 

体
逋
合
会
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
ー J

と 

が
で
き
る
。

51
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
 

行

政

不

服

審

査

法(

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号)

に
よ
る 

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(

報
告
の
請
求
及
び
検
査)

第

十

九

条

の

六

都

道

府

県

知

事
(

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
指 

定
医
療
機
関
に
あ
っ
て
は
、

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事 

と
す
る
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

は
、
指
定
医
療
機
関
の
診
療 

報
酬
の
請
求
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
た
め
必
要
が 

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
医
療
機
関
の
管
理
者
に
対
し
て
必 

要
な
報
告
を
求
め
、

又
は
当
該
職
員
を
し
て
当
該
医
療
機
関
に
っ 

い
て
、

そ
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
、
実
地
に
診
療
録
そ
の
他
の 

帳

簿

書

類
(

そ

の

作

成

又

は

保

存

に

代

え

て

電

磁

的

記

録(

電
子 

的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
で
き

110



な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、

電
子
的
計
算
機
に
よ
る 

情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。)

の
作
成
又
は
保
存 

が
さ
れ
て
い
る
場
合!

2
^

る

当

磁

的

記

録

を

含

む

。

「
を 

検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
指
定
医
療
機
関
の
管
理
者
が
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、
前
項
の 

報
告
の
求
め
に
応
ぜ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、

又
は
同 

項
の
同
意
を
拒
ん
だ
と
き
は
、

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
指
定
医 

療
機
関
に
対
す
る
市
町
村
の
診
療
報
酬
の
支
払
を
一
時
差
し
止
め 

61
こ
と
を
指
示
し
、

又
は
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

31
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限 

に

属

す

る

事

務(

都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
指
定
医
療
機
関
に 

係
る
も
の
に
限
る
。)

に
つ
い
て
、
身
体
障
害
者
の
利
益
を
保
護 

す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に 

対

し

同

項

の

事

務

を

一

と

を

為

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

(

支
給
費
用
の
額)

第
十
九
条
の
七 

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
支
給
す
る
費 

は
、
第
十
九
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
指
定
医
療
機
関
が
請 

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す 

る
。

た
だ
し
、
当
該
身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
費
用
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の
負
担
能
力
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、

こ
れ
を 

減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

市
町
村
の
支
弁)

第
三
十
五
条 

身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に
つ
い
て
、

こ
の
法
律
に 

お
い
て
規
定
す
る
事
項
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も 

の
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

(

略)

二 

第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
七
条
の
二
、
第
十
八
条
及
び 

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る 

費

用
(

国
立
施
設
に
対
し
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
委 

託
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
委
託
後
に
要
す
る
費
用
を
除 

く
。)

二

の

二
(

略)

ヨ 

第

十

七

条

の

十

四(

第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用 

す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
更
生
訓

(

政
令
へ
の
委
任)

第
十
九
条
の
ハ 

第
十
九
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か 

、
更
生
医
療
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(

市
町
村
の
支
弁)

第
三
十
五
条 

身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に
つ
い
て
、

こ
の
法
律
に 

お
い
て
規
定
す
る
事
項
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も 

の
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

(

略)

二 

第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
七
条
の
二
、
第

十

八

条

よ
 

及
び
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措 

置

に

要

す

る

費

用(

国
立
施
設
に
対
し
第
十
八
条
第
三
項
の
規 

定
に
よ
る
委
託
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
委
託
後
に
要
す 

る
費
用
を
除
く
。)

二

の

二
(

略)

T
W

!
 

第

十

七

条

の

十

四(

第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て 

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
更
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次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、

第
三
十
七
条 

都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第

(

都
道
府
県
の
負
担
及
び
補
助)

四

(

略)

用 の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費

三 

第
十
三
条
、

第
十
四
条
、

第
十
五
条
及
び
第
二
十
一
条
の
三

隔
）

1 IS
I 1

- 1 の
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

お
い
て
規
定
す
る
事
項
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も

第

三

十

六

条

身

体

障

害

者

の

更

生

援

護

に

つ

い

て

、

こ
の
法
律
に

(

都
道
府
県
の
支
弁)

四

・
(

略)

練
費
又
は
物
品
の
支
給
に
要
す
る
費
用

次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、

第
三
十
七
条 

都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第

(

都
道
府
県
の
負
担
及
び
補
助)

四

(

略)

知
事
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用

十
九
条
の
六
及
び
第
二
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

三 

第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
、
第
十
九
条
の
五
、
第

ー

〜

二

の

二
(

略)

の
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

お
い
て
規
定
す
る
事
項
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
も

第
三
十
六
条 

身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に
つ
い
て
、

こ
の
法
律
に

(

都
道
府
県
の
支
弁)

四

(

略)

に
要
す
る
費
用

医
療
機
関
に
対
す
る
診
療
報
酬
の
支
払
に
関
す
る
事
務
の
委
託

三 

第
十
九
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
指
定

生
訓
練
費
又
は
物
品
の
支
給
に
要
す
る
費
用
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ー
 

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用(

第
十
七
条
の
二
、
第
十
八
条 

第
三
項
及
び
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措 

置

に

要

す

る

用

に

限

り

、

次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

及

び

第

三

十

五

条

第

二

号

の

二

の

費

用(

第
十
七
条
の
十
の
規 

定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
要
す 

る
費
用
に
限
り
、

次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

の
う
ち
、
 

福
祉
事
務
所
を
設
置
し
な
い
町
村
が
支
弁
す
る
も
の
に
つ
い
て 

は
、

そ
の
四
分
の
ー

-- 

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用(

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る 

居
住
地
を
有
し
な
い
か
、

又
は
明
ら
か
で
な
い
身
体
障
害
者 
( 

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「
居

住

地

不

明

身

体

障

害

者

」

と
い 

う
。)

に
つ
い
て
の
第
十
七
条
の
二
、
第
十
八
条
第
三
項
及
び 

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る 

費
用
に
限
る
。)

及

び

第

三

十

五

条

第

二

号

の

二

の

費

用(

第 

十
七
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
居
住
地
不
明
身
体
障
害
者
に
つ
い 

て
市
町
村
が
行
う
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用 

に
限
る
。)

に
つ
い
て
は
、

そ
の
十
分
の
五

三

(

略)

2
 

(

略)

ー
 

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用(

第
十
七
条
の
二
、
第
十
八
条 

第
三
項
、
第
十
九
条
及
び
第
ー 

ー
十
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が 

行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
に
限
り
、

次
号
に
掲
げ
る
費
用 

を
除
く
。)

及

び

第

三

十

五

条

第

二

号

の

二

の

費

用(

第
十
七 

条
の
十
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
施
設
訓
練
等
支
援
費
の 

支
給
に
要
す
る
費
用
に
限
り
、
次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。
 

)

の
う
ち
、
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
な
い
町
村
が
支
弁
す
る
も 

の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
四
分
の
ー

二

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用
(

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る 

居
住
地
を
有
し
な
い
か
、

又

は

明

ら

か

で

な

い

身

体

障

害

者( 

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「
居

住

地

不

明

身

体

障

害

者

」

と
い 

う
。)

に
つ
い
て
の
第
十
七
条
の
二
、

第

十

八

条

第

三

項

よ
 

及
び
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措 

置
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

及
び
第
三
十
五
条
第
二
号
の
二 

の

費

用
(

第
十
七
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
居
住
地
不
明
身
体
障 

害
者
に
つ
い
て
市
町
村
が
行
う
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に 

要
す
る
費
用
に
限
る
。)

に
つ
い
て
は
、

そ
の
十
分
の
五 

三

(

略)

2
 

(

略)
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(

国
の
負
担
及
び
補
助)

第
三
十
七
条
の
二 

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三 

十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
及
び
都
道
府
県 

が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

一
 
•

二

(

略)

三

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用
(

第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二 

項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を 

除
く
。)

、
第

三

十

五

条

第

二

号

の

二

の

費

用(

第
十
七
条
の 

十
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給 

に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

及
び
第
三
十
六
条
第
三
号
の
費
用 

(

第
二
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
行 

政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
は
、

そ
の
十
分 

の
五

2
 

(

略)

(

費
用
の
負
担
命
令
及
び
徴
収)

第

三

十

八

条

業

者

に

委

託

し

て

補

装

具

の

交

付

き

修

理

が

行

わ 

れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁 

す
べ
き
市
町
村
の
長
は
、
当
該
身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務 

者
に
対
し
て
、

そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、

そ
の
費
用
の
全
部
又
は

(

国
の
負
担
及
び
補
助)

第

三

十

七

条

の

二

国

は

、

政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三 

十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
及
び
都
道
府
県 

が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

一
 
•

二

(

略)

三

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用
(

第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二 

項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を 

除
く
。)

、
第

三

十

五

条

第

二

号

の

二

の

費

用(

第
十
七
条
の 

十
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給 

に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

及
び
第
三
十
六
条
第
三
号
の
費
用 

(

第
十
九
条
の
五
及
び
第
ー 

ー
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
都
道 

府
県
知
事
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。)

に
っ 

い
て
は
、

そ
の
十
分
の
五

2
 

(

略)

(

費
用
の
負
担
命
令
及
び
徴
収)

第

三

十

八

条

更

生

医

療

の

給

付

が

行

わ

れ

、

又
は
業
者
に
委
託
し 

て
補
装
具
の
交
付
若
し
く
は
修
理
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は 

、
当
該
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
べ
き
市
町
村
の
長
は 

、
当
該
身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
、

そ
の
負
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一
部
を
業
者
に
支
払
う
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
支 

払
う
べ
き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
部
又
は
一
部
を
業
者
に
支
払 

っ
た
と
き
は
、
当
該
業
者
の
市
町
村
に
対
す
る
当
該
費
用
に
係
る 

請
求
権
は
、

そ
の
限
度
に
お
い
て
消
滅
す
る
も
の
と
す
る
。

3

〜5
 

(

略)

(

緊
急
時
に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
の
事
務
執
行) 

第
四
十
三
条
の
三 

第
三
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
十
一
条
第
一
項 

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て 

い
る
事
務
は
、
身
体
障
害
者
の
利
益
を
保
護
す
る
緊
急
の
必
要
が 

あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

厚
生
労
働 

大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。

2

〜4
 

(

略)

担
能
力
に
応
じ
、

そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
指
定
医
療
機
関 

又
は
業
者
に
支
払
う
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
支 

払
う
べ
き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
部
又
は
一
部
を
指
定
医
療
機 

業
者
に
支
払
っ
た
と
き
は
、

当
該
指
定
医
療
機
関
又
は
業 

者
の
市
町
村
に
対
す
る
当
該
費
用
に
係
る
請
求
権
は
、

そ
の
限
度 

に
お
い
て
消
滅
す
る
も
の
と
す
る
。

3

〜5
 

(

略)

(

緊
急
時
に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
の
事
務
執
行) 

第

四

十

三

条

の

三

第

十

九

条

の

六

第

一

項

、
第
三
十
九
条
第
二
項 

及
び
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限 

に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
身
体
障
害
者
の
利
益
を 

保
護
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合 

に
あ
っ
て
は
、

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の 

と
す
る
。

2

〜4
 

(

略)
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'

当
該
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る 

に
至 

っ
た
と
認
め
る
と
き
。

21
前
項
の
規
定
に
よ
り
居
宅
支
給
決
定
の
取
消
し
を
徇
つ
渤
町 

村
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取
消
し 

に
係
る
居
宅
支
給
決
定
身
体
障
害
者
に
対
し
居
宅
受
給
者
証
の
返 

還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

31
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
居
宅
支
給
決
定
の
取
消
し
に 

関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給)

第
十
七
条
の
十
市
町
村
は
、
次
条
第
五
項
に
規
定
す
る
施
設
支
給 

決
定
身
体
障
害
者(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「施
設
支
給
決
定
身 

体
障
害
者
」
と
い
う
。)

が
、
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め

(
介
護
保
険
法
に
よ
る
給
付
と
の
調
整)

第
十
七
条
の
九
居
宅
生
活
支
援
費
及
び
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の 

支
給
は
、
当
該
身
体
上
の
障
害
の
状
態
に
つ
き
、
介

護

保

険

法( 

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

の

規

定

に

J

れ
ら
の
給
付 

に
相
当
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
そ
の
限
度 

に
お
い
て
、
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。;

(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給)

第
十
七
条
の
十
市
町
村
は
、
次
条
第
五
項
に
規
定
す
る
施
設
支
給 

決
定
身
体
障
害
者
が
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た 

同
項
第
一
号
の
期
間(

以

下

「施
設
支
給
決
定
期
間
」
と
い
う
。
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ら
れ
た
同
項
第
一
号
の
期
間(

以

下

「施
設
支
給
決
定
期
間
」
と 

い
う
。)

内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
身
体
障
害 

者
更
生
施
設
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
又
は
特
定
身
体
障
害
者
授 

産

施

設(

以

下

「指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
」
と
い
う
。) 

に
入
所
の
申
込
み
を
行
い
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等 

か
ら
身
体
障
害
者
施
設
支
援(

以

下

「指
定
施
設
支
援
」
と
い 

う
。)

を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
に 

対
し
、
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

食
事
の
提
供
に
要 

す
る
費
用
、
居
住
又
は
滞
在
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活 

に
要
す
る
費
用
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用(

以

下

「
 

特
定
費
用
」
と
い
う
。)

を
除
く
。) 

一
に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等 

支
援
費
を
支
給
す
る
。

2

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二 

号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

ー
 

身
体
障
害
者
施
設
支
援
の
種
類
ご
と
に
指
定
施
設
支
援
に
通 

常
要
す
る
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。)

に
つ
き
、
厚
生
労
働 

大
臣
が
定
め
る
基
準
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村 

長
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額(

そ
の
額
が
現
に
当
該 

指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。)

の
額 

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用

)

内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生 

施
設
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
又
は
特
定
身
体
障
害
者
授
産
施
設 

(

以

下

「指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
」
と
い
う
。)

に
入
所 

の
申
込
み
を
行
い
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
身 

体
障
害
者
施
設
支
援(

以

下

「指
定
施
設
支
援
」
と
い
う
。)

を 

受
け
た
と
き
は
、
当
該
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
に
対
し
、
当 

該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
の 

う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用(

以

下

「特
定
日
常
生
活
費 

」
と
い
う
。)

を
除
く
。)

に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
を 

支
給
す
る
。

2

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二 

号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

ー
 

身
体
障
害
者
施
設
支
援
の
種
類
ご
と
に
指
定
施
設
支
援
に
通 

常
要
す
る
費
用(

特
定
日
常
生
活
費
を
除
く
。)

に
つ
き
、
厚 

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て 

市
町
村
長
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額(

そ
の
額
が
現 

に
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
日
常
生
活
費
を 

除
く
。)

の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
施
設
支
援
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の
額)

T
T

 

前
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額 

の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
宀
巴
め
61 

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

31
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
が
同
一
の
月
に
受
け
た
指
定
施
設 

支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。)

の
額
の
合
計
額
か 

ら
、
前
項
の
規
罔
二
り
算
定
さ
れ
た
当
該
同
一
の
月
に
お
け
る 

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
当
該
施 

設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
の
家!S
与
え
る
影
響
そ
の
他
の
事
情 

を
し
ん
酌
し
て
政
令
爼
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
規 

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
同
一
の
月
に
お
け
る
施
設
訓
練
等
支
援 

費
の
額
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ 

る
額
を
下
回
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に 

よ
り
算
定
し
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

41
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め 

る
基
準
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
身
体
障
害
者
の
障
害
の
程
度 

に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分(

次
条
及
び
第
十
七
条 

の
十
二
に
お
い
て
「身
体
障
害
程
度
区
分
」
と
い
う
。)

を
考
慮 

す
る
も
の
と
す
る
。

に
要
し
た
費
用
の
額)

二 

身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
、
 

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て 

市
町
村
長
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額

3 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る 

基
準
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
身
体
障
害
者
の
障
害
の
程
度
に 

応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分(

次
条
及
び
第
十
七
条
の 

十
二
に
お
い
て
「身
体
障
害
程
度
区
分
」
と
い
う
。)

を
考
慮
す 

る
も
の
と
す
る
。
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(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
受
給
の
手
続) 

第

十

七

条

の

十

一
(

略) 

2
〜7 
(

略)

8

施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
が
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等 

か
ら
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た
と
き(

当
該
施
設
支
給
決
定
身
体 

障
害
者
が
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
施
設
受
給
者
証 

を
提
示
し
た
と
き
に
限
る
。)

は
、
市
町
村
は
、
当
該
施
設
支
給 

決
定
身
体
障
害
者
が
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
支
払 

う
べ
き
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除 

く
。)

に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
と
し
て
当
該
施
設
支
給 

決
定
身
体
障
害
者
に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
施 

設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更 

生
施
設
等
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

9 
(

略)

10
市
町
村
は
、
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
施
設
訓
練
等 

支
援
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
第
一
号
の
市
町 

村
長
が
定
め
る
基
準
及
び
第
十
七
条
の
二
十
六
に
規
定
す
る
指
定 

身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準(

指 

定
施
設
支
援
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。)

に
照
ら
し
て 

審
査
の
上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
受
給
の
手
続) 

第

十

七

条

の

十

一(

略) 

2
〜7 
(

略)

8

施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
が
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等 

か
ら
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た
と
き(

当
該
施
設
支
給
決
定
身
体 

障
害
者
が
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
施
設
受
給
者
証 

を
提
示
し
た
と
き
に
限
る
。)

は
、
市
町
村
は
、
当
該
施
設
支
給 

決
定
身
体
障
害
者
が
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
支
払 

う
べ
き
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
日
常
生
活
費 

を
除
く
。)

に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
と
し
て
当
該
施
設 

支
給
決
定
身
体
障
害
者
に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当 

該
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
身
体
障
害

者
更
生
施
設
等
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る

9 
(

略)

10
市
町
村
は
、
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
施
設
訓
練
等 

支
援
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
各
号
の
市
町
村 

長
が
定
め
る
基
準
及
び
第
十
七
条
の
二
十
六
に
規
定
す
る
指
定
身 

体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準(

指
定 

施
設
支
援
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。)

に
照
ら
し
て
審 

査
の
上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。
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11
市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
に
関
す
る
事
務
を
国
民 

健
康
保
険
法(

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号)

第
四
十
五 

条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
そ
の
他
営
利 

を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ 

っ 
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の 

に
蓼
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
額
の
特
例)

第
十
七
条
の
十
三
の
二
市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省 

令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
施 

設
支
援
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め 

た
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
が
受
け
る
施
設
訓
練
等
支
援
費
の 

額
は
、
第
十
七
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第 

一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
下
回
る
額
の 

範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
長
が
定
め
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と 

^
0
7
 V

Q

(

高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給)

第
十
七
条
の
十
三
の
三 

市
町
村
は
、
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者 

が
受
け
た
身
体
障
害
者
施
設
支
援
、
知
的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和 

三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
的

ロ 

第
十
七
条
の
五
第
十
一
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支 

払
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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障
害
者
施
設
支
援
及
び
介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十 

三
号)

第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー 

ビ
み
の
刀
政
令
で
定
め
る
も
の
に
要
し
た
費
用
の
合
計
額
か
ら 

当
該
費
用
に
つ
き
支
給
さ
れ
た
施
設
訓
練
等
支
援
費
、
知
的
障
害 

者
福
祉
法
第
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
施
設
訓
練
等
支
援
費
及
び 

介
護
保
険
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
の
う
ち
政
令
で 

定
め
る
も
の
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
著
し
く
高
額
で 

あ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
に
対
し
、
高
額 

施
設
訓
練
等
支
援
費
を
支
給
す
る
。

21
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支 

給
要
件
、
支
給
額
そ
の
他
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
関 

し
必
要
な
事
項
は
、
身
体
障
害
者
施
設
支
援
に
要
す
る
費
用
の
負 

担
の
家
計
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
、
政
令
で
定
め
る
。

(

特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支
給)

第
十
七
条
の
十
三
の
四
市
町
村
は
、
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者 

(

指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
通
う
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働 

省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。) 

の
う
ち
所
得
の
状
況
そ
の
卿
事 

情
を
し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の(

以
下
こ
の
項 

に

お

い

て

「特
定
入
所
者
」
と
い
う
。)

が
、
施
設
支
給
決
定
期
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訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支
給
に
関
し 

て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
身
体
障
害
者
施
設
支
援
を
担 

当
す
る
者
に
対
し
、
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示 

を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
若
し
く
は
照
会
を
さ
せ
る
こ
と 

が
で
き
る
。

(

厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任)

第
十
七
条
の
十
五 

市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
、
高
額
施
設

定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場 

合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。
 

(

文
書
の
提
出
等)

2 

第
十
七
条
の
十
一
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
特

し
た
費
用
に
つ
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
入 

所
者
食
費
等
給
付
費
を
支
給
す
る
。

生
施
設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び
居
住
に
要

と
き
は
、
当
該
特
定
入
所
者
に
対
し
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更

該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た

間
内
に
お
い
て
、
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
入
所
し
、
当

く
は
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
又
は
身
体
障
害
者
居
宅
支
援
若 

し
く
は
身
体
障
害
者
施
設
支
援
を
担
当
す
る
者
に
対
し
、
文
書
そ 

の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に 

質
問
若
し
く
は
照
会
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任)

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
居
宅
支
給
決
定
身
体
障
害
者
若
し

居
宅
生
活
支
援
費
又
は
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
関
し
て
必

第
十
七
条
の
十
五
市
町
村
は
、
居
宅
生
活
支
援
費
若
し
く
は
特
例

(

文
書
の
提
出
等)
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第
十
七
条
の
十
七
か
ら
十
七
条
の
二
十
三
ま
で 

削
除

第
二
款
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等

支
援
費
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給 

付
費
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
。

第
十
七
条
の
十
六 

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
訓
練
等

二
当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
の
知
識
及
び
技
能
並
び 

に
員
数
が
、
第
十
七
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
居
宅
支
援
事 

業
者
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

ー
 

申
請
者
が
法
人
で
な
い
と
き
。

2 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

び
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
を
行
う
事
業
所(

以
下
こ
の 

款
に
お
い
て

「事
業
所
」
と
い
う
。)

ご
と
に
行
う
。

業
を
行
う
者
の
申
請
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
居
宅
支
援
の
種
類
及

省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事

第
十
七
条
の
十
七
第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
指
定
は
、
厚
生
労
働

第
二
款
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
及
び
指
定
身
体
障
害 

者
更
生
施
設
等 

(

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
指
定)

援
費
若
し
く
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
又
は
施
設
訓
練
等
支
援
費 

の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
十
七
条
の
十
六 

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
居
宅
生
活
支
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省
令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
き
。
 

ヨ

申

請

者

が

、
第
十
七
条
の
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
居 

宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て
適 

正
な
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が 

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

(
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
責
務)

第
十
七
条
の
十
八 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
身
体
障
害
者
の
心 

身
の
状
況
等
に
応
じ
て
適
切
な
指
定
居
宅
支
援
を
提
供
す
る
と
と 

も
に
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
居
宅
支
援
の
質
の
評
価
を
行
う 

こ
と
そ
の
创
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ*
91
常

に

指

凰

宅

支

援 

を
受
け
る
者
の
立
場
に
立
っ
て
こ
れ
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
基
準)

第
十
七
条
の
十
九
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
に
係
る 

事
業
所
ご
と
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
当
該 

指
定
居
宅
支
援
に
従
事
す
る
従
業
者
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

、〇

の

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
指
定
居
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宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
い
、
指
定 

居
宅
支
援
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

変
更
の
届
出
等)

第
十
七
条
の
二
十
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
に
係
る 

事
業
所
の
第
称
及
び
所
在
地
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事 

項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
当
該
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
を 

廃
止
し
、
休
止
し
、
若
し
く
は
再
開
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省 

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府 

県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

報
告
等)

第
十
七
条
の
二
十
一
都
道
府
県
知
事
は
、
居
宅
生
活
支
援
費
の
支 

給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
居
宅
支
援
事 

業
者
若
し
く
は
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
当 

該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
で
あ
っ
た
者(

以
下
こ
の
項
に 

お

い

て

「指
定
居
宅
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と
い
う
。) 

に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命 

じ
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
若
し
く
は
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所 

の
従
業
者
若
し
く
は
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
に
対
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し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ 

、
若
し
く
は
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
当
該
指
定
に
係
る
事 

業
所
に
つ
い
て
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査 

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は 

、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
 

関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら 

J/31
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら 

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

(

指
定
の
取
消
し)

第
十
七
条
の
二
十
二 

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か 

に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
に 

噺
第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き 

る
。

H

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従 

業
者
の
知
識
若
し
く
は
技
能
又
は
員
数
に
つ
い
て
、
第
十
七
条 

の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を 

満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。
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二
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
第
十
七
条
の
十
九
第
二
項
に
規 

定
す
る
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基 

準
に
従
っ
て
適
正
な
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
運
営
を
す
る
こ 

と
が
で
き
な
く
な 
っ
た
と
き
。

m

居
宅
生
活
支
援
費
の
請
求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。

四 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報 

告
又
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ 

に
従
わ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

五
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
又
は
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従 

業
者
が
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
ら
れ
て
こ 

れ
に
応
ぜ
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず 

、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、

又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検 

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き(

当
該
指
定
に 

係
る
事
業
所
の
従
業
者
が
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
 

そ
の
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が 

相
当
の
注
意
及
び
監
督
を
尽
く
し
た
と
き
を
除
く
。)

。

AI
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
不
正
の
手
段
に
よ
り
指
定
居
宅 

支
援
事
業
者
の
指
定
を
受
け
た
と
き
。

21
市
町
村
は
、
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
に
係
る
指
定
居
宅
支
援 

を
行
っ
た
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
に
つ
い
て
、
前
項
第
二
号
又
は
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第
三
号
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
に 

係
る
事
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。

(

報
告
等)

第
十
七
条
の
二
十
ハ
都
道
府
県
知
事
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
フ 

高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支 

給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
身
体
障
害
者 

更
生
施
設
等
の
設
置
者
若
し
く
は
そ
の
長
そ
の
他
の
従
業
者(

以 

下
こ
の
項
及
び
第
十
七
条
の
三
十
に
お
い
て
「指
定
施
設
設
置
者

(

公
示)

第
十
七
条
の
二
十
三
都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は 

、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

H
 

指

書

宅
^

W
一

業
者
の
指
定
を
し
た
と
き
。

コ
第
十
七
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
る
届
出(

同
条
の
厚
生
労
働 

省
令
で
定
め
る
事
項
の
変
更
並
び
に
同
条
に
規
定
す
る
事
業
の 

休
止
及
び
再
開
に
係
る
も
の
を
除
く
。) 

が
あ
っ
た
と
き
。
 

ヨ
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
指
定 

を
取
り
消
し
た
と
き
。

(

報
告
等)

第
十
七
条
の
二
十
ハ
都
道
府
県
知
事
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
の 

支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
身
体
障
害 

者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
若
し
く
は
そ
の
長
そ
の
他
の
従
業
者( 

以
下
こ
の
項
及
び
第
十
七
条
の
三
十
に
お
い
て
「指
定
施
設
設
置 

者
等
」
と
い
う
。)

で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設
設
置
者
等
で
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3

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら 

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

(

指
定
の
取
消
し)

第
十
七
条
の
三
十 

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に 

該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設 

等
に
係
る
第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で 

き
る
。

一

(

略)

関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。

'

当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、

2 

前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は

等
」
と
い
う
。)

で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ 

っ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提 

示
を
命
じ
、
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設 

設
置
者
等
で
あ
っ
た
者
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に 

、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
指
定
身
体
障
害
者
更 

生
施
設
等
に
つ
い
て
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を 

検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
る
権
限
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

(

指
定
の
取
消
し)

第
十
七
条
の
三
十 

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に 

該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設 

等
に
係
る
第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で 

き
る
。

一

(

略)

問
又
は
検
査
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に

2 

第
十
七
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質

あ
っ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は 

提
示
を
命
じ
、
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施 

設
設
置
者
等
で
あ
っ
た
者
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員 

に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
指
定
身
体
障
害
者 

更
生
施
設
等
に
つ
い
て
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件 

を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。)

を
必
要
と
す
る
身
体
障 

園

が

、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
同
法
に
規
定
す
る
介
護
給

定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
—
ビ
ス
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。

以

定

す

る

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス(

同
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規

第
十
八
条 

市
町
村
は

、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規

第
四
節 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
所
等
の
措
置 

(

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
所
等
の
措
置)

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
基
準
と
し 

て
算
定
し
た
額
と
す
る
。

6
 

(

略)

二

施

設

訓

練

等

支

援

費

又

は

特

定

入

所

者

食

費

等

給

付

費

の

請 

求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。

三

〜

五
(

略)

2
 

(

略)

第

十

七

条

の

三

十

二
(

略)

2

〜4
 

(

略)

5
 

前
項
の
利
用
料
の
額
は
、
第
十
七
条
の
十
第
二
項
第
二
号
の
團

の
六
の
規
定
に
よ
り
居
宅
生
活
支
援
費
又
は
特
例
居
宅
生
活
支
援 

費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き 

は
、

そ
の
者
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
身
体
障
害

が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
第
十
七
条
の
四
又
は
第
十
七
条

第
十
八
条 

市
町
村
は
、
身
体
障
害
者
居
宅
支
援
を
必
要
と
す
る
者 

ー

第

四

節

居

宅

介

護

、
施
設
入
所
等
の
措
置 

(

居
宅
介
護
、
施
設
入
所
等
の
措
置)

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

6
 

(

略)

二

施

設

訓

練

等

支

援

費

の

請

求

に

関

し

不

正

が

あ

っ

た

と

き

。

三

〜

五
(

略)

2
 

(

略)

第

十

七

条

の

三

十

二
(

略)

2

〜4
 

(

略)

5
 

前
項
の
利
用
料
の
額
は
、

第
十
七
条
の
十
第
二
項
第
二
号
の
圍
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付
費
、
特
例
介
護
給
付
費
、

訓
練
等
給
付
費
又
は
特
例
訓
練
等
給 

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と 

き
は
、

そ
の
身
体
障
害
者
に
っ
き
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い 

、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

又
は
当
該
市
町
村
以
外
の
者 

に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2

〜3
 

(

略)

41
市
町
村
は
、
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
へ
の
入
所
を
必
要
と
す 

る
者
の
う
ち
、
療
養
上
の
管
理
、
看
護
、

医
学
的
管
理
下
に
お
け 

る

介

護

そ

の

他

の

世

話(

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「介
護
等
」
と 

い
う
。)

を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る 

も
の
に
つ
き
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
代
え
て
、

国
立
高
度 

専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
又
は
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
設
置 

す

る

医

療

機

関
で

あ

っ
て

厚

生
労

働

大

臣

の

指

定
す

る
も

の(

第 

二

十

八

条

の

二

に

お

い

て

「指
定
医
療
機
関
」
と
い
う
。)

に
そ 

の
者
を
入
院
さ
せ
、

必
要
な
介
護
等
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が 

で
き
る
。

(

支
給
費
用
の
額)

第
二
十
一
条
の
二 

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
費 

用
の
額
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
業
者
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

者
居
宅
支
援
を
提
供
し
、

又
は
当
該
市
町
村
以
外
の
者
に
身
体
障 

害
者
居
宅
支
援
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

〜3
 

(

略)

(

支
給
費
用
の
額)

，

第
二
十
一
条
の
二 

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
費 

用
の
額
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
業
者
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
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る
報
酬
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
身
体 

障

害

者

又

は

そ

の

扶

養

義

務

者(

民

法
(

明
治
二
十
九
年
法
律
第 

ハ
十
九
号)

に
定
め
る
扶
養
義
務
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。)

に 

費
用
の
負
担
能
力
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、

こ 

れ
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

事
業
の
開
始
等)

第

二

十

六

条

国

及

び

都

道

府

県

以

外

の

者

は

、
厚
生
労
働
省
令
の 

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
身
体
障
害
者
相
談
支
援 

事
業
、
身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
又
は
介
助
犬
訓
練
事
業
若 

し

く

は

聴

導

犬

訓

練

事

業(

以

下

「身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業 

寧

」
と
い
う
。)

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

(

略)

3

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業 

翔
を
廃
止
し
、

又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め 

'

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
報
酬
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

但
し
、

当
該
身
体
障 

害

者

又

は

そ

の

扶

養

義

務

者

に

費

用

の

負

担

能

力

が

あ

る

と

き 

は
、

そ

の

負

担

能

力

に

応

じ

、

こ
れ
を
減
額
す

る
こ

と
が
で

き 

る
。

(

事
業
の
開
始
等)

第

二

十

六

条

国

及

び

都

道

府

県

以

外

の

者

は

、

厚
生
労
働
省
令
の 

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
身
体
障
害
者
居
宅
生
活 

支
援
事
業
、
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業
、
身
体
障
害
者
生
活
訓 

練

等

事

業

又
は

介

助

犬

訓

練

事

業

若

し

く

は

聴

導

犬

訓

練

事

業( 

以

下

「身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
」

と
い
う
。)

を
行 

う
こ
と
が
で
き
る
〇

2
 

(

略)

3

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援 

事
業
等
を
廃
止
し
、

又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か 

じ
め
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け 

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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援
費
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給 

付

費
(

以

下

「施
設
訓
練
等
支
援
費
等
」
と
い
う
。)

の
支
給 

に
要
す
る
費
用

三
•

四

(

略)

(

都
道
府
県
の
負
担)

条
の
十
三
の
四
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
施
設
訓
練
等
支

二
の
二 

第
十
七
条
の
十
、
第
十
七
条
の
十
三
の
三
又
は
第
十
七

第
二
十
八
条
の
二 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
又
は
身
体 

障
害
者
更
生
援
護
施
設
若
し
く
は
指
定
医
療
機
関
の
設
置
者
は
、
 

第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る 

委
託
を
受
け
た
と
き
は
、

正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

こ
れ
を
拒 

ん
で
は
な
ら
な
い
。

(

市
町
村
の
支
弁)

第
三
十
五
条 

身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に
つ
い
て
、

こ
の
法
律
に 

お
い
て
規
定
す
る
事
項
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も 

の
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一
 
•

二

(

略)

(

措
置
の
受
託
義
務)

十

三

条

の

四

及

び

第

四

十

五

条

に

お

い

て

「
居
宅
生
活
支
援
費 

等

」
と
い
う
。)

の
支
給
に
要
す
る
費
用 

三
•

四

(

略)

(

都
道
府
県
の
負
担
及
び
補
助)

く

は

特

例

居

宅

生

活

支

援

費

又

は

施

設

訓

練

等

支

援

費(

第
四

条
の
十
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
居
宅
生
活
支
援
費
若
し

二
の
二 

第
十
七
条
の
四
若
し
く
は
第
十
七
条
の
六
又
は
第
十
七

第

二

十

八

条

の

二

身

体

障

害

者

居

宅

生

活

支

援

事

業

を

行

う

者

又 

は
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
設
置
者
は
、

第
十
八
条
第
一
項 

又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
と
き
は
、

正
当
な
理 

由
が
な
い
限
り
、

こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

(

市
町
村
の
支
弁)

第
三
十
五
条 

身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に
つ
い
て
、

こ
の
法
律
に 

お
い
て
規
定
す
る
事
項
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も 

の
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一
 
•

二

(

略)

.(
措
置
の
受
託
義
務)
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第
三
十
七
条 

都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第 

三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
 

次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

ー
 

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用(

第
十
七
条
の
二
、
第
十
八
条 

第
一
項
、

第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
ー
ー
十
条
の
規
定
に
よ 

り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
に
限
り
、
次
号
に 

・
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

及
び
第
三
十
五
条
第
二
号
の
二
の
費 

用
(

次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

の
う
ち
、
福
祉
事
務
所 

を
設
置
し
な
い
町
村
が
支
弁
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
四

・

分
の
ー

ーー 

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用(

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る 

居
住
地
を
有
し
な
い
か
、

又
は
明
ら
か
で
な
い
身
体
障
害
者 
( 

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「
居

住

地

不

明

身

体

障

害

者

」

と
い 

う
。)

に
つ
い
て
の
第
十
七
条
の
二
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第 

三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
ー 

ー
十
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が 

行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

及
び
第
三
十
五
条 

第

二

号

の

二

の

費

用(

居
住
地
不
明
身
体
障
害
者
に
要
す
る
費 

用
に
限
る
。)

に
つ
い
て
は
、

そ
の
十
分
の
五

第
三
十
七
条 

都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第 

三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
 

次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

ー
 

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用(

第
十
七
条
の
二
、

第
十
八
条 

第
三
項
及
び
第
ー 

ー
十
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措 

置
に
要
す
る
費
用
に
限
り
、

次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

及

び

第

三

十

五

条

第

二

号

の

二

の

費

用(

第
十
七
条
の
十
の
規 

图

よ

り

市

町

村

が

行

う

施

設

訓

練

等

支

援

費

の

支

給

に

要

す 

る
費
用
に
限
り
、
次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

の
う
ち
、
 

福
祉
事
務
所
を
設
置
し
な
い
町
村
が
支
弁
す
る
も
の
に
つ
い
て 

は
、

そ
の
四
分
の
ー

二 

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用(

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る 

居
住
地
を
有
し
な
い
か
、

又
は
明
ら
か
で
な
い
身
体
障
害
者 
( 

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「
居

住

地

不

明

身

体

障

害

者

」

と
い 

う
。)

に
つ
い
て
の
第
十
七
条
の
二
、
第
十
八
条
第
三
項
及
び 

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る 

費
用
に
限
る
。)

及

び

第

三

十

五

条

第

二

号

の

二

の

費

用(
Ml 

十
七
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
居
住
地
不
明
身
体
障
害
者 

て
市
町
村
が
行
う
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用 

に
限
る
。)

に
つ
い
て
は
、

そ
の
十
分
の
五
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三

(

略)

(

国
の
負
担)

三

(

略)

2
 

都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三
十
五
条 

の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る 

も
の
に
つ
い
て
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

T

 

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用(

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に 

よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
に
限
り
、
次
号 

に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

及
び
第
三
十
五
条
第
二
号
の
二
の 

費

用
(

第
十
七
条
の
四
又
は
第
十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
市 

町
村
が
行
う
居
宅
生
活
支
援
費
又
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の 

支
給
に
要
す
る
費
用
に
限
り
、
次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。
 

)

に
つ
い
て
は
、

そ
の
四
分
の
一
以
内

コ 

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用(

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に 

よ
り
居
住
地
不
明
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
市
町
村
が
行
う
行
政 

措
置
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

及
び
第
一
ー
ー
十
五
条
第
二
号
の 

二

の

費

用
(

第
十
七
条
の
四
又
は
第
十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ 

り
居
住
地
不
明
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
市
町
村
が
行
う
居
宅
生 

活
支
援
費
又
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用 

に
限
る
。)

に
つ
い
て
は
、

そ
の
十
分
の
五
以
内

(

国
の
負
担
及
び
補
助)
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第
三
十
七
条
の
二 

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三 

十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
及
び
都
道
府
県 

が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

一
 
•

二

(

略)

三 

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用(

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に 

よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。)

、
 

第
三
十
五
条
第
二
号
の
二
の
費
用
及
び
第
三
十
六
条
第
三
号
の 

費

用
(

第
二
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行 

う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
は
、
そ
の 

十
分
の
五

第
三
十
七
条
の
二 

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
三 

十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
及
び
都
道
府
県 

が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、

次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。
 

一
 

・

二
(

略)

三

第

三

十

五

条

第

二

号

の

費

用
(

第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二 

項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を 

除
く
。)

、
第

三

十

五

条

第

二

号

の

二

の

費

用(

第
十
七
条
の 

ね

規

定

に

よ

り

市

町

村

が

行

う

施

設

訓

練

等

支

援

費

の

支

給 

に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

及
び
第
三
十
六
条
第
三
号
の
費
用 

(

第
二
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
行 

政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
は
、

そ
の
十
分 

の
五

21
国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三
十
五
条
の
規
定 

に
よ
り&
^

村
が
支
弁
す
る
費
用
の
う
ち
、
同
条
第
二
号
の
費
用 

(

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に 

要
す
る
費
用
に
限
る
。)

及
び
第
三
十
五〇

二
号
の
二
の
費
用 

(

第
十
七
条
の
四
又
は
第
十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が 

行
う
居
宅
生
活
支
援
費
又
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
に
要 

す
る
費
用
に
限
る
。
—)

に
つ
い
て
は
、

そ
の
十
分
の
五
以
内
を
補 

a

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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(

報
告
の
徴
収
等)

れ
た
場
合
又
は
補
装
具
の
交
付
若
し
く
は
修
理
が
行
わ
れ
た
場
合 

(

業
者
に
委
託
し
て
行
わ
れ
た
場
合
を
除
く
。)

に
お
い
て
は
、
 

当
該
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
し
た
市
町
村
の
長
は
、

当 

該
身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
、

そ
の
負
担
能
力
に 

応

じ

、

そ

の

費

用

の

全

部

又

は

一

部
を

徴

収
す

る
こ

と

が
で

き 

る
。

5
 

(

略)

規
定
に
基
づ
き
同
項
に
規
定
す
る
介
護
等
の
提
供
の
委
託
が
行
わ

の
入
所
の
委
託
を
除
く
。)

が
行
わ
れ
た
場
合
、

同
条
第
四
項
の

者

更

生

施

設

等

へ

の

入

所

若

し

く

は

入

所

の

委

託(

国
立
施
設
へ

託
が
行
わ
れ
た
場
合
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
身
体
障
害

に
よ
り
日
常
生
活
用
具
の
給
付
若
し
く
は
貸
与
若
し
く
は
そ
の
委

若
し
く
は
提
供
の
委
託
が
行
わ
れ
た
場
合
、

同
条
第
二
項
の
規
定

4
 

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

2
 • 3
 

(

略)

第

三

十

八

条
(

略)

(

費
用
の
負
担
命
令
及
び
徴
収)

一

・

(

報
告
の
徴
収
等)

5
 

(

略)

れ
た
場
合
を
除
く
。)

に
お
い
て
は
、

当
該
行
政
措
置
に
要
す
る 

費
用
を
支
弁
し
た
市
町
村
の
長
は
、
当
該
身
体
障
害
者
又
は
そ
の 

扶
養
義
務
者
か
ら
、

そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、

そ
の
費
用
の
全
部 

又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

交

付

若

し

く

は

修

理

が

行

わ

れ

た

場

合(

業
者
に
委
託
し
て
行
わ

へ
の
入
所
の
委
託
を
除
く
。)

が
行
わ
れ
た
場
合
又
は
補
装
具
の

害

者

更

生

施

設

等

へ

の

入

所

若

し

く

は

入

所

の

委

託(

国
立
施
設

委
託
が
行
わ
れ
た
場
合
、

同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
身
体
障

定
に
よ
り
日
常
生
活
用
具
の
給
付
若
し
く
は
貸
与
若
し
く
は
そ
の

供
若
し
く
は
提
供
の
委
託
が
行
わ
れ
た
場
合
、

同
条
第
二
項
の
規

4
 

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者
居
宅
支
援
の
提

2
 • 3
 

(

略)

第

三

十

八

条
(

略)

(

費
用
の
負
担
命
令
及
び
徴
収)
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第

三

十

九

条

都

道

府

県

知

事

は

、
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
た
め
に 

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業
等 

を
行
う
者
に
対
し
て
、

必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、

又 

は
当
該
職
員
に
、

関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、

若
し
く
は
そ
の 

事
務
所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、

設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他 

の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

〜4
 

(

略)

(

事
業
の
停
止
等)

第

四

十

条

都

道

府

県

知

事

は

、
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業
等
を 

行
う
者
が
、

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は 

こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、

又
は
そ
の
事 

業
に
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係
る
者 

の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
事
業
を
行
う 

者
に
対
し
、

そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き 

る
。

(

不
正
利
得
の
徴
収)

第

四

十

三

条

の

四

市

町

村

は

、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り 

施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、

そ

第
三
十
九
条 

都
道
府
県
知
事
は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
た
め
に 

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事 

斟

を

行

う

者

に

対

し

て

、

必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め 

、

又
は
当
該
職
員
に
、

関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は 

そ
の
事
務
所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ 

の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

〜4
 

(

略)

(

事
業
の
停
止
等)

第

四

十

条

都

道

府

県

知

事

は

、
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業 

翔
を
行
う
者
が
、

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し 

く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、

又
は
そ 

の
事
業
に-
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係 

る
者
の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
事
業
を 

行
う
者
に
対
し
、

そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が 

で
き
る
。

(

不
正
利
得
の
徴
収)

第

四

十

三

条

の

四

市

町

村

は

、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り 

居
宅
生
活
支
援
費
等
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
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の
者
か
ら
、

そ
の
支
給
を
受
け
た
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又 

は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

市
町
村
は
、
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
が
、
偽
り
そ
の
他 

不
正
の
行
為
に
よ
り
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費 

等
給
付
費
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更 

生
施
設
等
に
対
し
、

そ
の
支
払
っ
た
額
を
返
還
さ
せ
る
ほ
か
、

そ 

の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
払
わ
せ 

る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 

(

略)

(

報
告
等)

第

四

十

三

条

の

五

市

町

村

は

、
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
に 

関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
身
体
障
害
者
、
身
体
障 

害
者
の
配
偶
者
若
し
く
は
身
体
障
害
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主 

そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ̂

K

の
者
で
あ
つ̂

 

対
し
、

報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提 

示
を
命
じ
、

又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
第
十
七
条
の
二
十
八
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質 

問
に
つ
い
て
、

同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限

者
か
ら
、

そ
の
支
給
を
受
け
た
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は 

一
 

部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

市
町
村
は
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
及
び
指
定
身
体
障
害
者
更 

生

施

設

等
(

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「指
定
居
宅
支
援
事
業
者
等 

」
と
い
う
。)

が
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
居
宅
生
活 

支
援
費
又
は
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
、
劉 

該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
等
に
対
し
、

そ
の
支
払
っ
た
額
を
返
還 

さ
せ
る
ほ
か
、

そ
の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得 

た
額
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 

(

略)
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に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(

資
料
の
提
供
等)

第

四

十

三

条

の

六

市

町

村

は

、
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
に 

関

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、
身
体
障
害
者
、
身
体
障 

害
者
の
配
偶
者
又
は
身
体
障
害
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
〇！ 

他

菽

世

帯

目

す

る

者

の

資

産

又

は

収

入

の

状

況

に

つ

き

、
官 

公
署
に
対
し
必
要
な
文
書
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め 

、

又
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の
他
の
機
関
若
し
く
は
身
体
障
害
者 

の
雇
用
主
そ
の
他
の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る1
 

(

権
限
の
委
任)

第

四

十

三

条

の

七

こ

の

法

律

に

規

定

す

る

厚

生

労

働

大

臣

の

権

限 

は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
局
長 

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

地
方
厚
生
支
局
長
に 

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

受
給
権
等
の
保
護)

(

権
限
の
委
任)

第

四

十

三

条

の

五

こ

の

法

律

に

規

定

す

る

厚

生

労

働

大

臣

の

権

限 

は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

地
方
厚
生
局
長 

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

地
方
厚
生
支
局
長
に 

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

受
給
権
等
の
保
護)
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)

、
第
十
八
条
の
二
及
び
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の

十
七
条
の
三
十
二
、
第

十

八

条
(

第
一
項
及
び
第
三
項
に
限
る
。

十
七
条
の
三
、
第
十
七
条
の
十
か
ら
第
十
七
条
の
十
五
ま
で
、
第

係
る
児
童
は
、
第
九
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
一
条
の
二
、
第

第
五
十
条 

児
童
福
祉
法
第
六
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
通
知
に

(

更
生
援
護
の
特
例)

附

則

る し

十

万

円

以

下

の

過

料
を

科

す

る

規

定

を

設

け

る

こ

と

が

で

き

者
証
の
提
出
又
は
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者
に
対

項
後
段
又
は
第
十
七
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
受
給

第

四

十

八

条

の

二

市

町

村

は

、
条
例
で
、
第
十
七
条
の
十
二
第
二

2
 

(

略)

し
、
担
保
に
供
し
、

又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第

四

十

五

条

施

設

訓

練

等

支

援

費

等

を

受

け

る

権

利

は

、
譲
り
渡

条
の
二
及
び
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
の
適
用

十
七
条
の
三
十
二
、
第

十

八

条
(

第
三
項
に
限
る
。)

、
第
十
八

十
七
条
の
三' 

第
十
七
条
の
十
か
ら
第
十
七
条
の
十
五
ま
で
、

第

係
る
児
童
は
、
第
九
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
一
条
の
二
、

第

第
五
十
条 

児
童
福
祉
法
第
六
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
通
知
に

(

更
生
援
護
の
特
例)

附

則

証
の
提
出
若
し
く
は
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者
に 

対
し
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き 

る
。

若
し
く
は
第
十
七
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
受
給
者

者
証
の
提
出
若
し
く
は
返
還
又
は
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項
後
段

後
段
若
し
く
は
第
十
七
条
の
ハ
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
居
宅
受
給

第
四
十
八
条
の
二 

市
町
村
は
、
条
例
で
、
第
十
七
条
の
七
第
二
項

2
 

(

略)

、
担
保
に
供
し
、

又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第

四

十

五

条

居

宅

生

活

支

援

費

等

を

受

け

る

権

利

は

、
譲
り
渡
し
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図

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

施

設

の

設

置(

第
三
十
七
条
の
二
の
規 

定
に
よ
り
国
が
そ
の
費
用
に
つ
い
て
負
担
す
る
も
の
を
除
く
。)

に
つ
い
て
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
第
三
十
七
条
の
二
の
規 

定
(

こ
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
の
割
合
に
つ
い
て
、

こ
の
規
定 

と
異
な
る
定
め
を
し
た
法
令
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
異 

な
る
定
め
を
し
た
法
令
の
規
定
を
含
む
。

以
下
同
じ
。)

に
よ
り 

国
が
負
担
す
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る 

こ
と
が
で
き
る
。

2

国
は
、

当
分
の
間
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
に
対
し
、
身 

体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
そ
の
他
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を

'

第
三
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
が
そ
の
費
用
に
つ
い
て
負 

担
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
設
置
で
日
本
電
信
電
話
株 

式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の 

促

進

に

関

す

る

特

別

措

置

法(

昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六 

号
。

以

下

「社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。)

第
ー 

ー
条 

第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
と
み
な
す
。

(

国
の
無
利
子
貸
付
け
等)

第
五
十
一
条 

国
は
、

当
分
の
間
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に
対
し

図

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

施

設

の

設

置(

第
三
十
七
条
の
二
第
一 

•

項
の
規
定
に
よ
り
国
が
そ
の
費
用
に
つ
い
て
負
担
す
る
も
の
を
除

資
金
に
つ
い
て
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

第
三
十
七
条
の
二 

第

一

項

の

規

定(

こ
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
の
割
合
に
つ
い
て 

、

こ
の
規
定
と
異
な
る
定
め
を
し
た
法
令
の
規
定
が
あ
る
場
合
に 

は
、

当
該
異
な
る
定
め
を
し
た
法
令
の
規
定
を
含
む
。

以
下
同
じ 

〇)

に
よ
り
国
が
負
担
す
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
無
利
子
で 

貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

国
は
、
当
分
の
間
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
に
対
し
、
身 

体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
そ
の
他
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を

'

第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
そ
の
費
用
に
っ 

い
て
負
担
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
設
置
で
日
本
電
信 

電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の 

整

備

の

促

進

に

関

す

る

特

別

措

置

法(

昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八 

十
六
号
。

以

下

「社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。)

第 

二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る

に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
と
み
な
す
。

(

国
の
無
利
子
貸
付
け
等)

第

五

十

一

条

国

は

、
当
分
の
間
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に
対
し
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で
社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す 

る
も
の
に
つ
き
、
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
自
ら
行
う 

場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
 

指
定
都
市
等
以
外
の
市
町
村
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
政
令
で
定 

め
る
者
が
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
者
に
対
し
当
該
都
道
府
県 

又
は
指
定
都
市
等
が
補
助
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
 

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き 

る
。

3
 • 4
 

(

略)

5

国
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に
対
し 

貸
付
け
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
貸
付
け
の
対
象
で
あ
る
施
設 

の
設
置
に
係
る
第
三
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
に
っ 

い
て
は
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
、

当
該
貸
付
金
の
償 

還
金
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す 

る
。

6
 - 7
 

(

略)

く
。)

で
社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に 

該
当
す
る
も
の
に
つ
き
、
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
自 

ら
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
ー 

部
を
、・
指
定
都
市
等
以
外
の
市
町
村
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
政 

令
で
定
め
る
者
が
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
者
に
対
し
当
該
都 

道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
補
助
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
ー 

部
を
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と 

が
で
き
る
。

3
 - 4
 

(

略)

5

国
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に
対
し 

貸
付
け
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

当
該
貸
付
け
の
対
象
で
あ
る
施
設 

の
設
置
に
係
る
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
負 

担
に
つ
い
て
は
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付 

金
の
償
還
金
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も 

の
と
す
る
。

6
 • 7
 

(

略)
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〇
身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

新

旧

対

照

表(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

第

四

節

社

会

参

加

の

促

進

等(

第
二
十
一
条
—
第
二
十
五
条

の
二)

第
三
章•

第

四

章
(

略)

第
三
節 

盲
導
犬
等
の
貸
与(

第
二
十
条)

所
等
の
措
置(

第
十
八
条
——
第
十
九
条)

第
二
節 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
支
援
施
設
等
へ
の
入

目
次第

一

章
(

略)

第
二
章

更

生

援

護

第

一

節

総

則
(

第
四
条
——
第
十
七
条
の
二)

改

正

案

第
六
節 

社
会
参
加
の
促
進
等(

第
二
十
一
条
の
四
—
第
二
十

五
条
の
二)

第
三
章•

第

四

章
(

略)

第
五
節 

補

装

具

等(

第
二
十
条
——
第
一 

ー
十
一
条
の
三)

八
条
——
第
十
九
条)

第
四
節 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
所
等
の
措
置(

第
十

第
二
款
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等(

第
十
七
条
の
十

七
——
第
十
七
条
の
三
十
一)

第
三
節 

国
立
施
設
へ
の
入
所(

第
十
七
条
の
三
十
二)

第

一

款

支

援

費

等

の

支

給(

第
十
七
条
の
四
—
第
十
七
条 

の
十
六)

目
次第

一

章
(

略)

第
二
章
更
生
援
護

第

一

節

総

則
(

第
四
条
—
第
十
七
条
の
三)

第
二
節
施
設
訓
練
等
支
援
費

現

行

(

附
則
第
三
十
七
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
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第

五

章

雑

則
(

第
三
十
九
条
—
第
四
十
八
条) 

附

則
(

第
四
十
九
条•

第
五
十
条)

(

事
業)

第
四
条
の
二

こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
」
と 

は
、
身
体
障
害
者
に
対
す
る
点
字
又
は
手
話
の
訓
練
そ
の
他
の
身 

体
障
害
者
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
厚

第

五

章

雑

則
(

第
三
十
九
条
—
第
四
十
八
条
の
二) 

附

則
(

第
四
十
九
条
——
第
五
十
六
条)

(

事
業)

第
四
条
の
二 

こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「身
体
障
害
者
相
談
支
援
事 

業
」
と
は
、
地
域
の
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題 

㈡
 

つ
ぎ
、
主
と
し
て
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
身
体
障
害 

者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報 

の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に 

よ
る
情
報
の
提
供
並
び
に
相
談
及
び
指
導
を
行
い
、
併
せ
て
こ
れ 

ら
の
者
と
市
町
村(

特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

、
障
害
者 

自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事 

業
(

同
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー 

ビ
ス
事
業
と
み
な
さ
れ
た
事
業
を
含
む
。
以

下

「障
害
福
祉
サ
ー 

ビ
ス
事
業
」
と
い
う
。)

を
行
う
者
、
身
偽
障
害
者
更
生
援
護
施 

設
、
医
療
機
関
等
と
の
連
絡
及
び
調
整
そ
の
他
の
厚
生
労 

で
定
め
る
援
助
を
総
合
的
に
行
う
事
業
を
い
う
。

21
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
」
と 

は
、
身
体
障
害
者
に
対
す
る
点
字
又
は
手
話
の
訓
練
そ
の
他
の
身 

体
障
害
者
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
厚
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生
労
働
省
令
で
定
め
る
訓
練
そ
の
他
の
援
助
を
提
供
す
る
事
業
を 

い
う
。

21
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「手
話
通
訳
事
業
」
と
は
、
聴
覚
、
言 

語
機
能
又
は
音
声
機
能
の
障
害
の
た
め
、
音
声
言
語
に
よ
り
意
思 

疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
身
体
障
害
者(

以
下
こ
の
項
に 

お

い

て

「聴
覚
障
害
者
等
」
と
い
う
。)

に
つ
き
、
手
話
通
訳
等 

(

手
話
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
聴
覚
障
害 

者
等
と
そ
の
他
の
者
の
意
思
疎
通
を
仲
介
す
る
こ
と
を
い
う
。
第 

三
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。)

に
関
す
る
便
宜
を
供
与
す
る
事
業 

を
い
う
。

31
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「介
助
犬
訓
練
事
業
」
と
は
、
介
助
犬 

(

身
体
障
害
者
補
助
犬
法(

平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号)

第 

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
介
助
犬
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
訓 

練
を
行
う
と
と
も
に
、
肢
体
の
不
自
由
な
身
体
障
害
者
に
対
し
、
 

介
助
犬
の
利
用
に
必
要
な
訓
練
を
行
う
事
業
を
い
い
、

「聴
導
犬 

訓
練
事
業
」
と
は
、
聴

導

犬(

同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
聴
導
犬 

を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
聴
覚
障
害 

の
あ
る
身
体
障
害
者
に
対
し
、
聴
導
犬
の
利
用
に
必
要
な
訓
練
を 

行
う
事
業
を
い
う
。

生
労
働
省
令
で
定
め
る
訓
練
そ
の
他
の
援
助
を
提
供
す
る
事
業
を 

い
う
。

31
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「手
話
通
訳
事
業
」
と
は
、
聴
覚
、
言 

語
機
能
又
は
音
声
機
能
の
障
害
の
た
め
、
音
声
言
語
に
よ
り
意
思 

疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
身
体
障
害
者(

以
下
こ
の
項
に 

お

い

て

「聴
覚
障
害
者
等
」
と
い
う
。)

に
つ
き
、
手
話
通
訳
等 

(

手
話
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
聴
覚
障
害 

者
等
と
そ
の
他
の
者
の
意
思
疎
通
を
仲
介
す
る
こ
と
を
い
う
。
第 

三
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。)

に
関
す
る
便
宜
を
供
与
す
る
事
業 

を
い
う
。

41
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「介
助
犬
訓
練
事
業
」
と
は
、
介
助
犬 

(
身
体
障
害
者
補
助
犬
法(

平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号)

第 

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
介
助
犬
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
訓 

練
を
行
う
と
と
も
に
、
肢
体
の
不
自
由
な
身
体
障
害
者
に
対
し
、
 

介
助
犬
の
利
用
に
必
要
な
訓
練
を
行
う
事
業
を
い
い
、

「聴
導
犬 

訓
練
事
業
」
と
は
、
聴

導

犬(

同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
聴
導
犬 

を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
聴
覚
障
害 

の
あ
る
身
体
障
害
者
に
対
し
、
聴
導
犬
の
利
用
に
必
要
な
訓
練
を 

行
う
事
業
を
い
う
。
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(

施
設)

第
五
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施 

韵
」
と
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
補
装
具
製
作
施
設
、
 

盲
導
犬
訓
練
施
設
及
び
視
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
を
い
う
。

(

施
設
等)

第
五
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
」
 

と
は
、
身
体
障
害
者
更
生
施
設
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
、
身
体 

障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
、
身
体
障
害
者
授
産
施
設
、
身
体
障
害
者
福 

祉
セ
ン
タ
ー
、
補
装
具
製
作
施
設
、
盲
導
犬
訓
練
施
設
及
び
視
聴 

覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
を
い
う
。

21
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「身
体
障
害
者
施
設
支
援
」
と
は
、
身 

体
障
害
者
更
生
施
設
支
援
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
支
援
及
び
身 

体
障
害
者
授
産
施
設
支
援
を
い
う
。

31
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「身
体
障
害
者
更
生
施
設
支
援
」
と
は 

、
身
体
障
害
者
更
生
施
設
に
入
所
す
る
身
体
障
害
者
に
対
し
て
行 

わ
れ
る
治
療
又
は
指
導
及
び
そ
の
更
生
に
必
要
な
訓
練
を
い
う
。

41
、
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「身
体
障
害
者
療
護
施
設
支
援
」
と
は 

、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に
入
所
す
る
身
体
障
害
者
に
対
し
て
行 

わ
れ
る
治
療
及
び
養
護
を
い
う
。

51
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「身
体
障
害
者
授
産
施
設
支
援
」
と
»| 

、
特
定
身
体
障
害
者
授
産
施
設(
身
体
障
害
者
授
産
施
設
の
う
ち 

政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に

入

所

す

匐

体. 

障
害
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
必
要
な
訓
練
及
び
職
業
の
提
供
を
い 

う
。
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特
定
施
設
の
設
置
者
は
、
当
該
特
定
施
設
の
所
在
す
る
市
町
村
及

3

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
身
体
障
害
者
が
入
所
し
て
い
る

有
し
た
所
在
地)

の
市
町
村
が
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
援
護
を
行 

う
も
の
と
す
る
。

害
者
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
入
所
し
た
特
定
施
設
へ
の
入
所
前
に

て
は
、
入
所
前
に
お
け
る
そ
の
者
の
所
在
地(

継
続
入
所
身
体
障

、
又
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
特
定
施
設
入
所
身
体
障
害
者
に
つ
い

る
。
た
だ
し
、
特
定
施
設
へ
の
入
所
前
に
居
住
地
を
有
し
な
い
か

) 

の
市
町
村
が
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
援
護
を
行
う
も
の
と
す

は
、
最
初
に
入
所
し
た
特
定
施
設
へ
の
入
所
前
に
有
し
た
居
住
地

項
に
お
い
て

「継
続
入
所
身
体
障
害
者
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て

施
設
に
入
所
し
て
い
る
特
定
施
設
入
所
身
体
障
害
者(

以
下
こ
の

。) 

へ
の
入
所
前
に
有
し
た
居
住
地(

継
続
し
て
ニ
以
上
の
特
定

施

設
(

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「特
定
施
設
」
と
い
う
一-

施
設
又
は
生
活
保
護
法
第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

し
く
は
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
、
障
害
者
支
援

に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
若

こ
の
項
に
お
い
て
「特
定
施
設
入
所
身
体
障
害
者
」
と
い
う
。)

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
身
体
障
害
者(

以
下

保

護

法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
三
十
条
第
一

う
も
の
と
す
る
。

有
し
た
所
在
地)

の
市
町
村
が
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
援
護
を
行

障
害
者
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
入
所
し
た
特
定
施
設
の
入
所
前
に

と
き
は
、
入
所
前
に
お
け
る
そ
の
者
の
所
在
地(

継
続
入
所
身
体

に
居
住
地
を
有
し
な
い
か
、
又
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
者
が
あ
る

で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
居
住
地
の
市
町
村
が
、
そ
の
者
が
入
所
前

所
し
た
特
定
施
設
へ
の
入
所
前
に
有
し
た
居
住
地)

を
有
し
た
者

継
続
入
所
身
体
障
害
者
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、
最
初
に
入

て
い
る
特
定
施
設
入
所
身
体
障
害
者(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「

の
入
所
前
に
居
住
地(

継
続
し
て
ニ
以
上
の
特
定
施
設
に
入
所
し

る

施

設(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「特
定
施
設
」
と
い
う
。)

へ
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び
当
該
身
体
障
害
者
に
対
し
こ
の
法
律
に
定
め
る
援
護
を
行
う
市 

町
村
に
必
要
な
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

41
市
町
村
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を 

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
 

身
体
に
障
害
の
あ
る
者
を
発
見
し
て
、
又
は
そ
の
相
談
に
応 

じ
て
、
そ
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
指
導
を
行
う 

こ
と
。

二
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う 

こ
と
。

三
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
生
活
の
実
情
、
環
境
等 

を
調
査
し
、
更
生
援
護
の
必
要
の
有
無
及
び
そ
の
種
類
を
判
断 

し
、
本
人
に
対
し
て
、
直
接
に
、

又
は
間
接
に
、
社
会
的
更
生 

の
方
途
を
指
導
す
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
に
付
随
す
る
業
務
を
行 

う
こ
と
。

51
市
町
村
は
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
並
び
に 

同
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
相
談
及
び
指
導
の
う
ち
主
と
し
て
居 

宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
身
体
障
害
者
及
び
そ
の
介
を
行 

う
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
障
害
者
自
立
支
援
法
第 

五
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
相
談
支
援
事
業
を
行
う
当
該
市
町
村 

以
外
の
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

市
町
村
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を 

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
 

身
体
に
障
害
の
あ
る
者
を
発
見
し
て
、
又
は
そ
の
相
談
に
応 

じ
て
、
そ
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
指
導
を
行
う 

こ
と
。

二
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う 

こ
と
。

三
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
生
活
の
実
情
、
環
境
等 

を
調
査
し
、
更
生
援
護
の
必
要
の
有
無
及
び
そ
の
種
類
を
判
断 

し
、
本
人
に
対
し
て
、
直
接
に
、
又
は
間
接
に
、
社
会
的
更
生 

の
方
途
を
指
導
す
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
に
付
随
す
る
業
務
を
行 

う
こ
と
。

41
市
町
村
は
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
並
び
に 

同
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
相
談
及
び
指
導
の
う
ち
主
と
し
て
居 

宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
身
体
障
害
者
及
び
そ
の
介
護
を
行 

う
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
身
体
障
害
者
相
談
支
援 

S

を
行
う
当
該
市
町
村
以
外
の
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

165



6
 

そ
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所(

社
会
福
祉
法(

昭
和
二
十
六
年 

法
律
第
四
十
五
号)

に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
 

以
下
同
じ
。)

に
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ 

ど

る

職

員(

以

下

「身
体
障
害
者
福
祉
司
」
と
い
う
。)

を
置
い 

て
い
な
い
市
町
村
の
長
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
て
い
な
い
町 

村
の
長
は
、
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
専
門
的
な
知 

識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の(

次
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に 

お

い

て

「専
門
的
相
談
指
導
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、
身
体 

障
害
者
の
更
生
援
護
に
関
す
る
相
談
所(

以

下

「身
体
障
害
者
更 

生
相
談
所
」
と
い
う
。)

の
技
術
的
援
助
及
び
助
言
を
求
め
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

71
市

町

村

長(

特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ)

は
、
翻

 

項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
特
に
医
学
的
、
 

心
理
学
的
及
び
職
能
的
判
定
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
身
体
障 

害
者
更
生
相
談
所
の
判
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

81
市
町
村
長
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
事
務
の
全 

部
又
は
一
部
を
そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
庁
に
委
任
す
る
こ
と
が 

で
き
る
。

(

市
町
村
の
福
祉
事
務
所)

5

そ
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所(

社
会
福

祉

法(

昭
和
二
十
六
年 

法
律
第
四
十
五
号)

に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
 

以
下
同
じ
。)

に
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ 

ど

る

職

員(

以

下

「身
体
障
害
者
福
祉
司
」
と
い
う
。)

を
置
い 

て
い
な
い
市
町
村
の
長
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
て
い
な
い
町 

村
の
長
は
、
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
専
門
的
な
知 

識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の(

次
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に 

お

い

て

「専
門
的
相
談
指
導
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、
身
体 

障
害
者
の
更
生
援
護
に
関
す
る
相
談
所(

以

下

「身
体
障
害
者
更 

生
相
談
所
」
と
い
う
。)

の
技
術
的
援
助
及
び
助
言
を
求
め
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

61
市

町

村

長(

特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ)

は
、§

 

項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
特
に
医
学
的
、
 

心
理
学
的
及
び
職
能
的
判
定
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
身
体
障 

害
者
更
生
相
談
所
の
判
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

71
市
町
村
長
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
事
務
の
全 

部
又
は
一
部
を
そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
庁
に
委
任
す
る
こ
と
が 

で
き
る
。

(
市
町
村
の
福
祉
事
務
所)
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行
う
こ
と
。

ハ
身
体
障
害
者
の
医
学
的
、
心
理
学
的
及
び
職
能
的
判
定
を

な
知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

口
身
体
障
害
者
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導
の
う
ち
、
専
門
的

の
把
握
に
努
め
る
こ
と
。

ィ
各
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
、
実
情

を
行
う
こ
と
。

二
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
主
と
し
て
次
に
掲
げ
る
業
務

う
こ
と
及
び
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

整
、
市
町
村
に
対
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行

ー
 

市
町
村
の
援
護
の
実
施
に
関
し
、
市
町
村
相
互
間
の
連
絡
調

業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
都
道
府
県
は

、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る

(

連
絡
調
整
等
の
実
施
者)

2
 
• 
3
 

(

略)

の
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

る
業
務
又
は
同
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
主
と
し
て
前
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ

第
九
条
の
二 

市
町
村
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
又
は
そ
の
長
は
、

行
う
こ
と
。

ハ
身
体
障
害
者
の
医
学
的
、
心
理
学
的
及
び
職
能
的
判
定
を

な
知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

口 

身
体
障
害
者
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導
の
う
ち
、
専
門
的

の
把
握
に
努
め
る
こ
と
。

ィ
各
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
、
実
情

を
行
う
こ
と
。

二
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
主
と
し
て
次
に
掲
げ
る
業
務

う
こ
と
及
び
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

整
、
市
町
村
に
対
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行

ー
 

市
町
村
の
援
護
の
実
施
に
関
し
、
市
町
村
相
互
間
の
連
絡
調

業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
都
道
府
県
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る

(

連
絡
調
整
等
の
実
施
者)

2
 
• 
3
 

(

略)

の
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

る
業
務
又
は
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
主
と
し
て
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ

第
九
条
の
二
市
町
村
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
又
は
そ
の
長
は
、
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4

市
町
村
の
身
体
障
害
者
福
祉
司
は
、
当
該
市
町
村
の
福
祉
事
務

2
 
• 
3
 

(

略)

第

十

一

条

の

二
(

略)

(
身
体
障
害
者
福
祉
司)

3
 
• 
4
 

(

略)

る
。

並
び
に
第
七
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す

二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
七
十
四
条

か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十

項
の
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

及
び
前
条
第
一
項
第
二
号
口

主
と
し
て
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務(

第
十
八
条
第
二

2

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、

第
十

条

(

更
生
相
談
所)

2
 
• 
3
 

(

略)

規
定
す
る
補
装
具
の
処
方
及
び
適
合
判
定
を
行
う
こ
と
。

二 

必
要
に
応
じ
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
九
項
に

4

市
町
村
の
身
体
障
害
者
福
祉
司
は
、
当
該
市
町
村
の
福
祉
事
務

2
 
• 
3
 

(

略)

第

十

一

条

の

二
(

略)

(

身
体
障
害
者
福
祉
司)

3
 
- 
4
 

(

略)

条
第
一
項
並
び
に
第
七
十
四
条
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
も
の
と 

す
る
。

害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
六

び
前
条
第
一
項
第
二
号
口
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
障

十
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

及

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
、
調
整
若
し
く
は
要
請
又
は
第

主
と
し
て
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務(

第
十
七
条
の
三

2

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、

第
十

条

£

(

更
生
相
談
所)

2
 
- 
3
 

(

略)

と
。

二
必
要

に

応
じ

、
補
装
具
の
処
方
及
び
適
合
判
定
を
行
う
こ
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2
 

(

略)

応
じ
た
体
制
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

参
画
す
る
者
の
活
動
の
連
携
及
び
調
整
を
図
る
等
地
域
の
実
情
に

ら
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
に

び
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
最
も
適
切
な
支
援
が
総
合
的
に
受
け

そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
及

ビ
ス
が
積
極
的
に
提
供
さ
れ
、
身
体
障
害
者
が
、
心
身
の
状
況
、

支
援
事
業
そ
の
他
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
福
祉
サ
ー

害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
自
立
支
援
給
付
及
び
地
域
生
活

第
十
四
条
の
二 

市
町
村
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
更
生
援
護
、
障

(
支
援
体
制
の
整
備
等)

5
 

(

略)

知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

二
第
九
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
、
専
門
的
な

一

(

略)

げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

所
の
長
の
命
を
受
け
て
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
次
に
掲

(

利
用
の
調
整
等)

2
 

(

略)

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

携
及
び
調
整
を
図
る
等
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制
の
整
備
に
努

—
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
に
参
画
す
る
者
の
活
動
の
連

に
最
も
適
切
な
支
援
が
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
サ

等
に
応
じ
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
た
め

れ
、
身
体
障
害
者
が
、
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境

実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
積
極
的
に
提
供
さ

害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
自
立
支
援
給
付
そ
の
他
地
域
の

第
十
四
条
の
二 

市
町
村
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
更
生
援
護
、
障

(

支
援
体
制
の
整
備
等)

5
 

(

略)

知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

ー
ー
第
九
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
、
専
門
的
な

一

(

略)

げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

所
の
長
の
命
を
受
け
て
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
次
に
掲
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第
十
七
条
の
三
市
町
村
は
、
身
体
障
害
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
と 

き
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
そ
の
他
の
事
業
又
は
身
体
障
害 

者
更
生
援
護
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
あ
っ
せ
ん
又
は
調
整
を
行
う 

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
そ
の
他 

の
事
業
を
行
う
者
又
は
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
設
置
者
に 

対
し
、
当
該
身
体
障
害
者
の
利
用
に
つ
い
て
の
要
請
を
行
う
も
の 

と
す
る
。

2
 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
及
び
身
体 

障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
設
置
者
は
、
前
項
の
あ
っ
せ
ん
、
調
整 

及
び
要
請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
施
設
訓
練
等
支
援
費

第
一
款
支
援
費
等
の
支
給

第
十
七
条
の
四
か
ら
第
十
七
条
の
九
ま
で
削
除

(
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給)

第
十
七
条
の
十
市
町
村
は
、
次
条
第
五
項
に
規
定
す
る
施
設
支
給 

決
定
身
体
障
害
者(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「施
設
支
給
決
定
身
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体
障
害
者
」
と
い
う
。)

が
、
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め 

ら
れ
た
同
項
第
一
号
の
期
間(

以

下

「施
設
支
給
決
定
期
間
」
と 

い
う
。)

内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
身
体
障
害 

者
更
生
施
設
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
又
は
特
定
身
体
障
害
者
授 

産

施

設(

以

下

「指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
」
と
い
う
。) 

に
入
所
の
申
込
み
を
行
い
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等 

か
ら
身
体
障
害
者
施
設
支
援(

以

下

「指
定
施
設
支
援
」
と
い
う 

〇
 
) 

を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
に
対 

し
、
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

食
事
の
提
供
に
要
す 

る
費
用
「
居
住
又
は
滞
在
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に 

要
す
る
費
用
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用(

以

下

「特 

定
費
用
」
と
い
う
。)

を
除
く
。) 

に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等
支 

援
費
を
支
給
す
る
。

21
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二 

号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

H
 

身
体
障
害
者
施
設
支
援
の
種
類
ご
と
に
指
定
施
設
支
援
に
通 

常

要

事

費

用
(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
き
、
厚
生
労
働 

大
臣
が
定
め
る
基
準
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村 

長
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額(

そ
の
額
が
現
に
当
該 

指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

の
額
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を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用 

コ
前
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額 

の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る 

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

31
施
設
支
船
決
定
身
体
障
害
者
が
同
一
の
月
に
受
け
た
指
定
施
設 

支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

の
合
計
額
か
ら
、
 

前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
当
該
同
一
の
月
に
お
け
る
施
設 

訓
練
等
支
援
費
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
当
該
施
設
支 

給
決
定
身
体
障
害
者
の
家
計
に
与
え
る
影
響
そ
の
他
の
事
情
を
し 

ん
酌
し
て
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に 

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
同
一
の
月
に
お
け
る
施
設
訓
練
等
支
援
費
の 

額
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額 

お
下
回
61
範
囲
内
旨
い
で
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定 

し
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

41
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め 

る
基
準
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
身
体
障
害
者
の
障
害
の
程
度 

に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分(

次
条
及
び
第
十
七
条 

の
十
二
に
お
い
て
「身
体
障
害
程
度
区
分
」
と
い
う
。)

を
考
慮 

す
る
も
の
と
す
る
。

172 -



(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
受
給
の
手
続)

第
十
七
条
の
十
一
，

身
体
障
害
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り 

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
身
体 

障
害
者
施
設
支
援
の
種
類
ご
と
に
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と 

こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら̂

^

 

21
市
町
村
は
、
前
項
の
申
請
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
を 

行
っ
た
身
体
障
害
者
の
障
害
の
種
類
及
び
程
度
、
当
該
身
体
障
害 

者
の
介
護
を
行
う
者
の
状
況
、
当
該
身
体
障
害
者
の
施
設
訓
練
等 

支
援
費
の
受
給
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項 

を
勘
案
し
て
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
の
要
否
を
決
定
す
る 

も
の
と
す
る
。

31
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
決
定(

以

下

「施
設
支
給
決
定
」
 

と
い
う
。)

を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
胃 

れ
ば
な
ら
な
い
。

H

施
設
訓
練
等
支
援
費
を
支
給
す
る
期
間 

コ
当
該
身
体
障
害
者
の
身
体
障
害
程
度
区
分 

41
前
項
第
一
号
の
期
間
は
、
身
体
障
害
者
施
設
支
援
の
種
類
ご
と 

に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
61
期
間
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も 

の
と
す
る
。
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5

市
町
村
は
、
施
設
支
給
決
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
施
設
支
給 

決
定
を
受
け
た
身
体
障
害
者(

以

下

「施
設
支
給
決
定
身
体
障
害 

者
」
と
い
う
。)

に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に 

よ
り
、，
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
受
給
者
証(

以 

下

「施
設
受
給
者
証
」
と
い
う
。)

を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

、
〇

61
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
受
給
者
証
に
関
し
必
要
な 

事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

71
指
定
施
設
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害 

者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
身
体
障 

害
者
更
生
施
設
等
に
施
設
受
給
者
証
を
提
示
し
て
当
該
指
定
施
設 

支
援
を
受
即
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
そ
の
他
や 

む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な 

81
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
が
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等 

か
ら
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た
と
き(

当
該
施
設
支
給
決
定
身
体 

障
害
者
が
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
施
設
受
給
者
証 

を
提
示
し
た
と
き
に
限
る
。)

は
、
市
町
村
は
、
当
該
施
設
支
給 

決
定
身
体
障
害
者
が
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
支
払 

う
べ
き
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

特

定

費

专

除

<1
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。)

に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
と
し
て
当
該
施
設
支
給
決 

定
身
体
障
害
者
に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
施
設 

支
給
決
定
身
体
障
害
者
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生 

施
設
等
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

91
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
施
設
支
給
決
定 

身
体
障
害
者
に
対
し
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の 

と
み
な
す
。

101
市
町
村
は
、
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
施
設
訓
練
等 

支
援
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
第
一
号
の
市
町 

村
長
が
定
め
る
基
準
及
び
第
十
七
条
の
二
十
六
に
規
定
す
る
指
定 

身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準(
指 

定
施
設
支
援
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。)

に
照
ら
し
て 

審
査
の
上' 

支
払
う
も
の
と
す
る
。

111
市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
に
関
す
る
事
務
を
国
民 

健
康
保
険
法(

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号)

第
四
十
五 

条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
そ
の
他
営
利 

を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ 
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の 

に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

身
体
障
害
程
度
区
分
の
変
更)
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第
十
七
条
の
十
二
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
は
、
そ
の
身
体
障 

害
程
度
区
分
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生 

労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町:
^>

し
、
当
該
身 

体
障
害
程
度
区
分
の
変
更
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2 

市
町
村
は
、
前
項
の
申
請
又
は
職
権
に
よ
り
、
前
条
第
二
項
の 

厚
劇
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
勘
案
し
、
施
設
支
給
決
定
身
体 

障
害
者
に
つ
き
、
必

聶

剤

と

認

め

る

と

き

は

、
そ
の
身
体
障 

害
程
度
区
分
の
変
更
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合 

に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
当
該
決
定
に
係
る
施
設
支
給
決
定
身
体 

障
害
者
に
対
し
施
設
受
給
者
証
の
提
出
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
 

31
市
町
村
は
、
前
項
の
決
定
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
施
設
受
給
者 

証
に
当
該
決
定
に
係
る
身
体
障
害
程
度
区
分
を
記
載
し
、

こ
れ
を 

返
還
す
る
も
の
と
す
る
。

(

施
設
支
給
決
定
の
取
消
し) 

- 

第
十
七
条
の
十
三
施
設
支
給
決
定
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
次
に
掲 

げ
る
場
合
に
は
、
当
該
施
設
支
給
決
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。

H

施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
が
、
指
定
施
設
支
援
を
受
け
る 

必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
。
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二
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
が
、
施
設
支
給
決
定
期
間
内
に 

市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る 

に
至
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

21
前
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
支
給
決
定
の
取
消
し
を
行
っ
た
市
町 

村
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取
消
し 

に
係
る
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
に
対
し
施
設
受
給
者
証
の
返 

還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

31
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
支
給
決
定
の
取
消
し
に 

関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
額
の
特
例) 

第
十
七
条
の
十
三
の
二 

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省 

め
創
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
施 

設
支
援
に
要
す
る
費
用
窗
担̂

T
H

と
が

El
難
で
あ
る
と
認
め 

た
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
が
受
け
る
施
設
訓
練
等
支
援
費
の 

額
は
、
第
十
七
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第 

一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
下
回
る
額
の 

範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
長
が
定
め
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と 

す
る
。
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(

高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給)

第
十
七
条
の
十
三
の
三
市
町
村
は
、
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者 

が
受
け
た
身
体
障
害
者
施
設
支
援
、
知
的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和 

三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
的 

障
害
者
施
設
支
援
及
び
介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十 

三
号)

第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
，— 

ビ
ス
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
要
し
た
費
用
の
合
計
額
か
ら 

当
該
費
用
に
つ
き
支
給
さ
れ
た
施
設
訓
練
等
支
援
費
、
知
的
障
害 

者
福
祉
法
第
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
施
設
訓
練
等
支
援
費
及
び 

介
護
保
険
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
の
う
ち
政
令
で 

定
め
る
も
の
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
著
し
く
高
額
で 

あ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
に
対
し
、
高
額 

施
設
訓
練
等
支
援
費
を
支
給
す
る
。

21
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支 

給
要
件
、
支
給
額
そ
の
他
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
関 

し
必
要
な
事
項
は
、
身
体
障
害
者
施
設
支
援
に
要
す
る
費
用
の
負 

担
の
家
計
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
、
政
令
で
定
め
る
。

(

特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支
給) 

第
十
七
条
の
十
三
の
四
市
町
村
は
、
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
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(

指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
通
う
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働 

省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。) 

の
う
ち
所
得
の
状
況
そ̂

^

事 

情
を
し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の(

以
下
こ
の
項 

に

お

い
て

「特
定
入
所
者
」
と
い
う
。)

が
、
施
設
支
給
決
定
期 

間
内
に
お
い
て
、
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
入
所
し
、
当 

該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た 

と
き
は
、
当
該
特
定
入
所
者
に
対
し
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更 

生
施
設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び
居
住
に
要 

し
た
費
用
に
つ
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
入 

所
者
食
費
等
給
付
費
を
支
給
す
る
。

21
第
十
七
条
の
十
一
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
特 

定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場 

合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(

更
生
訓
練
費
の
支
給)

第
十
七
条
の
十
四 

市
町
村
は
、
施
設
支
給
決
定
身
体
障
害
者
に
対 

し
て
、
施
設
に
お
け
る
訓
練
を
効
果
的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る 

よ
う
に
す
る
た
め
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
更
生
訓
練
費
を
支
給 

し
、
又
は
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
に
代
え
て
物
品
を 

支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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(

文
書
の
提
出
等)

第
十
七
条
の
十
五 

市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
、
高
額
施
設 

訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支
給
に
関
し 

て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
創
は
、
身
体
障
害
者
施
設
支
援
を
担 

当
す
る
者
に
対
し
、
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示 

を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
若
し
く
は
照̂

!

さ
せ̂
<
^
^
 

が
で
き
る
。

(

厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任)

第
十
七
条
の
十
六
こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
訓
練
等 

支
援
費
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給 

付
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
二
款
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等

第
十
七
条
の
十
七
か
ら
第
十
七
条
の
二
十
三
ま
で 

削
除

(

指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
指
定)

第
十
七
条
の
二
十
四 

第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
指
定
は
、
厚
生
労
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働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
更
生
施
設
、
身 

体
障
害
者
療
護
施
設
又
は
特
定
身
体
障
害
者
授
産
施
設(

以

下

「
 

身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
」
と
い
う
。)

で
あ
っ
て
、
そ
の
設
置 

者
の
申
請
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
行
う
。

21
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
 

次
〇!
各

号

珂

ず

肝

に

劉

す

は

、
指
定
身
体
障
害
者 

更
生
施
設
等
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

H
 
申
請
者
が
地
方
公
共
団
体
又
は
社
会
福
祉
法
人
で
な
い
と 

き
。

コ

申

請

者

が

、
第
十
七
条
の
二
十
六
に
規
定
す
る
指
定
身
体
障 

害
者
更
生
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て 

適
正
な
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き 

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

(

指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
の
責
務) 

第
十
七
条
の
二
十
五
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
は 

、
入
所
者
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
適
切
な
身
体
障
害
者
施
設 

支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
施
設
支 

援
の
質
の
評
価
を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ 

り
常
に
指
定
施
設
支
援
を
受
け
る
者
の
立
場
に
立
っ
て
こ
れ
を
提
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供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
基
準) 

第
十
七
条
の
二
十
六 

指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
ば 

、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設 

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
い
、
指
定
施
設
支
援
を
提
供
レ 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
変
更
の
届
出L

第
十
七
条
の
二
十
七 

指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
は 

、
設
置
者
の
住
所
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
変 

更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り 

、
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

(

報
告
等)

第
十
七
条

©I
二
十
ハ
都
道
府
県
知
事
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費'
 

高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支 

給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
自
、
指
定
身
体
障
害
者 

更
生
施
設
等
の
設
置
者
若
し
く
は
そ
の
長
そ
の
他
の
従
業
者(
以

182



下
こ
の
項
及
び
第
十
七
条
の
三
十
に
お
い
て
「指
定
施
設
設
置
者 

等
」
と
い

9|
。)

で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ 

っ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提 

示
を
命
じ
、
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設 

設
置
者
等
で
あ
っ
た
者
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に 

、
関
係
者
rl
対
し
て
質
問
さ
せ' 

若
し
く
は
捋
定
身
体
障
害
者
更 

生
施
設
等
に
つ
い
て
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を 

検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は 

、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
— 

関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら 

31
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら 

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

(

指
定
の
辞
退)

第
十
七
条
の
二
十
九 
'
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
は
、
三
月
以 

上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。
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(

指
定
の
取
消
し)

第
十
七
条
の
三
十 

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に 

該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設 

等
に
係
る
第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で 

き

旬

T

指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
が
、
第
十
七
条
の 

二
十
六
に
規
定
す
る
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
備
及 

び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て
当
該
施
設
の
適
正
な
運
営
を 

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

T
T

施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
請 

求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。

ヨ 

指
定
施
設
設
置
者
等
が
、
第
十
七
条
の
二
十
八
第
一
項
の
規 

定
に
よ
り
報
告
又
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
ぜ 

ら
れ
て
こ
れ
に
従
わ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。
 

EI

指
定
施
設
設
置
者
等
が
、
第
十
七
条
の
二
十
八
第
一
項
の
規 

定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、
同
項
の
規
定 

に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を 

し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く 

は
忌
避
し
た
と
き(

当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
従 

業
者
が
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
を
防
止
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す
る
た
め
、
当
該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
又 

は
そ
の
長
が
相
当
の
注
意
及
び
監
督
を
尽
く
し
た
と
き
を
除
く

五 

指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
が
、
不
正
の
手
段 

忖

り

刻

身

團
 
害

阖

生

爵

等
^

^

を
受
け
た
と
き 

〇

21
市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
係
る
指
定
施
設
支 

援
を
行
っ
た
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
つ
い
て
、
前
項
第 

一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当 

該
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に 

通
知 
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

公
示)

第
十
七
条
の
三
十
一
都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は

、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

T

 

指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
の
指
定
を
し
た
と
き
。

コ
第
十
七
条
の
ー
ー
十
九
の
規
定
に
よ
る
指
定
身
体
障
害
者
更
生 

施
設
等
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
と
き
。

ヨ
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等

の
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
。
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第
三
節
国
立
施
設
へ
の
入
所

第
十
七
条
の
三
十
二 

身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定 

め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
は
「
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ 

ろ
に
よ
り
次
項
に
規
定
す
る
意
見
書
を
添
付
し
て
、
国
の
設
置 

す
る
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等(

以

下

「国
立
施
設
」
と
い
う
。
 

)

に
入
所
の
申
込
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

21
前
項
臾
所
の
申
込
み
を
行
お
う
と
す
る
身
体
障
害
者
は
、
厚 

生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
立
施
設
へ
の
入
所
の 

要
否
に
係
る
意
見
書
の
交
付
を
市
町
村
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。

31
前
項
の
意
見
書
の
交
付
は
、
市
町
村
が
、
厚
生
労
働
省
令
の
定 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定 

め
る
基
準
を
勘
案
し
、
第
十
七
条
の
十
一
第
二
項
及
び
第
三
項
の 

規
定
の
例
に
よ
り
、
行
う
も
の
と
す
る
。

41
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
立
施
設
に
入
所
の
申
込
み
を
行
っ
た 

身
体
障
害
者
に
対
し
、
当
該
国
立
施
設
の
長
が
厚
生
労
働
省
令
の 

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
入
所
の
承
諾
を
行 
っ
た
と
11
は
、
当
該 

身
体
障
害
者
は
、
国
に
対
し
て
、
当
該
国
立
施
設
の
利
用
料
を
支
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護
及
び
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
施
設
入
所
支
援(

以
下
こ
の 

条
に
お
い
て

「療
養
介
護
等
」
と
い
う
。)

を
除
く
。
以

下

「障

定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス(

同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
療
養
介

第
一
一
節 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
支
援
施
設
等
へ 

の
入
所
等
の
措
置

(

障
害
福
祉
サ
—
ビ
ス
、
障
害
者
支
援
施
設
等
へ
の
入
所
等
の
措 

置)

第
十
八
条

市

町

村
は

、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規

定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
以 

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。)

を
必
要
と
す
る
身
体
障

定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス(

同
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規

一

第
四
節
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
所
等
の
措
置 

(

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
所
等
の
措
置) 

第
十
八
条

市

町

村
は

、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規

あ
る
場
合
に
は
こ
れ
に
代
え
て
物
品
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

認
め
る
と
き
は
、
更
生
訓
練
費
を
支
給
し
、
又
は
特
別
な
事
情
が

練
を
効
果
的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
必
要
と

入
所
し
た
身
体
障
害
者
に
対
し
て
、
当
該
国
立
施
設
に
お
け
る
訓

6

国
立
施
設
の
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
国
立
施
設
に

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
基
準
と
し 

て
算
定
し
た
額
と
す
る
。

5

前
項
の
利
用
料
の
額
は
、
第
十
七
条
の
十
第
二
項
第
二
号
の
厚

払
う
も
の
と
す
る
。

187 -



で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
身
体
障
害
者
を
当
該
市
町
村
の

に
係
る
も
の
に
限
る
。)

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難

が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
介
護
給
付
費
等(

療
養
介
護
等

援
施
設
等
」
と
い
う
。)

へ
の
入
所
を
必
要
と
す
る
身
体
障
害
者

条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設(

以

下

「障
害
者
支

2

市
町
村
は
、
障
害
者
支
援
施
設
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五

ヽ
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
介
護
給
付
費
等(

療
養
介
護
等
に 

係
る
も
の
を
除
く
。)

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で 

•

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
身
体
障
害
者
に
つ
き
、
政
令
で
定 

め
る
基
準
に
従
い
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
又
は
当
該 

市
町
村
以
外
の
者
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
委
託
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。)

を
必
要
と
す
る
身
体
障
害
者
が

す
る
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
入
所
さ
せ
、
又
は
国
、
都
道
府

困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
を
当
該
市
町
村
の
設
置

- 

の
三
十
二
の
規
定
に
よ
り
国
立
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
が
著
し
く

よ
り
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
又
は
第
十
七
条

る
者
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
第
十
七
条
の
十
の
規
定
に

3

市
町
村
は
、
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
へ
の
入
所
を
必
要
と
す

の
者
に
こ
れ
を
給
付
し
、
若
し
く
は
貸
与
す
る
こ
と
を
委
託
す
る
，
 

こ
と
が
で
き
る
。

う
。)

を
給
付
し
、
若
し
く
は
貸
与
し
、
又
は
当
該
市
町
村
以
外

も

の
(

第
三
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
「
日
常
生
活
用
具
」
と
い

の
便
宜
を
図
る
た
め
の
用
具
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

に
つ
き
、
そ
の
福
祉
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
日
常
生
活
上

2

市
町
村
は
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
身
体
障
害
者

害
者
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
同
法
に
規
定
す
る
介
護
給 

付
費
、
特
例
介
護
給
付
費
、
訓
練
等
給
付
費
又
は
特
例
訓
練
等
給 

付
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と 

き
は
、
そ
の
身
体
障
害
者
に
っ
き
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い 

、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
又
は
当
該
市
町
村
以
外
の
者 

に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
十
八
条
の
二
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

(

措
置
の
受
託
義
務)

あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
も
の(

以

下

「指
定
医
療
機 

関
」
と
い
う
。)

に
そ
の
身
体
障
害
者
の
入
所
若
し
く
は
入
院
を 

委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
く
は
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
設
置
す
る
医
療
機
関
で

障
害
者
支
援
施
設
等
若
し
く
は
国
立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
若

設
置
す
る
障
害
者
支
援
施
設
等
に
入
所
さ
せ
、
又
は
国
、
都
道
府 

県
若
し
く
は
他
の
市
町
村
若
し
く
は
社
会
福
祉
法
人
の
設
置
す
る

第
十
八
条
の
二 

第
十
七
条
の
十
四
の
規
定
は
、
前
条
第
三
項
の
規

(

更
生
訓
練
費
の
支
給)

の
者
を
入
院
さ
せ
、
必
要
な
介
護
等
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が 

で
き
る
。

二
十
八
条
の
二
に
お
い
て
「指
定
医
療
機
関
」
と
い
う
。)

に
そ

す
る
医
療
機
関
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
も
の(

第

専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
又
は
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
設
置

も
の
に
つ
き
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
代
え
て
、
国
立
高
度

い
う
。)

を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

る
介
護
そ
の
他
の
世
話(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「介
護
等
」
と

る
者
の
う
ち
、
療
養
上
の
管
理
、
看
護
、
医
学
的
管
理
下
に
お
け

4 

市
町
村
は
、
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
へ
の
入
所
を
必
要
と
す
ー

県
若
し
く
は
他
の
市
町
村
若
し
く
は
社
会
福
祉
法
人
の
設
置
す
る 

身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
そ
の
者
の
入
所
を
委
託
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
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第
三
節 

盲
導
犬
等
の
貸
与

は
な
ら
な
い
。

を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
拒
ん
で

し
く
は
指
定
医
療
機
関
の
設
置
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
委
託

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
又
は
障
害
者
支
援
施
設
等
若

製
作
若
し
く
は
修
理
を
業
と
す
る
者(

以

下

「業
者
」
と
い
う
。

3

第
一
項
に
規
定
す
る
補
装
具
の
交
付
又
は
修
理
は
、
補
装
具
の

理
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
行
う
こ
と
が
で 

き
る
。

2 

前
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
支
給
は
、
補
装
具
の
交
付
又
は
修

又
は
こ
れ
に
代
え
て
補
装
具
の
購
入
若
し
く
は
修
理
に
要
す
る
費 

用
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
補
装
具
を
交
付
し
、
若
し
く
は
修
理
し
、

、
盲
人
安
全
つ
え
、
補
聴
器
、
義
肢
、
装
具
、
車
い
す
そ
の
他
厚

第
二
十
条
市
町
村
は
、
身
体
障
害
者
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は

第
五
節
補
装
具
等

(
補
装
具)

は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
国
立
施
設
の
長
が
行
う 

も
の
と
す
る
。

さ
れ
た
も
の
に
対
す
る
更
生
訓
練
費
又
は
物
品
の
支
給
に
つ
い
て

2

前
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
、
国
立
施
設
へ
の
入
所
を
委
託

委
託
し
た
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

定
に
よ
り
身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
入
所
さ
せ
、
又
は
入
所
を
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) 

に
委
託
し
て
行
い
、
又
は
市
町
村
が
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

(

受
託
報
酬)

第
二
十
一
条
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
補
装
具
の
交
付
又
は
修 

理
の
委
託
を
受
け
た
業
者
が
市
町
村
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が 

で
き
る
報
酬
の
額
の
基
準
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

第
二
十
条 

都
道
府
県
は
、
視
覚
障
害
の
あ
る
身
体
障
害
者
、
肢
体 

の
不
自
由
な
身
体
障
害
者
又
は
聴
覚
障
害
の
あ
る
身
体
障
害
者
か 

ら
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
福
祉
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応

(
支
給
費
用
の
額)

第
二
十
一
条
の
二 

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
費 

用
の
額
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
業
者
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き 

る
報
酬
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
身
体 

障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者(

民

法
(

明
治
二
十
九
年
法
律
第 

ハ
十
九
号)

に
定
め
る
扶
養
義
務
者
を
い
う
。)

に
費
用
の
負
担 

能
力
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、

こ
れ
を
減
額
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。

(

盲
導
犬
等
の
貸
与)

第
二
十
一
条
の
三 

都
道
府
県
は
、
視
覚
障
害
の
あ
る
身
体
障
害
者 

、
肢
体
の
不
自
由
な
身
体
障
害
者
又
は
聴
覚
障
害
の
あ
る
身
体
障 

害
者
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
福
祉
を
図
る
た
め
、
必
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じ
、
盲
導
犬
訓
練
施
設
に
お
い
て
訓
練
を
受
け
た
盲
導
犬(
身
体 

障
害
者
補
助
犬
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
盲
導
犬
を
い
う
。
 

以
下
同
じ
。)

、
介
助
犬
訓
練
事
業
を
行
う
者
に
よ
り
訓
練
を
受 

け
た
介
助
犬
又
は
聴
導
犬
訓
練
事
業
を
行
う
者
に
よ
り
訓
練
を
受 

け
た
聴
導
犬
を
貸
与
し
、
又
は
当
該
都
道
府
県
以
外
の
者
に
こ
れ 

を
貸
与
す
る
こ
と
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
節 

社
会
参
加
の
促
進
等 

(

社
会
参
加
を
促
進
す
る
事
業
の
実
施) 

第
二
十
一
条 

地
方
公
共
団
体
は
、
視
覚
障
害
の
あ
る
身
体
障
害
者 

及
び
聴
覚
障
害
の
あ
る
身
体
障
害
者
の
意
思
疎
通
を
支
援
す
る
事 

業
、
身
体
障
害
者
の
盲
導
犬
、
介
助
犬
又
は
聴
導
犬
の
使
用
を
支 

援
す
る
事
業
、
身
体
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
を
促
進 

す
る
事
業
そ
の
他
の
身
体
障
害
者
の
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他 

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
事
業
を
実
施
す
る 

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

事
業
の
開
始
等) 

第
二
十
六
条
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の

要
に
応
じ
、
盲
導
犬
訓
練
施
設
に
お
い
て
訓
練
を
受
け
た
盲
導
犬 

(

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
盲
導
犬
を 

い
う
。
以
下
同
じ
。)

、
介
助
犬
訓
練
事
業
を
行
う
者
に
よ
り
訓 

練
を
受
け
た
介
助
犬
又
は
聴
導
犬
訓
練
事
業
を
行
う
者
に
よ
り
訓 

練
を
受
け
た
聴
導
犬
を
貸
与
し
、
又
は
当
該
都
道
府
県
以
外
の
者 

に
こ
れ
を
貸
与
す
る
こ
と
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
節 

社
会
参
加
の
促
進
等 

(

社
会
参
加
を
促
進
す
る
事
業
の
実
施) 

第
二
十
一
条
の
四 

地
方
公
共
団
体
は
、
視
覚
障
害
の
あ
る
身
体
障 

害
者
及
び
聴
覚
障
害
の
あ
る
身
体
障
害
者
の
意
思
疎
通
を
支
援
す 

る
事
業
、
身
体
障
害
者
の
盲
導
犬
、
介
助
犬
又
は
聴
導
犬
の
使
用 

を
支
援
す
る
事
業
、
身
体
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ 

の
参
加
を 

促
進
す
る
事
業
そ
の
他
の
身
体
障
害
者
の
社
会
、
経
済
、
文
化
そ 

の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
事
業
を
実
施 

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

事
業
の
開
始
等) 

第
二
十
六
条
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
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第
二
十
七
条 

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
社
会
福
祉
法
の
定 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
手
話
通
訳
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

3

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事 

W
W

を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ 

め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

下

「身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
等
」
と
い
う
。)

を
行
う
こ 

と
が
で
き
る
。

2
 
(

略)

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
身
体
障
害
者
生
活
訓
練 

等
事
業
又
は
介
助
犬
訓
練
事
業
若
し
く
は
聴
導
犬
訓
練
事
業(

以

は
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の
身
上
に
関 

す
る
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
の
三 

身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
従
事
す
る
職
員

第
二
十
六
条
の
ニ
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
社
会
福
祉
法 

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
手
話
通
訳
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き 

る
。

(

秘
密
保
持
義
務)

3

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業 

等
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め 

'

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
く
は
聴
導
犬
訓
練
事
業(

以

下

「身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業 

尊
」
と
い
う
。)

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

2 
(

略)

る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
身
体
障
害
者
相
談
支
援

8
'

身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
又
は
介
助
犬
訓
練
事
業
若

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
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5

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援 

劉

の

設

置

、
廃
止
又
は
休
止
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で 

定
め
る
。

4

身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
に
は
、
身
体
障
害
者
の
社
会 

参
加
の
支
援
の
事
務
に
従
事
す
る
者
の
養
成
施
設(

以

下

「養
成 

施
設
」
と
い
う
。)

を
附
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
市 

町
村
が
こ
れ
を
附
置
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働 

省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。

ろ
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
を
設
置
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。

道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
.0

31
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
者
は
、
社
会
福
祉
法
の
定
め
る
と
こ

都
道
府
県
は
、
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
を
設
置
す
る 

こ
と
が
で
き
る
。

21
市
町
村
は
、
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都

第
二
十
八
条

(

施
設
の
設
置
等)

6

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設 

の
設
置
、
廃
止
又
は
休
止
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め 

る
。

5

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
に
は
、
身
体
障
害
者
の
更
生
援
護 

の
事
務
に
従
事
す
る
者
の
養
成
施
設(

以

下

「養
成
施
設
」
と
い 

う
。)

を
附
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
市
町
村
が
こ
れ 

を
附
置
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ろ
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。

道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
を
設
置 

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

41
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
者
は
、
社
会
福
祉
法
の
定
め
る
と
こ

2

都
道
府
県
は
、
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
を
設
置
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。

31
市
町
村
は
、
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都

第

二

十

七

条

国

は

、
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
を
設
置
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

(

施
設
の
設
置
等)
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(

施
設
の
基
準)

第
二
十
九
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施 

韵
及
び
養
成
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
基
準
を
定
め
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
者
が
設
置
す
る
身
体
障
害
者
社
会
参 

加
支
援
施
設
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
基
準
を
社
会
福 

祉
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
最
低
基
準
と
み
な
し
て 

、
同
法
第
六
十
二
条
第
四
項
、
第
六
十
五
条
第
二
項
及
び
第
七
十 

一
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

(
施
設
の
基
準)

第
二
十
八
条 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
及 

び
養
成
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
基
準
を
定
め
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

2

社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
者
が
設
置
す
る
身
体
障
害
者
更
生
揚 

に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
基
準
を
社
会
福
祉
法 

第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
最
低
基
準
と
み
な
し
て
、
同 

法
第
六
十
二
条
第
四
項
、
第
六
十
五
条
第
二
項
及
び
第
七
十
一
条 

の
規
定
を
適
用
す
る
。

(

措
置
の
受
託
義
務)

第
二
十
八
条
の
二 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
又
は
身
体 

障
害
者
更
生
援
護
施
設
若
し
く
は
指
定
医
療
機
関
の
設
置
者
は
、
 

第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る 

委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

こ
れ
を
拒 

ん
で
は
な
ら
な
い
。

(
身
体
障
害
者
更
生
施
設)

第
二
十
九
条
身
体
障
害
者
更
生
施
設
は
、
身
体
障
害
者
を
入
所
さ
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第

三

十

条

削

除

せ
て
、
そ
の
更
生
に
必
要
な
治
療
又
は
指
導
を
行
い
、
及
び
そ
の 

更
生
に 
必
要
な
訓
練
を
行
う
施
設
と
す
る
。

(
身
体
障
害
者
療
護
施
設)

第
三
十
条 

身
体
障
害
者
療
護
施
設
は
、
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
常 

時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
も
の
を
入
所
さ
せ
て
、
治
療
及
び
養
護 

を
行
う
施
設
と
す
る
。

(
身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム)

第
三
十
条
の
二 

身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
は
、
低
額
な
料
金
で
、
 

身
体
上
の
障
害
の
た
め
家
庭
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支 

障
の
あ
る
身
体
障
害
者
に
対
し
、
そ
の
日
常
生
活
に
適
す
る
よ
う 

奮
室
そ
の
他
の
設
備
を
利
用
さ
せ
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
に 

必
要
な
便
宜
を
供
与
す
る
施
設
と
す
る
。

(

身
体
障
害
者
授
産
施
設)

第
三
十
一
条
身
体
障
害
者
授
産
施
設
は
、
身
体
障
害
者
で
雇
用
さ 

れ
る
こ
と
の
困
難
な
も
の
又
は
生
活
に
困
窮
す
る
も
の
等
も
入
所 

さ
せ
て
、
必
要
な
訓
練
を
行
い
、
か
つ
、
職
業
を
与
え
、
自
活
さ 

せ
る
施
設
と
す
る
。
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(

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー)

第
三
十
一
条 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
無
料
又
は
低
額
な 

料
金
で
、
身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
の
相
談
に
応
じ
、
身
体
障 

害
者
に
対
し
、
機
能
訓
練
、
教
養
の
向
上
、
社
会
と
の
交
流
の
促 

進
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
便
宜
を
総
合
的
に
供
与
す 

る
施
設
と
す
る
。

(

市
町
村
の
支
弁)

第
三
十
五
条 

身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
に 

お
い
て
規
定
す
る
事
項
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も 

の
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

(

略)

二 

第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
七
条
の
二
及
び
第
十
八
条
の 

規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用(
刖

 

設
置
す
る
障
害
者
支
援
施
設
等
に
対
し
第
十
八
条
第
二
項
の
規 

定
に
よ
る
委
託
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
委
託
後
に
要
す 

る
費
用
を
除
く
。)

(
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー)

第
三
十
一
条
の
二 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
無
料
又
は
低 

額
な
料
金
で
、
身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
の
相
談
に
応
じ
、
身 

体
障
害
者
に
対
し
、
機
能
訓
練
、
教
養
の
向
上
、
社
会
と
の
交
流 

の
促
進
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
便
宜
を
総
合
的
に
供 

与
す
る
施
設
と
す
る
。

(

市
町
村
の
支
弁)

第
三
十
五
条
身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
に 

お
い
て
規
定
す
る
事
項
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も 

の
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

(

略)

二 

第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
七
条
の
二
、
第
十
八
条
及
び 

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る 

費

用
(

国
立
施
設
に
対
し
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
委 

託
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
委
託
後
に
要
す
る
費
用
を
除 

く
。)

r
w

n
第
十
七
条
の
十
、
第
十
七
条
の
十
三
の
三
又
は
第
十
七 

条
の
十
三
の
四
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
施
設
訓
練
等
支
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三
第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
町
村 

が
設
置
す
る
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支̂

及
び
養
成
施
設 

の
設
置
及
び
運
営
に
要
す
る
費
用

•
(

都
道
府
県
の
支
弁)

第
三
十
六
条 

身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
に 

お
い
て
規
定
す
る
事
項
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も 

の
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

ー

〜

二

の

二
(

略)

三 

第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定 

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用

四
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県 

が
設
置
す
る
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
及
び
養
成
施
設

援
費
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給 

付

費
(

以

下

「施
設
訓
練
等
支
援
費
等
」
と
い
う
。)

の
支
給 

に
要
す
る
費
ffll

ヨ

第

十

七

条

の

十

四(

第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用 

す
る
場
合
を
含
む
。)

の̂

^

に
よ
り
市
町
村
が
行
う
更
生
訓 

練
費
又
は
物
品
の
支
給
に
要
す
る
費
用

EI
第
二
十
七
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
町
村 

が
設
置
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
及
び
養
成
施
設
の
設 

置
及
び
運
営
に
要
す
る
費
用

(

都
道
府
県
の
支
弁)

第
三
十
六
条 

身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
に 

お
い
て
規
定
す
る
事
項
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も 

の
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

ー

〜

二

の

二
(

略)

三 

第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
及
び
第
二
十
一
条
の
三 

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費 

用
四
第
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県 

が
設
置
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
及
び
養
成
施
設
の
設
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居
住
地
を
有
し
な
い
か
、
又
は
明
ら
か
で
な
い
身
体
障
害
者
に

二 

第
三
十
五
条
第
二
号
の
費
用(
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

四 
分
（T）

限
り
、
次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。)

に
つ
い
て
は
、
そ
の

条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
に

ー
 

第
三
十
五
条
第
二
号
の
費
用(

第
十
七
条
の
二
及
び
第
十
八

次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、

第
三
十
七
条 

都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第

(

都
道
府
県
の
負
担)

所
後
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
る
。

の
設
置
す
る
障
害
者
支
援
施
設
等
に
入
所
し
た
身
体
障
害
者
の
入

第
三
十
六
条
の
二 

国
は
、
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

(

国
の
支
弁)

の
設
置
及
び
運
営
に
要
す
る
費
用

居
住
地
を
有
し
な
い
か
、
又
は
明
ら
か
で
な
い
身
体
障
害
者(

ーー 

第
三
十
五
条
第
二
号
の
費
用(

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

を
設
置
し
な
い
町
村
が
支
弁
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
四 

分

の-

用
(

次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。)

の
う
ち
、
福
祉
事
務
所

掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

及
び
第
三
十
五
条
第
二
号
の
ー
ー
の
費

り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
に
限
り
、
次
号
に

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
二
十
条
の
規
定
に
よ

ー
 

第
三
十
五
条
第
二
号
の
費
用(

第
十
七
条
の
二
、
第
十
八
条

次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、

第
三
十
七
条 

都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第

(

都
道
府
県
の
負
担)

所
後
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
る
。

三
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
立
施
設
に
入
所
し
た
身
体
障
害
者
の
入

第
三
十
六
条
の
二
国
は
、
第
十
七
条
の
三
十
二
又
は
第
十
八
条
第

(

国
の
支
弁)

置
及
び
運
営
に
要
す
る
費
用
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つ
い
て
の
第
十
七
条
の
二
及
び
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
市
町 

村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

に
つ
い
て
は 

、
そ
の
十
分
の
五

(

国
の
負
担)

第
三
十
七
条
の
二 

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三 

十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
及
び
都
道
府
県 

が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。
 

ー
 

第
三
十
五
条
第
三
号
及
び
第
三
十
六
条
第
四
号
の
費
用
SI 

聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
の
運
営
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。
 

)

に
つ
い
て
は
、
そ
の
十
分
の
五

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「居
住
地
不
明
身
体
障
害
者
」
と
い
う 

『

に
つ
い
て
の
第
十
七
条
の
ー
ー
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
三 

項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行 

う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

及
び
第
三
十
五
条
第 

二
号
の
二
の
費
用(

居
住
地
不
明
身
体
障
害
者
に
要
す
る
費
用 

に
限
る
°|)

に
つ
い
て
は
、
そ
の
十
分
の
五 

ヨ
第
三
十
五
条
第
四
号
の
費
用
の
う
ち
、
当
該
施
設
の
設
置
に 

劃
す

る

費

用(

身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
、
身
体
障
害
者
福
祉 

セ
ン
タ
ー
、
補
装
具
製
作
施
設
、
盲
導
犬
訓
練
施
設
、
視
聴
覚 

障
害
者
情
報
提
供
施
設
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
施
設
の
設
置 

rl
要
す
る
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
分
の
「 

(

国
の
負
担)

第
三
十
七
条
の
二 

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三 

十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
及
び
都
道
府
県 

が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。
 

ー
 

第
三
十
五
条
第
四
号
及
び
第
三
十
六
条
第
四
号
の
費
用(
>1 

体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
補
装 

具
製
作
施
設
、
盲
導
犬
訓
練
施
設
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
施 

設
の
設
置
及
び
運
営
に
要
す
る
費
用
並
び
に
視
聴
覚
障
害
者
情
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二

(

略)

三 

第
三
十
五
条
第
二
号
の
費
用
及
び
第
三
十
六
条
第
三
号
の
費 

用
(
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
行
政
措 

置
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。)

に
つ
い
て
は' 

そ
の
十
分
の
五

(

費
用
の
徴
収) 

第
三
十
八
条

報
提
供
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。)

に
つ
い
て
は

、
そ
の
十
分
の
五

二

(

略)

三
第
三
十
五
条
第
一 

ー
号
の
費
用(

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に 

よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。)

、
 

第
三
十
五
条
第
二
号
の
二
の
費
用
及
び
第
二
ー
十
六
条
第
三
号
の 

費

用
(

第
二
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行 

う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
は
、
そ
の 

十
分
の
五

(

費
用
の
負
担
命
令
及
び
徴
収,

第
三
十
八
条
業
者
に
委
託
し
て
補
装
具
の
交
付
又
は
修
理
が
行
わ 

nl
る
場
合
に
打 
い
て
は
、
当
該
行
政
措
置
に
要
す'
^

用
を
支
弁 

す
べ
き
市
町
村
の
長
は
、
当
該
身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務 

者
に
対
し
て
、
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は 

一
部
を
業
者
に
支
払
う
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
>1
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
支 

き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
部
又
は
一
部
を
業
者
に
支
払 

っ
た
と
き
は
、
当
該
業
者
の
市
町
村
に
対
す
る
当
該
費
用
に
係
る 

請
求
権
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
消
滅
す
る
も
の
と
す
る
。
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定
め
る
扶
養
義
務
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

か
ら
、
そ
の
負
担 

能
力
に
応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が 

で
き
る
。

2
 

市
町
村
に
よ
り
国
の
設
置
す
る
障
害
者
支
援
施
設
等
へ
の
入
所

の
扶
養
義
務
者(

民

法
(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

に

託
(

国
の
設
置
す
る
障
害
者
支
援
施
設
等
へ
の
入
所
の
委
託
を
除 

く
。)

が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
行
政
措
置
に
要
す 

る
費
用
を
支
弁
し
た
市
町
村
の
長
は
、
当
該
身
体
障
害
者
又
は
そ

施
設
等
若
し
く
は
指
定
医
療
機
関
へ
の
入
所
若
し
く
は
入
院
の
委

定
に
よ
り
障
害
者
支
援
施
設
等
へ
の
入
所
若
し
く
は
障
害
者
支
援

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

若
し
く
は
提
供
の
委
託
が
行
わ
れ
た
場
合
又
は
同
条
第
二
項
の
規

(

業
者
に
委
託
し
て
行
わ
れ
た
場
合
を
除
く
。)

に
お
い
て
は
、
 

当
該
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
し
た
市
町
村
の
長
は
、
当 

該
身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
、
そ
の
負
担
能
力
に 

応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

5

市
町
村
に
よ
り
国
立
施
設
へ
の
入
所
の
委
託
が
行
わ
れ
た
場
合

規
定
に
基
づ
き
同
項
に
規
定
す
る
介
護
等
の
提
供
の
委
託
が
行
わ 

れ
た
場
合
又
は
補
装
具
の
交
付
若
し
く
は
修
理
が
行
わ
れ
た
場
合

者
更
生
施
設
等
へ
の
入
所
若
し
く
は
入
所
の
委
託(

国
立
施
設
へ 

の
入
所
の
委
託
を
除
く
。)

が
行
わ
れ
た
場
合
、
同
条
第
四
項
の

託
が
行
わ
れ
た
場
合
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
身
体
障
害

に
よ
り
日
常
生
活
用
具
の
給
付
若
し
く
は
貸
与
若
し
く
は
そ
の
委

か
ら
、
そ
の
支
払
わ
な
か
っ
た
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

41
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

若
し
く
は
提
供
の
委
託
が
行
わ
れ
た
場
合
、
同
条
第
二
項
の
規
定

当
該
市
町
村
の
長
は
、
当
該
身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者 

ー

っ
た
た
め
、
市
町
村
に
お
い
て
そ
の
費
用
を
支
弁
し
た
と
き
は
、

払
う
べ
き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
払
わ
な
か

身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
支

3

第
-

項
に
規
定
す
る
行
政
措
置
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
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村
が
設
置
す
る
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
の
運
営
を
適
切 

に
さ
せ
る
た
め
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
・
当
該
施
設
の 

長
に
対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該 

職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
施
設
に 

立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ 

と
が
で
き
る
。

3
 
- 
4
 

(

略)

2

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業 

翔
を
行
う
者
に
対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
 

又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ 

の
事
務
所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の 

他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
委
託
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
当 

該
身
体
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
、
そ
の
負
担
能
力
に 

応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

(

報
告
の
徴
収
等)

第
三
十
九
条 

都
道
府
県
知
事
は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
た
め
に

村
が
設
置
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
運
営
を
適
切
に
さ 

せ
る
た
め
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
長
に 

対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員 

に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
施
設
に
立
ち 

入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が 

で
き
る
。

3
 
• 
4
 

(

略)

2

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
市
町

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業
等 

を
行
う
者
に
対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又 

は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の 

事
務
所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他 

の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
当
該
身
体
障
害
者
又
は
そ
の 

扶
養
義
務
者
か
ら
、
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部 

又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

報
告
の
徴
収
等)

第
三
十
九
条 

都
道
府
県
知
事
は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
た
め
に
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(

事
業
の
停
止
等)

第
四
十
条
都
道
府
県
知
事
は
、
身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
等 

を
行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
く 

は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
そ
の 

事
業
に
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係
る 

者
の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
事
業
を
行 

う
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で 

き
る
。

第
四
十
一
条
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
又
は
養
成
施
設
に 

つ
い
て
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
運
営
が
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規 

定
に
よ
る
基
準
に
そ
わ
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
又
は
法
令
の 

規
定
に
違
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
都
道
府
県
の
設
置
し 

た
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
が
、
市
町
村
の
設
置
し
た
も 

の
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
事
業
の
停 

止
又
は
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

(
略)

(
事
業
の
停
止
等)

第
四
十
条
都
道
府
県
知
事
は
、
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業
等
を 

行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は 

こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
そ
の
事 

業
に
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係
る
者 

の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
事
業
を
行
う 

者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き 

る
。

第
四
十
一
条 

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
又
は
養
成
施
設
に
つ
い 

て
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
運
営
が
第
二
十
八
条
第
「
項
の
規
定
に 

よ
る
基
準
に
そ
わ
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
又
は
法
令
の
規
定 

に
違
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
都
道
府
県
の
設
置
し
た
も 

の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
が
、
市
町
村
の
設
置
し
た
も
の
に 

つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
事
業
の
停
止
又 

は
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

(

略)

(

緊
急
時
に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
の
事
務
執
行)

，
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第
四
十
三
条
の
三 

第
三
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
十
一
条
第
一
項 

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て 

い
る
事
務
は
、
身
体
障
害
者
の
利
益
を
保
護
す
る
緊
急
の
必
要
が 

あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働 

大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。

21
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
中
都
道
府
県
知 

事
に
関
す
る
規
定(

当
該
事̂

る
も
〇!

に

限

削
)

は
、
—
厚 

生
労
働
大
臣
に
関
す
る
規
定
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
適
用
が
あ 

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
九
条
第
二
項
中 

「身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
」
と
あ
る
の
は
「身
体
障
害
者
更 

生
施
設
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
又
は
身
体
障
害
者
授
産
施
設
」
 

と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
中
「身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
又
は 

養
成
施
設
」
と

あ

る

の

は

害

雷

生

施

設
"

身
体9

 

者
療
護
施
設
又
は
身
体
障
害
者
授
産
施
設
」
と
す
る
。
 

引
身
体
障
害
者
更
生
施
設
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
又
は
身
体
障 

害
者
授
産
施
設
に
つ
い
て
、
第
二
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
適
用 

す
る
こ
と
と
さ
れ
る
社
会
福
祉
法
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま 

で
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ 

て
い
る
事
務(

同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
〇! 

取
消
し
を
除
く
。) 

は
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
入
所
す
る
者
の
利
益
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を
保
護
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場 

合
に
あ
っ
て
は
、
厚

大

臣

XI
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も 

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
の
規
定
中
都
道
府
県 

知
事
に
関
す
る
規
定(

当
該
事
務
で
係
る
も
の
に
限
る
。)

は
、
 

厚
生
労
働
大
臣
に
関
す
る
規
定
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
適
用
が 

あ
る
も
の
と
す
る
。

41
第
一
項
及
び
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都 

道
府
県
知
事
が
当
該
事
務
を
行
う
と
き
は
、
相
互
に
密
接
な
連
携 

の 
下
に
行
う
も
の
と
す
る
。

(

不
正
利
得
の
徴
収)

第
四
十
三
条
の
四
市
町
村
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り 

施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ 

の
者
か
ら
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又 

は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
市
町
村
は
、
指
定
身
体®
:

害
者
更
生
施
設
等
が
、
偽
り
そ
の
他 

不
正
の
行
為
に
よ
り
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費 

等
給
付
費
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
指
定̂〇

障
害
者
更
・ 

生
施
設
等
に
対
し
、
そ
の
支
払
っ
た
額
を
返
還
さ
せ
る
ほ
か
、
そ 

の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
払
わ
せ
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る
こ
と
が
で
き
る
。

31
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十 

一
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
法
律
で
定
め
る
歳
入
と
す
る
。

(

報
告
等)

第
四
十
三
条
の
五
市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
に 

関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
首
、■

〇

障
WI
者
、
身

齒
 

害

者

の

配

偶

し
<

は
身
体
障
害
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主 

そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
に 

対
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し 

示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
第
十
七
条
の
二
十
八
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質 

問
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限 

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(

資
料
の
提
供
等)

第
四
十
三
条
の
六
市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
に 

関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
身

体

障

團

、
身
体
障 

害
者
の
配
偶
者
又
は
身
体
障
害
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の 

也
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
資
産
又
は
収
入
の
状
況
に
つ
き
、
官
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(

権
限
の
委
任)

第
四
十
四
条
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
局
長
に
委 

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
支
局
長
に 

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
署
に
対
し
必
要
な
文
書
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め 

、
又
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の
他
の
機
関
若
し
く
は
身
体
障
害
者 

の
雇
用
主
そ
の
他
の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(

権
限
の
委
任)

第
四
十
三
条
の
七
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限 

は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
局
長 

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
支
局
長
に 

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

租
税
そ
の
他
公
課
の
非
課
税)

第
四
十
四
条
こ
の
法
律
に
よ
り
支
給
を
受
け
た
金
品
を
標
準
と
し 

て
、
租
税
そ
の
他
の
公
課
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(

受
給
権
等
の
保
護)

第
四
十
五
条
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡 

し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

21
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
よ
る
支
給
金
品
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(

実
施
命
令)

第
四
十
五
条
こ
の
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か 

'

こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
そ
の
執
行
に
つ
い
て 

必
要
な
細
則
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

附

MIJ

(

更
生
援
護
の
特
例)

第
五
十
条 

児
童
福
祉
法
第
六
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
通
知
に 

係
る
児
童
は
、
第
九
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
一
条
の
二
、
第 

十
八
条
及
び
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
の
適
用

は
、
既
に
支
給
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず 

、
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(

実
施
命
令)

第
四
十
五
条
の
二 

こ
の
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
く 

ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
そ
の
執
行
に
っ 

い
て
必
要
な
細
則
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
四
十
八
条
の
二 

市
町
村
は
、
条
例
で
、
第
十
七
条
の
十
二
第
二 

項
後
段
又
は
第
十
七
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
受
給 

者
証
の
提
出
又
は
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者
に
対 

し
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き 

る
。

附

則

(

更
生
援
護
の
特
例)

第
五
十
条
児
童
福
祉
法
第
六
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
通
知
に 

係
る
児
童
は
、
第
九
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第

十

一

条

の

二

よ 

十
七
条
の
三
、
第
十
七
条
の
十
か
ら
第
十
七
条
の
十
五
ま
で
、:

第
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に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
と
み
な
す
。

十
七
条
の
三
十
二
、
第

十

八

条(

第
一
項
及
び
第
三
項
に
限
る
。
 

)

、
第
十
八
条
の
二
及
び
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の 

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
と
み
な
す
。

(

国
の
無
利
子
貸
付
け
等)

第
五
十
一
条 

国
は
、
当
分
の
間
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に
対
し 

、
第
三
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
が
そ
の
費
用
に
つ
い
て
負 

担
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
設
置
で
日
本
電
信
電
話
株 

式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の 

促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法(

昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六 

号
。
以

下

「社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。)

第
二
条 

第
一
項
第
一 

ー
号
に
該
当
す̂

^

に
要
す
る
費
用
に
充
て
翕
金
・ 

に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
第
三
十
七
条
の
二
の
規 

定(

こ
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
の
割
合
に
つ
い
て
、
こ
の
規
定 

と
異
毋
定
め
を
し
た
法
令
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
異 

な
る
定
め
を
し
た
法
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

に
よ
り 

国
が
負
担
す
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る 

こ
と
が
で
き
る
。

21
国
は
、
当
分
の
間
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
に
対
し
、
身 

体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
そ
の
他
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
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図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
の
設
置(

第
三
十
七
条
の
二
の
規 

定
に
よ
り
国
が
そ
の
費
用
に
つ
い
て
負
担
す
る
も
の
を
除
く
。) 

で
社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す 

る
も
の
に
つ
き
、
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
自
ら
行
う 

場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
要
す
外
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
 

指
定
都
市
等
以
外
の
市
町
村
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
政
令
で
定 

が
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
<1
に
対
し
当
談
都
道
府
県 

又
は
指
定
都
市
等
が
補
助
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
 

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
ぎ 

る
。

31
前
二
項
の
国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
は
、
五

年
(

二
年
以
内
の 

据
置
期
間
を
含
む
。)

以
内
で
政
令
で
定
め
る
期
間
と
す
る
。
 

引
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に 

よ
る
貸
付
金
の
償
還
方
法
、
償
還
期
限
の
繰
上
げ
そ
の
他
償
還
に 

関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

51
国
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
又
は
都
道
府
診
対
し 

貸
付
け
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
貸
付
け
の
対
象
で
あ
る
施
設. 

の
設
置
に
係
る
第
三
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
に
っ 

い
て
は
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付
金
の
償 

還
金
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
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る
。

61
国
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
に 

対
し
貸
付
け
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
貸
付
け
の
対
象
で
あ
る 

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、
当
該
貸
付
金
に
相
当
す
る
金
額̂
 

を
行
う
も
の
と
し
、
当
該
補
助
に
つ
い
て
は
、
当
該
貸
付
金
の
償 

還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
金
に
相
当
す
る
金
額
を
交 

付
す
る 
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

71
市
町
村
又
は
都
道
府
県
が
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ 

る
貸
付
け
を
受
け
た
無
利
子
貸
付
金
に
つ
い
て
、
第
三
項
及
び
第 

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償 

還
を
行
っ
た
場
合(

政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。) 

に
お
け
る 

前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
償
還
は
、
当
該
償
還 

期
限
の
到
来
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
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(

附
則
第
四
十
六
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

(

定
義)

第
五
条 

こ

の

法

律

で

「精
神
障
害
者
」
と
は
、
統
合
失
調
症
、
精 

神
作
用
物
質
に
よ
る
急
性
中
毒
又
は
そ
の
依
存
症
、
知
的
障
害
、
 

精
神
病
質
そ
の
他
の
精
神
疾
患
を
有
す
る
者
を
い
う
。

改

正

案

(

定
義)

第
五
条 

こ

の

法

律

で

「
精
神
障
害
者
」
と
は
、
精
神
分
裂
病
、
精 

神
作
用
物
質
に
よ
る
急
性
中
毒
又
は
そ
の
依
存
症
、
知
的
障
害
、
 

精
神
病
質
そ
の
他
の
精
神
疾
患
を
有
す
る
者
を
い
う
。

現

行
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(

附
則
第
四
十
七
条
関
係)

_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

改 

正 

案

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

現 

行

目
次第

一

章

〜

第

四

章
(

略)

第

五

章
(

略)

第

一

節•

第

二

節
(

略)

指
定
医
の
診
察
及
び
措
置
入
院(

第
二
十
三
条
—
第

三
十
二
条)

第

四

節

医

療

保

護

入

院

等
(

第
三
十
三
条
—
第
三
十
五
条) 

W
W

精
神
病
院
に
お
け
る
処
遇
等(

第
三
十
六
条
——

第
四

十
条)

3

S

雑

則
(

第
四
十
一
条
——

第
四
十
四
条) 

第

六

章

〜

第

九

章
(

略)

附
則

(

こ
の
法
律
の
目
的)

第

一

条

こ

の

法

律

は

、
精
神
障
害
者
の
医
療
及
び
保
護
を
行
い
、
 

障

害

者

自

立

支

援

法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

と
相
ま 

ヨ
そ
の
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
そ
の
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ 

の
参
加
の
促
進
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
い
、
並
び
に
そ
の
発 

生
の
予
防
そ
の
他
国
民
の
精
神
的
健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
努
め 

る
こ
と
に
よ
っ
で
、
精
神
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
及
び
国
民
の
精

目
次 第

一

章

〜

第

四

章
(

略)

第

五

章
(

略)

第

一

節•

第

二

節
(

略)

W
W

指
定
医
の
診
察
及
び
措
置
入
院(

第
二
十
三
条
——

第 

三
十
一
条)

W
W

通

院

医

療(

第
三
十
二
条
——

第
三
十
二
条
の
四) 

W
W

医

療

保

護

入

院

等(

第
三
十
三
条
——
第
三
十
五
条) 

精
神
病
院
に
お
け

る
処
遇
等(

第
三
十
六
条
—

第
四 

十
条) 

雑

則
(

第
四
十
一
条
—

第
四
十
四
条) 

第

六

章

〜

第

九

章
(

略) 

附
則

(

こ
の
法
律
の
目
的)

第

一

条

こ

の

法

律

は

、
精
神
障
害
者
の
医
療
及
び
保
護
を
行
い
、
 

そ
の
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
そ
の
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参 

加
の
促
進
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
い
、
並
び
に
そ
の
発
生
の 

予
防
そ
の
他
国
民
の
精
神
的
健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
努
め
る
こ 

と
に
よ
っ
て
、
精
神
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
及
び
国
民
の
精
神
保 

建
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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神
保
健
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

(

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
義
務) 

第
一 

ー
条
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定 

に
よ
る
自
立
支
援
給
付
と
相
ま
っ
て
、
医
療
施
設
、
社
会
復
帰
施 

設
そ
の
他
の
福
祉
施
設
及
び
教
育
施
設
並
び
に
居
宅
生
活
支
援
事 

業
を
充
実
す
る
等
精
神
障
害
者
の
医
療
及
び
保
護
並
び
に
保
健
及 

び
福
祉
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
精 

神
障
害
者
が
社
会
復
帰
を
し
、
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加 

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
精
神
保
健 

に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
及
び
知
識
の
普
及
を
図
る
等
精
神
障 

害
者
の
発
生
の
予
防
そ
の
他
国
民
の
精
神
保
健
の
向
上
の
た
め
の 

施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー) 

第

六

条
(

略)

2
 

(

略)

ー

〜

三
(

略)

四
第
四
十
五
条
第
一
項
の
申
請
に
対
す
る
決
定
及
び
障
害
者
自 

立
支
援
法
第
五
十
二
条
第
一 
・
項
に
規
定
す
る
支
給
認
定(

精
神 

障
害
著
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

に
関
す
る
事
務
の
う
ち
専
門 

的
な
知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

(

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
義
務)

第

二

条

国

及

び

地

方

公

共

団

体

は

、
医
療
施
設
、
社
会
復
帰
施
設 

そ
の
他
の
福
祉
施
設
及
び
教
育
施
設
並
び
に
居
宅
生
活
支
援
事
業 

を
充
実
す
る
等
精
神
障
害
者
の
医
療
及
び
保
護
並
び
に
保
健
及
び 

福
祉
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
精
神 

障
害
者
が
社
会
復
帰
を
し
、
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
を 

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
精
神
保
健
に 

関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
及
び
知
識
の
普
及
を
図
る
等
精
神
障
害 

者
の
発
生
の
予
防
そ
の
他
国
民
の
精
神
保
健
の
向
上
の
た
め
の
施 

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー)

第

六

条
(

略)

2
 

(

略)

ー

〜

三
(

略)

四
第
三
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
十
五
条
第
一
項
の
申
請
に
対 

す
る
決
定
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術
を 

必
要
と
す
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

第

四

節

通

院

医

療



第

三

十

二

条

削

除

(

通
院
医
療)

第

三

十

二

条

都

道

府

県

は

、
精
神
障
害
の
適
正
な
医
療
を
普
及
す 

る
た
め
、
精
神
障
害
者
が
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
三
項
各
号 

に
掲
げ
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬
局
そ
の
他
病
院
若
し
く 

は

診

療

所(

こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。)

又
は
薬
局
で
あ 

っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の(

そ
の
開
設
者
が
、
診
療
報
酬
の
請
求 

及
び
支
払
に
関
し
次
条
に
規
定
す
る
方
式
に
よ
ら
な
い
旨
を
都
道 

府
県
知
事
に
申
し
出
た
も
の
を
除
く
。
次

条

に

お

い

て

「
医
療
機 

関
等
」
と
い
う
。)

で
病
院
又
は
診
療
所
へ
入
院
し
な
い
で
行
わ 

れ
る
精
神
障
害
の
医
療
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
医
療
に 

必
要
な
費
用
の
百
分
の
九
十
五
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
こ
と 

が
で
き
るq

21
前
項
の
医
療
に
必
要
な
費
用
の
額
は
、
健
康
保
険
の
療
養
に
要 

す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
っ
て
算
定
す
る
。

31
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
負
担
は
、
当
該
精
神
障
害
者
又 

は
そ
の
保
護
者
の
申
請
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
申
請
は 

、
精
神
障
害
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
を
経
て
、
都
道 

府
県
知
事
に
対
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

41
前
項
の
申
請
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
師
の
診
断
書
を 

添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
申
請
に
係
る 

精
神
障
害
者
が
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い 

る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

51
第
三
項
の
申
請
が
あ
っ
て
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
当 

該
和
請
に
基
づ
く
費
用
の
負
担
は
、
打
ち
切
ら
れ
る
も
の
と
す
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6

戦

傷

病

者

特

別

援

護

法(

昭
和
三
十
ハ
年
法
律
第
百
六
十
八
号 

) 

の
規
定
に
よ
っ
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
及
び
心
神 

喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観 

察
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
医
療
を
受
け
る
者
に
つ
い 

て
は
、
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

71
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
医
療
に
関
し
必
要 

な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(

費
用
の
請
求
、
審
査
及
び
支
払)

第
三
十
二
条
の
二 

前
条
第
一
項
の
医
療
機
関
等
は
、
同
項
の
規
定 

に
よ
り
都
道
府
県
が
負
担
す
る
費
用
を
、
都
道
府
県
に
請
求
す
る 

も
の
と
す
る
。

21
都
道
府
県
は
、
前
項
の
費
用
を
当
該
医
療
機
関
等
に
支
払
わ
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

31
都
道
府
県
は
、
第
一
項
の
請
求
に
つ
い
て
の
審
査
及
び
前
項
の 

費
用
の
支
払
に
関
す
る
事
務
を
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金 

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

費
用
の
支
弁
及
び
負
担)

第

三

十

二

条

の

三

国

は

、
都
道
府
県
が
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規 

定
に
よ
り
負
担
す
る
費
用
を
支
弁
し
た
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県 

に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
分
の
一
を
補 

助
す
る
。

第
三
十
二
条
の
四 

第
三
十
条
の
二
の
規
定
は
、
第
三
十
二
条
第
一
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第

四

節

医

療

保

護

入

院

等

第
五

節

精

神

病

院

に

お
け

る

処

遇

等

第

六

節

雑

則

(

事
務
の
区
分)

第
五
十
一
条
の
十
四 

こ

の

法

律(

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
、
第 

十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の
七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十 

九
条
の
九
第
一
項
、

同

条

第

二

項(

第
三
十
三
条
の
五
に
お
い
て 

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第 

一
項
及
び
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項 

並
び
に
第
六
章
を
除
く
。)

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す 

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第 

一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務(

次
項
及
び
第
三
項
に 

お

い

て

「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。)

と
す
る
。

2
 • 3
 

(

略)

別

表

(

第
十
九
条
の
六
の
四
関
係)

科
目

教
授
す
る
者

第

項 
第

第
十
八
条

第

項 
に

第
十
九
条

項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
負
担
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第

五

節

医

療

保

護

入

院

等

第
六
節
精
神
病
院

に

お
け

る

処

遇

等

第

七

節

雑

則

(

事
務
の
区
分)

第
五
十
一
条
の
十
四 

こ

の

法

律(

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
、
第 

十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の
七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十 

九
条
の
九
第
一
項
、
同

条

第

二

項(

第
三
十
三
条
の
五
に
お
い
て 

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第 

一
項
及
び
第
三
十
一
条
、
第
五
章
第
四
節
、
第
三
十
三
条
の
四
第 

一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
章
を
除
く
。)

の
規
定
に
よ
り
都 

道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法 

第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務(

次 

項
及
び
第
三
項
に
お
い
て

「第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
 

)

と
す
る
。

2
 • 3
 

(

略)

別

表
(

第
十
九
条
の
六
の
四
関
係)

科
目

教
授
す
る
者

第

項 
第

第
十
八
条

第

項 
に

第
十
九
条
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(

略)

(

略)

健
福
祉
行
政 

一
概
論

び
に
精
神
保

立
支
援
法
並

び
障
害
者
自

す
る
法
律
及

者
福
祉
に
関

び
精
神
障
害

精
神
保
健
及

■

一

(

略)

(

略)

f
し
学
識
経
験
を
有
す
る

神
保
健
福
祉
行
政
に
関

自
立
支
援
法
並
び
に
精

こ
の
法
律
及
び
障
害
者

一
(

略)

ハ
時
間

四
号
に
規 

定
す
る
研 

修
の
課
程 

の
時
間
数

-
(

略)

三
時
間

規
定
す
る 

研
修
の
課 

程
の
時
間 

数

£
(

略)

福
祉
行
政
概

諭 び
精
神
保
健

す
る
法
律
及

者
福
祉
に
関

び
精
神
障
害

精
神
保
健
及
ー

(

略)

(

略)

f
e

る
こ
と
〇

識
経
験
を
有
す
る
者
で

健
福
祉
行
政
に
関
し
学

こ
の
法
律
及
び
精
神
保

(

略)

ハ
時
間

四
号
に
規 

定
す
る
研 

修
の
課
程 

の
時
間
数

碣'--

三
時
間

規
定
す
る 

研
修
の
課 

程
の
時
間 

数
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(

附
則
第
四
十
八
条
関
係)

改 

正 

案

(

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
義
務) 

第-

一
条
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定 

に
よ
る
自
立
支
援
給
付
と
相
ま
ろ
て
、
医
療
施
設
、
社
会
復
帰
施 

設
そ
の
他
の
福
祉
施
設
及
び
教
育
施
設
を
充
実
す
る
等
精
神
障
害 

者
の
医
療
及
び
保
護
並
び
に
保
健
及
び
福
祉
に
関
す
る
施
策
を
総 

合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
精
神
障
害
者
が
社
会
復
帰
を
し 

、
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う 

に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
精
神
保
健
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進 

及
び
知
識
の
普
及
を
図
る
等
精
神
障
害
者
の
発
生
の
予
防
そ
の
他 

国
民
の
精
神
保
健
の
向
上
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。

(

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
、
自
立
及
び
社
会
参
加
へ
の
配
慮) 

第
四
条 

医
療
施
設
若
し
く
は
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
又
は
社
会 

適
応
訓
練
事
業
を
行
う
者
は
、
そ
の
施
設
を
運
営
し
、
又
は
そ
の 

事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進 

及
び
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
地 

域
に
即
し
た
創
意
と
工
夫
を
行
い
、
及
び
地
域
住
民
等
の
理
解
と 

協
力
を
得
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 

国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
施
設
又
は
社
会
復
帰
施
設
の
設
置

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

現 

行

(

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
義
務)

第
二
条
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定 

に
よ
る
自
立
支
援
給
付
と
相
ま
っ
て
、
医
療
施
設
、
社
会
復
帰
施 

設
そ
の
他
の
福
祉
施
設
及
び
教
育
施
設
並
び
に
居
宅
生
活
支
援
事 

羯
を
充
実
す
る
等
精
神
障
害
者
の
医
療
及
び
保
護
並
び
に
保
健
及 

び
福
祉
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
精 

神
障
害
者
が
社
会
復
帰
を
し
、
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加 

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
精
神
保
健 

に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
及
び
知
識
の
普
及
を
図
る
等
精
神
障 

害
者
の
発
生
の
予
防
そ
の
他
国
民
の
精
神
保
健
の
向
上
の
た
め
の 

施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
、
自
立
及
び
社
会
参
加
へ
の
配
慮) 

第
四
条
医
療
施
設
若
し
く
は
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
又
は 

生
活
支
援
事
業
若
し
く
は
社
会
適
応
訓
練
事
業
を
行
う
者
は
、
そ 

の
施
設
を
運
営
し
、
又
は
そ
の
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
精 

神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の 

参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
地
域
に
即
し
た
創
意
と
工
夫
を
行
い 

、
及
び
地
域
住
民
等
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

2
 

国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
施
設
又
は
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
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定
め
る
。

の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
都
道
府
県
の
条
例
で

3
 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
地
方
精
神
保
健
福
祉
審
議
会

2
 

(

略)

保
健
福
祉
審
議
会
」
と
い
う
。)

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

に
関
す
る
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関(

以

下

「地
方
精
神

査
審
議
さ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
は
、
条
例
で
、
精
神
保
健
福
祉

第
九
条
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
調

(

地
方
精
神
保
健
福
祉
審
議
会)

援
助
を
行
う
こ
と
。

市
町
村
に
対
し
技
術
的
事
項
に
つ
い
て
の
協
力
そ
の
他
必
要
な

六 

障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

当
た
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

市
町
村
が
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
給
要
否
決
定
を
行
う
に

五
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

ー

〜

四
(

略)

2
 

(

略)

第

六

条
(

略)

(

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー)

れ
ば
な
ら
な
い
。

る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け

復
帰
の
促
進
及
び
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図

者
及
び
社
会
適
応
訓
練
事
業
を
行
う
者
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会

2
 

(

略)

議
会
」
と
い
う
。)

を
置
く
。

議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関(

以

下

「地
方
精
神
保
健
福
祉
審

査
審
議
さ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
に
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
審

第
九
条 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
調

(

地
方
精
神
保
健
福
祉
審
議
会)

四

2
 

(

略)

第

六

条
(

略)

(

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー)

協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら

は
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自
立
と
社
会
経
済
活

者
及
び
居
宅
生
活
支
援
事
業
又
は
社
会
適
応
訓
練
事
業
を
行
う
者
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第
十
条
及
び
第
十
一
条
削
除

(

欠
格
条
項)

第

十

九

条

の

六

の

三(

略)

ー
 

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
障
害
者 

自
立
支
援
法
若
し
く
は
同
法
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
、
罰
金 

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を 

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者 

二

・

三
(

略)

(

委
員
及
び
臨
時
委
員)

保
健
福
祉
審
議
会
の
委
員
は
、
二
十
人
以
内
と 

す
る
〇

2
 

特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
地 

方
精
神
保
健
福
祉
審
議
会
に
臨
時
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

31
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
精
神
保
健
又
は
精
神
障
害
者
の
福
祉 

に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
、
精
神
障
害
者
の
医
療
に
関
す
る
事 

業
に
従
事
す
る
者
及
び
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
又
は
そ 

の
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ 

の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
の
事
業 

に
従
事
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
都
道
府
県
知
事
が
任
命
す
る
。
 

41
委
員
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。

(

条
例
へ
の
委
任)

第
十
一
条 

地
方
精
神
保
健
福
祉
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事 

項
は
、
条
例
で
定
め
る
。

(

欠
格
条
項)

第

十

九

条

の

六

の

三(

略)

ー
 

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
、
罰
金 

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を 

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者 

二

・

三
(

略)

一 222



第

四

十

七

条
(

略)

(

相
談
指
導
等)

事
業
」
と
い
う
。)

を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
精
神
障
害
者
の
社 

会
復
帰
の
促
進
に
関
し
、
相
談
し
、
及
び
必
要
な
援
助
を
求
め
る 

こ
と
が
で
き
る
。

事
業
と
み
な
さ
れ
た
事
業
を
含
む
。
以

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

同
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
業(

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
長
若
し
く
は
障
害
者
自
立
支
援
法

の
管
理
者
又
は
当
該
精
神
病
院
若
し
く
は
指
定
病
院
と
関
連
す
る

た
り
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
精
神
病
院
若
し
く
は
指
定
病
院

り
退
院
す
る
者
の
引
取
り
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

を
行
う
に
当

(

第
二
十
九
条
の
三
又
は
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

第
二
十
二
条
の
二 

保
護
者
は
、
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
義
務

3

g

七
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
医
療
審
議
会)

の 

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
(

地
方
精
神
保
健
福
祉
審
議
会
が
置
か
れ
て
い
な
い
都
道
府
県 

に
あ
っ
て
は
、
医

療

法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号)

第

そ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
地
方
精
神
保
健
福
祉
審
議

2
 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
取
り
消

第

十

九

条

の

九
(

略)

(

指
定
の
取
消
し)

第

四

十

七

条
(

略)

(

相
談
指
導
等)

る
こ
と
が
で
き
る
。

ー
 

社
会
復
帰
の
促
進
に
関
し
、
相
談
し
、
及
び
必
要
な
援
助
を
求
め

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
長
に
対
し
、
当
該
精
神
障
害
者
の

の
管
理
者
又
は
当
該
精
神
病
院
若
し
く
は
指
定
病
院
と
関
連
す
る

た
り
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
精
神
病
院
若
し
く
は
指
定
病
院

り
退
院
す
る
者
の
引
取
り
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

を
行
う
に
当

(

第
二
十
九
条
の
三
又
は
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

第
二
十
一
ー
条
の
二 

保
護
者
は
、
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
義
務

3
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
地
方
精
神
保
健
福
祉
審
議

2
 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
取
り
消

第

十

九

条

の

九
(

略)

(

指
定
の
取
消
し)
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2
 
• 
3
 

(

略)

4
 

市

町

村(

保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
を
除
く̂

^

 

に
お
い
て
同
じ
。)

は
、
第
一
項
及
び
第
ー 

ー
項
の
規
定
に
よ
り
都 

道
府
県
が
行
う
精
神
障
害
者
に
関
す
る
事
務
に
必
要
な
協
力
を
す 

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
 

精
神
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
及
び
こ
れ 

ら
の
者
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

51
市
町
村
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
、
 

精
神
保
健
に
関
し
、
精
神
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
等
か
ら
の
相
談 

に
応
じ
、
及
び
こ
れ
ら
の
者
を
指
導
す
る
よ
う.
に
努
め
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

(

精
神
保
健
福
祉
相
談
員)

第
四
十
八
条
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ 

—
及
び
保
健
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
施
設
に
、
精
神
保
健
及 

び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
並
び
に
精
神
障 

害
者
及
び
そ
の
家
族
等
を
訪
問
し
て
必
要
な
指
導
を
行
う
た
め
の 

職

員
(

次
項
に
お
い
て
「精
神
保
健
福
祉
相
談
員
」
と
い
う
。) 

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

精
神
保
健
福
祉
相
談
員
は
、
精
神
保
健
福
祉
士
そ
の
他
政
令
で 

定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市 

町
村
長
が
任
命
す
る
。

(

施
設
及
び
事
業
の
利
用
の
調
整
等) 

第
四
十
九
条
市
町
村
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

2
 
• 
3
 

(

略)

4
 

市

町

村(

保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
を
除
く
。)

は 

、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
精
神
障 

害
者
に
関
す
る
事
務
に
必
要
な
協
力
を
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に 

応
じ
て
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
精
神
障 

害
者
及
び
そ
の
家
族
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
及
び
こ
れ
ら
の
者 

を
指
導
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

精
神
保
健
福
祉
相
談
員)

第
四
十
八
条
都
道
府
県
等
は
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
保 

健
所
に
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
に 

応
じ
、
並
び
に
精
神
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
等
を
訪
問
し
て
必
要 

な
指
導
を
行
う
た
め
の
職
員(

次
項
に
お
い
て
「精
神
保
健
福
祉 

相
談
員
」
と
い
う
。)

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

精
神
保
健
福
祉
相
談
員
は
、
精
神
保
健
福
祉
士
そ
の
他
政
令
で 

定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
都
道
府
県
知
事
等
が
任 

命
す
る
。

(

施
設
及
び
事
業
の
利
用
の
調
整
等)

第
四
十
九
条
市
町
村
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
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害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等 

を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
精
神
障
害
者
の
利
用
に
つ
い
て
の
要
請 

を
行
う
も
の
と
す
る
。

3
 

(

略)

4
 

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ 

ス
事
業
等
を
行
う
者
は
、
第
二
項
の
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び
要
請 

に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

事
業
の
停
止
等)

第

五

十

条

の

二

の

五(

略)

設
の
利
用
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
利
用
に
つ
い
て
あ 

っ
せ
ん
又
は
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
精
神
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
」
と
い
う
。)

の
利
用
が
で
き
る
よ
う 

、
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合 

に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
当
該
事
務
を
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支 

援
セ
ン
タ
ー
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

市
町
村
は
、
前
項
の
助
言
を
受
け
た
精
神
障
害
者
か
ら
求
め
が 

あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施

受
け
た
精
神
障
害
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
精
神
障 

害
者
の
希
望
、
精
神
障
害
の
状
態
、
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自
立 

と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
の
た
め
に
必
要
な
指
導
及
び 

訓
練
そ
の
他
の
援
助
の
内
容
等
を
勘
案
し
、
当
該
精
神
障
害
者
が 

最
も
適
切
な
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ 

ス
事
業
若
し
く
は
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業(

以

下

「障

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
又
は
精
神
障
害
者
居
宅
生 

活
支
援
事
業
等
を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
精
神
障
害
者
の
利
用
の 

要
請
を
行
う
も
の
と
す
る
。

3
 

(

略)

4
 

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
又
は
精
神
障
害
者
居
宅 

生
活
支
援
事
業
等
を
行
う
者
は
、
第
二
項
の
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及 

び
要
請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

事
業
の
停
止
等)

第

五

十

条

の

二

の

五(

略)

設
の
利
用
又
は
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
の
利
用
に
っ 

い
て
あ
っ
せ
ん
又
は
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、

下
こ
の
条
に
お
い
て
「精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
」
と 

い
う
。)

の
利
用
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言 

を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
当
該 

事
務
を
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委
託
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。

2
 

市
町
村
は
、
前
項
の
助
言
を
受
け
た
精
神
障
害
者
か
ら
求
め
が 

あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施

受
け
た
精
神
障
害
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
精
神
障 

害
者
の
希
望
、
精
神
障
害
の
状
態
、
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自
立 

と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
の
た
め
に
必
要
な
指
導
及
び 

訓
練
そ
の
他
の
援
助
の
内
容
等
を
勘
案
し
、
当
該
精
神
障
害
者
が 

最
も
適
切
な
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
又
は
精
神
障
害
者
居
宅 

生
活
支
援
事
業
若
し
く
は
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業(

以
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2
 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
障
害
者
社
会 

復
帰
施
設
に
つ
き
、
そ
の
事
業
の
廃
止
を
命
じ
よ
う
と
す
る
と
き 

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
地
方
精
神
保
健
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聴
か 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
実
施) 

第
五
十
条
の
三 

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
精
神
障
害
者
の 

社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
、
厚
生
労
働
省 

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で 

定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
精
神
障
害
者
居
宅 

生
活
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

21
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
け
出
自
項 

に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
変
更
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
そ
の 

旨
を
当
該
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

31
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援 

事
業
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ 

め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
出 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
種
類) 

第
五
十
条
の
三
の
二 

精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
種
類
は

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

T
精
神
障
害
者
居
宅
介
護
等
事
業

-1
精
神
障
害
者
短
期
入
所
事
業

ヨ
精
神
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事
業
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2

精
神
障
害
者
居
宅
介
護
等
事
業
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰 

の
促
進
を
図
る
た
め
、
精
神
障
害
の
た
め
に
日
常
生
活
を
営
む
の 

に
支
障
の
あ
る
精
神
障
害
者
に
つ
き
、
そ
の
者
の
居
宅
に
お
い
て 

食
事
、
身
体
の
清
潔
の
保
持
等
の
介
助
そ
の
他
の
日
常
生
活
を
営 

む 3

必
要
な
便
宜
で
あ
っ
て
厚
劇
働
<1
令
で
定
め
61
知
 
( 

次
項
に
お
い
て
「介
護
等
」
と
い
う
。)

を
供
与
す
る
事
業
と
す 

る
。

31
精
神
障
害
者
短
期
入
所
事
業
は
、
精
神
障
害
者
で
あ
っ
て
、
そ 

の
介
護
等
を
行
う
者
の
疾
病
そ
の
他
の
胡
にX
I

り
、国
宅
に
お 

い
て
介
護
等
を
受
け
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
も
の
に 

つ
き
、
精
神
障
害
者
生
活
訓
練
施
設
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で 

定
め
る
施
設
に
短
期
間
入
所
さ
せ
、
介
護
等
を
行
う
事
業
と
す 

る
。

41
精
神
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事
業
は
、
地
域
に
お
い
て
共
同
生 

活
を
営
む
の
に
支
障
の
な
い
精
神
障
害
者
に
つ
き
、m

t

 

が
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居
に
お
い
て
食
事
の
提
供
、
相
談
そ 

の
他
の
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行
う
事
業
と
す
る
。

(

報
告
の
徴
収
等)

第
五
十
条
の
三
の
三 

都
道
府
県
知
事
は
、
精
神
障
害
者
の
福
祉
の 

た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
精
神
障
害f
f
l

，宅
生
活 

支
援
事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を 

求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し 

く
は
そ
の
事
務
所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
BI
書 

他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
SI
こ
と
が
で
き
る
。

227



2
 

第
十
九
条
の
六
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項 

の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お 

い
て
、
同
条
第
二
項
中
「前
項
」
と
あ
る
の
は
「第
五
十
条
の
三 

の
三
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
 

第
五
十
条
の
三
の
三
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(

精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業) 

第
五
十
条
の
三 

都
道
府
県
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進 

及
び
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
精
神
障
害 

者
社
会
適
応
訓
練
事
業(

通
常
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が 

困
難
な
精
神
障
害
者
を
精
神
障
害
者
の
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加 

の
促
進
に
熱
意
の
あ
る
者
に
委
託
し
て
、
職
業
を
与
え
る
と
と
も

(

事
業
の
停
止
等)

第
五
十
条
の
三
・
の
四
都
道
府
県
知
事
は
、
精
神
障
害
者
居
宅
生
活 

支
援
事
業
を
行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命 

令
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
・
 

又
は
そ
の
事
業
に
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事 

業
に
係
る
精
神
障
害
者
の
処
遇
に 

つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き 

は
、
当
該
事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停 

止
を
命
ず
る
こ
と
が 
で
き
る
。

21
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
障
害
者
居
宅 

生
活
支
援
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か 

じ
め
、
地
方
精
神
保
健
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。

(

精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業)

第
五
十
条
の
四 

都
道
府
県
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進 

及
び
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
精
神
障
害 

者
社
会
適
応
訓
練
事
業(

通
常
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が 

困
難
な
精
神
障
害
者
を
精
神
障
害
者
の
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加 

の
促
進
に
熱
意
の
あ
る
者
に
委
託
し
て
、
職
業
を
与
え
る
と
と
も
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に
、
社
会
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行
う
事
業
を 

い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
補
助)

第
五
十
一
条

都
道
府
県
は
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
に
対
し 

、
当
該
施
設
の
設
置
及
び
運
営
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。

21
国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
に
対
し
、
次
に 

掲
げ
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
 
•

二

(

略)

三 

の
規
定
に
よ
る
補
助
に
要
し
た
費
用

(

セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力)

第
五
十
一
条
の
四 

精
神
病
院
そ
の
他
の
精
神
障
害
の
医
療
を
提
供 

す
る
施
設
の
設
置
者
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
及 

び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
を
行
う
者
は
、
セ
ン
タ
ー
の
求
め 

に
応
じ
、
セ
ン
タ
ー
が
前
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務

に
、
社
会
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行
う
事
業
を 

い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
補
助)

第
五
十
一
条
市
町
村
は
、
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
を
行 

引
者
に
対
匕
、
当̂

に
要
す
る
費
甩
の
一
部
を
補
助
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

2
 

都

静

樹

、
市
町
村
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
一
部
を 

補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

T

 

市
町
村
が
行
う
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
に
要
す
る 

コ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
に
要
し
た
費
用

31
都
道
府
県
は
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
に
対
し 

、
当
該
施
設
の
設
置
及
び
運
営
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。

41
国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
に
対
し
、
次
に 

掲
げ
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
 
•

二

(

略)

三
前
ー 

一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
に
要
し
た
費
用

(

セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力)

第
五
十-

条
の
四 

精
神
病
院
そ
の
他
の
精
神
障
害
の
医
療
を
提
供 

す
る
施
設
の
設
置
者
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
及 

び
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
又
は
精
神
障
害
者
社
会
適
応 

訓
練
事
業
を
行
う
者
は
、
セ
ン
タ
ー
の
求
め
に
応
じ
、
セ
ン
タ
ー
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を
行
う
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
精 

神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た
め
の
訓
練
及
び
指
導
に 

関
す
る
情
報
又
は
資
料
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
又
は
資
料
で
厚
生 

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
三
条 

精
神
病
院
の
管
理
者
、
指
定
医
、
地
方
精
神
保
健
福 

祉
審
議
会
の
委
員
、
精
神
医
療
審
査
会
の
委
員
若
し
く
は
第
四
十 

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
等
が
指
定
し
た
医
師 

又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
が
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く 

職
務
の
執
行
に
関
し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
正
当
な
理
由
が
な 

く
漏
ら
し
た
と
き
は
、

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰 

金
に
処
す
る
。

2
 

(

略)

第
五
十
三
条
の
二
第
五
十
一
条
の
六
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
 

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
五
十
四
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以 

下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
 
•

二

(

略)

三 

第
五
十
条
の
二
の
五
の
規
定
に
よ
る
停
止
又
は
廃
止
の
命
令 

に
違
反
し
た
者

が
前
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要 

な
限
度
に
お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復 

帰
の
促
進
を
図
る
た
め
の
訓
練
及
び
指
導
に
関
す
る
情
報
又
は
資 

料
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
又
は
資
料
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る 

も
の
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
三
条
精
神
病
院
の
管
理
者
、
指
定
医
、
地
方
精
神
保
健
福 

祉
審
議
会
の
委
員
若
し
く
は
臨
時
委
員
、
精
神
医
療
審
査
会
の
委 

員
若
し
く
は
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事 

等
が
指
定
し
た
医
師
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
が
、
こ
の
法 

律
の
規
定
に
基
づ
く
職
務
の
執
行
に
関
し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密 

を
正
当
な
理
由
が
な
く
漏
ら
し
た
と
き
は
、

一
年
以
下
の
懲
役
又 

は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

2
 

(

略)

第
五
十
三
条
の
二 

第
五
十
一
条
の
六
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
 

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
 

第
五
十
四
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以 

下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
 

・

二
(

略)

三
第
五
十
条
の
二
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
停
止
又
は
廃
止 

の
命
令
に
違
反
し
た
者

EI
第
五
十
条
の
三
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
又
は
停
止 

の
命
令
に
違
反
し
た
者
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お
い
て
同
じ
。)

に
対
し
、
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り 

国
が
そ
の
費
用
に
つ 

い
て
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
精
神
障
害
者 

社
会
復
帰
施
設
の
設
置
で
社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第 

一
項
第
一
ー
号
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
き
、
当
該
都
道
府
県
が
自
ら 

行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部 

を
、
都
道
府
県
以
外
の
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
が 

行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
設
置
者
に
対
し
当
該
都
道
府
県
が
補 

助
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い 

て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
項
又
は
第
五
十
一
条
第
一
項
の
事
務
を
指
定
都
市
が
処
理
す 

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に

て
第
五
十
二
条
、
第
五
十
四
条
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
前 

条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の 

法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

附

則

5
 

国
は
、
当
分
の
間
、
都
道
府
県(

第
五
十
一
条
の
十
二
の
規
定 

に
よ
り
、
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
第
五
十
条

が
行
う
第
五
十
条
の
二
の
五
に
規
定
す
る
停
止
又
は
廃
止
の
命

令
に
違
反
し
た
者

第
五
十
六
条
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
 

使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し

四
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣

お
い
て
同
じ
。)

に
対
し
、
第
五
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り 

国
が
そ
の
費
用
に
つ
い
て
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
精
神
障
害
者 

社
会
復
帰
施
設
の
設
置
で
社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第 

一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
き
、
当
該
都
道
府
県
が
自
ら 

行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部 

を
、
都
道
府
県
以
外
の
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
が 

行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
設
置
者
に
対
し
当
該
都
道
府
県
が
補 

助
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い 

て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
項
又
は
第
五
十
一
条
第
三
項
の
事
務
を
指
定
都
市
が
処
理
す 

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に

て
第
五
十
二
条
、
第
五
十
四
条
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四 

尉
又
は
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ 

か
、
そ
の
法
人
又
は
入
に
対
し
て
も
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す 

る
。

附 

則

5
 

国
は
、
当
分
の
間
、
都
道
府
県(

第
五
十
一
条
の
十
二
の
規
定 

に
よ
り
、
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
第
五
十
条

が
行
う
第
五
十
条
の
二
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
停
止
又
は
廃

止
の
命
令
に
違
反
し
た
者

第
五
十
六
条
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
 

使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し

五 

第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
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(

附
則
第
四
十
九
条
関
係) 

「

改

正

案

現

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

行

目
次第

一

章

〜

第

五

章
(

略) 

第
六
章

第
一
節

目
次第

一
章
〜
第
五
章

第
二
節

第
七
章 

第
ハ
章

第
九
章

附
則

(

略)(

略)

相

談

指

導

等(

第
四
十
六
条
—
第
五
十
一
条)

(

略) 

_
_
_
_
_
_
_
_
 

雑

則
(

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
——
第
五
十
一
条
の
十 

囲)
(

略)

(

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
義
務)

第

二

条

国

及

び

地

方

公

共

団

体

は

、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定 

に
よ
る
自
立
支
援
給
付
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
と
相
ま
っ
て
、
 

医
療
施
設
及
び
教
育
施
設
を
充
実
す
る
等
精
神
障
害
者
の
医
療
及 

び
保
護
並
び
に
保
健
及
び
福
祉
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
実
施 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
精
神
障
害
者
が
社
会
復
帰
を
し
、
自
立
と
社 

会
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る 

と
と
も
に
、
精
神
保
健
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
及
び
知
識
の 

普
及
を
図
る
等
精
神
障
害
者
の
発
生
の
予
防
そ
の
他
国
民
の
精
神

第
六
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節 

第
七
章 

第
ハ
章

第
九
章

附
則

(

略)

(

略)(

略)

相

談

指

導

等(

第
四
十
六
条
——

第
四
十
九
条)

施

設

及

び

事

業(

第
五
十
条
——

第
五
十
一
条)

(

略)

雑

則
(

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
——
第
五
十
一
条
の
十 

为)
(

略)

(

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
義
務)

第

二

条

国

及

び

地

方

公

共

団

体

は

、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定 

に
よ
る
自
立
支
援
給
付
と
相
ま
っ
て
、
医
療
施
設
、
社
会
復
帰
施 

設
そ
の
他
の
福
祉
施
設
及
び
教
育
施
設
を
充
実
す
る
等
精
神
障
害 

者
の
医
療
及
び
保
護
並
び
に
保
健
及
び
福
祉
に
関
す
る
施
策
を
総 

合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
精
神
障
害
者
が
社
会
復
帰
を
し 

'

自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う 

に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
精
神
保
健
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進 

及
び
知
識
の
普
及
を
図
る
等
精
神
障
害
者
の
発
生
の
予
防
そ
の
他
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保
健
の
向
上
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
、
自
立
及
び
社
会
参
加
へ
の
配
慮) 

第
四
条
医
療
施
設
の
設
置
者
又
は
社
会
適
応
訓
練
事
業
を
行
う
者 

は
、

そ
の
施
設
を
運
営
し
、

又
は
そ
の
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て 

は
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自
立
と
社
会
経
済
活 

動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
地
域
に
即
し
た
創
意
と
工
夫 

を
行
い
、
及
び
地
域
住
民
等
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
に
努
め 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 

国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
施
設
の
設
置
者
及
び
社
会
適
応
訓 

練
事
業
を
行
う
者
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自 

立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
相
互
に
連 

携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

精
神
医
療
審
査
会)

第
十
二
条
第
三
十
八
条
の
三
第
一 

ー
項(

同
条
第
六
項
に
お
い
て
準 

用
す
る
場
合
を
含
む
。)

及
び
第
三
十
八
条
の
五
第
二
項
の
規
定 

に
よ
る
審
査
を
行
わ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
に
、
精
神
医
療
審
査 

会
を
置
く
。

(

審
査
の
案
件
の
取
扱
い)

第

十

四

条

精

神

医

療

審

査

会

は

、
そ

の

名

す

る

委

員

五

人

を

も 

っ
て
構
成
す
る
合
議
体
で
、
審
査
の
案
件
を
取
り
扱
う
。

国
民
の
精
神
保
健
の
向
上
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。

(

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
、
自
立
及
び
社
会
参
加
へ
の
配
慮) 

第
四
条
医
療
施
設
若
し
く
は
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
又
は
社
会 

適
応
訓
練
事
業
を
行
う
者
は
、
そ
の
施
設
を
運
営
し
、

又
は
そ
の 

事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進 

及
び
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
地 

域
に
即
し
た
創
意
と
工
夫
を
行
い
、
及
び
地
域
住
民
等
の
理
解
と 

協
力
を
得
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 

国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
施
設
又
は
社
会
復
帰
施
設
の
設
置 

者
及
び
社
会
適
応
訓
練
事
業
を
行
う
者
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会 

復
帰
の
促
進
及
び
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図 

る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

(

精
神
医
療
審
査
会)

第
十
二
条
第
三
十
八
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
十
八
条
の
五
第
二 

項
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
行
わ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
に
、
精
神 

医
療
審
査
会
を
置
く
。

(

審
査
の
案
件
の
取
扱
い)

第

十

四

条

精

神

医

療

審

査

会

は

、
精
神
障
害
者
の
医
療
に
関
し
学 

識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
任
命
さ
れ
た
委
員
三
人
、
法
律
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病
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。
第
十
九
条
の
十
を
除
き

を
入
院
さ
せ
て

い
る
精
神
病
院(

精
神
病
院
以
外
の
病
院
で
精
神

三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者

、
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
三
十

第
十
九
条
の
五 

第
二
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項

(

指
定
医
の
必
置)

六

〜

ハ
(

略)

る
場
合
を
含
む
。)

及
び
第
三
十
八
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に 

よ
る
診
察

五

第

三

十

八

条

の

三

第

三

項(

同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

ー

〜

四
(

略)

2
 

(

略)

第

十

九

条

の

四
(

略)

(

職
務)

三 

そ
の
他
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者 

ー

二
法
律
に
関
し
学

識
経
験
を

有
す

る
者 

ー

ー
 

精
神
障
害
者
の
医
療
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
ニ

そ
の
員
数
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
員
数
以
上
と
す
る
。

2
 

合
議
体
を
構
成
す
る
委
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
し
、

の
を
含
む
。
第
十
九
条
の
十
を
除
き
、
以
下
同
じ
。)

の
管
理
者

院
(

精
神
病
院
以
外
の
病
院
で
精
神
病
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者
を
入
院
さ
せ
て
い
る
精
神
病

'

第
三
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
三
十
三
条
の
四

第
十
九
条
の
五 

第
二
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項

(

指
定
医
の
必
置)

六

〜

ハ
(

略)

規
定
に
よ
る
診
察

五
第
三
十
八
条
の
三
第
三
項
及
び
第
三
十
八
条
の
五
第
四
項
の

S
四

碣

2
£

第

十

九

条

の

四
(

略)

(

職
務)

め
る
。•

2
 

合
議
体
を
構
成
す
る
委
員
は
、
精
神
医
療
審
査
会
が
こ
れ
を
定

り
扱
う
。

に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
任
命
さ
れ
た
委
員
ー 

人
及
び
そ
の
他
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
任
命
さ
れ 

た
委
員
一
人
を
も
っ
て
構
成
す
る
合
議
体
で
、
審
査
の
案
件
を
取
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'

以
下
同
じ
。)

の
管
理
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ 

ろ
に
よ
り
、
そ
の
精
神
病
院
に
常
時
勤
務
す
る
指
定
医(

第
十
九 

条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
職
務
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者 

を
除
く
。
第
五
十
三
条
第
一
項
を
除
き
、

以
下
同
じ
。)

を
置
か 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

政
令
及
び
省
令
へ
の
委
任)

第
十
九
条
の
六
こ

の
法
律
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
医
の 

指
定
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
政
令
で
、
第
十
八
条
第
一
項
第
四 

号
及
び
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
研
修
に
関
し
て
必
要
な 

事
項
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二 

保
護
者
は
、
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
義
務 

(

第
二
十
九
条
の
三
又
は
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ 

り
退
院
す
る
者
の
引
取
り
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

を
行
う
に
当 

た
り
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
精
神
病
院
若
し
く
は
指
定
病
院 

の
管
理
者
又
は
当
該
精
神
病
院
若
し
く
は
指
定
病
院
と
関
連
す
る 

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー 

ビ

ス

に

係

る

事

業(

以

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
い
う 

〇
 
)

を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進 

に
関
し
、
相
談
し
、

及
び
必
要
な
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き 

る
。

は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
精
神
病
院 

に
常
時
勤
務
す
る
指
定
医(

第
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ 

り
そ
の
職
務
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
第
五
十
三
条
第
一 

項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。)

を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

政
令
及
び
省
令
へ
の
委
任)

第
十
九
条
の
六
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
医
の 

指
定̂

¥
1
^

に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
政
令
で
、
第
十
八
条
第
一 

項
第
四
号
及
び
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
研
修
に
関
し
て 

必
要
な
事
項
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第

二

十

二

条

の

二

保

護

者

は

、
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
義
務 

(

第
二
十
九
条
の
三
又
は
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ 

り
退
院
す
る
者
の
引
取
り
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

を
行
う
に
当 

た
り
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
精
神
病
院
若
し
く
は
指
定
病
院 

の
管
理
者
又
は
当
該
精
神
病
院
若
し
く
は
指
定
病
院
と
関
連
す
る 

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
長
若
し
く
は
障
害
者
自
立
支
援
法 

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
業 
( 

同
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

事
業
と
み
な
さ
れ
た
事
業
を
含
む
。

以

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

事
業
」
と
い
う
。)

を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
精
神
障
害
者
の
社 

会
復
帰
の
促
進
に
関
し
、
相
談
し
、
及
び
必
要
な
援
助
を
求
め
る 

こ
と
が
で
き
る
。
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第

二

十

二

条

の

四
(

略)

2
 

精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
自
ら
入
院
し
た
精
神
障
害
者(

以
下 

「
任
意
入
院
者
」
と
い
う
。)

か
ら
退
院
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
者
を
退
院
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
 

(

略)

41
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
精

神

病

院
(

厚
生
労
働
省 

令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
も
の 

に
限
る
。)

の
管
理
者
は
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が 

あ
る
と
き
は
、
指
定
医
に
代
え
て
指
定
医
以
外
の
医
師(

医
師
法 

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号)

第
十
六
条
の
四
第
一
項
の 

規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
こ
と
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で 

定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。

以

下

「
特
定
医
師
」
と
い 

う
。)

に
任
意
入
院
者
の
診
察
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ 

の
場
合
に
お
い
て
、
診
察
の
結
果
、
当
該
任
意
入
院
者
の
医
療
及 

び
保
護
の
た
め
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は 

、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
二
時
間
を
限
り
、
そ
の
者 

を
退
院
さ
せ
な
い
こ
と
が
で
き

6|
。

引 

第
十
九
条
の
四
の
二
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
診
察
を 

行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条 

中

「指
定
医
は
、
前
条
第
一
項
」
と

あ

る

の

は

「
第
二
十
二
条
の 

四
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
医
師
は
、
同
項
」
と
、.

「
当
該
指
定 

图

の

は

一

当

該

精

定

医

師

「
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す 

る
。

61
精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を

第

二

十

二

条

の

四
(

略)

2
 

精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
自
ら

入
院
し

た

精

神

障

害

者(

以
下 

こ

の

条

に

お

い
て

「
任
意
入
院
者
」
と
い
う
。)

か
ら
退
院
の
申 

出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
を
退
院
さ
せ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

3
 

(

略)
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採
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ 

に
よ
り
、
当
該
措
置
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、

こ
れ
を
保
存
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

71
精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
第
三
項
又
は
第
四
項
後
段
の
規
定
に 

よ
る
措
置
を
採
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
任
意
入
院
者
に
対
し 

、
当
該
措
置
を
採
る
旨
、
第
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
退
院 

等
の
請
求
に
関
す
る
こ
と
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項 

を
書
面
で
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

医
療
保
護
入
院) 

第

三

十

三

条
(

略)

2
 
• 
3
 

(

略)

41
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
精
神
病
院 

(

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
都
道
府
県
知
事 

が
認
め
る
も
の
に
限
る
。)

の
管
理
者
は
、
緊

急

そ

の

他

や

劭 

得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
指
定
医
に
代
え
て
特
定
医
師
に
診 

察
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
診
察
の 

結
果
、
精
神
障
害
者
で
あ
り
、

か
つ
、
医
療
及
び
保
護
の
た
め
入 

院
の
必
要
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
当
該
精
神
障
害
の
た
め
に
第H

T
 

二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定 

さ
れ
た
と
き
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
 

本
人
の
同
意
が
な
く
て
も
、
十
二
時
間
を
限
り
、

そ
の
者
を
入
院 

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

51
第
十
九
条
の
四
の
二
の
規
定
は
、
前

項

の

規

定

炒

り

診

察

を 

行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

4
 

精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
る
場 

合
に
お
い
て
は
、
当
該
任
意
入
院
者
に
対
し
、
当
該
措
置
を
採
る 

旨
、
第
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
退
院
等
の
請
求
に
関
す
る 

こ
と
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
書
面
で
知
ら
せ
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

医
療
保
護
入
院)

第

三

十

三

条
(

略)

2
 
• 
3
 

(

略)
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中

「指
定
医
は
、
前
条
第
一
項
」
と

あ

る

の

は

「
第
二
十
二
条
の 

四
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
医
師
は
、
第
三
十
三
条
第
四
項
」
と 

、
 

「
当
該
指
定
医
」
と

あ

る

の

は

「
当
該
特
定
医
師
」
と
読
み
替 

え
る
も
の
と
す
る
。

61
精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を 

採
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

-1
ろ 

に

よ

刃

当

該

措

置
に
関
す

る
記
録
を

作
成
し
、

こ
れ
を
保
存
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

71
精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
後
段 

の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
っ
た
と
き
は
、
十
日
以
内
に
、
そ
の
者 

の
症
状
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
当
該
入
院
に
っ 

い
て
同
意
を
し
た
者
の
同
意
書
を
添
え
、
最
寄
り
の
保
健
所
長
を 

経
て
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第

三

十

三

条

の

三

精

神

病

院

の

管

理

者

は

、
第
三
十
三
条
第
一
項 

、
第
二
項
又
は
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
る
場
合
に 

お
い
て
は
、
当
該
精
神
障
害
者
に
対
し
、
当
該
入
院
措
置
を
採
る 

旨
、
第
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
退
院
等
の
請
求
に
関
す
る 

こ
と
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
書
面
で
知
ら
せ
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
入
院
措
置
を
採
っ
た
日
か
ら 

四
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
で
あ
っ
て
、
当
該
精
神
障
害
者 

の
症
状
に
照
ら
し
、
そ
の
者
の
医
療
及
び
保
護
を
図
る
上
で
支
障 

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
間
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

こ 

の
場
合
に
お
い
て
、
精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生 

労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
診
療
録
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

4
 

精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る 

措
置
を
採
っ
た
と
き
は
、
十
日
以
内
に
、
そ
の
者
の
症
状
そ
の
他 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
当
該
入
院
に
つ
い
て
同
意
を
し 

た
者
の
同
意
書
を
添
え
、
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
経
て
都
道
府
県 

知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条
の
三 

精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
第
三
十
三
条
第
一
項 

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当 

該
精
神
障
害
者
に
対
し
、
当
該
入
院
措
置
を
採
る
旨
、
第
三
十
ハ 

条
の
四
の
規
定
に
よ
る
退
院
等
の
請
求
に
関
す
る
こ
と
そ
の
他
厚 

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
書
面
で
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。
た
だ
し
、
当
該
入
院
措
置
を
採
っ
た
日
か
ら
四
週
間
を
経
過 

す
る
日
ま
で
の
間
で
あ
っ
て
、
当
該
精
神
障
害
者
の
症
状
に
照
ら 

し
、
そ
の
者
の
医
療
及
び
保
護
を
図
る
上
で
支
障
が
あ
る
と
認
め 

ら
れ
る
間
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い 

て
、
精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定 

め
る
事
項
を
診
療
録
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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(

応
急
入
院) 

第

三

十

三

条

の

四
(

略)

21
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
精
神
病 

院
の
管
理
者
は
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き 

は
、
指
定
医
に
代
え
て
特
定
医
師
に
同
項
の
医
療
及
び
保
護
の
依 

頼
が
あ
っ
た
者
の
診
察
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合 

に
お
い
て
、
診
察
の
結
果
、

そ
の
者
が
、
精
神
障
害
者
で
あ
り
、
 

か
つ
、
直
ち
に
入
院
さ
せ
な
け
れ
ば
そ
の
者
の
医
療
及
び
保
護
を 

図
る
上
で
著
し
く
支
障
が
あ
る
者
で
あ 

っ
て
当
該
精
神
障
害
の
た 

め
に
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に 

な
い
と
判
定
さ
れ
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
本 

人
の
同
意
が
な
く
て
も
、
十
二
時
間
を
限
り
、
そ
の
者
を
入
院
さ 

せ
る 
こ
と
が
で
き
る
。

31
第
十
九
条
の
四
の
二
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
診
察
を 

行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条 

中

「指
定
医
は
、
前
条
第
一
項
」
と

あ

る

の

は

「
第
一 

ー
十
二
条
の 

四
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
医
師
は
、
第
三
十
三
条
の
四
第
二
項 

」
と
、

「
当
該
指
定
医
」
と

あ

る

の

は

「当
該
特
定
医
師
」
と
読 

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

41
第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
第
二
項
後
段
の 

規
定
に
よ̂

®

a

を
採
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省 

定
め̂

T

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
措
置
に
関
す
る
記
録
を
作
成 

し
、

こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

応
急
入
院)

第

三

十

三

条

の

四
(

略)
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5
 

第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
同
項
又
は
第
二 

項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
当
該 

措
置
を
採
っ
た
理
由
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
最 

寄
り
の
保
健
所
長
を
経
て
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。

61
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
精
神
病
院
が
同 

項
の
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
た
と
き
は
、

そ
の
指
定 

を 
取
り
消
す 
こ
と
が
で
き
る
〇

71
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限 

に
属
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
精
神
病
院 

に
入
院
中
の
者
の
処
遇
を
確
保
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め 

る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
前
項
の
事
務
を
行
う
こ
と
を 

指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
三
条
の
五
第
十
九
条
の
九
第
二
項
の
規
定
は
前
条
第
六
項 

の
規
定
に
よ
る
処
分
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
第
二
十
九
条
第
三 

項
の
規
定
は
精
神
病
院
の
管
理
者
が
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
後 

阂
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(

定
期
の
報
告
等)

第

三

十

八

条

の

二
(

略)

2
 

(

略)

31
都
道
府
県
知
事
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
精
神
病 

院

の

管

理

者(

第
三
十
八
条
の
七
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項 

の

規

定

に

よ

る

創

け

た

者

で

あ

っ

て

、
当
該
命
令
を
受
け

2
 

前
項
に
規
定
す
る
精
神
病
院
の
管
理
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ 

る
措
置
を
採
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
当
該
措
置
を
採
っ
た
理
由 

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
最
寄
り
の
保
健
所
長
を 

経
て
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

31
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
精
神
病
院
が
同 

項
の
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
指
定 

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

41
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限 

に
属
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
精
神
病
院 

に
入
院
中
の
者
の
処
遇
を
確
保
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め 

る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
前
項
の
事
務
を
行
う
こ
と
を 

指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
三
条
の
五
第
十
九
条
の
九
第
二
項
の
規
定
は
前
条
第
三
項 

の
規
定
に
よ
る
処
分
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
第
二
十
九
条
第
三 

項
の
規
定
は
精
神
病
院
の
管
理
者
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る 

措
置
を
採
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(

定
期
の
報
告) 

第

三

十

八

条

の

二
(

略)

2
 

(

略)
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た
日
か
ら
起
算
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
を
経
過
し
な 

い
tl
の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
も
の
に
限
る
。)

に
対
し
「
当
該
精
神
病
院
に
入
院
中
の
任
意 

入

院

者
(

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
者
に
限
る 

〇
 
) 

の
症
状
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
報 

告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

定
期
の
報
告
等
に
よ
る
審
査)

第
三
十
八
条
の
三 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第 

T
W

の
規
定
に
よ
る
報
告
又
は
第
三
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ 

る

届

出
(

同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る 

〇
 
) 

が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
報
告
又
は
届
出
に
係
る
入
院
中
の 

者
の
症
状
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
精
神
医
療
審 

査
会
に
通
知
し
、
当
該
入
院
中
の
者
に
つ
い
て
そ
の
入
院
の
必
要 

が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
し
審
査
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2

〜4
 

(

略)

51
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
前
条
第 

三

項

の

規

定

に

よ

る

報

告
を

制

た
と

き

は

、
当
該
報
告
に
係
る 

入
院
中
の
者
の
症
状
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
精 

神
医
療
審
査
会
に
通
知
し
、
当
該
入
院
中
の
者
に
つ
い
て
そ
の
入 

院
の
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
し
審
査
を
求
め
る
こ
と
が
で
き 

る
。

61
第
一
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府 

県
知
事
が
審
査
を
求
め
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(

定
期
の
報
告
等
に
よ
る
審
査)

第
三
十
八
条
の
三 

都
道
府
県
知
事
は
、
劇

の

規

定

に

よ

る

報

告 

又
は
第
三
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出(

同
条
第
一
項
の 

規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

が
あ
っ
た
と
き
は
、
 

当
該
報
告
又
は
届
出
に
係
る
入
院
中
の
者
の
症
状
そ
の
他
厚
生
労 

働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
精
神
医
療
審
査
会
に
通
知
し
、
当
該
入 

院
中
の
者
に
つ
い
て
そ
の
入
院
の
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
し 

審
査
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

〜4
 

(

略)
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(

報
告
徴
収
等) 

第

三

十

八

条

の

六
(

略)

2
 

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め 

る
と
き
は
、
精
神
病
院
の
管
理
者
、
精
神
病
院
に
入
院
中
の
者
又 

は
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ 

る
入
院
に
つ
い
て
同
意
を
し
た
者
に
対
し
、

こ
の
法
律
に
よ
る
入 

院
に
必
要
な
手
続
に
関
し
、
報
告
を
求
め
、

又
は
帳
簿
書
類
の
提 

出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 

(

略)

(

改
善
命
令
等) 

第

三

十

八

条

の

七
(

略)

2
 

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め 

る
と
き
は
、
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て 

い
る
者
又
は
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
若 

し
く
は
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ 

り
入
院
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
の
指
定
す
る
二
人
以
上
の
指
定
医 

に
診
察
さ
せ
、
各
指
定
医
の
診
察
の
結
果
が
そ
の
入
院
を
継
続
す 

る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
一
致
し
な
い
場
合
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
入 

院
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
て 

行
わ
れ
た
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
者
が
入
院
し
て
い
る
精
神
病
院 

の
管
理
者
に
対
し
、
そ
の
者
を
退
院
さ
せ
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と 

が
で
き
る
。

3
 

都

道

事

は

、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合 

に
お
い
て
、
そ
の
命
令
を
受
け
た
精
神
病
院
の
管
理
者
が
こ
れ
に

(

報
告
徴
収
等) 

第

三

十

八

条

の

六
(

略)

2
 

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め 

る
と
き
は
、
精
神
病
院
の
管
理
者
、
精
神
病
院
に
入
院
中
の
者
又 

は
第
三
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
一 

ー
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
に 

つ
い
て
同
意
を
し
た
者
に
対
し
、

こ
の
法
律
に
よ
る
入
院
に
必
要 

な
手
続
に
関
し
、
報
告
を
求
め
、

又
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く 

は
提
示
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 

(

略)

(

改
善
命
令
等) 

第

三

十

八

条

の

七
(

略)

2
 

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、

必
要
が
あ
る
と
認
め 

る
と
き
は
、
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て 

い
る
者
又
は
第
三
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第 

三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
た
者
に
つ
い
て
、
 

そ
の
指
定
す
る
二
人
以
上
の
指
定
医
に
診
察
さ
せ
、
各
指
定
医
の 

診
察
の
結
果
が
そ
の
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
一
致 

し
な
い
場
合
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
入
院
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ 

の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、

こ
れ 

ら
の
者
が
入
院
し
て
い
る
精
神
病
院
の
管
理
者
に
対
し
、

そ
の
者 

を
退
院
さ
せ
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
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従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

41
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
精
神
病
院
の
管
理
者 

が
第
一
項
又
は
第
一 

ー
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は 

、
当
該
精
神
病
院
の
管
理
者
に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
第
二
十
二 

条
の
四
第
一
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
並 

び
に
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
及
び
第
一 

ー
項
の
規
定
に
よ
る
精
神 

障
害
者
の
入
院
に
係
る
医
療
の
提
供
の
全
部
又
は
一
部
を
制
限
す 

る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

引 

府

辔

事

为

前

き

規

よ

制

令

を

し

た

場

合

に
 

お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

相
談
指
導
等) 

第

四

十

七

条
(

略)

2
 

(

略)

3
 

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
保
健
所
は
、
精
神
障
害
者
の
福 

祉
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
福
祉
事
務 

所
(

社

会

福

祉

法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

に
定
め 

る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。)

そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関 

と
の
連
携
を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
 
- 
5
 

(

略)

(

事
業
の
利
用
の
調
整
等)

第

四

十

九

条

市

町

村

は

、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を 

受
け
た
精
神
障
害
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
精
神
障

3
 

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
精
神
病
院
の
管
理
者 

が
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
精
神 

病
院
の
管
理
者
に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
第
二
十
二
条
の
四
第
一 

項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
三
条
の
四 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
精
神
障
害
者
の
入
院
に
係
る
医
療
の
提
供 

の
全
部
又
は
一
部
を
制
限
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

相
談
指
導
等) 

第

四

十

七

条
(

略)

2
 

(

略)

3
 

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
—
及
び
保
健
所
は
、
精
神
障
害
者
の
福 

祉
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
福
祉
事
務 

所
(

社

会

福

祉

法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

に
定
め 

る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
第
五
十
条
の
二
第
六
項
に
お 

い
て
同
じ
。)

そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
を
図
る
よ
う 

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
 
• 
5
 

(

略)

(

施
設
及
び
事
業
の
利
用
の
調
整
等)

第

四

十

九

条

市

町

村

は

、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を 

受
け
た
精
神
障
害
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
精
神
障

-243



害
者
の
希
望
、
精
神
障
害
の
状
態
、
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自
立 

と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
の
た
め
に
必
要
な
指
導
及
び 

訓
練
そ
の
他
の
援
助
の
内
容
等
を
勘
案
し
、
当
該
精
神
障
害
者
が 

最
も
適
切
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
詡
精
神
障
害
者
社
会
適 

応

訓

練

事

業(

以

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
」
と
い
う
。
 

) 

の
利
用
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
を
行
う 

も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
当
該
事
務
を 

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
相
談
支
援
事 

業
を
行
う
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 
.
市
町
村
は
、
前
項
の
助
言
を
受
け
た
精
神
障
害
者
か
ら
求
め
が 

あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業 

等
の
利
用
に
つ
い
て
あ
っ
せ
ん
又
は
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、

必 

要
に
応
じ
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
を
行
う
者
に
対
し
、
 

当
該
精
神
障
害
者
の
利
用
の
要
請
を
行
う
も
の
と
す
る
。

3
 

(

略)

4
 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
を
行
う
者
は
、
第
二
項
の
あ
っ
せ 

ん
、
調
整
及
び
要
請
に
対
し
、

で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。

害
者
の
希
望
、
精
神
障
害
の
状
態
、
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自
立 

と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
の
た
め
に
必
要
な
指
導
及
び 

訓
練
そ
の
他
の
援
助
の
内
容
等
を
勘
案
し
、
当
該
精
神
障
害
者
が 

最
も
適
切
な
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ 

ス
事
業
若
し
く
は
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業(

以

下

「障 

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
」
と
い
う
。)

の
利
用
が
で
き
る
よ
う 

、
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合 

に
お
い
て
、-
市
町
村
は
、
当
該
事
務
を
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支 

援
セ
ン
タ
ー
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

市
町
村
は
、
前
項
の
助
言
を
受
け
た
精
神
障
害
者
か
ら
求
め
が 

あ
っ
た
場
合
に
は
、

必
要
に
応
じ
て
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施

•

設
の
利
用
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
利
用
に
つ
い
て
あ 

っ
せ
ん
又
は
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
 

害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等 

を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
精
神
障
害
者
の
利
用
に
つ
い
て
の
要
請 

を
行
う
も
の
と
す
る
。

3
 

(

略)

4
 

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ 

ス
事
業
等
を
行
う
者
は
、
第
二
項
の
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び
要
請 

に
対
し
、

で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

三

節

施

設

及

び

事

業

(

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
等) 

第

五

十

条

都

道

府

県

は

、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
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自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
精
神
障 

害
者
社
会
復
帰
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
市
町
村
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
者
は
、
精
神
障
害
者
の
社 

会
復
帰
の
促
進
及
び
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を 

図
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か 

じ
め
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け 

出
て
、
精
神
障
聲
社
会
復
帰
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

3
 

前

項

の

規

定

灯

る

を

し

た

者

は

、
そ
の
届
け
出
た
事
項 

に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
変
更
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
そ
の 

該
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

41
市
町
村
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
者
は
、
精
神
障
害
者
社
会 

復
帰
施
設
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら 

か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届 

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
種
類) 

第
五
十
条
の
二 

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
種
類
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

H

精
神
障
害
者
生
活
訓
練
施
設 

コ
精
神
障
害
者
授
産
施
設 

ヨ 

精
神
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム 

EI
精
神
障
害
者
福
祉
工
場 

囲

ml
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

21
精
神
障
害
者
生
活
訓
練
施
設
は
、
精
神
障
害
の
た
め
家
庭
に
お
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い
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
精
神
障
害
者
が
日
常
生 

活
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、—
低
額
な
料
金
で
、
居
室 

そ
の
他
の
設
備
を
利
用
さ
せ
、
必
要
な
訓
練
及
び
指
導
を
行
う
こ 

と
に
よ
り
・
 

そ
の
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と 

す
る
施
設
と
す
る
。

引

精
神
障
害
者
授
産
施
設
は
、
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
精
神 

障
害
者
が
自
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
低
額
な
料
金
で
、
 

必
要
な
訓
練
を
行
い
、
及
び
職
業
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の 

者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す 

る
。

41
精
神
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
は
、
現
に
住
居
を
求
め
て
い
る
精
神 

障
害
者
に
対
し
、
低
額
な
料
金
で
、
居
室
そ
の
他
の
設
備
を
利
用 

さ
せ
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と 

に
よ
り
、
そ
の
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自
立
の
促
進
を
図
る 

こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

51
精
神
障
害
者
福
祉
工
場
は
、
通
常
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
こ 

と
が
困
難
な
精
神
障
害
者
を
雇
用
し
、
及
び
社
会
生
活
へ
の
適
応 

の
た
め
に
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
者
の
社
会
復 

帰
の
促
進
及
び
社
会
経
済
活
動
へ 

の
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を 

目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

61
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
精
神
保
健 

及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
精
神 

障
害
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
と 

と
も
に
、
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
言
を
行
い
、
併 

せ
て
保
健
所
、
福
祉
事
務
所
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
等
と
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の
連
絡
調
整
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
を
総
合
的
に 

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

(

秘
密
保
持
義
務)

第
五
十
条
の
二
の
二 

精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職 

員
は
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の
身
上
に 

関
す
る
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

施
設
の
基
準)

第
五
十
条
の
二
の
三 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰 

施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。

21
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
は
、
前
項
の
基
準
を
遵 

守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

報
告
の
徴
収
等)

第
五
十
条
の
二
の
四
都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
基
準
を 

維
持
す
る
た
め
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
長
に
対
し
て
、
 

必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は8

，
職
員
に
、
厨

係 

者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
設 

備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
も
こ
と
が
で
き
る
。
 

21
第
十
九
条
の
六
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項 

の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
ら
。
こ
の
場
合
に
お 

い
て
、■

同
条
第
二
項
中
「前
項
」
と
あ
み
の
は
「第
五
十
条
の
二 

の
四
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中 

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
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第
五
十
条
の
二
の
四
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(

精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業) 

第
五
十
条 

都
道
府
県
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
及
び 

社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
精
神
障
害
者
社 

会
適
応
訓
練
事
業(

通
常
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難 

な
精
神
障
害
者
を
精
神
障
害
者
の
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促 

進
に
熱
意
の
あ
る
者
に
委
託
し
て
、
職
業
を
与
え
る
と
と
も
に
、
 

社
会
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行
う
事
業
を
い 

う
。
以
下
同
じ
。)

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(

国
の
補
助)

第
五
十
一
条 

国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
に
対 

し
、
都
道
府
県
が
行
う
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業
に
要
す 

る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

事
業
の
停
止
等)

第
五
十
条
の
二
の
五 

都
道
府
県
知
事
は
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰 

施
設
の
設
置
者
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し 

く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
当 

該
施
設
が
第
五
十
条
の
二
の
三
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
な
く
な 

っ
た
と
き
は.
、
そ
の
設
置
者
に
対
し
て
、
そ
の
施
設
の
設
備
若
し 

く
は
運
営
の
改
善
又
は
そ
の
事
業
の
停
止
若
し
く
は
廃
止
を
命
ず 

る
こ
と
が
で
き
る
。

(

精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業) 

第
五
十
条
の
三 

都
道
府
県
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進 

及
び
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
精
神
障
害 

者
社
会
適
応
訓
練
事
業(

通
常
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が 

困
難
な
精
神
障
害
者
を
精
神
障
害
者
の
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加 

の
促
進
に
熱
意
の
あ
る
者
に
委
託
し
て
、
職
業
を
与
え
る
と
と
も 

に
、
社
会
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行
う
事
業
を 

い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
補
助)

第
五
十
一
条 

都
道
府
県
は
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置 

者
に
対
し
、
当
該
施
設
の
設
置
及
び
運
営
に
要
す
る
費
用
の
一
部 

を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
国
，は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
に
対
し
、
次
倚



(

セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力) 

第
五
十
一
条
の
四 

精
神
病
院
そ
の
他
の
精
神
障
害
の
医
療
を
提
供 

す
る
施
設
の
設
置
者
及
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
を
行
う
者 

は
、
セ
ン
タ
ー
の
求
め
に
応
じ
、
セ
ン
タ
ー
が
前
条
第
二
号
及
び 

第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
 

セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た 

め
の
訓
練
及
び
指
導
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料
そ
の
他
の
必
要
な 

情
報
又
は
資
料
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
提
供
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

掲
げ
る
費
用
の
「
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る1

 

H
 

都
道
府
県
が
設
置
す
る
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置 

却
運
営
に
要
す
る
費
用

コ
都
道
府
県
が
行
う
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業
に
要
す 

る
費
用

ヨ
前
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
に
要
し
た
費
用

(

セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力)

第
五
十
一
条
の
四 

精
神
病
院
そ
の
他
の
精
神
障
害
の
医
療
を
提
供 

す
る
施
設
の
設
置
者
、
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
及 

び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
を
行
う
者
は
、
セ
ン
タ
ー
の
求
め 

に
応
じ
、
セ
ン
タ
ー
が
前
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務 

を
行
う
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
精 

神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た
め
の
訓
練
及
び
指
導
に 

関
す
る
情
報
又
は
資
料
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
又
は
資
料
で
厚
生 

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

緊
急
時
に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
の
事
務
執
行) 

第
五
十
一
条
の
十
三 

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
に
つ
い
て
、
第 

五
十
条
の
二
の
四
及
び
第
五
十
条
の
二
の
五
の
規
定
に
よ
り
都
道 

府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
こ
の 

施
設
を
利
用
す
る
者
の
利
益
を
保
護
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と 

厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は' 

厚
生
労
働
大
臣
又 

は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は 

、
こ
の
法
律
の
規
定
中
都
道
府
県
知
事
に
関
す
る
規
定(

当
該
事
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第
五
十
一
条
の
十
四
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権 

限
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
局 

長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
支
局
長
に 

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
項
及
び
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
及
び
第
六
項 

並
び
に
第
六
章
を
除
く
。) 

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す 

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第 

一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務(

次
項
及
び
第
三
項
に 

お

い

て

「第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。)

と
す
る
。

2
 • 3
 

(

略)

(

権
限
の
委
任)

第
五
十
一
条
の
十
三 

こ
の
法
律(

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
、
第 

十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の
七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十 

九
条
の
九
第
一
項
、
同
条
第
二
項(

第
三
十
三
条
の
五
に
お
い
て 

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第

(

事
務
の
区
分)

第
五
十
一
条
の
十
五
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権 

限
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
局 

長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 

前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
支
局
長
に 

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
項
及
び
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項 

並
び
に
第
六
章
を
除
く
。)

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す 

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第 

一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務(

次
項
及
び
第
三
項
に 

お

い

て

「第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。)

と
す
る
。

2
 • 3
 

(

略)

(

権
限
の
委
任)

第
五
十
一
条
の
十
四 

こ
の
法
律(

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
、
第 

十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の
七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十 

九
条
の
九
第
一
項
、
同
条
第
二
項(

第
三
十
三
条
の
五
に
お
い
て 

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第

が
当
該
事
務
を
行
う
と
き
は
、
相
互
に
密
接
な
連
携
の
下
に
行
う 

も
の
と
す
る
。

(

事
務
の
区
分)

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
関
す
る
規
定 

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

2
 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
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(

経
過
措
置)

第
五
十
一
条
の
十
五 

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
命
令
を
制
定
し 

、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
命
令
で
、
そ
の
制
定 

又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い 

て
、
所
要
の
経
過
措
置(

罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。)

を 

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

五

十

二

条
(

略)

ー

〜

三
(

略)

四
第
三
十
八
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た 

者

第
五
十
三
条 

精
神
病
院
の
管
理
者
、
指
定
医
、
地
方
精
神
保
健
福 

祉
審
議
会
の
委
員
、
精
神
医
療
審
査
会
の
委
員
、
第
二
十
二
条
の 

四
第
四
項
、
第
三
十
三
条
第
四
項
若
し
く
は
第
三
十
三
条
の
四
第 

二
項
の
規
定
に
よ
り
診
察
を
行
っ
た
特
定
医
師
若
し
く
は
第
四
十 

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
等
が
指
定
し
た
医
師 

又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
が
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く 

職
務
の
執
行
に
関
し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
正
当
な
理
由
が
な 

く
漏
ら
し
た
と
き
は
、

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰 

金
に
処
す
る
。

2
 

(

略)

(

経
過
措
置)

第
五
十
一
条
の
十
六 

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
命
令
を
制
定
し 

、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
命
令
で
、
そ
の
制
定 

又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い 

て
、
所
要
の
経
過
措
置(

罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。)

を 

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

五

十

二

条
(

略)

ー

〜

三
(

略)

四
第
三
十
八
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た 

者

第
五
十
三
条
精
神
病
院
の
管
理
者
、
指
定
医
、
地
方
精
神
保
健
福 

祉
審
議
会
の
委
員
、
精
神
医
療
審
査
会
の
委
員
若
し
く
は
第
四
十 

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
等
が
指
定
し
た
医
師 

又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
が
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く 

職
務
の
執
行
に
関
し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
正
当
な
理
由
が
な 

く
漏
ら
し
た
と
き
は
、

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰 

金
に
処
す
る
。

2
 

(

略)
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し
て
も
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対

て
第
五
十
二
条
、
第
五
十
四
条
第
一
号
又
は
前
条
の
違
反
行
為
を

使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し

第
五
十
六
条
・
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、

五

〜

ハ
(

略)

規
定
に
よ
る
出
頭
を
せ
ず
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
審 

問
に
対
し
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚 

偽
の
答
弁
を
し
た
者

し
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
診
察
を
妨
げ
、
又
は
同
項
の

よ
る
報
告
若
し
く
は
提
出
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を

る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)

の
規
定
に

四 

第
三
十
八
条
の
三
第
三
項(

同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

丄

第

五

十

五

条
(

略)

一
 
•

二

(

略) 

一

第

五

十

四

条
(

略)

法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の

て
第
五
十
二
条
、
第
五
十
四
条
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
前

使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し

第
五
十
六
条
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、

五

〜

ハ
(

略)

な
く
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
審
問
に
対
し
て
、
正
当
な
理
由
が

る
診
察
を
妨
げ
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
出
頭
を
せ
ず
、
若

出
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
同
項
の
規
定
に
よ

四
第
三
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
提

丄

'—

第

五

十

五

条
(

略)

が
行
う
第
五
十
条
の
二
の
五
に
規
定
す
る
停
止
又
は
廃
止
の
命 

令
に
違
反
し
た
者

四 

第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣

に
違
反
し
た
者

三 

第
五
十
条
の
二
の
五
の
規
定
に
よ
る
停
止
又
は
廃
止
の
命
令

一
 
•

二

(

略)

第

五

十

四

条
(

略)
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第

五

十

七

条
(

略)

ー
 

第
十
九
条
の
四
の
二(

第
二
十
二
条
の
四
第
五
項
、
第
三
十 

三
条
第
五
項
及
び
第
三
十
三
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す 

る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
違
反
し
た
者 

二

〜

四
(

略)

五
第
二
十
二
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

六 

第
三
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

七
第
三
十
三
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

八

(

略)

附 

則

1
-
2
 

(

略)

第

五

十

七

条
(

略)

ー
 

第
十
九
条
の
四
の
二
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

〜

四
(

略)

五 

第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

六
第
三
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

七
第
三
十
三
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

八

(

略)

附 

則

1
-
2
 

(

略)

(

国
の
無
利
子
貸
付
け
等)

31
国
は
、
当
分
の
間
、
都
道
府
県
に
対
し
、
第
十
九
条
の
十
第
一 

項
の
規
定
に
よ
り
国
が
そ
の
経
費
に
つ
い
て
補
助
す
る
精
神
病
院 

及
び
精
神
病
院
以
外
の
病
院
に
設
け
る
精
神
病
室
の
設
置
で
日
本 

電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資 

本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法(

昭
和
六
十
二
年
法
律 

第
八
十
六
号
。
以

下

「社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
 

)

第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
に
要
す
る
費
用
に
充 

て
る
資
金
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
第
十
九
条
の 

十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
補
助
す
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額 

を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

41
国
は
、
当
分
の
間
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
に
対
し
、
第 

十
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
そ
の
経
費
に
つ
い
て
補
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助
す
る
こ
と
が
で
き
る
精
神
病
院
及
び
精
神
病
院
以
外
の
病
院
に 

設
け
る
精
神
病
室
の
設
置
で
社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条 

第
一
項
第
一 

ー
号
に
該
当
す
勺
の
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金 

に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
第
十
九
条
の
十
第
二
項 

の
規
定
に
よ
り
国
が
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
に
相
当
す
る 

金
額
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

51
国
は
、
当
分
の
間
、
都
道
府
県(

第
五
十
一
条
の
十
二
の
規
定 

に
よ
り
、
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
第
五
十
条 

第
一
項
又
は
第
五
十
一
条
第
一
項
の
事
務
を
指
定
都
市
が
処
理
す 

る
場
合
に
あ 

っ
て
は"

当
該
指
定
都
市
を
含
む
。
常

こ

〇
^
£
 

お
い
て
同
じ
。)

に
対
し
、
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り 

国
が
そ
の
費
用
に
つ
い
て
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
精
神
障
害
者 

社
会
復
帰
施
設
の
設
置
で
社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第 

一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
山
に
・
、
書

都
^
^

県̂

^

〇  

行
う

場
合
に
あ
っ
て

は

そ

の

要
す

别

用

る

創

金

の!

S

 

を
、
都
道
府
県
以
外
の
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
が 

行
う
場
合3

1

っ
て
は
当
該
設
置
者
に
対
し
当
該
都
道
府
県
が
補 

助
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い 

て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

61
国
は
、
当
分
の
間
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
に
対
し
、
精
神 

障
害
者
社
会
復
帰
施
設(

第
五
十
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定 

す
る
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
以
下
こ
の 

項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
お
い
て
精
神
障
害
者
と
地
域
住
民
と
の 

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
設
備
の
設
置
で
社
会
資
本
整 

•

備
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
き

-254



、
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
が
自
ら
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は 

そ
の
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
都
道
府
県
及
び
指 

定
都
市
以
外
の
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
の
設
置
者
が
行
う
場 

合
に
あ
っ
て
は
当
該
設
置
者
に
対
し
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都 

市
が
補
助
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲
内 

に
お
い
て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

71
国
は
、
当
分
の
間
、
都
道
府
県
に
対
し
、
精
神
障
害
者
の
発
生 

の
予
防
そ
の
他
国
民
の
精
神
保
健
の
向
上
の
た
め
の
施
設
の
整
備 

で
社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す 

る
も
の
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を' 

予
算
の
範
囲 

内
に
お
い
て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

81
附
則
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
は
、
 

五

年
(

二
年
以
内
の
据
置
期
間
を
含
む
。)

以
内
で
政
令
で
定
め 

る
期
間
と
す
る
。

91
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で 

の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
方
法
、
償
還
期
限
の
繰
上
げ
そ
の 

他
償
還
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

101
国
は
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
に
対
し
貸
付
け 

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
貸
付
け
の
対
象
で
あ
る
事
業
に
係
る 

第
十
九
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
 

当
該
貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
金
に
相 

当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

111
国
は
、
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法 

人
に
対
し
貸
付
け
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
貸
付
け
の
対
象
で 

あ
る
事
業
に
つ
い
て
、
第
十
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
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該
貸
付
金
に
相
当
す
る
金
額
の
補
助
を
行
う
も
の
と
し
、
当
該
補 

助
に
つ
い
て
は
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付 

金
の
償
還
金
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も 

の
と
す
る
。

121
国
は
、
附
則
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
都
道
府 

戛
は
指
定
都
市
に
対
し
貸
付
け
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
貸 

簡

の

対

あ

る

事

業

に

つ

い

て

・

、
当
該
貸
付
金
に
相
当
す
る 

金
額
の
補
助
を
行
う
も
の
と
し
、
当
該
補
助
に
つ
い
て
は
、
当
該 

貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
金
に
相
当
す 

る
金
額
を
交
付
す
る 
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

131
都
道
府
県
、
指
定
都
市
又
は
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
が
、
 

附
則
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
た 

•

無
利
子
貸
付
金
に
つ
い
て
、
附
則
第
八
項
及
び
第
九
項
の
規
定
に 

基
づ
き
定
め
ら
れ
る
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
を
行
っ
た
場 

合
(

政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。) 

に
お
け
る
前
三
項
の
規
定 

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
償
還
は
、
当
該
償
還
期
限
の
到
来
時 

に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
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〇
知
的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

新
旧
対
照
表(

平
成
十
八
年
一
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
五
十
四
条
関
係) 

(
傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

改 

正 

案

現 

行

目
次第

一
章•

第

二

章
(

略)

第

三

章
(

略) 

第

一

節
(

略)

第
二
節
施
設
訓
練
等
支
援
費

第

一

款
(

略)

第
二
款
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等(

第
十
五
条
の
十

七
—
第
十
五
条
の
三
十
一)

第
三
節 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
所
等
の
措
置(

第
十 

五
条
の
三
十
二
—
第
十
七
条
の
二)

第

四

章

〜

第

六

章
(

略)

附
則

(

こ
の
法
律
の
目
的)

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律

目
次第

一
章•

第

二

章
(

略)

第

三

章
(

略)

第

一

節
(

略)

第
二
節
居
宅
生
活
支
援
費
及
び
施
設
訓
練
等
支
援
費

第

一

款
(

略)

第
二
款
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
及
び
指
定
知
的
障
害
者
更 

生

施

設

等(

第
十
五
条
の
十
七
—
第
十
五
条
の
三 

十
一)

第
三
節 

居
宅
介
護
、
施
設
入
所
等
の
措
置(

第
十
五
条
の
三 

十
二
——
第
十
七
条
の
二)

第

四

章

〜

第

六

章
(

略)

附
則

(

こ
の
法
律
の
目
的)

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
知
的
障
害
者
の
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
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第 

号)

と
相
ま
っ
て
、
知
的
障
害
者
の
自
立
と
社
会
経
済 

活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
知
的
障
害
者
を
援
助
す
る
と 

と
も
に
必
要
な
保
護
を
行
い
、
も
っ
て
知
的
障
害
者
の
福
祉
を
図 

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

定
義)

第
四
条

の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
知
的
障
害
者
を
援
助
す
る
と
と
も
に 

必
要
な
保
護
を
行
い
、
も
っ
て
知
的
障
害
者
の
福
祉
を
図
る
こ
と 

を
目
的
と
す
る
。

(

定
義)

第
四
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
居
宅
支
援
」
と
は 

、
知
的
障
害
者
居
宅
介
護
、
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
知
的 

障
害
者
短
期
入
所
及
び
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
を
い
う
。
 

刃 

こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
居
宅
介
護
」
と
は
、
十 

八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
で
あ
っ
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障 

が
あ
る
も
の
に
つ
き
、
居
宅
に
お
い
て
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
っ 

、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
便
宜 

で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

31
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
デ
ィ
サ̂

^

」
と
は 

、
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う
者
に
つ
き 

、
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令 

で
定
め
る
施
設
に
通
わ
せ
、
手
芸
、
工
作
そ
の
他
の
創
作
的
活
動 

、
社
会
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、
介
護
方
法
の
指 

導
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
を
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い
う
。

41
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
短
期
入
所
」
と
は
、
介 

護
を
行
う
者
の
疾
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
居
宅
に
お
い
て
介
護 

を
受
け
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
十
八
歳
以
上
の
知
的 

障
害
者
に
つ
き
、
知
的
障
害
者
更
生
施
設
、
知
的
障
害
者
授
産
施 

設
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
短
期
間
の
入
所
を 

さ
せ
、
必
要
な
保
護
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

51
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
」
と
は 

、
地
域
に
お
い
て
共
同
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
な
い
知
的
障
害 

者
に
つ
き
、
こ
れ
ら
の
者
が
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居
に
お
い 

て
食
事
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行
う
こ 

と
を
い
う5

创
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
」
 

と
は
、
知
的
障
害
者
居
宅
介
護
等
事
業
、
知
的
障
害
者
デ
ィ
サ
ー 

ビ
ス
事
業
、
知
的
障
害
者
短
期
入
所
事
業
及
び
知
的
障
害
者
地
域 

生
活
援
助
事
業
を
い
う
。

71
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
居
宅
介
護
等
事
業
」
と 

は
、
知
的
障
害
者
居
宅
介
護
に
係
る
第
十
五
条
の
五
第
一
項
の
居 

宅
生
活
支
援
費
の
支
給
若
し
く
は
第
十
五
条
の
七
第
一
項
の
特
例 

W
W

活
支
援
費
の
支
給
に
係
る
者
又
は
第
十
五
条
の
三
十
二
第
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一
項
の
措
置
に
係
る
者
に
つ
き
、
知
的
障
害
者
居
宅
介
護
を
提
供 

す
る
事
業
を
い
う
。

81
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
 

と
は
、
知
的
障
害
者
デG

サ/

 

も

・

条

の

五

第
 

一
 

項
の
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
若
し
く
は
第
十
五
条
の
七
第
一
項 

の
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
に
係
る
者
又
は
第
十
五
条
の
三 

十
二
第
一
項
の
捋
置
卸
る
<|(

そ
の
者
剳
に
介
護
す
る
者
を 

含
む
。)

に
つ
き
、
第
三
項
勘
生
労
働
爲
で
定
め
る
施
設
に
，
 

通
わ
せ
、
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
を
い 

う
。

91
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
短
期
入
所
事
業
」
と
は 

、
知
的
障
害
者
短
期
入
所
に
係
る
第
十
五
条
の
五
第
一
項
の
居
宅 

生
活
支
援
費
の
支
給
若
し
く
は
第
十
五
条
の
七
第
一
項
の
特
例
居 

宅
生
活
支
援
費
の
支
給
に
係
る
者
又
は
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一 

項
の
措
置
に
係
る
者
に
つ
き
、
知
的
障
害
者
短
期
入
所
を
提
供
す 

る
事
業
を
い
う
。

101
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事
業
」
 

と
は
、
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
に
係
る
第
十
五
条
の
五
第
一 

項
の
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
若
し
く
は
第
十
五
条
の
七
第
一
項 

の
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
に
係
る
者
又
は
第
十
五
条
の
三
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居
住
地
の
市
町
村
が
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
的
障
害
者 

ー

者
に
対
す
る
市
町
村
に
よ
る
更
生
援
護
は
、
そ
の
知
的
障
害
者
の

第
九
条
こ
の
法
律
に
定
め
る
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う

み
な
さ
れ
た
事
業
を
含
む
。
以

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
 

と
い
う
。)

を
行
う
者
、
知
的
障
害
者
援
護
施
設
、
医
療
機
関
等 

と
の
連
絡
及
び
調
整
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
を 

総
合
的
に
行
う
事
業
を
い
う
。

(

更
生
援
護
の
実
施
者)

則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業(

同
法
附

町

村
(
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

、
障
害
者
自
立
支
援
法

こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
相
談
支
援
事
業
」
と
は 

、
地
域
の
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
 

主
と
し
て
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
十
八
歳
以
上
の
知
的 

障
害
者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な 

情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
第
十
一
条
第
二
項
の 

規
定
に
よ
る
相
談
及
び
指
導
を
行
い
、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
者
と
市

地
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
知
的
障
害
者
の
居
住
地
の
市
町
村
が

者
に
対
す
る
市
町
村
に
よ
る
更
生
援
護
は
、
知
的
障
害
者
が
居
住

第
九
条
こ
の
法
律
に
定
め
る
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う

町
村
、
知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
、
知
的
障
害 

者
援
護
施
設
、
医
療
機
関
等
と
の
連
絡
及
び
調
整
そ
の
他
の
厚
生 

労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
を
総
合
的
に
行
う
事
業
を
い
う
。

--

(

更
生
援
護
の
実
施
者)

十
二
第
一
項
の
措
置
に
係
る
者
に
つ
き
、
知
的
障
害
者
地
域
生
活 

援
助
を
提
供
す
る
事
業
を
い
う
。

111
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
相
談
支
援
事
業
」
と
は 

、
地
域
の
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
 

主
と
し
て
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
十
八
歳
以
上
の
知
的 

障
害
者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な 

情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
第
十
一
条
第
二
項
の 

規
定
に
よ
る
相
談
及
び
指
導
を
行
い
、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
者
と
市
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生
援
護
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
定
施
設
へ
の
入
居
又 

は
入
所
の
前
に
居
住
地
を
有
し
な
い
か
、
又
は
明
ら
か
で
な
か
っ 

た
特
定
施
設
入
所
知
的
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
入
居
又
は
入
所
の 

前
に
お
け
る
そ
の
者
の
所
在
地(

継
続
入
所
知
的
障
害
者
に
つ
い 

て
は
、
最
初
に
入
居
又
は
入
所
を
し
た
特
定
施
設
へ
の
入
居
又
は 

入
所
の
前
に
有
し
た
所
在
地)

の
市
町
村
が
、
こ
の
法
律
に
定
め 

る
更
生
援
護
を
行
う
も
の
と
す
る
。

3
 • 4 
(

略)

5
 

市

町

村

長(

特
別
区
の
区
長
を
亠
お
。
切
下
風
じ
。
—
)

は
、
十 

八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
に
つ
き
第
三
項
第
三
号
の
業
務
を
行
う 

に
当
た
っ
て
、
特
に
医
学
的
、
心
理
学
的
及
び
職
能
的
判
定
を
必 

要
と
す
る
場
合
に
は
、
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
の
判
定
を
求
め 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

知
的
障
害
者
更
生
相
談
所)

第

十

二

条
(

略)

2

知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
は
、
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
 

主
と
し
て
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務(

第
十
六
条
第
一 

項
第
二
号
の
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

並
び
に
前
条
第
一
項 

第
二
号□

及
び
ハ
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法
第

3 - 4 

(

略)

5 

市
町
村
長
は
、
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
に
つ
き
第
三
項
第 

三
号
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
特
に
医
学
的
、
心
理
学
的
及 

び
職
能
的
判
定
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
知
的
障
害
者
更
生
相 

談
所
の
判
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

知
的
障
害
者
更
生
相
談
所)

第

十

二

条
(

略)

2

知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
は
、
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
 

主
と
し
て
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務(

第
十
六
条
第
一 

項
第
二
号
の
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

並
び
に
前
条
第
一
項 

第
二
号□

及
び
ハ
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規 

定
す
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

3
.
4 

(

略)

(
支
援
体
制
の
整
備
等)

第
十
五
条
の
三
市
町
村
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
更
生
援
護/

 

害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
自
立
支
援
給
付
そ
の
他
地
域
の 

実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
積
極
的
に
提
供
さ 

れ
、
知
的
障
害
者
が
、
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境 

等
に
応
じ
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
た
め 

に
最
も
適
切
な
支
援
が
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
サ 

—
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
に
参
画
す
る
者
の
活
動
の
連 

携
及
び
調
整
を
図
る
等
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制
の
整
備
に
努 

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 
(

略)

(

利
用
の
調
整
等)

第
十
五
条
の
四
市
町
村
は
、
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
か
ら
求 

め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
そ
の
他
の
事
業 

又
は
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
あ
っ
せ
ん
又
は
調

3 - 4 
(

略)

(
支
援
体
制
の
整
備
等)

第
十
五
条
の
三
市
町
村
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
更
生
援
護
そ
の 

他
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
積
極
的 

に
提
供
さ
れ
、
知
的
障
害
者
が
、
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て 

い
る
環
境
等
に
応
じ
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を 

営
む
た
め
に
最
も
適
切
な
支
援
が
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に 

、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
文
は
こ
れ
ら
に
参
画
す
る
者
の 

活
動
の
連
携
及
び
調
整
を
図
る
等
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制
の 

整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 
(

略)

(

利
用
の
調
整
等)

第
十
五
条
の
四
市
町
村
は
、
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
か
ら
求 

め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
そ
の
他 

の
事
業
又
は
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
あ
っ
せ
ん
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第
十
五
条
の
五
か
ら
第
十
五
条
の
十
ま
で
削
除

第
二
節
施
設
訓
練
等
支
援
費

2 

障
害
福
祉
サ
—
ビ
ス
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
及
び
知
的 

障
害
者
援
護
施
設
の
設
置
者
は
、
前
項
の
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び 

要
請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

整
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事 

黛
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
又
は
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
設
置 

者
に
対
し
、
当
該
知
的
障
害
者
の
利
用
に
つ
い
て
の
要
請
を
行
う 

も
の
と
す
る
。

い
う
。)

を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害
者 

ー

定
に
係
る
知
的
障
害
者
居
宅
支
援(

以

下

「指
定
居
宅
支
援
」
と

用
の
申
込
み
を
行
い
、
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
か
ら
当
該
指

居
宅
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。)

に
知
的
障
害
者
居
宅
支
援
の
利

)

内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
者(

以

下

「指
定

同
項
第
一
号
の
期
間(

以

下

「居
宅
支
給
決
定
期
間
」
と
い
う
。

決
定
知
的
障
害
者
が
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

第
十
五
条
の
五
市
町
村
は
、
次
条
第
五
項
に
規
定
す
る
居
宅
支
給

第
二
節
居
宅
生
活
支
援
費
及
び
施
設
訓
練
等
支
援
費

(

居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給)

2

知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
及 

び
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
設
置
者
は
、
前
項
の
あ
っ
せ
ん
、
調 

整
及
び
要
請
に
対
し
、

で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

又
は
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
知
的
障
害
者
居 

宅
生
活
支
援
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
又
は
知
的
障
害
者
援 

護
施
設
の
設
置
者
に
対
し
、
当
該
知
的
障
害
者
の
利
用
の
要
請
を 

行
う
も
の
と
す
る
。
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に
対
し
、
当
該
指
定
居
宅
支
援(

同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ 

た
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
量
の
範
囲
内
の
も
の
に
限
る
。
以
下 

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。)

に
要
し
た
費
用(

知
的
障 

害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
に
お
け
る
日
常
生
活
又
は
創 

作

的

活

動

に

要

す

る

費

用

の

う

ち

厚

生

労

働

省

用
 

及
び
知
的
障
害
者
短
期
入
所
に
要
し
た
費
用
に
お
け
る
日
常
生
活 

に
要
す
る
費
用
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用(

以

下

「
 

特
定
費
用
」
と
い
う
。)

並
び
に
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
に 

要

用

に

お

け

る

日

常

生

活

に

要

す

る̂

し
て
厚
生
労 

働
省
令
で
定
め
る
費
用(

第
三
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「特
定
日 

常
生
活
費
」
と
い
う
。)

を
除
く
。) 

に
つ
い
て
、
居
宅
生
活
支 

援
費
を
支
給
す
る
。

21
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
以
外
の
知
的
障
害
者
居
宅
支
援
に 

係
る
居
宅
生
活
支
援
費
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二 

号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

T

知
的
障
害
者
居
宅
支
援
の
種
類
ご
と
に
指
定
居
宅
支
援
に
通 

常
要
す
る
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
き
、
厚
生
労
働 

大
臣
が
定
め
る
基
準
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村 

、長
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額(

そ
の
額
が
現
に
当
該 

指
定
居
宅
支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

の
額
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を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
居
宅
支
援
に
要
し
た
費
用 

コ
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者(

民
法 

(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

に
定
め
る
扶
養
義
務
者 

を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
負
担
能
力
に
応
じ
、
厚
生
労
働
大 

臣
が
定
め
る
基
準
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
長
が 

定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額

31
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
に
係
る
居
宅
生
活
支
援
費
の
額
は 

、
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
に
係
る
指
定
居
宅
支
援
に
通
常
要 

す

る

費

用(

特
定
日
常
生
活
費
を
除
く
。) 

に
つ
き
、
厚
生
労
働 

大
臣
が
定
め
る
基
準
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
長 

が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額(

そ
の
額
が
当
該
指
定
居
宅 

支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
日
常
生
活
費
副
く
。) 

の
額
を
超 

え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
居
宅
支
援
に
要
し
た
費
用
の
額) 

と
す
る
。

(

居
宅
生
活
支
援
費
の
受
給
の
手
続)

第
十
五
条
の
六 

十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者(

知
的
障
害
者
地
域 

生
活
援
助
に
あ
っ
て
は
、
十
八
歳
未
満
の
知
的
障
害
者
を
含
む
。
 

第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。)

は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
勺
り
居
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宅
生
活
支
援
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
的
障
害 

者
居
宅
支
援
の
種
類
ご
と
に
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ 

に
よ
り
、
市
町
村
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

21
市
町
村
は
、
前
項
の
申
請
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
を 

行
っ
た
知
的
障
害
者
の
障
害
の
程
度
、
当
該
知
的
障
害
者
の
介
護 

を
行
う
者
の
状
況
、
当
該
知
的
障
害
者
の
居
宅
生
活
支
援
費
の
受 

給
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
勘
案
し
て 

、
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
の
要
否
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

31
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
決
定(

以

下

「居
宅
支
給
決
定
」
 

と
い
う
。)

を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

T

居
宅
生
活
支
援
費
を
支
給
す
る
期
間

T
!

 

知
的
障
害
者
居
宅
支
援
の
種
類
ご
と
に
月
を
単
位
と
し
て
厚 

生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
お
い
て
居
宅
生
活
支
援
費(

次 

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
を
含
む
。)

を 

支
給
す
る
指
定
居
宅
支
援(

同
項
に
規
定
す
る
基
準
該
当
豊 

支
援
を
含
む
。)

の

量
(

次
条
第
一
項
及
び
第
十.
五
条
の
八
に 

お

い

て

「支
給
量
」
と
い
う
。)

41
前
項
第
一
号
の
期
間
は
、
知
的
障
害
者
居
宅
支
援
の
種
類
ご
と 

に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
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の
と
す
る
。

51
市
町
村
は
、
居
宅
支
給
決
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
居
宅
支
給 

決
定
を
受
け
た
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者(

以

下

「居
宅
支
給 

劉

知

的

障

害

者

」
と
い
う
。)

に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
の
定 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た 

受

給

者

証(

以

下

「居
宅
受
給
者
証
」
と
い
う
。)

を
交
付
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

“ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
居
宅
受
給
者
証
に
関
し
必
要
な 

事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

7 

指
定
居
宅
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害 

者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
居
宅
支 

援
事
業
者
に
居
宅
受
給
者
証
を
提
示
し
て
当
該
指
定
居
宅
支
援
を 

受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
そ
の
他
や
む
を
得 

な
い
事
由
の
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

81
居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
か
ら
指 

定
居
宅
支
援
を
受
け
た
と
き(

当
該
居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害
者 

が
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
に
居
宅
受
給
者
証
を
提
示
し
た
と 

き
に
限
る
。)

は
、
市
町
村
は
、
当
該
居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害 

者
が
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
に
支
払
う
べ
き
当
該
指
定
居
宅 

支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
及
び
特
定
日
常
生
活
費
を
除
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く
。)

に
つ
い
て
、
居
宅
生
活
支
援
費
と
し
て
当
該
居
宅
支
給
決 

定
知
的
障
害
者
に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
居
宅 

支
給
決
定
知
的
障
害
者
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者 

に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

91
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
居
宅
支
給
決
定 

知
的
障
害
者
に
対
し
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の
と 

み
な
す
。

101
市
町
村
は
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
か
ら
居
宅
生
活
支
援
費
の 

請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
各
号
及
び
第
三
項
の
市
町 

村
長
が
定
め
る
基
準
並
び
に
第
十
五
条
の
十
九
第
二
項
に
規
定
す 

る
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準(

指 

定
居
宅
支
援
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。)

に
照
ら
し
て 

審
査
の
上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

111
市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
に
関
す
る
事
務
を
社
会 

福
祉
法
第
百
十
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
そ
の 

他
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給)

第
十
五
条
の
七 

市
町
村
は
、
居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
、
居

一 270 -



宅
支
給
決
定
期
間
内
に
お
い
て
、
指
定
居
宅
支
援
以
外
の
知
的
障 

害
者
居
宅
支
援(

指
定
居
宅
支
援
の
事
業
に
係
る
第
十
五
条
の
十 

九
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
同
条 

第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に 

関
す
る
基
準
に
定
め
る
事
項
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も 

の
を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
る
事
業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ 

る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「基
準
該
当
居
宅
支
援 

」
と
い
う
。)

を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め 

る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
基 

準
該
当
居
宅
支
援(
支
給
量
の
範
囲
内
の
も
の
に
限
る
。)

に
要 

し

た

費

用(

特
定
費
用
及
び
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
に
要
し 

劉

用

け

生

活

に

要

す

61
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省 

令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
、
特
例
居
宅
生
活
支
援 

費
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
第
十
五
条
の
五
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
特
例
居
宅
生 

活
支
援
費
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(

支
給
量
の
変
更)

第
十
五
条
の
ハ
居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害
者
は
、
支
給
量
を
変
更 

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
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と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
支
給
量
の
変
更
の
申
請 

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
市
町
村
は
、
前
項
の
申
請
又
は
職
権
に
よ
り
、
第
十
五
条
の
六 

第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
勘
案
し
、
居
宅
支
給 

^
©
>

的
〇

者
に
つ
き
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
支 

給

圜

の

對

の

決

定
を

TI
る
こ̂

^

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い 

て
、
市
町
村
は
、
当
該
決
定
に
係
る
居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害
者 

に
対
し
居
宅
受
給
者
証
の
提
出
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

31
市
町
村
は
、
前
項
の
決
定
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
居
宅
受
給
者 

証
に
当
該
決
定
に
係
る
支
給
量
を
記
載
し
、
こ
れ
を
返
還
す
る
も 

の
と
す
る
。

(

居
宅
支
給
決
定
の
取
消
し)

第
十
五
条
の
九
居
宅
支
給
決
定
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
次
に
掲
げ 

る
場
合
に
は
、
当
該
居
宅
支
給
決
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら 

H

居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
、
指
定
居
宅
支
援
を
受
け
る 

必
要
が
な
く
な 
っ
た
と
認
め
み
と
き
。

コ
居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
、
居
宅
支
給
決
定
期
間
内
に 

、
当
該
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る
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に
至
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

21
前
項
の
規
定
に
よ
り
居
宅
支
給
決
定
の
取
消
し
を
行
っ
た
市
町 

村
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取
消
し 

に
係
る
居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害
者
に
対
し
居
宅
受
給
者
証
の
返 

還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

31
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
居
宅
支
給
決
定
の
取
消
し
に 

関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給)

第
十
五
条
の
十
一
市
町
村
は
、
次
条
第
五
項
に
規
定
す
る
施
設
支 

給
決
定
知
的
障
害
者(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「施
設
支
給
決
定 

知
的
障
害
者
」
と
い
う
。)

が
、
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定 

め
ら
れ
た
同
項
第
一
号
の
期
間(

第
十
五
条
の
十
四
の
四
第
一
項

(

介
護
保
険
法
に
よ
る
給
付
と
の
調
整)

第
十
五
条
の
十
居
宅
生
活
支
援
費
及
び
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の 

支
給
は
、
当
該
知
的
障
害
の
状
態
に
つ
き
、
介

護

保

険

法(

平
成 

九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
給
付
に
相 

当
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
そ
の
限
度
に
お 

い
て
、
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給)

第
十
五
条
の
十
一
市
町
村
は
、
次
条
第
五
項
に
規
定
す
る
施
設
支 

給
決
定
知
的
障
害
者
が
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ 

た

同

項

第

一

号

の

に

お

い

て

、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す 

る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
、
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
若
し
く
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に

お

い

て

「施
設
支
給
決
定
期
間
」
と
い
う
。)

内
に
お
い
て
、
 

都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
、
特
定
知
的 

障
害
者
授
産
施
設
若
し
く
は
知
的
障
害
者
通
勤
寮
又
は
独
立
行
政 

法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
の
設
置
す
る 

施

設
(

以

下

「指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
」
と
い
う
。)

に 

入
所
の
申
込
み
を
行
い
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
か 

ら
知
的
障
害
者
施
設
支
援(

以

下

「指
定
施
設
支
援
」
と
い
う
。
 

)

を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
に
対
し 

'

当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

食
事
の
提
供
に
要
す
る 

費
用
、
居
住
又
は
滞
在
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要 

す
る
費
用
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用(

以
下 

劇

」
と
い
う
。)

を
除<

。)

に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等
支
援 

費
を
支
給
す
る
。

2

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二 

号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

ー
 

知
的
障
害
者
施
設
支
援
の
種
類
ご
と
に
指
定
施
設
支
援
に
通 

常
要
す
る
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。)

に
つ
き
、
厚
生
労
働 

大
臣
が
定
め
る
基
準
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村 

長
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額(

そ
の
額
が
現
に
当
該 

指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。)

の
額

は
知
的
障
害
者
通
勤
寮
又
は
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害 

者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
の
設
置
す
る
施
設(

以

下

「指
定
知
的 

障
害
者
更
生
施
設
等
」
と
い
う
。)

に
入
所
の
申
込
み
を
行
い
、
 

当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
知
的
障
害
者
施
設
支
援 

(

以

下

「指
定
施
設
支
援
」
と
い
う
。)

を
受
け
た
と
き
は
、
当 

該
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
に
対
し
、
当
該
指
定
施
設
支
援
に 

要
し
た
費
用(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
支
援
に
要
す
る
費
用
に
お
け 

61
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費 

用
(

以

下

「通
勤
寮
支
援
日
常
生
活
費
」
と
い
う
。)

を
除
く
。
 

)

に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
を
支
給
す
る
。

2

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二 

号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

ー
 

知
的
障
害
者
施
設
支
援
の
種
類
ご
と
に
指
定
施
設
支
援
に
通 

常
要
す
る
費
用(

通
勤
寮
支
援
日
常
生
活
費
を
除
く
。)

に
っ 

き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に 

お
い
て
市
町
村
長
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額(

そ
の 

額
が
現
に
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

通
勤
寮
支
援
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る
額
を
下
回
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に 

よ
り
算
定
し
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

4 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め 

る
基
準
を
定
め
る
に
当
た.
っ
て
は
、
知
的
障
害
者
の
障
害
の
程
度 

に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分(

次
条
及
び
第
十
五
条 

の
十
三
に
お
い
て
「知
的
障
害
程
度
区
分
」
と
い
う
。)

を
考
慮 

す
る
も
の
と
す
る
。

費
の
額
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
同
一
の
月
に
お
け
る
施
設
訓
練
等
支
援

を
し
ん
酌
し
て
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
規

設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
の
家
計
に
与
え
る
影
響
そ
の
他
の
事
情

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
当
該
施

ら
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
当
該
同
一
の
月
に
お
け
る

支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。)

の
額
の
合
計
額
か

3

施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
同
一
の
月
に
受
け
た
指
定
施
設

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

二
前
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用 

の
額)

市
町
村
長
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額

3 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る 

基
準
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、•

知
的
障
害
者
の
障
害
の
程
度
に 

応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分(

次
条
及
び
第
十
五
条
の 

十
三
に
お
い
て
「知
的
障
害
程
度
区
分
」
と
い
う
。)

を
考
慮
す 

る
も
の
と
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

二 

知
的
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
、

日
常
生
活
費
を
除
く
。)

の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に 

指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用
の
額)
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(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
受
給
の
手
続) 

第

十

五

条

の

十

二
(

略) 

2
〜7 
(

略)

8

施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等 

か
ら
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た
と
き(

当
該
施
設
支
給
決
定
知
的 

障
害
者
が
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
に
施
設
受
給
者
証 

を
提
示
し
た
と
き
に
限
る
。)

は
、
市
町
村
は
、
当
該
施
設
支
給 

決
定
知
的
障
害
者
が
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
に
支
払 

う
べ
き
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く 

° 
)

に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
と
し
て
当
該
施
設
支
給
決 

定
知
的
障
害
者
に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
施
設 

支
給
決
定
知
的
障
害
者
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生 

施
設
等
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

9
 
(

略)

10
市
町
村
は
、
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
施
設
訓
練
等 

支
援
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
第
一
号
の
市
町 

村
長
が
定
め
る
基
準
及
び
第
十
五
条
の
二
十
六
に
規
定
す
る
指
定 

知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準(
指 

定
施
設
支
援
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。)

に
照
ら
し
て

(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
受
給
の
手
続) 

第

十

五

条

の

十

二
(

略) 

2
〜7 

(

略)

8

施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等 

か
ら
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た
と
き(

当
該
施
設
支
給
決
定
知
的 

障
害
者
が
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
に
施
設
受
給
者
証 

を
提
示
し
た
と
き
に
限
る
。)

は
、
市
町
村
は
、
当
該
施
設
支
給 

決
定
知
的
障
害
者
が
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
に
支
払 

う
べ
き
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

通
勤
寮
支
援
日
常 

を
除
く
。)

に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
と
し
て
当 

該
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い 

て
、
当
該
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
知 

的
障
害
者
更
生
施
設
等
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

9 
(

略)

10
市
町
村
は
、
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
施
設
訓
練
等 

支
援
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
各
号
の
市
町
村 

長
が
定
め
る
基
準
及
び
第
十
五
条
の
二
十
六
に
規
定
す
る
指
定
知 

的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準(

指
定 

施
設
支
援
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。)

に
照
ら
し
て
審
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審
査
の
上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

111
市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
に
関
す
る
事
務
を
国
民 

健
康
保
険
法(

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号)

第
四
十
五 

条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
そ
の
他
営
利 

を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の 

に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
額
の
特
例) 

第
十
五
条
の
十
四
の
二 

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省 

令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
知
的
障
害
者
施 

設
支
援
に
要
す
る
費
用
窗
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め 

た
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
受
け
る
施
設
訓
練
等
支
援
費
の 

額
は
、
第
十
五
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項 

第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
下
回
る
額 

の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
長
が
定
め
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額 

と
す
る
。

(

高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給)

第
十
五
条
の
十
四
の
三
市
町
村
は
、
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者 

が
受
け
た
知
的
障
害
者
施
設
支
援
、
身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和

査
の
上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

111
第
十
五
条
の
六
第
十
一
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支 

払
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る 

身
体
障
害
者
施
設
支
援
及
び
介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百 

二
十
三
号)

第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
対
象 

サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
政
令
で
定
：

の
に
Ml
し
た
費
用
の
合
計
額 

か
ら
当
該
費
用
に
つ
き
支
給
さ
れ
た
施
設
訓
練
等
支
援
費
、
身
体 

障
害
者
福
祉
法
第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
施
設
訓
練
等
支
援
費
及 

び
介
護
保
険
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
の
う
ち
政
令 

で
定
め
る
も
の
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
著
し
く
高
額 

で
あ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
支
麹
定
知
的
障
害
者
に
対
し
、
高 

額
施
設
訓
練
等
支
援
費
を
支
給
す
る
。

21
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支 

給
要
件
、
支
給
額
そ
の
他
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
関 

し
必
要
な
事
項
は
、
知
的
障
害
者
施
設
支
援
に
要
す
る
費
用
の
負 

担
の
家
計
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
、
政
令
で
定
め
る
。

(

特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支
給)

第
十
五
条
の
十
四
の
四
市
町
村
は
、
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者 

(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
に
入
所
す
る
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令 

で
定
め
る
者
を
除
く
。) 

の
う
ち
所
得
の
状
況
そ
の
他
の*I

情
を 

し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の(

以
下
こ̂

^

お
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訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支
給
に
関
し 

て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
的
障
害
者
施
設
支
援
を
担 

当
す
る
者
に
対
し
、
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示 

を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
若
し
く
は
照
会
を
さ
せ
る
こ
と 

が
で
き
る
。

第
十
五
条
の
十
五 

市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
、
高
額
施
設

定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場 

合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。
 

(

文
書
の
提
出
等)

2

第
十
五
条
の
十
二
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
特

費
用
に
つ
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
入
所
者 

食
費
等
給
付
費
を
支
給
す
る
。

設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び
居
住
に
要
し
た

は
、
当
該
特
定
入
所
者
に
対
し
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施

定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た
と
き

に
お
い
て
、
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
に
入
所
し
、
当
該
指

い

て

「特
定
入
所
者
」
と
い
う
。)

が
、
施
設
支
給
決
定
期
間
内

く
は
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
又
は
知
的
障
害
者
居
宅
支
援
若 

し
く
は
知
的
障
害
者
施
設
支
援
を
担
当
す
る
者
に
対
し
、
文
書
そ 

の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に 

質
問
若
し
く
は
照
会
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
居
宅
支
給
決
定
知
的
障
害
者
若
し

居
宅
生
活
支
援
費
又
は
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
関
し
て
必

第
十
五
条
の
十
五
市
町
村
は
、
居
宅
生
活
支
援
費
若
し
く
は
特
例

(

文
書
の
提
出
等)

27



第
十
五
条
の
十
七
か
ら
第
十
五
条
の
二
十
三
ま
で
削
除

第
二
款
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等

支
援
費
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給 

付
費
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
。

(

厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任)

第
十
五
条
の
十
六
こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
訓
練
等

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
居
宅
支
援
事 

業
者
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

ー
 

申
請
者
が
法
人
で
な
い
と
き
。

2
 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

の
種
類
及
び
知
的
障
害
者
居
宅
支
援
事
業
を
行
う
事
業
所(

以
下 

こ
の
款
に
お
い
て
「事
業
所
」
と
い
う
。)

ご
と
に
行
う
。

と
い
う
。)

を
行
う
者
の
申
請
に
よ
り
、
知
的
障
害
者
居
宅
支
援

事

業
(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「知
的
障
害
者
居
宅
支
援
事
業
」

省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
的
障
害
者
居
宅
支
援
を
行
う

第
十
五
条
の
十
七 

第
十
五
条
の
五
第
一
項
の
指
定
は
、
厚
生
労
働

第
二
款
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
及
び
指
定
知
的
障
害 

者
更
生
施
設
等

(

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
指
定)

援
費
若
し
く
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
又
は
施
設
訓
練
等
支
援
費 

の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

(

厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任)

第
十
五
条
の
十
六
こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
居
宅
生
活
支
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二 

当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
の
知
識
及
び
技
能
並
び 

に
員
数
が
、
第
十
五
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働 

省
令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
き
。

ヨ

申

請

者

が

、
第
十
五
条
の
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
居 

宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て
適 

正
な
知
的
障
害
者
居
宅
支
援
事
業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き 

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

(

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
責
務)

第
十
五
条
の
十
八
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
知
的
障
害
者
の
心 

身
の
状
況
等
に
応
じ
て
適
切
な
指
定
居
宅
支
援
を
提
供
す
る
と
と 

も
に
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
居
宅
支
援
の
質
の
評
価
を
行
う 

こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
常
に
指
定
居
宅
支
援 

を
受
け
る
者
の
立
場
に
立
っ
て
こ
れ
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
基
準)

第
十
五
条
の
十
九
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
に
係
る 

事
業
所
ご
と
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
当
該 

指
定
居
宅
支
援
に
従
事
す
る
従
業
者
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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V21
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
指
定
居 

宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
い
、
指
定 

居
宅
支
援
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
変
更
の
届
出
等)

第
十
五
条
の
二
十
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
に
係
る 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
爼
め
る
事. 

項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
当
該
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
を 

廃
止
し
、
休
止
し
、
若
し
く
は
再
開
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省 

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府 

県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

報
告
等)

第
十
五
条
の
二
十
一
都
道
府
県
知
事
は
、
居
宅
生
活
支
援
費
の
支 

給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
居
宅
支
援
事 

業
者
若
し
く
は
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
当 

該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
で
あ
っ
た
者(

以
下
こ
の
項
に 

お

い

て

「指
定
居
宅
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と
い
う
。) 

に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
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じ
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
若
し
く
は
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所 

の
従
業
者
若
し
く
は
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
に
対 

し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ 

、
若
し
く
は
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
当
該
指
定
に
係
る
事 

業
所
に
つ
い
て
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査 

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は 

、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
 

関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら 

31
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら 

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

(

指
定
の
取
消
し)

第
十
五
条
の
二
十
二
都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か 

に
該
当
す
る
場
合
ご
お
い
て
は
、
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
に, 

係
る
第
十
五
条
の
五
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き 

る
。

T
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従 

業
者
の
知
識
若
し
く
は
技
能
又
は
員
数
に
つ
い
て
、
第
十
五
条
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の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を 

満
た
す 
こ
と
が
で
き
な
く
な 
っ
た
と
き
。

二 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
第
十
五
条
の
十
九
第
二
項
に
規 

定
す
る
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基 

準
に
従
っ
て
適
正
な
指
定
居
宅
支
援
の
事
業
の
運
営
を
す
る
こ 

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

ヨ
居
宅
生
活
支
援
費
の
請
求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。
 

EI
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報 

告
又
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ 

に
従
わ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

刑 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
又
は
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従 

業
者
が
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
ら
れ
て
こ 

れ
に
応
ぜ
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず 

、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検 

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き(

当
該
指
定
に 

係
る
事
業
所
の
従
業
者
が
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
 

そ
の
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が 

相
当
の
注
意
及
び
監
督
を
尽
く
し
た
と
き
を
除
く
。)

。

AI
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
が
、
不
正
の
手
段
に
よ
り
指
定
居
宅 

支
援
事
業
者
の
指
定
を
受
け
た
と
き
。

一 284 一



2

市
町
村
は
、
居
宅
生
活
支
援
費
の
支
給
に
係
る
指
定
居
宅
支
援 

を
行
っ
た
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
に
つ
い
て
、
前
項
第
二
号
又
は 

第
三
号
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
に 

係
る
事
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。

(

報
告
等)

第
十
五
条
の
二
十
ハ 

都
道
府
県
知
事
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
「 

高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支 

給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
知
的
障
害
者

(

公
示)

第
十
五
条
の
二
十
三
都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は 

、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

H
 

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
指
定
を
し
た
と
き
。

コ 

第
十
五
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
る
届
出(

同
条
の
厚
生
労
働 

省
令
で
定
め
る
事
項
の
変
更
並
び
に
同
条
に
規
定
す
る
事
業
の 

休
止
及
び
再
開
に
係
る
も
の
を
除
く
。) 

が
あ
っ
た
と
き
。
 

ヨ 

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
指
定 

を
取
り
消
し
た
と
き
。

(

報
告
等)

第
十
五
条
の
二
十
ハ
都
道
府
県
知
事
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
の 

支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
知
的
障
害 

者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
若
し
く
は
そ
の
長
そ
の
他
の
従
業
者(
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3

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら 

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

(
指
定
の
取
消
し)

第
十
五
条
の
三
十 

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に 

該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設 

•

等
に
係
る
第
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が

関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
'

、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、

2
 

前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は

更
生
施
設
等
の
設
置
者
若
し
く
は
そ
の
長
そ
の
他
の
従
業
者(

以 

下
こ
の
項
及
び
第
十
五
条
の
三
十
に
お
い
て
「指
定
施
設
設
置
者 

等
」
と
い
う
。)

で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ 

っ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提 

示
を
命
じ
、
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設 

設
置
者
等
で
あ
っ
た
者
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に 

、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
指
定
知
的
障
害
者
更 

生
施
設
等
に
つ
い
て
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を 

検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
る
権
限
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

(

指
定
の
取
消
し)

第
十
五
条
の
三
十 

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に 

該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設 

等
に
係
る
第
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が

問
又
は
検
査
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に

2

第
十
五
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質

以
下
こ
の
項
及
び
第
十
五
条
の
三
十
に
お
い
て
「指
定
施
設
設
置 

者
等
」
と
い
う
。)

で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設
設
置
者
等
で 

あ
っ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は 

提
示
を
命
じ
、
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施 

設
設
置
者
等
で
あ
っ
た
者
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員 

に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
指
定
知
的
障
害
者 

更
生
施
設
等
に
つ
い
て
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件 

を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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で
き
る
。

-

(

略)

二
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
請 

求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。

三

〜

五
(

略)

2
 

(

略)

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
所
等
の
措
置 

(

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等)

第
十
五
条
の
三
十
二 

市
町
村
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第 

一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
—
ビ

ス
(

同
法
附
則
第
十
一
条
第 

二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を 

含
む
。
以

下

「障
害
福
祉
サ
—
ビ
ス
」
と
い
う
。)

を
必
要
と
す 

る
知
的
障
害
者
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
同
法
に
規
定
す 

杲

護

給

付

費

、
特
例
介
護
給
付
費
、
訓
練
等
給
付
費
又
は
特
例 

訓
練
等
給
付
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と 

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
知
的
障
害
者
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
基 

準
に
従
い
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
又
は
当
該
市
町
村 

以
外
の
者
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が
で

で
き
る
。

一

(

略)

二
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
請
求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。

三

〜

五
(

略)

2
 

(

略)
第
三
節 

居
宅
介
護
、
施
設
入
所
等
の
措
置

(

居
宅
介
護
等)

第
十
五
条
の
三
十
二
市
町
村
は
、
知
的
障
害
者
居
宅
支
援
を
必
要 

と
す
る
者
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
第
十
五
条
の
五
又
は 

第
十
五
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
居
宅
生
活
支
援
器
は
特
例
居
宅 

生
活
支
援
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認 

め
る
と
き
は
、

に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
 

知
的
障
害
者
居
宅
支
援
を
提
供
し
、
又
は
当
該
市
町
村
以
外
の
者 

に
知
的
障
害
者
居
宅
支
援
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事

2

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事
業 

を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

(

報
告
の
徴
収
等)

第
二
十
一
条
の
二 

都
道
府
県
知
事
は
、
知
的
障
害
者
の
福
祉
の
た

(

知
的
障
害
者
相
談
支
援
事
業
の
開
始)

第
十
八
条
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る 

事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事 

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(

変
更
及
び
廃
止
又
は
休
止)

第

二

十

条
(

略)

き
る
。

2
 

(

略) 

め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支

2

国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支
援 

事
業
等
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か 

じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け 

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

報
告
の
徴
収
等)

第
二
十
一
条
の
二 

都
道
府
県
知
事
は
、
知
的
障
害
者
の
福
祉
の
た

援
事
業
又
は
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事
業(

以

下

「知
的
障
害
者 

居
宅
生
活
支
援
事
業
等
」
と
い
う
。)

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

(

変
更
及
び
廃
止
又
は
休
止)

第

二

十

条
(

略)

事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支

(

知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
の
開
始) 

第
十
八
条
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

2
 

(

略)
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業
を
行
う
者
に
対
し
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又 

は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の 

事
務
所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他 

の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 
• 
3
 

(

略)

(

事
業
の
停
止
等)

第
二
十
一
条
の
三 

都
道
府
県
知
事
は
、
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事 

業
を
行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し 

く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
そ 

の
事
業
に
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係 

る
知
的
障
害
者
の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ 

の
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず 

る
こ
と
が
で
き
る
。

(

受
託
義
務)

第
二
十
一
条
の
四 

障
害
福
祉
サ
—
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
又
は
知
的 

障
害
者
援
護
施
設
の
設
置
者
は
、
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
又 

は
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
と
き 

は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

援
事
業
等
を
行
う
者
に
対
し
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求 

め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く 

は
そ
の
事
務
所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類 

そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 
• 
3
 

(

略)

(

事
業
の
停
止
等)

第
二
十
一
条
の
三
都
道
府
県
知
事
は
、
知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支 

援
事
業
等
を
行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命 

令
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
 

又
は
そ
の
事
業
に
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事 

業
に
係
る
知
的
障
害
者
の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き 

は
、
そ
の
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止 

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

受
託
義
務)

第
二
十
一
条
の
四 

知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
又 

は
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
設
置
者
は
、
第
十
五
条
の
三
十
二
第 

一
項
又
は
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け 

た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
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(

知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー)

第
二
十
一
条
の
五 

知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
+1 

八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う
者
を
通
わ
せ
て 

、
創
作
的
活
動
の
機
会
の
提
供
、
社
会
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
に 

必
要
な
訓
練
、
介
護
方
法
の
指
導
そ
の
他
の
便
宜
を
供
与
す
る
こ 

と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

(

市
町
村
の
支
弁)

第
二
十
二
条
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

(

略)

ー
の
二 

第
十
五
条
の
十
一
、
第
十
五
条
の
十
四
の
三
又
は
第
十 

五
条
の
十
四
の
四
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
施
設
訓
練
等 

支
援
費
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等 

給

付

費
(

以

下

「施
設
訓
練
等
支
援
費
等
」
と
い
う
。)

の
支 

給
に
要
す
る
費
用

(

知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー)

第
二
十.
一
条
の
五
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
剜 

的
障
害
者
ー7
^
^
7
]

シ
 

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設 

と
す
る
。

(

市
町
村
の
支
弁)

第
一 

ー
十
二
条
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

(

略)
第
十
五
条
の
五
又
は
第
十
五
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
市 

町
村
が
行
う
居
宅
生
活
支
援
費
又
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の 

支
給
に
要
す
る
費
用 

第
十
五
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
施
設 

訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
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ー
の
三
第
十
五
条
の
三
十
二
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行 

政
措
置
に
要
す
る
費
用

二
•

三

(

略)

(

都
道
府
県
の
負
担)

第
二
十
五
条 

都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第 

二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
 

次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

ー
 

第
二
十
二
条
第
一
号
の
二
の
費
用(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
支 

援
に
係
る
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び 

次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

及
び
同
条
第
二
号
の
費
用( 

第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
行
政
措
置(

知
的
障 

.
害
者
通
勤
寮
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

に
要
す
る
費
用
に
限
り 

、
次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

の
う
ち
、
福
祉
事
務
所
を 

設
置
し
な
い
町
村
が
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
分
の
ー 

二 

第
二
十
二
条
第
一
号
の
二
の
費
用(

第
九
条
第
一
項
に
規
定 

す
る
居
住
地
を
有
せ
ず
、
又
は
居
住
地
が
明
ら
か
で
な
い
知
的 

障

害

者(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「居
住
地
不
明
知
的
障
害
者 

」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
の
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給( 

知
的
障
害
者
通
勤
寮
支
援
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

に
要
す
る

ー
の
四
第
十
五
条
の
三
十
二
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行

政
措
置
に
要
す
る
費
用

二
•

三

(

略)

(

都
道
府
県
の
負
担
及
び
補
助) 

第
一
一
十
五
条 

都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第 

二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
 

次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

ー
 

第
二
十
二
条
第
一
号
の
三
の
費
用(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
支 

援
に
係
る
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
次 

号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

及
び
同
条
第
二
号
の
費
用(

第 

十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
行
政
措
置(

知
的
障
害 

者
通
勤
寮
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

に
要
す
る
費
用
に
限
り
、
 

次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

の
う
ち
、
福
祉
事
務
所
を
設 

置
し
な
い
町
村
が
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
分
の
ー 

二 

第
二
十
二
条
第
一
号
の
三
の
費
用(

第
九
条
第
一
項
に
規
定 

す
る
居
住
地
を
有
せ
ず
、
又
は
居
住
地
が
明
ら
か
で
な
い
知
的 

障

害

者(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「居
住
地
不
明
知
的
障
害
者 

」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
の
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給(

知 

的
障
害
者
通
勤
寮
支
援
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

に
要
す
る
費
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費
用
に
限
る
。)

及
び
第
二
十
二
条
第
二
号
の
費
用(

第
十
六 

条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
居
住
地
不
明
知
的
障
害
者
に 

つ
い
て
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
に
係 

る
も
の
を
除
く
。) 

に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

に
つ
い
て
は 

、
そ
の
十
分
の
五

ヨ
第
二
十
二
条
第
一
号
の
三
の
費
用(

第
十
五
条
の
三
十
二
第 

二
項
の
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
及
び
次
号
に
掲
げ
61
費
用
お 

除
く
。)

に
つ
，い
て
は
、
そ
の
四
分
の
「

EII
第
二
十
二
条
第
一
号
の
三
の
費
用(

居
住
地
不
明
知
的
障
害 

者
に
つ
い
て
の
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
の
行
政
措
置
に
要 

す
る
費
用
に
限
る
。)

討
つ
い
て
は
、
そ
の
十
分
の
五 

刃 

第
二
十
二
条
第
三
号
の
費
用
の
う
ち
、
知
的
障
害
者
更
生
施 

設
又
は
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に 

つ
い
て
は
、
そ
の
四
分
の
ー

用
に
限
る
。)

及
び
第
二
十
二
条
第
二
号
の
費
用(

第
十
六
条 

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
居
住
地
不
明
知
的
障
害
者
に
っ 

い
て
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
に
係
る 

も
の
を
除
く
。)

に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

に
つ
い
て
は
、
 

そ
の
十
分
の
五

ヨ 

第
二
十
二
条
第
三
号
の
費
用
の
う
ち
、
知
的
障
害
者
更
生
施 

設
又
は
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に 

つ
い
て
は
、
そ
の
四
分
の
ー

21
都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
十
二
条 

の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
し
た
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る 

も
の
に
つ
い
て
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

H

第
二
十
二
条
第
一
号
の
二
の
費
用(

知
的
障
害
者
地
域
生
活 

援
助
に
係
る
居
宅
生
活
支
援
費
又
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
の 

支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

及
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び
同
条
第
一
号
の
四
の
費
用(

知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
及 

び
第
十
五
条
の
三
十
二
第
二
項
の
行
政
措
置
に
係
る
費
用
並
び 

に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
分 

の
ー
以
内

コ 

第
二
十
二
条
第
一
号
の
二
の
費
用(

第
十
五
条
の
五
又
は
第 

十
五
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
居
住
地
不
明
知
的
障
害
者
に
つ
い 

て
市
町
村
が
行
う
居
宅
生
活
支
援
費
又
は
特
例
居
宅
生
活
支
援 

費

の

支

給(

知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
に
係
る
も
の
を
除 

く
。) 

に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

及
び
第
二
十
一 

一
条
第
一
号 

の
四
の
費
用(

居
住
地
不
明
知
的
障
害
者
に
つ
い
て
の
知
的
障 

害
者
地
域
生
活
援
助
に
係
る
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
は
、
 

そ
の
十
分
の
五
以
内

(

国
の
負
担)

第
二
十
六
条 

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
十
二 

条
又
は
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
又
は
都
道
府
県
が
支 

弁
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
十
分
の
五
を
負
担 

すー
 

第
二
十
二
条
第
一
号
の
二
の
費
用(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
支 

援
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

(

国
の
負
担
及
び
補
助)

第
一 

ー
十
六
条 

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
十
二 

条
又
は
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
又
は
都
道
府
県
が
支 

弁
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
十
分
の
五
を
負
担 

すー
 

第
二
十
二
条
第
一
号
の
三
の
費
用(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
支 

援
に
係
る
も
の
を
除
く
。)
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二
第
二
十
二
条
第
一
号
の
三
の
費
用(

第
十
五
条
の
三
十
二
第 

ー
 

ー
項
の
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。) 

ヨ 

第
二
十
二
条
第
二
号
の
費
用
の
う
ち
、
第
十
六
条
第
一
項
第 

二
号
の
規
定
に
よ
る
行
政
措
置(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
に
係
る 

も
の
を
除
く
。)

に
要
す
る
費
用

囤
第
一 

ー
十
二
条
第
三
号
の
費
用
の
う
ち
、
知
的
障
害
者
更
生
施 

設
又
は
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用 

刑 

第
二
十
三
条
第
三
号
の
費
用
の
う
ち
、
知
的
障
害
者
更
生
施 

設
又
は
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用

(

費
用
の
徴
収)

第
二
十
七
条
第
十
五
条
の
三
十
二
又
は
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号

二
第
二
十
二
条
第
二
号
の
費
用
の
う
ち
、
第
十
六
条
第
一
項
第 

二
号
の
規
定
に
よ
る
行
政
措
置(
知
的
障
害
者
通
勤
寮
に
係
る 

も
の
を
除
く
。)

に
要
す
る
費
用

ヨ 

第
二
十
二
条
第
三
号
の
費
用
の
う
ち
、
知
的
障
害
者
更
生
施 

設
又
は
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用 

ral
第
二
十
三
条
第
三
号
の
費
用
の
う
ち
、
知
的
障
害
者
更
生
施 

設
又
は
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用 

2
 

囲
は
、
尊
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一 

ー±1
一
条
の
規
定 

に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
し
た
費
用
の
う
ち
、
同
条
第
一
号
の
二
の 

費

用
(

知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
に
係
る
も
の
を
除
く
。) 

及 

び
同
条
第
一
号
の
四
の
費
用(

第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
の
行 

政
措
置
の
う
ち
、
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
の
提
供
若
し
く
は 

提
供
の
委
託
に
要
す
る
費
用
又
は
同
条
第
二
項
の
行
政
措
置
に
要 

す
る
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一
以
内
を
補 

助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

費
用
の
徴
収)

第
二
十
七
条
第
十
五
条
の
三
十
二
又
は
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
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等
給
付
費
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更 

生
施
設
等
に
対
し
、
そ
の
支
払
っ
た
額
を
返
還
さ
せ
る
ほ
か
、
そ 

の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
払
わ
せ 

る
こ
と
が
で
き
る
。

不
正
の
行
為
に
よ
り
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費

施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ 

の
者
か
ら
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又 

は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

市
町
村
は
、
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
が
、
偽
り
そ
の
他

治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

に
定
め
る
扶
養
義
務
者
を
い
う 

。)

か
ら
、
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
、
当
該
行
政
措
置
に
要
す 

る
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

不
正
利
得
の
徴
収)

第
二
十
七
条
の
四 

市
町
村
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り

の
規
定
に
よ
る
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
べ
き
市
町
村 

の
長
は
、
当
該
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者(

民

法
(

明

」
と
い
う
。)

が
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
居
宅
生
活 

支
援
費
又
は
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
、
当 

該
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
等
に
対
し
、
そ
の
支
払
っ
た
額
を
返
還 

さ
せ
る
ほ
か
、
そ
の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得 

た
額
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

生

施

設

等(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「指
定
居
宅
支
援
事
業
者
等

練

等

支

援

費(

第
二
十
八
条
に
お
い
て
「居
宅
生
活
支
援
費
等
」
 

と
い
う
。)

の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら 

、
そ
の
支
給
を
受
け
た
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を 

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

市
町
村
は
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
及
び
指
定
知
的
障
害
者
更

居
宅
生
活
支
援
費
若
し
く
は
特
例
居
宅
生
活
支
援
費
又
は
施
設
訓

の
規
定
に
よ
る
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
べ
き
市
町
村 

の
長
は
、
当
該
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
、
そ
の 

負
担
能
力
に
応
じ
て
、
当
該
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
の
全
部
又 

は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

不
正
利
得
の
徴
収)

第
二
十
七
条
の
四
市
町
村
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
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3
 

(

略)

(

報
告
等)

第
二
十
七
条
の
五
市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
に 

関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
的
障
害
者
、
知
的
障 

害
者
の
配
偶
者
若
し
く
は
知
的
障
害
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主 

そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
に 

対
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提 

示
を
命
じ
、

又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

21
第
十
五
条
の
二
十
八
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質

問
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限 

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(

資
料
の
提
供
等)

第
一 

ー
十
七
条
の
六
市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
に 

関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
的
障
害
者
、
知
的
障 

害
者
の
配
偶
者
又
は
知
的
障
害
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の 

他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
資
産
又
は
収
入
の
期
に
つ
き
、
官 

公
署
に
対
し
必
要
な
文
書
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め 

、
又
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の
他
の
機
関
若
し
く
は
知
的
障
害
者

3
 

(

略)
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附

則

万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
提
出
又
は
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者
に
対
し
十

段
又
は
第
十
五
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
受
給
者
証

第
三
十
二
条 

市
町
村
は
、
条
例
で
、
第
十
五
条
の
十
三
第
二
項
後

(

条
例
に
よ
る
過
料)

し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
八
条
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡

(

受
給
権
の
保
護)

と
し
て
、
租
税
そ
の
他
の
公
課
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
七
条
の
七
こ
の
法
律
に
よ
り
支
給
を
受
け
た
金
品
を
標
準

(

租
税
そ
の
他
公
課
の
非
課
税)

の
雇
用
主
そ
の
他
の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

提
出
若
し
く
は
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者
に
対
し 

十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

く
は
第
十
五
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
受
給
者
証
の

の
提
出
若
し
く
は
返
還
又
は
第
十
五
条
の
十
三
第
二
項
後
段
若
し

若
し
く
は
第
十
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
居
宅
受
給
者
証

第
三
十
二
条 

市
町
村
は
、
条
例
で
、
第
十
五
条
の
ハ
第
二
項
後
段

(

条
例
に
よ
る
過
料)

、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
八
条
居
宅
生
活
支
援
費
等
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し

(

受
給
権
等
の
保
護)

と
し
て
、
租
税
そ
の
他
の
公
課
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
七
条
の
五
こ
の
法
律
に
よ
り
支
給
を
受
け
た
金
品
を
標
準

(

租
税
そ
の
他
公
課
の
非
課
税)
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(

更
生
援
護
の
特
例)

3

児
童
福
祉
法
第
六
十
三
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
児 

童
は
、
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
の 

四
、
第
十
五
条
の
十
一
か
ら
第
十
五
条
の
十
五
ま
で
、
第
十
五
条 

の
三
十

二(

第
一
項
に
限
る
。)

、
第

十

六

条(

第
一
項
第
二
号 

に
限
る
。)

及
び
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
の 

適
用
に
つ
い
て
は
、
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
と
み
な
す
。
 

(

国
の
無
利
子
貸
付
け
等)

4
 

国
は
、
当
分
の
間
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に
対
し
、
第
二
十 

圍
の
規
定
に
よ
り
国
が
そ
の
費
用
に
つ
い
て
負
担
す
る
知
的
障 

害
者
援
護
施
設
の
設
置
で
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売 

払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別 

措

置

法(

昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六
号
。
以

下

「社
会
資
本 

整
備
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。)

第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当 

す
る
も
の
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
に
つ
い
て
、
予
算
の
範 

囲
内
に
お
い
て
、
第
二
十
六
条
の
規
定(

こ
の
規
定
に
よ
る
国
の 

負
担
の
割
合
に
つ
い
て
、
こ
の
規
定
と
異
な
る
定
め
を
し
た
法
令 

の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
異
な
る
定
め
を
し
た
法
令
の
規 

定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

に
よ
り
国
が
負
担
す
る
金
額
に
相
当 

す
る
金
額
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

更
生
援
護
の
特
例)

3
 

児
童
福
祉
法
第
六
十
三
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
児 

童
は
、
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
の 

四
、
第
十
五
条
の
十
一
か
ら
第
十
五
条
の
十
五
ま
で
、
第
十
六
条

(

第
一
項
第
二
号
に
限
る
。)

及
び
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
七 

条
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害 

者
と
み
な
す
。

(

国
の
無
利
子
貸
付
け
等)

4
 

国
は
、
当
分
の
間
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に
対
し
、W

H
T

 

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
そ
の
費
用
に
つ
い
て
負
担
す
る 

知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
設
置
で
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株 

式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す 

る
特
別
措
置
法(

昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六
号
。
以

下

「社 

会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。)

第
二
条
第
一
項
第
二
号 

に
該
当
す
る
も
の
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
に
つ
い
て
、
予 

算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定(

こ
の
規 

定
に
よ
る
国
の
負
担
の
割
合
に
つ
い
て
、
こ
の
規
定
と
異
な
る
定 

め
を
し
た
法
令
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
異
な
る
定
め
を 

し
た
法
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

に
よ
り
国
が
負
担
す 

る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き

-298 -



5

国
は
、
当
分
の
間
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
に
対
し
、
知 

的
障
害
者
援
護
施
設
そ
の
他
知
的
障
害
者
の
福
祉
を
図
る
こ
と
を 

目
的
と
す
る
施
設
の
設
置(

第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
国
が
そ 

の
費
用
に
つ
い
て
負
担
す
る
も
の
を
除
く
。) 

で
社
会
資
本
整
備 

特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
に
っ
き
、
 

当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
自
ら
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は 

そ
の
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
指
定
都
市
等
以
外 

の
市
町
村
又
は
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
者 

に
対
し
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
補
助
す
る
費
用
に
充 

て
る
資
金
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
無
利
子
で
貸 

し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

6
 
• 
7
 

(

略)

8
 

国
は
、
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に 

対
し
貸
付
け
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
貸
付
け
の
対
象
で
あ
る 

施
設
の
設
置
に
係
る
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
に
っ 

い
て
は
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付
金
の
償 

還
金
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す 

る
。

9
 
•

10(
略)

る
。

5

国
は
、
当
分
の
間
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
に
対
し
、
知 

的
障
害
者
援
護
施
設
そ
の
他
知
的
障
害
者
の
福
祉
を
図
る
こ
と
を 

目
的
と
す
る
施
設
の
設
置(

第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り 

国
が
そ
の
費
用
に
つ
い
て
負
担
す
る
も
の
を
除
く
。) 

で
社
会
資 

本
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
に 

つ
き
、
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
自
ら
行
う
場
合
に
あ 

っ
て
は
そ
の
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を' 

指
定
都
市 

等
以
外
の
市
町
村
又
は
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は 

そ
の
者
に
対
し
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
補
助
す
る
費 

用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
無
利 

子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

6
 
• 
7
 

(

略)

8
 

国
は
、
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に 

対
し
貸
付
け
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
貸
付
け
の
対
象
で
あ
る 

施
設
の
設
置
に
係
る
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
負 

担
に
つ
い
て
は
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付 

金
の
償
還
金
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も 

の
と
す
る
。

9
 
•

10(
略)
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(

附
則
第
五
十
五
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

第

四

章

雑

則
(

第
二
十
八
条
——
第
三
十
二
条)

附
則

第

三

章

費

用
(

第
二
十
二
条
——
第
二
十
七
条
の
二)

所
等
の
措
置(

第
十
五
条
の
四
—
第
二
十
一
条)

第
二
節 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
支
援
施
設
等
へ
の
入

第

一

節

実

施

機

関

等(

第
九
条
—
第
十
五
条
の
三)

第
二
章
実
施
機
関
及
び
更
生
援
護

第

一

章

総

則
(

第
一
条
——
第
八
条)

目
次

改

正

案

第

六

章

雑

則
(

第
二
十
七
条
の
三
—
第
三
十
二
条)

附
則

第

五

章

費

用
(

第
二
十
二
条
——
第
二
十
七
条
の
二)

五
条
の
三
十
二
——
第
十
七
条
の
二) 

第
四
章 

事
業
及
び
施
設(
第
十
八
条
——
第
二
十
一
条
の
九)

第
三
節 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
所
等
の
措
置(

第
十

第
二
款
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等(

第
十
五
条
の
十 

七
——
第
十
五
条
の
三
十
一)

第
一
款 

支
援
費
の
支
給(

第
十
五
条
の
五
—
第
十
五
条
の 

十
六)

第

一

節

実

施

機

関

等(

第
九
条
——
第
十
五
条
の
四) 

第
二
節
施
設
訓
練
等
支
援
費

第
三
章
実
施
機
関
及
び
更
生
援
護

第
一
章 

総

則
(

第
一
条
—
第
五
条)

第

二

章

削

除

目
次

現

行
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第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
削
除

(

定
義)

こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
相
談
支
援
事
業
」
 

と
は
、
地
域
の
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ 

き
、
主
と
し
て
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
十
八
歳
以
上
の 

知
的
障
害
者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必 

要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
第
十
一
条
第
二 

項
の
規
定
に
よ
る
相
談
及
び
指
導
を
行
い
、
併
せ
て
こ
れ 

と

市

町

村(

特
別
区
を
含
む
。—
以
下
同
じ)

、
障
害
者
自
立
支
援 

法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業(

同
法 

附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業 

と
み
な
さ
れ
た
事
業
を
含
む
。
以

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業 

」
と
い
う
。)

を
行
う
者
、
知
的
障
害
者
援
護
施
設
、
医
療
機
関 

等
と
の
連
絡
及
び
調
整
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助 

を
総
合
的
に
行
う
事
業
を 
い
う
。

3
8
 

こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
援
護
施
設
」
と
は 

、
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
知
的
障
害
者
更
生
施 

設
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
、
知
的
障
害
者
通
勤
寮
及
び
知
的
障 

害
者
福
祉
ホ
ー
ム
を
い
う
。
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2

こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
施
設
支
援
」
と
は
、
知 

的
障
害
者
更
生
施
設
支
援
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
支
援
及
び
知 

的
障
害
者
通
勤
寮
支
援
並
び
に
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障 

害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法(

平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七 

号)

第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度 

知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
が
設
置
す
る
施
設
に
お
い
て 

提
供
さ
れ
る
支
援
を
い
う
。

31
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
更
生
施
設
支
援
」
と
は 

、
知
的
障
害
者
更
生
施
設
に
入
所
す
る
知
的
障
害
者
に
対
し
て
行 

わ
れ
る
保
護
並
び
に
そ
の
更
生
に
必
要
な
指
導
及
び
訓
練
を
い 

う
。

41
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
授
産
施
設
支
援
」
と
は 

、
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設(

知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
う
ち 

政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に
入
所
す
る
知
的 

障
害
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
必
要
な
訓
練
及
び
職
業
の
提
供
を
い 

う
。

51
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「知
的
障
害
者
通
勤
寮
支
援
」
と
は
、
 

知
的
障
害
者
通
勤
寮
に
入
所
す
る
知
的
障
害
者
に
対
し
て
行
わ
れ 

る
居
室
そ
の
他
の
設
備
の
利
用
の
提
供
並
び
に
独
立
及
び
自
活
に 

必
要
な
助
言
及
び
指
導
を
い
う
。
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い
う
。)

の
支
給
を
受
け
て
同
法
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五

及
び
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「介
護
給
付
費
等
」
と

第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
給
付
費
等(

第
十
五
条
の
四

十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法

定
に
よ
り
入
所
措
置
が
採
ら
れ
て
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規

第
二
章
実
施
機
関
及
び
更
生
援
護

(

更
生
援
護
の
実
施
者)

第
九
条
こ
の
法
律
に
定
め
る
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う 

者
に
対
す
る
市
町
村(

特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

に
よ
る 

更
生
援
護
は
、
そ
の
知
的
障
害
者
の
居
住
地
の
市
町
村
が
行
う
も 

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
的
障
害
者
が
居
住
地
を
有
し
な
い
か
、
 

又
は
明
ら
か
で
な
い
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
知
的
障
害
者
の
現 

在
地
の
市
町
村
が
行
う
も
の
と
す
る
。

行

う

住

居(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「共
同
生
活
住
居
」
と
い

を
受
け
て
同
法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
を

規
定
す
る
訓
練
等
給
付
費
若
し
く
は
特
例
訓
練
等
給
付
費
の
支
給

九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
に

規
定
に
よ
り
措
置
が
採
ら
れ
て
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
の

第

二

章

削

除

第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
削
除

第
三
章
実
施
機
関
及
び
更
生
援
護

(

更
生
援
護
の
実
施
者)

第
九
条 

こ
の
法
律
に
定
め
る
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う 

者
に
対
す
る
市
町
村
に
よ
る
更
生
援
護
は
、
そ
の
知
的
障
害
者
の 

居
住
地
の
市
町
村
が
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
的
障
害
者 

が
居
住
地
を
有
し
な
い
か
、
又
は
明
ら
か
で
な
い
者
で
あ
る
と
き 

は
、
そ
の
知
的
障
害
者
の
現
在
地
の
市
町
村
が
行
う
も
の
と
す 

る
。
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る
。
た
だ
し
、
特
定
施
設
へ
の
入
所
前
に
居
住
地
を
有
し
な
い
か

市
町
村
が
、

こ
の
法
律
に
定
め
る
更
生
援
護
を
行
う
も
の
と
す

最
初
に
入
所
し
た
特
定
施
設
へ
の
入
所
前
に
有
し
た
居
住
地)

の

お

い

て

「継
続
入
所
知
的
障
害
者
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、

に
入
所
し
て
い
る
特
定
施
設
入
所
知
的
障
害
者(

以
下
こ
の
項
に

へ
の
入
所
前
に
有
し
た
居
住
地(

継
続
し
て
ニ
以
上
の
特
定
施
設

(

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「特
定
施
設
」
と
い
う
。)

又
は
生
活
保
護
法
第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
施
設

生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
、
障
害
者
支
援
施
設
、

の
ぞ
み
の
園

者
が
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
の
厚

特
定
施
設
入
所
知
的
障
害
者
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、
そ
の

に
よ
り
入
所
し
て
い
る
知
的
障
害
者(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「

五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定

)

に
入
所
し
て
い
る
知
的
障
害
者
及
び
生
活
保
護
法(
昭
和
二
十

ぞ
み
の
園
が
設
置
す
る
施
設(

以

下

「
の
ぞ
み
の
園
」
と
い
う
。

規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の

園

法
(

平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号)

第
十
一
条
第
一
号
の

又
は
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の

る
障
害
者
支
援
施
設(

以

下

「障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。)

項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
、
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す

め
る
更
生
援
護
を
行
う
も
の
と
す
る
。

は
入
所
の
前
に
有
し
た
所
在
地)

の
市
町
村
が
、
・
こ
の
法
律
に
定

い
て
は
、
最
初
に
入
居
又
は
入
所
を
し
た
特
定
施
設
へ
の
入
居
又

の
前
に
お
け
る
そ
の
者
の
所
在
地(

継
続
入
所
知
的
障
害
者
に
っ

っ
た
特
定
施
設
入
所
知
的
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
入
居
又
は
入
所

又
は
入
所
の
前
に
居
住
地
を
有
し
な
い
か
、
又
は
明
ら
か
で
な
か

更
生
援
護
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
定
施
設
へ
の
入
居

所
の
前
に
有
し
た
居
住
地)

の
市
町
村
が
、
こ
の
法
律
に
定
め
る

は
、
最
初
に
入
居
又
は
入
所
を
し
た
特
定
施
設
へ
の
入
居
又
は
入

項
に
お
い
て
「継
続
入
所
知
的
障
害
者
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て

又
は
入
所
を
し
て
い
る
特
定
施
設
入
所
知
的
障
害
者(

以
下
こ
の

の
前
に
有
し
た
居
住
地(

継
続
し
て
ニ
以
上
の
特
定
施
設
に
入
居

る

施

設(

以

下

「特
定
施
設
」
と
い
う
。)

へ
の
入
居
又
は
入
所

そ
の
者
が
共
同
生
活
住
居
又
は
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

て

「特
定
施
設
入
所
知
的
障
害
者
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、

規
定
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
知
的
障
害
者(

以
下
こ
の
項
に
お
い

二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の

う
。)

に
入
居
し
て
い
る
知
的
障
害
者
及
び
生
活
保
護
法(

昭
和
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、
又
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
特
定
施
設
入
所
知
的
障
害
者
に
つ
い 

て
は
、
入
所
前
に
お
け
る
そ
の
者
の
所
在
地(

継
続
入
所
知
的
障 

害
者
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
入
所
し
た
特
定
施
設
へ
の
入
所
前
に 

有
し
た
所
在
地)

の
市
町
村
が
、

こ
の
法
律
に
定
め
る
更
生
援
護 

を
行
う
も
の
と
す
る
。

31
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
知
的
障
害
者
が
入
所
し
て
い
る 

特
定
施
設
の
設
置
者
は
、
当
該
特
定
施
設
の
所
在
す
る
市
町
村
及 

び
当
該
知
的
障
害
者
に
対
し
こ
の
法
律
に
定
め
る
更
生
援
護
を
行 

う
市
町
村
に
必
要
な
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

41
市
町
村
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を 

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
 

知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
必
要
な
実
情
の
把
握
に
努
め 

る
こ
と
。

二
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う 

こ
と
。

三
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
調
査 

及
び
指
導
を
行
う
こ
と
並
び
に
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
業
務
を
行 

う
こ
と
。

51
そ
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所(

社
会
福
祉
法(

昭
和
二
十
六
年
法 

律
第
四
十
五
号)

に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
以

3

市
町
村
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を 

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
 

知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
必
要
な
実
情
の
把
握
に
努
め 

る
こ
と
。

二
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う 

こ
と
。

三
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
調
査 

及
び
指
導
を
行
う
こ
と
並
び
に
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
業
務
を
行 

う
こ
と
。

41
そ
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所(

社
会
福
祉
法(

昭
和
二
十
六
年
法 

律
第
四
十
五
号)

に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
以
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下
同
じ
。)

に
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど 

る
職
員(

以

下

「知
的
障
害
者
福
祉
司
」
と
い
う
。)

を
置
い
て
い 

な
い
市
町
村
の
長
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
て
い
な
い
町
村
の 

長
は
、
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
専
門
的
な
知
識
及
び 

技
術
を
必
要
と
す
る
も
の(

次
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て 

「専
門
的
相
談
指
導
」
と
い
う
。)

で
あ
っ
て
十
八
歳
以
上
の
知 

的
障
害
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
知
的
障
害
者
の
更
生
援
護 

に
関
す
る
相
談
所(

以

下

「
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
」
と
い 

う
。)

の
技
術
的
援
助
及
び
助
言
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

61
市

町

村

長(

特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

は
、
十 

八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
に
つ
き
第
四
項
第
三
号
の
業
務
を
行
う 

に
当
た
っ
て
、
特
に
医
学
的
、
心
理
学
的
及
び
職
能
的
判
定
を
必 

要
と
す
る
場
合
に
は
、
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
の
判
定
を
求
め 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

市
町
村
の
福
祉
事
務
所)

第
十
条 

市
町
村
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
又
は
そ
の
長
は
、
こ
の 

法
律
の
施
行
に
関
し
、
主
と
し
て
前
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
業 

務
又
は
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長
の
業 

務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

下
同
じ
。)

に
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど 

る
職
員(

以

下

「知
的
障
害
者
福
祉
司
」
と
い
う
。)

を
置
い
て
い 

な
い
市
町
村
の
長
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
て
い
な
い
町
村
の 

長
は
ハ
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
専
門
的
な
知
識
及
び 

技
術
を
必
要
と
す
る
も
の(

次
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て 

「専
門
的
相
談
指
導
」
と
い
う
。)

で
あ
っ
て
十
八
歳
以
上
の
知 

的
障
害
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
知
的
障
害
者
の
更
生
援
護 

に
関
す
る
相
談
所(

以

下

「
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
」
と
い 

う
。)

の
技
術
的
援
助
及
び
助
言
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

引

市

町

村

長
(

特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

は
、
十 

八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
に
つ
き
第
三
項
第
三
号
の
業
務
を
行
う 

に
当
た
っ
て
、
特
に
医
学
的
、
心
理
学
的
及
び
職
能
的
判
定
を
必 

要
と
す
る
場
合
に
は
、
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
の
判
定
を
求
め 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
市
町
村
の
福
祉
事
務
所)

第
十
条 

市
町
村
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
又
は
そ
の
長
は
、
こ
の 

法
律
の
施
行
に
関
し
、
主
と
し
て
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
業 

務
又
は
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長
の
業 

務
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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二
第
九
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
、
専
門
的
な 

知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

5
 

(

略)

(

知
的
障
害
者
福
祉
司)

第

十

三

条
(

略)

2
 • 3
 

(

略)

4
 

市
町
村
の
知
的
障
害
者
福
祉
司
は
、
福
祉
事
務
所
の
長(

以
下 

「福
祉
事
務
所
長
」
と
い
う
。)

の
命
を
受
け
て
、
知
的
障
害
者 

の
福
祉
に
関
し
、
主
と
し
て
、
次
の
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

一

(

略)

者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
相
談
支
援
事
業
を 

行
う
当
該
都
道
府
県
以
外
の
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

連
絡
調
整
等
の
実
施
者)

第

十

一

条
(

略)

2
 

都
道
府
県
は
、
前
項
第
二
号
口
に
規
定
す
る
相
談
及
び
指
導
の 

う
ち
主
と
し
て
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
知
的
障
害
者
及 

び
そ
の
介
護
を
行
う
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

れ

を

團

2
 • 3
 

(

略)

二
第
九
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
、
専
門
的
な 

知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

5
 

(

略)

(

知
的
障
害
者
福
祉
司)

第

十

三

条
(

略)

2
 • 3
 

(

略)

4
 
•

市
町
村
の
知
的
障
害
者
福
祉
司
は
、
福
祉
事
務
所
の
長(

以
下 

「福
祉
事
務
所
長
」
と
い
う
。)

の
命
を
受
け
て
、
知
的
障
害
者 

の
福
祉
に
関
し
、
主
と
し
て
、
次
の
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

一

(

略)

障
害
者
相
談
支
援
事
業
を
行
う
当
該
都
道
府
県
以
外
の
者
に
委
託 

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
連
絡
調
整
等
の
実
施
者)

第

十

一

条
(

略)

2

都
道
府
県
は
、
前
項
第
二
号
口
に
規
定
す
る
相
談
及
び
指
導
の 

う
ち
主
と
し
て
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
知
的
障
害
者
及 

び
そ
の
介
護
を
行
う
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

れ

を

訓

2
 • 3
 

(

略)

7
 〇

3



(

支
援
体
制
の
整
備
等)

第
十
五
条
の
三
市
町
村
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
更
生
援
護
、
障 

害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
自
立
支
援
給
付
別
地 

支
援
事
業
そ
の
他
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
福
祉
サ
ー 

ビ
ス
が
積
極
的
に
提
供
さ
れ
、
知
的
障
害
者
が
、
心
身
の
状
況
、
 

そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
及 

び
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
最
も
適
切
な
支
援
が
総
合
的
に
受
け 

ら
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
に 

参
画
す
る
者
の
活
動
の
連
携
及
び
調
整
を
図
る
等
地
域
の
実
情
に 

応
じ
た
体
制
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 

(

略)

(

支
援
体
制
の
整
備
等)

第
十
五
条
の
三
市
町
村
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
更
生
援
護
、
障 

害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
自
立
支
援
給
付
そ
の
他
地
域
の 

実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
積
極
的
に
提
供
さ 

れ
、
知
的
障
害
者
が
、
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境 

等
に
応
じ
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
た
め 

に
最
も
適
切
な
支
援
が
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
サ 

—
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
に
参
画
す
る
者
の
活
動
の
連 

携
及
び
調
整
を
図
る
等
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制
の
整
備
に
努 

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 

(

略)

(

利
用
の
調
整
等)

第
十
五
条
の
四
市
町
村
は
、
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
か
ら
求 

め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
そ
の
他
の
事
業 

又
は
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
あ
っ
せ
ん
又
は
調 

整
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事 

業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
文
は
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
設
置 

者
に
対
し
、
当
該
知
的
障
害
者
の
利
用
に
つ
い
て
の
要
請
を
行
う
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も
の
と
す
る
。

21
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
及
び
知
的 

障
害
者
援
護
施
設
の
設
置
者
は
、
前
項
の
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び 

要
請
に
対
し
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
施
設
訓
練
等
支
援
費

第
一
款
支
援
費
の
支
給

第
十
五
条
の
五
か
ら
第
十
五
条
の
十
ま
で 

削
除

(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給) 

第
十
五
条
の
十
一
市
町
村
は
、
次
条
第
五
項
に
規
定
す
る
施
設
支 

給
決
定
知
的
障
害
者(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「施
設
支
給
決
定 

知
的
障
害
者
」
と
い
う
。)

が
、
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定 

め
ら
れ
た
同
項
第
一
号
の
期
間(

第
十
五
条
の
十
四
の
四
第
一
項 

に

お

い
て

「施
設
支
給
決
定
期
間
」
と
い
う
。)

内
に
お
い
て
、
 

都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
、
特
定
知
的 

障
害
者
授
産
施
設
若
し
く
は
知
的
障
害
者
通
勤
寮
又
は
独
立
行
政 

法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
の
設
置
す
る
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施

設
(

以

下

「指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
」
と
い
う
。)

に 

入
所
の
申
込
み
を
行
い
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
か 

ら
知
的
障
害
者
施
設
支
援(

以

下

「指
定
施
設
支
援
」
と
い
う
。
 

)

を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
に
対
し 

、
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

食
事
の
提
供
に
要
す
る 

費
用
、
居
住
又
は
滞
在
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要 

す
る
費
用
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用(

以

下

「特
定 

費
用
」
と
い
う
。)

を
除
く
。)

に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等
支
援 

費
を
支
給
す
る
。

21
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二 

号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

H
 

知
的
障
害
者
施
設
支
援
の
種
類
ご
と
に
指
定
施
設
支
援
に
通 

常
要
す
る
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
き
、
厚
生
労
働 

大
臣
が
定
め
る
基
準
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村 

長
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額(

そ
の
額
が
現
に
当
該 

指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

の
額 

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用 

コ
前
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額 

の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
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と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

31
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
同
一
の
月
に
受
け
た
指
定
施
設 

支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く
。) 

の
額
の
合
計
額
か 

則
前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
彗
該
冋
一
の
月
心
お
け
61 

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
当
該
施 

設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
の
家
計
に
与
え
る
影
響
そ
の
他
の
事
情 

^

し̂

^

し
て 
政
令
で
定
め
る
額
を̂

^

已
き
は
、—
同
珥
の
規 

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
同
一
の
月
に
お
け
る
施
設
訓
練
等
支
援 

費
の
額
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ 

る
額
を
下
回
る
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り 

算
定
し
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

41
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め 

る
基
準
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
知
的
障
害
者
の
障
害
の
程
度 

に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分(

次
条
及
び
第
十
五
条 

の
十
三
に
お
い
て
「知
的
障
害
程
度
区
分
」
と
い
う
。)

を
考
慮 

す
る
も
の
と
す
る
。

(
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
受
給
の
手
続)

第
十
五
条
の
十
二
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
は
、
前
条
第
一
項 

の
規
定
に
よ
り
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
絢
を
受
け
よ
う
と
す
る
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と
き
は
、
知
的
障
害
者
施
設
支
援
の
種
類
ご
と
に
、
厚
生
労
働
省 

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら 

21
市
町
村
は
、
前
項
の
申
請
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
を 

行
っ
た
知
的
障
害
者
の
障
害
の
程
度
、
当
該
知
的
障
害
者
の
介
護 

を
行
う
者
の
状
況
、
当
該
知
的
障
害
者
の
施
設
訓
練
等
支
援
費
の 

受
給
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
勘
案
し 

て
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
の
要
否
を
決
定
す
る
も
の
と
す 

る
。

31
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
決
定(

以

下

「施
設
支
給
決
定
」
・
 

と
い
う
。)

を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

H

施
設
訓
練
等
支
援
費
を
支
給
す
る
期
間 

コ 

当
該
知
的
障
害
者
の
知
的
障
害
程
度
区
分 

41
前
項
第
一
号
の
期
間
は
、
知
的
障
害
者
施
設
支
援
の
種
類
ご
と 

に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も 

の
と
す
る
。

51
市
町
村
は
、
施
設
支
給
決
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
施
設
支
給 

決
定
を
受
け
た
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者(

以

下

「施
設
支
給 

決
定
知
的
障
害
者
」
と
い
う
。)

に
対
し
ヽ
厚
生
労
働
省
令
の
定
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め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た 

受

給

者

証(

以

下

「施
設
受
給
者
証
」
と
い
う
。)

を
交
付
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

61
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
受
給
者
証
に
関
し
必
要
な 

事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

71
指
定
施
設
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害 

者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
知
的
障 

害
者
更
生
施
設
等
に
施
設
受
給
者
証
を
提
示
し
て
当
該
指
定
施
設 

受"

る
も
の
と
す
る
。
た

だ

緊

急

の

場

合

そ

の

他

や 

む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な 

81
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等 

か
ら
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た
と
き(

当
該
施
設
支
給
決
定
知
的 

障
害
者
が
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
に
施
設
受
給
者
証 

を
提
示
し
た
と
き
に
限
る
。)

は
、
市
町
村
は
、
当
該
施
設
支
給 

決
定
知
的
障
害
者
が
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
に
支
払 

う
べ
き
当
該
指
定
施
設
支
援
に
要
し
た
費
用(

特
定
費
用
を
除
く 

〇) 

に
つ
い
て
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
と
し
て
当
該
施
設
支
給
決 

定
知
的
障
害
者
に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
施
設 

支
給
決
定
知
的
障
害
者
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
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施
設
等
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

91
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
施
設
支
給
決
定 

知
的
障
害
者
に
対
し
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の 

と
み
な
す
。

101
市
町
村
は
、
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
施
設
訓
練
等 

支
援
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
第
一
号
の
市
町 

村
長
が
定
め
る
基
準
及
び
第
十
五
条
の
二
十
六
に
規
定
す
る
指
定 

知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準(

指 

定
施
設
支
援
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。)

に
照
ら
し
て 

審
査
の
上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

111
市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
に
関
す
る
事
務
を
国
民 

健
康
保

険

法(

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号)

第
四
十
五 

条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
そ
の
他
営
利 

を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の 

に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

知
的
障
害
程
度
区
分
の
変
更)

第
十
五
条
の
十
三
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
は
、
そ
の
知
的
障 

害
程
度
区
分
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生 

労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
知
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的
障
害
程
度
区
分
の
変
更
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

21
市
町
村
は
、
前
項
の
申
請
又
は
職
権
に
よ
り
、
前
条
第
一 

ー
項
の 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
勘
案
し
、
施
設
支
給
決
定
知
的 

障
害
者
に
つ
き
、
必
要
が
あ

61
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
知
的
障 

害
程
度
区
分
の
変
更
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合 

に
お
い
て
、
市
町
村
は
、
当
該
決
定
に
係
る
施
設
支
給
決
定
知
的 

障
害
者
に
対
し
施
設
受
給
者
証
の
提
出
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
 

31
市
町
村
は
、
前
項
の
決
定
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
施
設
受
給
者 

証
に
当
該
決
定
に
係
る
知
的
障
害
程
度
区
分
を
記
載
し
、
こ
れ
を 

返
還
す
る
も
の
と
す
る
〇

(

施
設
支
給
決
定
の
取
消
し)

第
十
五
条
の
十
四
施
設
支
給
決
定
を
行
っ
た
市
町
村
は
、
次
に
掲 

げ
る
場
合
に
は
、
当
該
施
設
支
給
決
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。

T
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
、
指
定
施
設
支
援
を
受
け
る 

必
要
が
な
く
な̂

X
j

認

专

と

き

。

コ
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
、
施
設
支
給
決
定
期
間
内
に 

、
当
該
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る 

に
至
っ
た
と
認
め
る
と
き
。
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2

前
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
支
給
決
定
の
取
消
し
を
行
っ
た
市
町 

村
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取
消
し 

に
係
る
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
に
対
し
施
設
受
給
者
証
の
返 

還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

31
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
支
給
決
定
の
取
消
し
に 

関
し
必
要
ぬ
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(

施
設
訓
練
等
支
援
費
の
額
の
特
例) 

第
十
五
条
の
十
四
の
二 

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省 

令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
知
的
障
害
者
施 

設
支
援
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め 

た
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
が
受
け
る
施
設
訓
練
等
支
援
費
の 

額
は
、
第
十
五
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項 

第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
下
回
る
額 

の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
長
が
定
め
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額 

と
す
る
。

(

高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給)

第
十
五
条
の
十
四
の
三
市
町
村
は
、
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者 

が
受
け
た
知
的
障
害
者
施
設
支
援
、
身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
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二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る 

身
体
障
害
者
施
設
支
援
及
び
介
護
保
険
法(

平
成
九
年
第
百
二
十 

三
号)

第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー 

ビ

み

う

魚

令

で

定

め

る

し

の

に

WI
し
た
費
用
の
合
計
額
か
ら 

当
該
費
用
に
つ
き
支
給
さ
れ
た
施
設
訓
練
等
支
援
費
、
身
体
障
害 

者
福
祉
法
第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
施
設
訓
練
等
支
援
費
及
び
介 

護
保
険
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
の
う
ち
政
令
で
定 

め
る
も
の
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
が
、
著
し
く
高
額
で
あ 

る
と
き
は
、
当
該
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者
に
対
し
、
高
額
施 

設
訓
練
等
支
援
費
を
支
給
す
る
。

21
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支 

給
要
件
、
支
給
額
そ
の
他
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
関 

し
必
要
な
事
項
は
、
知
的
障
害
者
施
設
支
援
に
要
す
る
費
用
の
負 

担
の
家
計
に
与
え
る
影
響
を
鬲
し
ゝ

政
令
で
定
め
削 

(

特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支
給) 

第
十
五
条
の
十
四
の
四
市
町
村
は
、
施
設
支
給
決
定
知
的
障
害
者 

(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
に
入
听
す
る
気 
の 
他
の
厚
生
労
働
省
令 

で
定
め
る
者
を
除
く
。) 

の
う
ち
所
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を 

し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の(

以
下
こ
の
項
に
お
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い

て

「特
定
入
所
者
」
と
い
う
。)

が
、
施
設
支
給
決
定
期
間
内 

に
お
い
て
、
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
に
入
所
し
、
当
該
指 

定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
か
ら
指
定
施
設
支
援
を
受
け
た
と
き 

は
、
当
該
特
定
入
所
者
に
対
し
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施 

設
等
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用.
及
び
居
住
に
要
し
た 

費
用
に
つ
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
入
所
者 

食
費
等
給
付
費
を
支
給
す
る
。

21
第
十
五
条
の
十
二
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
特 

定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支
給
に
つ
い
て,
準
用
す
る
。
こ
の
場 

合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(

文
書
の
提
出
等)

第
十
五
条
の
十
五
市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
、
高
額
施
設 

訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
估
費
の
支
給
に
関
し 

て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
的
障
害
者
施
設
支
援
を
担 

当
す
る
者
に
対
し
、
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示 

を

又
は

当
該

職

員

に

質

問

若

し

く
は

照

会
を

ぎ

せ

る
こ

と 

が
で
き
る
。

(

厚
芻
働
省
令
へ
の
委
任)
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第
十
五
条
の
十
六
こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
訓
練
等 

支
援
費
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給 

付
費
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め 

る
。

第
二
款
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等

第
十
五
条
の
十
七
か
ら
第
十
五
条
の
二
十
三
ま
で 

削
除

(

指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
指
定)

第
十
五
条
の
二
十
四 

第
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
指
定
は
、
厚
生 

労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
的
障
害
者
更
生
施
設
、
 

特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
又
は
知
的
障
害
者
通
勤
寮(

以

下

「
 

知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
」
と
い
う
。)

で
あ
っ
て
、
そ
の
設
置 

者
の
申
請
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
行
う
。

21
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指

定

知

的

〇̂

 

更
生
施
設
等
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

H

申
請
者
が
地
方
公
共
団
体
又
は
社
会
福
祉
法
人
で
な
い
と 

き
。
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二

申

請

者

が

、
第
十
五
条
の
二
十
六
に
規
定
す
る
指
定
知
的
障 

害
者
更
生
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て 

適
正
な
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き 

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

(

指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
の
責
務) 

第
十
五
条
の
二
十
五
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
は 

、
入
所
者
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
適
切
な
知
的
障
害
者
施
設 

支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
施
設
支 

援
の
質
の
評
価
を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ 

り
常
に
指
定
施
設
支
援
を
受
け
る
者
の
立
場
に
立
っ
て
こ
れ
を
提 

供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
基
準) 

第
十
五
条
の
二
十
六 

指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
は 

、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設 

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
い
、
指
定
施
設
支
援
を
提
供
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

討

更

の

届

出)
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第
十
五
条
の
二
十
七 

指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
は 

、
設
置
者
の
住
所
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
誇
変 

更
が
あ
っ
た
と
き
は' 

厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り 

、
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

(

報
告
等)

第
十
五
条
の
二
十
ハ
都
道
府
県
知
事
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
、
 

高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
支 

給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
知
的
障
害
者 

更
生
施
設
等
の
設
置
者
若
し
く
は
そ
の
長
そ
の
他
の
従
業
者(

以 

下
こ
の
項
及
び
第
十
五
条
の
三
十
に
お
い
て
「指
定
施
設
設
置
者 

等
」
と
い
う
。)

で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ 

っ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提 

示
を
命
じ
、
指
定
施
設
設
置
者
等
で
あ
る
者
若
し
く
は
指
定
施
設 

設
置
者
等
で
あ
っ
た
者
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に 

、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
指
定
知
的
障
害
者
更 

生
施
設
等
に
つ
い
て
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を 

検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
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、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
 

関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら 

31
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら 

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

(

指
定
の
辞
退)

第
十
五
条
の
二
十
九
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
は
、
三
月
以 

上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

(
指
定
の
取
消
し)

第
十
五
条
の
三
十 

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に 

該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設 

等
に
係
る
第
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が 

で
き
る
。

H

指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
が
、
第
十
五
条
の 

二
十
六
に
規
定
す
る
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
備
及 

び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て
当
該
施
設
の
適
正
な
運
営
を 

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な 
っ
た
と
き
。
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二
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
の
請 

求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。

ヨ
指
定
施
設
設
置
者
等
が
、
第
十
五
条
の
二
十
ハ
第
一
項
の
規 

定
に
よ
り
報
告
又
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
ぜ 

ら
れ
て
こ
れ
に
従
わ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。
 

凹
指
定
施
設
設
置
者
等
が
、
第
十
五
条
の
二
十
ハ
第
一
項
の
規 

定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、
同
項
の
規
定 

に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を 

し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く 

は
忌
避
し
た
と
き(

当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
従 

業
者
が
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
を
防
止 

す
る
た
め
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
又 

は
そ
の
長
が
相
当
の
注
意
及
び
監
督
を
尽
く
し
た
と
き
を
除
く

五
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
設
置
者
が
、
不
正
の
手
段 

指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
圖
定
劃
受
け
た
と 

き
。

21
市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
に
係
る
指
定
施
設
支 

援
を
行
っ
た
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
に
つ
い
て
、
前
項
第 

一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当

323



こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「療
養
介
護
等
」
と

養
介
護
及
び
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
施
設
入
所
支
援(

以
下

に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス(

同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
療

第
十
五
条
の
四
市
町
村
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項

(

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス)

第
二
節 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
支
援
施
設
等
へ 

の
入
所
等
の
措
置

ー
ー
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を 

含
む
。
以

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。)

を
必
要
と
す

一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス(

同
法
附
則
第
十
一
条
第

第
十
五
条
の
三
十
二 

市
町
村
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第

(

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等)

第
三
節
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
所
等
の
措
置

三
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等 

の
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
。

二 

第
十
五
条
の
二
十
九
の
規
定
に
よ
る
指
定
知
的
障
害
者
更
生 

施
設
等
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
と
き
。

第
十
五
条
の
三
十
一
都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は 

、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
 

指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
指
定
を
し
た
と
き
。

該
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に 

通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

公
示)
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い
う
。)

を
除
く
。
以

下

「障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。) 

を
必
要
と
す
る
知
的
障
害
者
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
介 

護
給
付
費
等(

療
養
介
護
等
に
係
る
も
の
を
除
く
。) 

の
支
給
を 

受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
知 

的
障
害
者
に
っ
き
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
障
害
福
祉
サ 

—
ビ
ス
を
提
供
し
、
又
は
当
該
市
町
村
以
外
の
者
に
障
害
福
祉
サ 

—
ビ
ス
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

障
害
者
支
援
施
設
等
へ
の
入
所
等
の
措
置)

第
十
六
条 

市
町
村
は
、
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
に
つ
き
、
そ 

の
福
祉
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
次
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

一

(

略)

ニ
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
介
護
給
付
費
等(

療
養
介
護
等

る
知
的
障
害
者
が
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
同
法
に
規
定
す 

る
介
護
給
付
費
、
特
例
介
護
給
付
費
、
訓
練
等
給
付
費
又
は
特
例 

訓
練
等
給
付
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と 

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
知
的
障
害
者
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
基 

準
に
従
い
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
又
は
当
該
市
町
村 

以
外
の
者
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
委
託
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。

21
市
町
村
は
、
そ
の
福
祉
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
日
常
生 

活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
に
つ
き 

、
日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た
め
の
用
具
で
あ
つ
II
厚̂

^

 

大
臣
が
定
め
る
も
の
を
給
付
し
、
若
し
く
は
貸
与
し
、
又
は
当
該 

市
町
村
以
外
の
者
に
こ
れ
を
給
付
し
、
若
し
く
は
貸
与
す
る
こ
と 

を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

施
設
入
所
等
の
措
置)

第
十
六
条 

市
町
村
は
、
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
に
つ
き
、
そ 

の
福
祉
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
次
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。

一

(

略)

ーー 

や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
第
十
五
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
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に
係
る
も
の
に
限
る
。)

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困 

難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
市
町
村
の
設
置
す
る
障
WI 

者
支
援
施
設
若
し
く
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
五
項
の 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設(

以

下

「障
害
者
支
援
施
設
等 

」
と
い
う
。)

に
入
所
さ
せ
て
そ
の
更
生
援
護
を
行
い
、
又
は 

都
道
府
県
若
し
く
は
他
の
市
町
村
若
し
く
は
社
会
福
祉
法
人
の 

設
置
す
る
障
害
者
支
援
施
設
等
若
し
く
は
の
ぞ
み
の
園
に
入
所 

さ
せ
て
そ
の
更
生
援
護
を
行
う
こ
と
を
委
託
す
る
こ
と
。

三

(

略)

2 
(

略)

(

措
置
の
解
除
に
係
る
説
明
等)

第
十
七
条
市
町
村
長
は
、
第
十
五
条
の
四
又
は
前
条
第
一
項
の
措 

置
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
措
置
に
係
る
者 

又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
当
該
措
置
の
解
除
の
理
由
に
つ
い
て 

説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

た
だ
し
、
当
該
措
置
に
係
る
者
又
は
そ
の
保
護
者
か
ら
当
該
措
置 

の
解
除
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る 

場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

り
施
設
訓
練
等
支
援
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難 

で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
市
町
村
の
設
置
す
る
知
的
障 

害
者
更
生
施
設
等
に
入
所
さ
せ
て
そ
の
更
生
援
護
を
行
い
、
又 

は
都
道
府
県
若
し
く
は
他
の
市
町
村
若
し
く
は
社
会
福
祉
法
人 

の
設
置
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
若
し
く
は
独
立
行
政
法 

人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
の
設
置
す
る 

劉
に
入
所
さ
せ
て
そ
の
更
生
援
護
を
行
う
こ
と
を
委
託
す
る 

こ
と
。

三

(

略)

2 
(

略)

(

措
置
の
解
除
に
係
る
説
明
等)

第
十
七
条
市
町
村
長
は
、
第
十
五
条
の
三
十
二
又
は
前
条
第
一
項 

の
措
置
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
措
置
に
係 

る
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
当
該
措
置
の
解
除
の
理
由
に
っ 

い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。
た
だ
し
、
当
該
措
置
に
係
る
者
又
は
そ
の
保
護
者
か
ら
当
該 

措
置
の
解
除
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定 

め
る
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
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(

行
政
手
続
法
の
適
用
除
外)

第
十
八
条
第
十
五
条
の
四
又
は
第
十
六
条
第
一
項
の
措
置
を
解
除 

す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手

続

法(

平
成
五
年
法
律
第
八
十 

ハ
号)

第

三

章(

第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
を
除
く
。) 

の
規
定 

は
、
適
用
し
な
い
。

(

行
政
手
続
法
の
適
用
除
外)

第
十
七
条
の
二
第
十
五
条
の
三
十
二
又
は
第
十
六
条
第
一
項
の
措 

置
を
解
除
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法(

平
成
五
年
法 

律
第
八
十
八
号)

第

三

章(

第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
を
除
く
。
 

)

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
章
事
業
及
び
施
設

(

知
的
障
害
者
相
談
支
援
事
業
の
開
始)

第
十
八
条
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る 

事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事 

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(

秘
密
保
持
義
務)

第
十
八
条
の
二
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
従
事
す
る
職
員
は 

コ
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の
身
上
に
関
す 

る
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

施
設
の
設
置)
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第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
削
除

第
十
九
条
都
道
府
県
は
、
知
的
障
害
者
援
護
施
設
を
設
置
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

21
市
町
村
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
者
は
、
社
会
福
祉
法
の
定 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
的
障
害
者
援
護
施
設
を
設
置
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。

(

変
更
及
び
廃
止
又
は
休
止)

第
二
十
条
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
第
十
八
条
の
規
定
に 

よ

り

届

け

出

た

事

項

に

変

じ

た

と

韵

は

、
変
更
の
日
か
ら 

一
月
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。

21
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事
業 

を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

(

施
設
の
基
準)

第
二
十
一
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
設
備 

及
び
運
営
に
つ
い
て
、
基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

21
知
的
障
害
者
援
護
施
設
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
自
る
基

-328 -



準
を
社
会
福
祉
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
最
低
基
準 

と
み
な
し
て
、
同
法
第
六
十
二
条
第
四
項
、
第
六
十
五
条
第
二
項 

及
び
第
七
十
一
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

(

報
告
の
徴
収
等)

第
二
十
一
条
の
二 

都
道
府
県
知
事
は
、
知
的
障
害
者
の
福
祉
の
た 

め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事 

業
を
行
う
者
に
対
し
、
必
要
と
認
め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又 

は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の 

事
務
所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
他 

の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

刃 

前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
立
入
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い 

て
は
、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関 

係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

31
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら 

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

(

事
業
の
停
止
等)

第
二
十
一
条
の
三 

都
道
府
県
知
事
は
、
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事
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害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
又
は
障
害
者
支
援
施
設
等
若
し 

く
は
の
ぞ
み
の
園
の
設
置
者
は
、
第
十
五
条
の
四
又
は
第
十
六
条 

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
な 

理
由
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条 

障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障

(

受
託
義
務)

必
要
な
訓
練
、
介
護
方
法
の
指
導
そ
の
他
の
便
宜
を
供
与
す
る
こ 

と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

、
創
作
的
活
動
の
機
会
の
提
供
、
社
会
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
に

八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う
者
を
通
わ
せ
て

第
二
十
一
条
の
五 

知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
十

(

知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー)

障
害
者
援
護
施
設
の
設
置
者
は
、
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
又 

は
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
と
き 

は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
四 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
又
は
知
的

の
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず 

る
こ
と
が
で
き
る
。

(

受
託
義
務)

る
知
的
障
害
者
の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ

の
事
業
に
関
し
不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係

く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
そ

業
を
行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
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(

知
的
障
害
者
更
生
施
設)

第
二
十
一
条
の
六
知
的
障
害
者
更
生
施
設
は
、
十
八
歳
以
上
の
知 

的
障
害
者
を
入
所
さ
せ
て
、

こ
れ
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の 

更
生
に
必
要
な
指
導
及
び
訓
練
を̂I

っ
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設 

と
す
る
。

(

知
的
障
害
者
授
産
施
設)

第
二
十
一
条
の
七
知
的
障
害
者
授
産
施
設
は
、
十
八
歳
以
上
の
知 

的
障
害
者
で
あ
っ
て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
を
入
所
さ 

せ
て
、
自
活
に
必
要
な
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
職
業
を
与
え
て 

自
活
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

(

知
的
障
害
者
通
勤
寮)

第
二
十
一
条
の
ハ 

知
的
障
害
者
通
勤
寮
は
、
就
労
し
て
い
る
知
的 

知

し

、
—
居
室
そ
の
他
の
設
WI
を
利
用
さ
せ
る
と
と
も
に 

、
独
立
及
び
自
活
に
必
要
な
助
言
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的 

と
す
る
施
設
と
す
る
。

(

知
的
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム)
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第

三

章

費

用

(

市
町
村
の
支
弁)

第
二
十
二
条
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

(

略)

二
第
十
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に 

要
す
る
費
用

ヨ

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す 

る
費
用

第
二
十
一
条
の
九 

知
的
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
は
、
低
額
な
料
金
で 

、
現
に
住
居
を
求
め
て
い
る
知
的
障
害
者
に
対
し
、
居
室
そ
の
他 

の
設
備
を
利
用
さ
せ
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
便
宜
を 

供
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

第

五

章

費

用

(
市
町
村
の
支
弁)

第
二
十
二
条
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

(

略)
第
十
五
条
の
十
一
、
第
十
五
条
の
十
四
の
三
又
は
第
十 

五
条
の
十
四
の
四
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
施
設
訓
練
等 

支
援
費
、
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等 

給

付

費(

以

下

「施
設
訓
練
等
支
援
費
等
」
と
い
う
。)

の
支 

給
に
要
す
る
費
用

第
十
五
条
の
三
十
二
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行 

政
措
置
に
要
す
る
費
用

7
!

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
行
政
措
置
に
要
す 

る
費
用

ヨ
市
町
村
が
設
置
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
設
置
及
び
運
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(

都
道
府
県
の
支
弁) 

第
二
十
三
条
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

一
 
•

二

(

略)

(

都
道
府
県
の
負
担)

第
二
十
五
条 

都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第 

二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
 

次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

T

 

第
一 

ー
十
二
条
第
二
号
の
費
用(

次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く 

〇)

に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
分
の
ー

コ 

第
一 

ー
十
二
条
第
二
号
の
費
用(

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る 

居
住
地
を
有
し
な
い
か
、
又
は
居
住
地
が
明
ら
か
で
な
い
知
的 

障

害

者(

第
四
号
に
お
い
て
「居
住
地
不
明
知
的
障
害
者
」
と 

い
う
。)

に
っ
い
て
の
行
政
措
置
に!
§
|
^
^

費
用
に
限
る
。
4
 

に
つ
い
て
は
、
そ
の
十
分
の
五

耳 

第
二
十
二
条
第
三
号
の
費
用(

第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の

営
に
要
す
る
費
用

(

都
道
府
県
の
支
弁)

第
二
十
三
条
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

一
 
•

二

(

略)

ヨ 

都
道
府
県
が
設
置
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
設
置
及
び 

運
営
に
要
す
る
費
用

(

都
道
府
県
の
負
担)

第
二
十
五
条 

都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第 

二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
 

次
に
掲
げ
る
も
の
を
負
担
す
る
。

ー
 

第
二
十
二
条
第
一
号
の
二
の
費
用(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
支
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規
定
に
よ
る
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
に
限
り
、
次
号
に
掲
げ 

る
費
用
を
除
く
。) 

に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
分
の
ー

四 

第
二
十
二
条
第
三
号
の
費
用(

居
住
地
不
明
知
的
障
害
者
に 

つ
い
て
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行 

う
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

に
つ
い
て
は
、
そ
の 

十
分
の
五

援
に
係
る
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び 

次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

及
び
同
条
第
二
号
の
費
用 
( 

第
十
六
条
第
一
項
第
一 

ー
号
の
規
定
に
よ
る
行
政
措
置(

知
的
障 

誉
ロ
者
通
勤
寮
に
係
る
も
の
を
除
く
。) 

に
要
す
る
費
用
に
限
り 

、
次
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。) 

の
う
ち
、
福
祉
事
務
所
を 

設
置
し
な
い
町
村
が
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
分
の
ー 

コ 

第
二
十
二
条
第
一
号
の
ー
ー
の
費
用(

第
九
条
第
一
項
に
規
定 

す
る
居
住
地
を
有
せ
ず
、
又
は
居
住
地
が
明
ら
か
で
な
い
知
的 

障

害

者(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「居
住
地
不
明
知
的
障
害
者 

」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
の
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給 
( 

知
的
障
害
者
通
勤
寮
支
援
に
係
る
も
の
を
除
く
。) 

に
要
す
る 

費
用
に
限
る
。)

及
び
第
二
十
二
条
第
二
号
の
費
用(

第
十
六 

条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
居
住
地
不
明
知
的
障
害
者
に 

市
町
村
が
行
う
行
政
措
置(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
に
係 

る
も
の
を
除
く
。) 

に
要
す
る
費
用
に
限
る
。)

に
つ
い
て
は 

、
そ
の
十
分
の
五

ヨ
第
二
十
二
条
第
一
号
の
三
の
費
用(

第
十
五
条
の
三
十
二
第 

二
項
の
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
及
び
次
号
に
掲
げ
る
費
用
き 

除
く
。)

に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
分
の
ー

KI
第
二
十
二
条
第
一
号
の
三
の
費
用(

居
住
地
不
明
知
的
障
害
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二 

第
二
十
二
条
第
三
号
の
費
用
の
う
ち
、
第
十
六
条
第
一
項
第 

二
号
の
規
定
に
よ
る
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用

ー
 

第
二
十
二
条
第
二
号
の
費
用

(

国
の
負
担)

第
一 

ー
十
六
条 

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
十
二 

条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
次
に
掲 

げ
る
費
用
の
十
分
の
五
を
負
担
す
る
。

四 

第
二
十
二
条
第
三
号
の
費
用
の
う
ち
、
知
的
障
害
者
更
生
施 

設
又
は
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用

二
号
の
規
定
に
よ
る
行
政
措
置(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
に
係
る 

も
の
を
除
く
。) 

に
要
す
る
費
用

三
第
二
十
二
条
第
二
号
の
費
用
の
う
ち
、
第
十
六
条
第.
一
項
第

二
第
二
十
二
条
第
一
号
の
三
の
費
用(

第
十
五
条
の
三
十
二
第 

二
項
の
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。)

ー
 

第
二
十
二
条
第
一
号
の
二
の
費
用(

知
的
障
害
者
通
勤
寮
支 

援
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

設
又
は
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に 

つ
い
て
は
、
そ
の
四
分
の
ー

(

国
の
負
担)

第
二
十
六
条 

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
十
二 

条
又
は
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
又
は
都
道
府
県
が
支 

弁
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
十
分
の
五
を
負
担 

^
□
7
 ̂

0
0

五 

第
二
十
二
条
第
三
号
の
費
用
の
う
ち
、
知
的
障
害
者
更
生
施

者
に
つ
い
て
の
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
の
行
政
措
置
に
要 

す
る
費
用
に
限
る
。)

に
つ
い
て
は
、
そ
の
十
分
の
五
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第

四

章

雑

則

第
二
百
十
九
号)

第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
又
は
同
法
第
三 

条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
財
産
の
譲
渡 

又
は
貸
付
け
を
受
け
た
社
会
福
祉
法
人
に
準
用
す
る
。

(

準
用
規
定)

第
二
十
七
条
の
二
社
会
福
祉
法
第
五
十
八
条
第
二
項
か
ら
第
四
項 

ま
で
の
規
定
は
、
国
有
財
産
特
別
措
置
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律

第
二
十
七
条
第
十
五
条
の
四
又
は
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規 

定
に
よ
る
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
べ
き
市
町
村
の
長 

は
、
当
該
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者(

民

法
(

明
治
二 

十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

に
定
め
る
扶
養
義
務
者
を
い
う
。) 

か
ら
、
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
、
当
該
行
政
措
置
に
要
す
る
費 

用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

費
用
の
徴
収)

第

六

章

雑

則

第
二
百
十
九
号)

第
二
条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
又
は
同
法
第
三 

条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
財
産
の
譲
渡 

又
は
貸
付
け
を
受
け
た
社
会
福
祉
法
人
に
準
用
す
る
。

(

準
用
規
定)

第
二
十
七
条
の
二
社
会
福
祉
法
第
五
十
八
条
第
二
項
か
ら
第
四
項 

ま
で
の
規
定
は
、
国
有
財
産
特
別
措
置
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律

第
二
十
七
条
第
十
五
条
の
三
十
二
又
は
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号 

の
規
定
に
よ
る
行
政
措
置
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
べ
き
市
町
村 

の
長
は
、
当
該
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者(

民

法
(

明 

治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

に
定
め
る
扶
養
義
務
者
を
い 

う
。)

か
ら
、
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
、
当
該
行
政
措
置
に
要 

す
る
費
用
の
全
部
又
は-

部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

費
用
の
徴
収)

設
又
は
特
定
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用

五
第
二
十
三
条
第
三
号
の
費
用
の
う
ち
、
知
的
障
害
者
更
生
施
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(

審
判
の
請
求)

第
二
十
八
条 

市
町
村
長
は
、
知
的
障
害
者
に
つ
き
、
そ
の
福
祉
を 

図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
民
法
第
七
条
、
 

第
十
一
条
、
第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
七
条 

第
一
項
、
第
八
百
七
十
六
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
百
七
十
六
条 

の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
審
判
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
審
判
の
請
求)

第
二
十
七
条
の
三
市
町
村
長
は
、
知
的
障
害
者
に
つ
き
、
そ
の
福 

祉
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
民
法
第
七 

条
、
第
十
一
条
、
第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十 

七
条
第
一
項
、
第
八
百
七
十
六
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
百
七
十 

六
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
審
判
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

(

不
正
利
得
の
徴
収)

第
二
十
七
条
の
四
市
町
村
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り 

施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ 

の
者
か
ら
、
そ
の
支
給̂

^

た
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
閔 

は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

21
市
町
村
は
、
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
が
、
偽
り
そ
の
他 

不
正
の
行
為
に
よ
り
施
設
訓
練
等
支
援
費
又
は
特
定
入
所
者
食
費 

等
給
付
費
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
指
定
知
的
障
害
者
更 

生
施
設
等
に
対
し
、
そ
の
支
払
っ
た
額
を
返
還
さ
せ
る
ほ
か
、
そ 

の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
払
わ
せ 

る
こ
と
が
で
き
る
。

31
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
地

方

自

治

法(

昭
和
二
十
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二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
三
項
に
規
定 

す
る
法
律
で
定
め
る
歳
入
と
す
る
。

(

報
告
等)

第
二
十
七
条
の
五
市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
に 

関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
的
障
害
者
、
知
的
障 

害
者
の
配
偶
者
若
し
く
は
知
的
障
害
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主 

そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
に 

対
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提 

示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

21
第
十
五
条
の
二
十
八
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質 

問
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限 

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(

資
料
の
提
供
等)

第
二
十
七
条
の
六
市
町
村
は
、
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
の
支
給
に 

関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
的
障
害
者
、
知
的
障 

害
者
の
配
偶
者
又
は
知
的
障
害
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の 

他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
資
産
又
は
収
入
の
状
況
に
つ
き
、
官 

公
署
に 
対
し
必
要
な
文
書
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め

一 338



、
又
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の
他
の
機
関
若
し
く
は
知
的
障
害
者 

劉
 
用

の

他

の

関

贸

に

報

告

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

(

租
税
そ
の
他
公
課
の
非
課
税)

第
二
十
七
条
の
七
こ
の
法
律
に
よ
り
支
給
を
受
け
た
金
品
を
標
準 

と
し
て
、
租
税
そ
の
他
の
公
課
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(

大
都
市
等
の
特
例)

第
三
十
条
こ
の
法
律
の
規
定
中
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ 

れ
て
い
る
事
務
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法 

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項 

の
指
定
都
市(

以

下

「指
定
都
市
」
と
い
う
。)

及
び
同
法
第
二 

百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
・
一
項
の
中
核
市(

以

下

「中
核
市
」
と 

い
う
。)

に
お
い
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定 

都
市
又
は
中
核
市(

以

下

「指
定
都
市
等
」
と
い
う
。)

が
処
理 

す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
法
律
の
規
定

(

受
給
権
の
保
護)

第
二
十
八
条
施
設
訓
練
等
支
援
費
等
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡 

し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

(

大
都
市
等
の
特
例)

第
三
十
条 

こ
の
法
律
の
規
定
中
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ 

れ
て
い
る
事
務
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百 

・
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市(

以

下

「指
定
都
市
」
と 

い
う
。)

及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核 

市
(

以

下

「中
核
市
」
と
い
う
。)

に
お
い
て
は
、
政
令
の
定
め 

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市(

以

下

「指
定
都
市 

等
」
と
い
う
。)

が
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い 

て
は
、

こ
の
法
律
の
規
定
中
都
道
府
県
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
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中
都
道
府
県
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市
等
に
関
す
る
規
定
と 

し
て
指
定
都
市
等
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

都
市
等
に
関
す
る
規
定
と
し
て
指
定
都
市
等
に
適
用
が
あ
る
も
の 

と
す
る
。

(

緊
急
時
に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
の
事
務
執
行) 

第
三
十
条
の
二
知
斷
害
者
更
生
施
設
又
は
知
的
障
害
者
授
産
施 

設
に
つ
い
て
、
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
適
用
す
る
こ
と
と
さ 

れ
る
社
会
福
祉
法
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
の
規
定
に
よ 

り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務 
( 

同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
を
除
く 

。) 

は
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
入
所
す
る
者
の
利
益
を
保
護
す
る
緊 

急
の
必
要
が
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
61
場
合
に
あ
っ
て
は 

、
厚
芻
島
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。

こ 

の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
の
規
定
中
都
道
府
県
知
事
に
関
石 

規

定
(

当
該
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
ツ)

は
、
厚
生
労
働
大
臣 

す
る
規
定
と
し
て!
？

〇

労
働
大
臣
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す 

る
。

21
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
物
は
都
道
府
県
知
事 

が
当
該
事
務
を
行
う
と
き
は
、
相
互
に
密
接
な
連
携
の
下
に
行
う 

も
の
と
す
る
。
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附

則

必
要
な
細
則
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
そ
の
執
行
に
つ
い
て

第
三
十
一 

ー
条
こ
の
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か

(

実
施
命
令)

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
支
局
長
に

2 

前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
局
長
に
委

第
三
十
一
条 

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、

(

権
限
の
委
任)

附

則

万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
提
出
又
は
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者
に
対
し
十

段
又
は
第
十
五
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
施
設
受
給
者
証

第
三
十
二
条 

市
町
村
は
、
条
例
で
、
第
十
五
条
の
十
三
第
二
項
後

(

条
例
に
よ
る
過
料)

必
要
な
細
則
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
そ
の
執
行
に
つ
い
て

第
三
十
一
条 

こ
の
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か

(

実
施
命
令)

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
支
局
長
に

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
局
長
に

第
三
十
条
の
三
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は

(

権
限
の
委
任)
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(

更
生
援
護
の
特
例)

3

児
童
福
祉
法
第
六
十
三
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
児 

童
は
、
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
の 

四
、
第

十

六

条(

第
一
項
第
二
号
に
限
る
。)

及
び
第
二
十
二
条 

か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
十
八
歳
以 

上
の
知
的
障
害
者
と
み
な
す
。

(

更
生
援
護
の
特
例)

3 

児
童
福
祉
法
第
六
十
三
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
児 

童
は
ハ
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
の 

四
、
第
十
五
条
の
十
一
か
ら
第
十
五
条
の
十
五
ま
で
、
第
十
五
条 

の
三
十
二(

第
一
項
に
限
る
。)

ゝ

第

十

六

条(

第
一
項
第
二
号 

に
限
る
。)

及
び
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
の 

適
用
に
つ
い
て
は
、
十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
と
み
な
す
。
 

(

国
の
無
利
子
貸
付
け
等)

41
国
は
、
当
分
の
間
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
に
対
し
、
第
二
十 

六
条
の
規
定
に
よ
り
国
が
そ
の
費
用
に
つ
い
て
負
担
す
る
知
的
障 

害
者
援
護
施
設
の
設
置
で
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売 

払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別 

措

置

法(

昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六
号
。
以

下

「社
会
資
本 

整
備
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。)

第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当 

す
る
も
の
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
に
つ
い
て
、
予
算
の
範 

囲
内
に
お
い
て
、
第
二
十
六
条
の
規
定(

こ
の
規
定
に
よ
る
国
の 

負
担
の
割
合
に
つ
い
て
、
こ
の
規
定
と
異
な
る
定
め
を
し
た
法
令 

の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
異
な
る
宀̂

^

し
た
法
令
の
規
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定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

に
よ
り
国
が
負
担
す
る
金
額
に
相
当 

す
る
金
額
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

51
国
は
、
当
分
の
間
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
に
対
し
、
知 

的
障
害
者
援
護
施
設
そ
の
他
知
的
障
害
者
の
福
祉
を
図
る
こ
と
を 

目
的
と
す
る
施
設
の
設
置(

第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
国
が
そ 

の
費
用
に
つ
い
て
負
担
す
る
も
の
を
除
く
。) 

で
社
会
資
本
整
備 

特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
き
、
 

当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
自
ら
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は 

そ
の
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
、
指
定
都
市
等
以
外 

の
市
町
村
又
は
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
者 

に
対
し
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
が
補
助
す
る
費
用
に
充 

て
る
資
金
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
無
利
子
で
貸 

し
付
け
る 
こ
と
が
で
き
る
。

61
前
二
項
の
国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
は
、
五

年
(

二
年
以
内
の 

据
置
期
間
を
含
む
。)

韶
で
政
令
で
定
め
る
期
間
と
す
る
。
 

71
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規 

定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
方
法
、
償
還
期
限
の
繰
上
げ
そ
の
他
償 

還
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

81
国
は
、
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
又
は
都
静
県
に 

対
し
貸
付
け
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
貸
付
け
の
対
象
で
あ
る

-343 -



施
設
の
設
置
に
係
る
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
に
っ 

い
て
は
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付
金
の
償 

還
金
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す 

る
。

91
国
は
、
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市 

等
に
対
し
貸
付
け
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
貸
付
け
の
対
象
で 

あ
る
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、
当
該
貸
付
金
に
相
当
す
る
金
額
の 

補
助
を
行
う
も
の
と
し
、
当
該
補
助
に
つ
い
て
は
、
当
該
貸
付
金 

の
償
還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
金
に
相
当
す
61
金
額 

を
交
付
す
る 
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

101
市
町
村
又
は
都
道
府
県
が
、
附
則
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定 

に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
た
無
利
子
貸
付
金
に
つ
い
て
、
附
則
第
六 

項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
償
還̂

^

繰
か 

渤

て

償

還

を

行

っ

た

場

合(

政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。) 

に
お
け
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
償
還
は
、
 

当
該
償
還
期
限
の
到
来
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
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〇
社
会
福
祉
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

新

旧

対

照

表(

平
成
十
八
年
一
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
六
十
四
条
関
係)
_
_
_
_
_
_
_
_
_

 

改 

正 

案

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分) 

現 

行

(

定
義)

第

二

条
(

略)

2
 

(

略)

3

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

一

(

略)

二
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
障
害
児
相
談
支
援
事
業
、
児
童
自 

立
生
活
援
助
事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
又
は
子
育
て 

短
期
支
援
事
業
、
同
法
に
規
定
す
る
助
産
施
設
、
保
育
所
、
児 

童
厚
生
施
設
又
は
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業 

及
び
児
童
の
福
祉
の
増
進
に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る
事
業

三
•

四

(

略)

^
3
障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号 

) 

に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業(

同
法
附
則
第
十
一 

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
—
ビ
ス
事
業
と
み
な
さ

(

定
義)

第

二

条
(

略)

2
 

(

略)

3

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

一

(

略)

二
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
児
童
居
宅
介
護
等
事
業
、
児
童
デ 

イ
サ
—
ビ
ス
事
業
、
児
童
短
期
入
所
事
業
、
障
害
児
相
談
支
援 

事
業
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事 

業
又
は
子
育
て
短
期
支
援
事
業
、
同
法
に
規
定
す
る
助
産
施
設 

'

保
育
所
、
児
童
厚
生
施
設
又
は
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を 

経
営
す
る
事
業
及
び
児
童
の
福
祉
の
増
進
に
つ
い
て
相
談
に
応 

ず
る
事
業

三
•

四

(

略)
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れ
た
事
業
を
含
む
。)

五
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事 

業
、
身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
、
手
話
通
訳
事
業
又
は
介 

助
犬
訓
練
事
業
若
し
く
は
聴
導
犬
訓
練
事
業
、
同
法
に
規
定
す 

る
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
補
装
具
製
作
施
設
、
盲
導
犬 

訓
練
施
設
又
は
視
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
を
経
営
す
る
事 

業
及
び
身
体
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事
業

六
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事 

業
、
同
法
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

を
経
営
す
る
事
業
及
び
知
的
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事 

業
七
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律(

昭
和
ニ 

十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会 

復
帰
施
設
を
経
営
す
る
事
業

ハ

〜

十

三
(

略)

五
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
居
宅
介
護
等 

事
業
、
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
身
体
障
害
者
短
期 

入
所
事
業
、
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業
、
身
体
障
害
者
生
活 

訓
練
等
事
業
、
手
話
通
訳
事
業
又
は
介
助
犬
訓
練
事
業
若
し
く 

は
聴
導
犬
訓
練
事
業
、
同
法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
福
祉
セ 

ン
タ
ー
、
補
装
具
製
作
施
設
、
盲
導
犬
訓
練
施
設
又
は
視
聴
覚 

障
害
者
情
報
提
供
施
設
を
経
営
す
る
事
業
及
び
身
体
障
害
者
の 

更
生
相
談
に
応
ず
る
事
業

六
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
居
宅
介
護
等 

事
業
、
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
知
的
障
害
者
短
期 

入
所
事
業
、
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事
業
又
は
知
的
障
害 

者
相
談
支
援
事
業
、
同
法
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
デ
ィ
サ
ー 

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業
及
び
知
的
障
害
者
の
更
生
相 

談
に
応
ず
る
事
業

七
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律(

昭
和
ニ 

十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会 

復
帰
施
設
を
経
営
す
る
事
業
及
び
同
法
に
規
定
す
る
精
神
障
害 

者
居
宅
生
活
支
援
事
業

八

〜

十

三
(

略)
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〇
社
会
福
祉
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

新

旧

対

照

表(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設
を
経
営
す
る 

六
•

七

(

略)

3

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

五
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
を
経
営 

す
る
事
業

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

四
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

三
の
二 

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号 

)

に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
を
経
営
す
る
事
業

(

定
義)

第

二

条
(

略)

2

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

ー

〜

三
(

略)

改

正

案

、
知
的
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
又
は
知
的
障
害
者
通
勤
寮
を
経
営 

す
る
事
業

六
•

七

(

略)

3

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
一 

ー
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設

五

知

的

障

害

者

福

祉

法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

施
設
、
身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
又
は
身
体
障
害
者
授
産
施
設 

を
経
営
す
る
事
業

号)

に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
施
設
、
身
体
障
害
者
療
護

四

身

体

障

害

者

福

祉

法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

(

定
義)

第

二

条
(

胳)

2

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

ー

〜

三
(

略)

現

行

(

附
則
第
六
十
五
条
関
係) 

(
傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
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一

(

略)

一
ー
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
、
放
課 

後
児
童
健
全
育
成
事
業
又
は
子
育
て
短
期
支
援
事
業
、
同
法
に 

規
定
す
る
助
産
施
設
、
保
育
所
、
児
童
厚
生
施
設
又
は
児
童
家 

庭
支
援
セ
ン
タ
—
を
経
営
す
る
事
業
及
び
児
童
の
福
祉
の
増
進 

に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る
事
業

三
•

四

(

略)

一

四
の
二 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

事
業
、
相
談
支
援
事
業
又
は
移
動
支
援
事
業
及
び
同
法
に
規
定 

す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
福
祉
ホ
ー
ム
を
経
営
す
る 

S五

身

体

障

害

者

福

祉

法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三 

号)

に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
、
手
話
通
訳 

事
業
又
は
介
助
犬
訓
練
事
業
若
し
く
は
聴
導
犬
訓
練
事
業
、
同 

法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
補
装
具
製
作
施 

設
、
盲
導
犬
訓
練
施
設
又
は
視
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
を 

経
営
す
る
事
業
及
び
身
体
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事
業 

六

知

的

障

害

者

福

祉

法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号) 

に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事
業

一

(

略)

二
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
障
害
児
相
談
支
援
事
業
、
児
童
自 

立
生
活
援
助
事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
又
は
子
育
て 

短
期
支
援
事
業
、
同
法
に
規
定
す
る
助
産
施
設
、
保
育
所
、
児 

童
厚
生
施
設
又
は
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業 

及
び
児
童
の
福
祉
の
増
進
に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る
事
業 

三

・
四

(

略)

四
の
二 

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号 

「

に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業(

同
法
附
則
第
十
一 

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
み
な
さ 

事
業
を
含
む
。)

五
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事 

I
F

■

身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
、
手
話
通
訳
事
業
又
は
介 

助
犬
訓
練
事
業
若
し
く
は
聴
導
犬
訓
練
事
業
、
同
法
に
規
定
す 

る
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
—
、
補
装
具
製
作
施
設
、
盲
導
犬 

訓
練
施
設
又
は
視
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
を
経
営
す
る
事 

業
及
び
身
体
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事
業 

六
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事 

業
、
同

法

に

規

定

す

る

訓

障

害

者

一

ビ

ス3
タ
ー 

を
経
営
す
る
事
業
及
び
知
的
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事
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従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た 

同
条
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
を
経
営
す
る
事 

業
ハ

〜

十

三
(

略)

4
 

(

略)

七 

障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会

復
帰
施
設
を
経
営
す
る
事
業

ハ

〜

十

三
(

略)

4
 

(

略)

七
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律(

昭
和
ニ

業
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〇
社
会
福
祉
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

新
旧
対
照
表(

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
で
政
令
で
定
め
る
日
施
行) 

(

附
則
第
六
十
六
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

改 

正 

案

現 

行

(

定
義)

第

二

条
(

略)

2

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

ー

丄

二
(

略)

呵

(
略)

囲

S六
•

七

(

略)

3
 

(

略)

ー

〜

六
(

略)

(

定
義)

第

二

条
(

略)

2

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

ー

〜

三
(

略)

W
H

 

(

略)

EgI

障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ 

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と 

さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
を
経
営 

す
る
事
業

囲 

障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ 

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と 

さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設
を
経
営
す
61 

S六
•

七

(

略)

3
 

(

略)

ー

〜

六
(

略)
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ハ

〜

十

三
(

略)

4
 

(

略)

七

曾

同
条
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
を
経
営
す
る
事 

羯 
ハ

〜

十

三
(

略)

4
 

(

略)

従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た

七 

障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
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〇
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法(

昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号)

新
旧
対
照
表(

平
成
十
八
年
一
月
一
日
施
行)

う
ち
居
宅
介
護
、
行
動
援
護
、
外
出
介
護
又
は
共
同
生
活
援
助 

を
行
う
事
業

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
み
な
さ
れ
た
事
業
を
含
む
。)

の

サ
ー
ビ
ス
事
業(

同
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
障
害
福
祉

三 

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第

(

定
義)

第

二

条
(

略)

2

こ
の
法
律
に
お
い
て
「特
定
社
会
福
祉
事
業
」
と
は
、
次
に
掲 

げ
る
事
業
を
い
う
。

ー
 

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出 

が
な
さ
れ
た
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業

二

(

略)

改

正

案

れ
た
知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
う
ち
知
的
障
害
者
居

四
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ

障
害
者
居
宅
介
護
等
事
業

出
が
な
さ
れ
た
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
う
ち
身
体

三 

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

が
な
さ
れ
た
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
う
ち
児
童
居
宅
介
護 

等
事
業
及
び
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業

二

(

略)

(

定
義)

第

二

条
(

略)

2

こ
の
法
律
に
お
い
て
「特
定
社
会
福
祉
事
業
」
と
は
、
次
に
掲 

げ
る
事
業
を
い
う
。

ー
 

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

現 

行

(

附
則
第
六
十
七
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
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3

〜
ロ 

(

略)

EI(
略)

3
 

〜

11(
略)

五

(

略)

宅
介
護
等
事
業
及
び
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事
業
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〇
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法(

昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号)

新
旧
対
照
表(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定

と
と
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設 

五 

社
会
福
祉
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定

立

支

援

法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

に
規
定
す
る
障 

害
者
支
援
施
設

四 

社
会
福
祉
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な

六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
障
害
者
自

三
の
二 

社

会

福

祉

法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

第

(

定
義)

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「社
会
福
祉
施
設
」
と
は
、
次
に
掲 

げ
る
施
設
を
い
う
。

ー

〜

三
(

略)

改

正

案

号)

に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
う
ち
知
的
障
害
者

さ
れ
た
知
的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
う
ち
身
体
障
害
者
更
生
施
設
、
 

身
体
障
害
者
療
護
施
設
及
び
身
体
障
害
者
授
産
施
設 

五 

社
会
福
祉
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な

祉

法
(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

に
規
定
す
る

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
身
体
障
害
者
福

(

定
義)

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「社
会
福
祉
施
設
」
と
は
、
次
に
掲 

げ
る
施
設
を
い
う
。

ー

丄

二
(

略)

四 

社
会
福
祉
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

第
六
十

現

行

(

附
則
第
六
十
ハ
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
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は
共
同
生
活
援
助
を
行
う
事
業
及
び
移
動
支
援
事
業

三

(

略)

3
 

〜

13(
略)

生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
又

重
度
訪
問
介
護
、
行
動
援
護
、
療
養
介
護
、
生
活
介
護
、
共
同

出
が
な
さ
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
う
ち
居
宅
介
護
、

と
と
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設

六

(

略)

2

こ
の
法
律
に
お
い
て
「特
定
社
会
福
祉
事
業
」
と
は
、
次
に
掲 

げ
る
事
業
を
い
う
。

一

(

略)

二 

障
害
者
自
立
支
援
法
第
七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

う
ち
居
宅
介
護
、
行
動
援
護
、
外
出
介
護
又
は
共
同
生
活
援
助

を
行
う
事
業

三

(

略)

3
 

〜

13(
略)

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
み
な
さ
れ
た
事
業
を
含
む
。)

の

サ
ー
ビ
ス
事
業(

同
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

更
生
施
設
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
及
び
知
的
障
害
者
通
勤
寮 

六

(

略)

2

こ
の
法
律
に
お
い
て
「特
定
社
会
福
祉
事
業
」
と
は
、
次
に
掲 

げ
る
事
業
を
い
う
。

一

(

略)

二

障

害

者

自

立

支

援

法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第 

七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
障
害
福
祉
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〇
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法(

昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号)

新
旧
対
照
表

(

平
成
一 

ー
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
で
政
令
で
定
め
る
日
施
行)

(

附
則
第
六
十
九
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

(

定
義)

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「社
会
福
祉
施
設
」
と
は
、
次
に
掲 

げ
る
施
設
を
い
う
。

ー

丄

二
(

略)

测

(

略) 

五

翻

 

六

(

略)

2
 

〜

13(
略)

改

正

案

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ 

と
と
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設 

六

(

略)

2
 

〜

13(
略)

さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定

五
社
会
福
祉
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ 

と
と
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設

さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定

四 

社
会
福
祉
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な

(

定
義)

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「社
会
福
祉
施
設
」
と
は
、
次
に
掲 

げ
る
施
設
を
い
う
。

ー

〜

三
(

略)

三

の

二
(

略)

現 

行
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〇
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法(

平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号)

新
旧
対
照
表

(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行) 

(

附
則
第
七
十
二
条
関
係) 

(
傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
.

律
第 

号)

第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援 

劉

を

い

う

。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

に
お
い
て
知
的
障
害 

者
の
支
援
の
業
務
に
従
事
す
る
者
の
養
成
及
び
研
修
を
行
う
こ 

と
。

四
知
的
障
害
者
の
支
援
に
関
し
、
障
害
者
支
援
施
設
の
求
め
に 

応
じ
て
援
助
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

五

(

略)

三 

障
害
者
支
援
施
設(

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法

(

業
務
の
範
囲)

第
十
一
条 

の
ぞ
み
の
園
は
、
第
三
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
 

次
の
業
務
を
行
う
。

一
 
•

二

(

略)

改

正

案

五
年
法
律
第
三
十
七
号)

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
知
的
障 

害
者
援
護
施
設
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

に
お
い
て 

知
的
障
害
者
の
支
援
の
業
務
に
従
事
す
る
者
の
養
成
及
び
研
修 

を
行
う
こ
と
。

四
知
的
障
害
者
の
支
援
に
関
し
、
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
求 

め
に
応
じ
て
援
助
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

五

(

略)

三 

知
的
障
害
者
援
護
施
設(

知
的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
三
十

(

業
務
の
範
囲)

第
十
一
条 

の
ぞ
み
の
園
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
 

次
の
業
務
を
行
う
。

一
 
•

二

(

略)

現 

行
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〇
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
号)

新

旧

対

照

表(

平
成
十
八
年
一
月
一
日
施
行) 

(

附
則
第
七
十
四
条
関
係)

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分) 

改 

正 

案 

」 

現 

行

(

生
活
環
境
の
調
整)

第
百
一
条
保
護
観
察
所
の
長
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又 

は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該 

決
定
を
受
け
た
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た
め
、
当
該
決
定 

を
受
け
た
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
相
談
に
応
じ
、
当
該
決
定
を
受 

け
た
者
が
、
指
定
入
院
医
療
機
関
の
管
理
者
に
よ
る
第
九
十
一
条 

の
規
定
に
基
づ
く
援
助
並
び
に
都
道
府
県
及
び
市
町
村(

特
別
区 

を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

に
よ
る
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福 

祉
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
又
は
第
四
十
九
条
、
障
害
者
自
立 

支

援

法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

二
十
九
条
そ
の
他 

の
精
神
障
害
者
の
保
健
又
は
福
祉
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ 

く
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
あ
っ
せ
ん
す
る
等
の
方
法 

に
よ
り
、
退
院
後
の
生
活
環
境
の
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

2
 

(

略)

(

生
活
環
境
の
調
整) 

第
百
一
条 

保
護
観
察
所
の
長
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又 

は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該 

決
定
を
受
け
た
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た
め
、
当
該
決
定 

を
受
け
た
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
相
談
に
応
じ
、
当
該
決
定
を
受 

け
た
者
が
、
指
定
入
院
医
療
機
関
の
管
理
者
に
よ
る
第
九
十
一
条 

の
規
定
に
基
づ
く
援
助
並
び
に
都
道
府
県
及
び
市
町
村(

特
別
区 

を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

に
よ
る
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福 

祉
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
そ
の
他
の
精
神
障 

害
者
の
保
健
又
は
福
祉
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
を 

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
あ
っ
せ
ん
す
る
等
の
方
法
に
よ
り
、
 

退
院
後
の
生
活
環
境
の
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 

(

略)
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(

処
遇
の
実
施
計
画) 

第

百

四

条
(

略)

2

前
項
の
実
施
計
画
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指 

定
通
院
医
療
機
関
の
管
理
者
に
よ
る
医
療
、
社
会
復
帰
調
整
官
が 

実
施
す
る
精
神
保
健
観
察
並
び
に
指
定
通
院
医
療
機
関
の
管
理
者 

に
よ
る
第
九
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
、
都
道
府
県
及
び
市 

町
村
に
よ
る
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第 

四
十
七
条
又
は
第
四
十
九
条
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
九
条 

そ
の
他
の
精
神
障
害
者
の
保
健
又
は
福
祉
に
関
す
る
法
令
の
規
定 

に
基
づ
く
援
助
そ
の
他
当
該
決
定
を
受
け
た
者
に
対
し
て
な
さ
れ 

る
援
助
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
及
び
方
法
を
記
載
す
る
も
の
と
す 

る
。

3
 

(

略)

(

関
係
機
関
相
互
間
の
連
携
の
確
保)

第
百
ハ
条
保
護
観
察
所
の
長
は
、
医
療
、
精
神
保
健
観
察
、
第
九 

十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
及
び
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者 

福
祉
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
又
は
第
四
十
九
条
、
障
害
者
自 

立
支
援
法
第
二
十
九
条
そ
の
他
の
精
神
障
害
者
の
保
健
又
は
福
祉

(

処
遇
の
実
施
計
画)

第

百

四

条
(

略)

2

前
項
の
実
施
計
画
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指 

定
通
院
医
療
機
関
の
管
理
者
に
よ
る
医
療
、
社
会
復
帰
調
整
官
が 

実
施
す
る
精
神
保
健
観
察
並
び
に
指
定
通
院
医
療
機
関
の
管
理
者 

に
よ
る
第
九
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
、
都
道
府
県
及
び
市 

町
村
に
よ
る
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第 

四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
そ
の
他
の
精
神
障
害
者
の
保
健
又
は
福 

祉
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
そ
の
他
当
該
決
定
を
受 

け
た
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
援
助
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
及
び
方 

法
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

3
 

(

略)

(

関
係
機
関
相
互
間
の
連
携
の
確
保)

第
百
ハ
条
保
護
観
察
所
の
長
は
、
医
療
、
精
神
保
健
観
察
、
第
九 

十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
及
び
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者 

福
祉
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
そ
の
他
の
精
神 

障
害
者
の
保
健
又
は
福
祉
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
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に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
が
、
第
百
四
条
の
規
定
に 

よ
り
定
め
ら
れ
た
実
施
計
画
に
基
づ
い
て
適
正
か
つ
円
滑
に
実
施 

さ
れ
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
通
院
医
療
機
関
の
管
理
者
並
び 

に
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
と
の
間
に
お
い
て
必
要
な
情
報 

交
換
を
行
う
な
ど
し
て
協
力
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
処
遇 

の
実
施
状
況
を
常
に
把
握
し
、
当
該
実
施
計
画
に
関
す
る
関
係
機 

関
相
互
間
の
緊
密
な
連
携
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2
 

(

略)

、
が
、
第
百
四
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
実
施
計
画
に
基
づ
い 

て
適
正
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
通
院 

医
療
機
関
の
管
理
者
並
び
に
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
と
の 

間
に
お
い
て
必
要
な
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
し
て
協
力
体
制
を
整 

備
す
る
と
と
も
に
、
処
遇
の
実
施
状
況
を
常
に
把
握
し
、
当
該
実 

施
計
画
に
関
す
る
関
係
機
関
相
互
間
の
緊
密
な
連
携
の
確
保
に
努 

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 

(

略)
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(

附
則
第
七
十
五
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

ズ
ル
施
設
ト
シ
テ
厚
生
労
働
大
臣
ノ
定
ム
ル
モ
ノ
へ
ノ
入
所
ノ 

ヨ

病
院
又
八
診
療
所
へ
ノ
入
院
ノ
期
間

②

(

略)

二 

障
害
者
支
援
施
設(

生
活
介
護
ヲ
行
フ
モ
ノ
ニ
限
ル)

二
準

ニ
規
定
ス
ル
生
活
介
護(

次
号
ニ
於
テ
「生
活
介
護
」
ト
称
ス 

)

ヲ
受
ケ
タ
ル
場
合
ニ
限
ル)

障
害
者
支
援
施
設
ト
称
ス)

へ
ノ
入
所
ノ
期
間(

同
条
第
六
項

五
条
第
十
二
項
二
規
定
ス
ル
障
害
者
支
援
施
設(

次
号
ニ
於
テ

ー
 

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第

第
四
十
六
条
障
害
年
金
ノ
支
給
ヲ
受
ク
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
者
ガ
其 

ノ
受
ク
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
障
害
年
金
ノ
支
給
事
由
タ
ル
障
害
ニ
シ 

テ
厚
生
労
働
省
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
程
度
ノ
モ
ノ
ニ
因
リ
常
時
又
ハ 

随
時
介
護
ヲ
要
ス
ル
状
態
ニ
在
り
且
常
時
又
八
随
時
介
護
ヲ
受
ク 

ル
ト
キ
ハ
当
該
介
護
ヲ
受
ク
ル
期
間(

左
ニ
掲
グ
ル
期
間
ヲ
除
ク 

)

其
ノ
者
二
対
シ
介
護
料
ヲ
支
給
ス

改

正

案

所
ノ
期
間

コ 

病
院
又
八
診
療
所
へ
ノ
入
院
ノ
期
間

②

(

略)
二
準
ズ
ル
施
設
ト
シ
テ
厚
生
労
働
大
臣
ノ
定
ム
ル
モ
ノ
へ
ノ
入

号)

第
三
十
条
ニ
規
定
ス
ル
身
体
障
害
者
療
護
施
設
其
ノ
他
之

ー

身

体

障

害

者

福

祉

法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

第
四
十
六
条
障
害
年
金
ノ
支
給
ヲ
受
ク
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
者
ガ
其 

ノ
受
ク
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
障
害
年
金
ノ
支
給
事
由
タ
ル
障
害
ニ
シ 

テ
厚
生
労
働
省
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
程
度
ノ
モ
ノ
ニ
因
り
常
時
又
ハ 

随
時
介
護
ヲ
要
ス
ル
状
態
ニ
在
り
且
常
時
又
八
随
時
介
護
ヲ
受
ク 

ル
ト
キ
ハ
当
該
介
護
ヲ
受
ク
ル
期
間(

左
ニ
掲
グ
ル
期
間
ヲ
除
ク 

)

其
ノ
者
二
対
シ
介
護
料
ヲ
支
給
ス

現

行
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(

附
則
第
七
十
六
条
関
係) 

(
傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

二 

障
害
者
支
援
施
設(

生
活
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。)

に

項
に
規
定
す
る
生
活
介
護(

以

下

「生
活
介
護
」
と
い
う
。) 

を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。)

者
支
援
施
設
」
と
い
う
。)

に
入
所
し
て
い
る
間(

同
条
第
六

五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設(

以

下

「障
害

ー
 

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第

第

十

二

条

の

ハ
(

略)

②

•
③

(

略)

④

介
護
補
償
給
付
は
、
障
害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
を
受 

け
る
権
利
を
有
す
る
労
働
者
が
、
そ
の
受
け
る
権
利
を
有
す
る
障 

害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
で
あ 

っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は 

随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護 

を
受
け
て
い
る
と
き
に
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
間(

次
に
掲 

げ
る
間
を
除
く
。)

、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
請
求
に
基
づ 

い
て
行
う
。

改

正

案

所
し
て
い
る
間

れ
に
準
ず
る
施
設
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
入

号)

第
三
十
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
そ
の
他
こ

ー
 

身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

第
十
二
条
の
ハ' 

(

略)

②

•
③

(

略)

④

介
護
補
償
給
付
は
、
障
害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
を
受 

け
る
権
利
を
有
す
る
労
働
者
が
、
そ
の
受
け
る
権
利
を
有
す
る
障 

害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
で
あ 

っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は 

随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護 

を
受
け
て
い
る
と
き
に
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
間(

次
に
掲 

げ
る
間
を
除
く
。)

、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
請
求
に
基
づ 

い
て
行
う
。

現

行
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準
ず
る
施
設
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
入
所
し 

て
い
る
間

ヨ
病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
間 

第
二
十
四
条
介
護
給
付
は
、
障
害
年
金
又
は
傷
病
年
金
を
受
け
る 

権
利
を
有
す
る
労
働
者
が
、
そ
の
受
け
る
権
利
を
有
す
る
障
害
年 

金
又
は
傷
病
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
で
あ
っ
て
第
十
二
条 

の
ハ
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
 

常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は 

随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
と
き
に
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
間 

(

次
に
掲
げ
る
間
を
除
く
。)

、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
請 

求
に
基
づ
い
て
行
う
。

T

 

障
害
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
間(

生
活
介
護
を
受
け 

て
い
る
場
合
に
限
る
。)

T
T

 

第
十
二
条
の
ハ
第
四
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
間

ヨ

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
間

②

(

略)

二 

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
間 

第
二
十
四
条
介
護
給
付
は
、
障
害
年
金
又
は
傷
病
年
金
を
受
け
る 

権
利
を
有
す
る
労
働
者
が
、
そ
の
受
け
る
権
利
を
有
す
る
障
害
年 

金
又
は
傷
病
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
で
あ
っ
て
第
十
二
条 

の
ハ
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
 

常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は 

随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
と
き
に
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
間 

(

次
に
掲
げ
る
間
を
除
く
。)

、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
請 

求
に
基
づ
い
て
行
う
。

H

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
三
十
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療 

護
施
設
そ
の
他
第
十
二
条
の
ハ
第
四
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大 

臣
が
定
め
る
施
設
に
入
所
し
て
い
る
間

二 

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
間

②

(

略)
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〇
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号)

新
旧
対
照
表(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
七
十
七
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

(

同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護(

次
号
に
お
い
て
「生 

活
介
護
」
と
い
う
。)

を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
るP
)

て

「障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。)

に
入
所
し
て
い
る
場
合

五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設(

次
号
に
お
い

二 

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第

(

介
護
補
償)

第
十
四
条
の
二
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を
受
け
る
権 

利
を
有
す
る
者
が
、
当
該
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を 

支
給
す
べ
き
事
由
と
な
っ
た
障
害
で
あ
っ
て
人
事
院
規
則
で
定
め 

る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に 

あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い 

て
は
、
国
は
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
、
介
護
補
償
を
支 

給
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
入
院
し
、
又 

は
入
所
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
介
護
補
償
の
支
給
は
、
行 

わ
な
い
。

一
 

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
場
合

改

正

案

い
る
場
合

れ
に
準
ず
る
施
設
と
し
て
人
事
院
が
定
め
る
も
の
に
入
所
し
て

号)

第
三
十
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
そ
の
他
こ

二 

身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

(

介
護
補
償)

第
十
四
条
の
二
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を
受
け
る
権 

利
を
有
す
る
者
が
、
当
該
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を 

支
給
す
べ
き
事
由
と
な
っ
た
障
害
で
あ
っ
て
人
事
院
規
則
で
定
め 

る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に 

あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い 

て
は
、
国
は
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
、
介
護
補
償
を
支 

給
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
入
院
し
、
又 

は
入
所
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
介
護
補
償
の
支
給
は
、
行 

わ
な
い
。

一
 

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
場
合

現

行

365



準
ず
る
施
設
と
し
て
人
事
院
が
定
め
る
も
の
に
入
所
し
て
い
る

場
合

2 
(

略)

三 

障
害
者
支
援
施
設(

生
活
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。)

に

2 
(

略)
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〇
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号)

新

旧

対

照

表(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

類
す
る
施
設
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
入
所
し
て
い 

る
と
き
。

ヨ 

病
院
又
は
診
療
所(

前
号
に
規
定
す
る
施
設
を
除
く
。)

に

二 

障
害
者
支
援
施
設(

生
活
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。)

に

る
生
活
介
護(

次
号
に
お
い
て
「生
活
介
護
」
と
い
う
。)

を 

受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。)

。

施
設
」
と
い
う
。)

に
入
所
し
て
い
る
と
き(

同
法
に
規
定
す

規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設(

次
号
に
お
い
て
「障
害
者
支
援

ー
 

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

に

(
支
給
要
件)

第
二
十
六
条
の
二 

都
道
府
県
知
事
、
市
長
及
び
福
祉
事
務
所
を
管 

理
す
る
町
村
長
は
、
そ
の
管
理
に
属
す
る
福
祉
事
務
所
の
所
管
区 

域
内
に
住
所
を
有
す
る
特
別
障
害
者
に
対
し
、
特
別
障
害
者
手
当 

(

以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「手
当
」
と
い
う
。)

を
支
給
す
る
。
 

た
だ
し
、
そ
の
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は 

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

改

正

案

と
き
。

コ 

病
院
又
は
診
療
所(

前
号
に
規
定
す
る
施
設
を
除
く
。)

に

る
施
設
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
収
容
さ
れ
て
い
る

号)

に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

ー
 

身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

(
支
給
要
件)

第
二
十
六
条
の
二
都
道
府
県
知
事
、
市
長
及
び
福
祉
事
務
所
を
管 

理
す
る
町
村
長
は
、
そ
の
管
理
に
属
す
る
福
祉
事
務
所
の
所
管
区 

域
内
に
住
所
を
有
す
る
特
別
障
害
者
に
対
し
、
特
別
障
害
者
手
当 

(

以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「手
当
」
と
い
う
。)

を
支
給
す
る
。
 

た
だ
し
、
そ
の
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は 

'

こ
の
限
り
で
な
い
。

現

行

(

附
則
第
七
十
ハ
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
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継
続
し
て
三
月
を
超
え
て
入
院
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

継
続
し
て
三
月
を
超
え
て
収
容
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
き
。
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〇
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法(

昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号)

新
旧
対
照
表(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
七
十
九
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

(

同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護(

次
号
に
お
い
て
「生

て

「障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。)

に
入
所
し
て
い
る
場
合

五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設(

次
号
に
お
い

二 

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第

(
介
護
補
償)

第
三
十
条
の
二 

傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を
受
け
る
権 

利
を
有
す
る
者
が
、
当
該
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を 

支
給
す
べ
き
事
由
と
な
っ
た
障
害
で
あ
っ
て
総
務
省
令
で
定
め
る 

程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ 

り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て 

は
、
介
護
補
償
と
し
て
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
、
常
時 

又
は
随
時
介
護
を
受
け
る
場
合
に
通
常
要
す
る
費
用
を
考
慮
し
て 

総
務
大
臣
が
定
め
る
金
額
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る 

場
合
に
は
、
そ
の
入
院
し
、
又
は
入
所
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て 

は
、
介
護
補
償
は
、
行
わ
な
い
。

一
 

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
場
合

改

正

案

て
い
る
場
合

れ
に
準
ず
る
施
設
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
入
所
し

号)

第
三
十
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
そ
の
他
こ

二

身

体

障

害

者

福

祉

法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

(
介
護
補
償)

第
三
十
条
の
二
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を
受
け
る
権 

利
を
有
す
る
者
が
、
当
該
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を 

支
給
す
べ
き
事
由
と
な
っ
た
障
害
で
あ
っ
て
総
務
省
令
で
定
め
る 

程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ 

り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て 

は
、
介
護
補
償
と
し
て
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
、
常
時 

又
は
随
時
介
護
を
受
け
る
場
合
に
通
常
要
す
る
費
用
を
考
慮
し
て 

総
務
大
臣
が
定
め
る
金
額
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る 

場
合
に
は
、
そ
の
入
院
し
、
又
は
入
所
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て 

は
、
介
護
補
償
は
、
行
わ
な
い
。

一
 

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
場
合

現

行

369



活
介
護
」
と
い
う
。)

を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。) 

ヨ 

障
害
者
支
援
施
設(

生
活
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。)

に 

準
ず
る
施
設
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
入
所
し
て
い 

る
場
合

2
 
(

略)

2 
(

略)

〇
73



〇
介
護
保
険
法
施
行
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号)

新
旧
対
照
表(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
八
十
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

定
す
る
障
害
者
支
援
施
設(

生
活
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。) 

に
入
所
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
そ 

の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
者
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の 

は
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
し
な
い
。

二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
二
項
に
規

福

祉

法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)
-

第
十
八
条
第

指
定
障
害
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
も
の
又
は
身
体
障
害
者

の
に
限
る
。)

を
受
け
て
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

。) 

及
び
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
施
設
入
所
支
援
に
係
る
も

す
る
生
活
介
護(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「生
活
介
護
」
と
い
う

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
決
定(

同
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定

害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第
十
九
条

(

適
用
除
外
に
関
す
る
経
過
措
置)

第
十
一
条 

介
護
保
険
法
第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の 

間
、
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
同
法
第
七
条
第
八
項
に
規
定 

す
る
医
療
保
険
加
入
者
又
は
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
圍

改

正

案

り
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
も
の
そ
の
他
特
別
の 

理
由
が
あ
る
者
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
介
護
保
険 

の
被
保
険
者
と
し
な
い
。

所
し
て
い
る
も
の
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

•

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に
入

に
限
る
。)

を
受
け
て
同
法
第
十
七
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定

条
第
四
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
支
援
に
係
る
も
の

十
七
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
決
定(

同
法
第
五

体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

第

(

適
用
除
外
に
関
す
る
経
過
措
置)

第
十
一
条 

介
護
保
険
法
第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の 

間
、
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
同
法
第
七
条
第
八
項
に
規
定 

す
る
医
療
保
険
加
入
者
又
は
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
卵

現

行

一
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〇
生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

新
旧
対

照

表(

平
成
十
八
年
一
月
一
日
施
行)

訓
練
等
給
付
費
若
し
く
は
特
例
訓
練
等
給
付
費
の
支
給
を
受
け
て 

共
同
生
活
援
助
を
行
う
住
居
に
入
居
し
て
い
る
者
に
対
す
る
保
護

ホ
ー
ム
に
入
所
し
、
若
し
く
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
特
別 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
者
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法 

第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

同
生
活
援
助
」
と
い
う
。)

を
行
う
住
居
に
入
居
し
て
い
る
者
、
 

老
人
福
祉
法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
養
護
老
人

六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「共

者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第
五
条
第
十

第
三
十
七
号)

第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害

入
所
し
て
い
る
者
、
知
的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
三
十
五
年
法
律

(

保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特
例) 

第
八
十
四
条
の
三
身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第 

二
百
八
十
三
号)

第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
訓 

練
等
支
援
費
の
支
給
を
受
け
て
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
第
三
項 

の
規
定
に
よ
り
入
所
措
置
が
と
ら
れ
て
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に

改

正

案

き
入
所
し
て
い
る
間
、
そ
の
者
は
、
第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書 

の
規
定
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
第
十
九
条
第 

三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

対
す
る
保
護
に
ろ
い
て
は
、
そ
の
者
が
こ
れ
ら
の
施
設
に
引
き
続

ホ
ー
ム
若
し
く
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
者
に

て
い
る
者
又
は
老
人
福
祉
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
養
護
老
人

(

保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特
例) 

第
八
十
四
条
の
三
身
体
障
害
者
福
祉
法
・(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第 

二
百
八
十
三
号)

第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
訓 

練
等
支
援
費
の
支
給
を
受
け
て
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
の
規
定 

に
よ
り
入
所
措
置
が
と
ら
れ
て
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に
入
所
し

現

行

(

附
則
第
八
十
一
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
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に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
こ
れ
ら
の
施
設
又
は
住
居
に
引
き
続
き 

入
所
し
、
又
は
入
居
し
て
い
る
間
、
そ
の
者
は
、
第
三
十
条
第
一 

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
 

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

374 一



(

附
則
第
八
十
二
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

る

施

設(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
の
ぞ
み
の
園
」
と
い
う
。) 

に
入
所
し
て
い
る
者
、
老
人
福
祉
法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の 

規
定
に
よ
り
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
、
若
し
く
は
同
項
第
二 

号
の
規
定
に
よ
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
者
又 

は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
条
、

政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
が
設
置
す

法
律
第
百
六
十
七
号)

第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
独
立
行

国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法(

平
成
十
四
年

二
号
の
規
定
に
よ
り
障
害
者
支
援
施
設
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人

祉

法
(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

第
十
六
条
第
一
項
第

規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「障
害
者 

支
援
施
設
」
と
い
う
。)

に
入
所
し
て
い
る
者
、
知
的
障
害
者
福

支

援

法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第
五
条
第
十
ー 

ー
項
に

二
百
八
十
三
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
者
自
立

(

保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特
例) 

第
八
十
四
条
の
三 

身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第

改

正

案

同
生
活
援
助
」
と
い
う
。)

を
行
う
住
居
に
入
居
し
て
い
る
者
、
 

老
人
福
祉
法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
養
護
老
人 

ホ
ー
ム
に
入
所
し
、
若
し
く
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
特
別 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
者
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法 

第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り 

訓
練
等
給
付
費
若
し
く
は
特
例
訓
練
等
給
付
費
の
支
給
を
受
け
て 

共
同
生
活
援
助
を
行
う
住
居
に
入
居
し
て
い
る
者
に
対
す
る
保
護

六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「共

者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第
五
条
第
十

第
三
十
七
号)

第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害

の
規
定
に
よ
り
入
所
措
置
が
と
ら
れ
て
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に 

入
所
し
て
い
る
者
、
知
的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
三
十
五
年
法
律

練
等
支
援
費
の
支
給
を
受
け
て
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
第
三
項

二
百
八
十
三
号)

第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
訓

(

保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特
例) 

第
八
十
四
条
の
三
身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第

現

行
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し
く
は
同
法
第
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に 

入
所
し
て
い
る
者
に
対
す
る
保
護
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
こ
れ 

ら
の
施
設
に
引
き
続
き
入
所
し
て
い
る
間
、
そ
の
者
は
、
第
三
十 

条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
も
の
と
み
な 

し
て
、
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

給
付
費
等
の
支
給
を
受
け
て
障
害
者
支
援
施
設
、

の
ぞ
み
の
園
若

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護

入
所
し
、
又
は
入
居
し
て
い
る
間
、
そ
の
者
は
、
第
三
十
条
第
一 

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
 

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
こ
れ
ら
の
施
設
又
は
住
居
に
引
き
続
き
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(

附
則
第
八
十
五
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)-

(

病
院
等
に
入
院
、

入
所
又
は
入
居
中
の
被
保
険
者
の
特
例) 

第
百
十
六
条
の
二 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
入
院
、

入

所

又

は

入

居( 

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「
入
院
等
」
と
い
う
。)

を
し
た
こ
と
に 

よ
り
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
病
院
、
診
療
所
、
施
設
又
は
住
居 

(

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「病
院
等
」
と
い
う
。

「

の
所
在
す
る 

場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
 

当

該

病

院

等

に

入

院

等

を

し

た

際

他

の

市

町

村(

当
該
病
院
等
が 

所
在
す
る4

E

町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。)

の
区
域
内
に
住
所 

を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か 

わ
ら
ず
、

当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者 

と
す
る
。

た
だ
し
、

二
以
上
の
病
院
等
に
継
続
し
て
入
院
等
を
し 

て
い
る
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、

現
に
入
院
等
を
し
て
い
る
病
院
等 

(

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「
現
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。)

に
入 

院

等

を

す

る

直

前

に

入

院

等

を

し

て

い

た

病

院

等(

以
下
こ
の
項 

に

お

い

て

「直
前
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。)

及
び
現
入
院
病
院 

等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
院
等
を
し
た
こ
と
に
よ
り
直
前
入
院
病
院
等

改

正

案

(

病
院
等
に
入
院
又
は
入
所
中
の
被
保
険
者
の
特
例) 

第

百

十

六

条

の
ー

ー

次

の

各

号

に

掲

げ

る

入

院

又

は

入

所(

以
下
こ 

の

条

に

お

い

て

「
入
院
等
」
と
い
う
。)

を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
 

当
該
各
号
に
規
定
す
る
病
院
、
診

療

所

又

は

施

設(

以
下
こ
の
条 

に

お

い

て

「病
院
等
」
と
い
う
。)

の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を 

変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、

当
該
病
院
等
に 

入

院

等

を

し

た

際

他

の

市

町

村(

当
該
病
院
等
が
所
在
す
る
市
町 

村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。)

の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た 

と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該 

他
の
市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
す
る
。

た
だ 

し
、

二
以
上
の
病
院
等
に
継
続
し
て
入
院
等
を
し
て
い
る
被
保
険 

者
で
あ
っ
て
、

現

に

入

院

等

を

し

て

い

る

病

院

等(

以
下
こ
の
条 

に

お

い

て

「
現
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。)

に
入
院
等
を
す
る
直 

前

に

入

院

等

を

し

て

い

た

病

院

等(

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「直 

前
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。)

及
び
現
入
院
病
院
等
の
そ
れ
ぞ
れ 

に
入
院
等
を
し
た
こ
と
に
よ
り
直
前
入
院
病
院
等
及
び
現
入
院
病

現

行
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2
 • 
3
 

(

略)

三

丄

ハ
(

略)

の 
入 
居

)

第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
を
行
う
住
居

二
の
二 

障

害

者

自

立

支

援

法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号

レ一
 
•

二

(

略)

入
院
等
被
保
険
者
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な 

X
・
 

〇
を

変

更

し

た

と

認

め

ら

れ

る

も

の(

次

項

に

お

い

て

「特
定
継
続

及
び
現
入
院
病
院
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所

2
 • 
3
 

(

略)

三

〜

六
(

略)

一
 
•

二

(

略)

者

」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

認

め

ら

れ

る

も

の(

次

項

に

お

い

て

「特
定
継
続
入
院
等
被
保
険

院
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所
を
変
更
し
た
と
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(

附
則
第
八
十
六
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

(

病
院
等
に
入
院
、

入
所
又
は
入
居
中
の
被
保
険
者
の
特
例) 

第
百
十
六
条
の
二 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
入
院
、

入

所

又

は

入

居( 

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「
入
院
等
」
と
い
う
。)

を
し
た
こ
と
に 

よ
り
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
病
院
、
診

療

所

又

は

施

設(

以
下 

こ

の

条

に

お

い

て

「病
院
等
」

と
い
う
。)

の
所
在
す
る
場
所
に 

住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
当
該
病 

院

等

に

入

院

等

を

し

た

際

他

の

市

町

村(

当
該
病
院
等
が
所
在
す 

る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。)

の
区
域
内
に
住
所
を
有
し 

て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず 

、

当

該

他

の

市

町

村

が

行

う

国

民

健

康

保

険

の

被

保

険

者

と

す 

る
。

た
だ
し
、

二
以
上
の
病
院
等
に
継
続
し
て
入
院
等
を
し
て
い 

る
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
現

に

入

院

等

を

し

て

い

る

病

院

等(

以 

下

こ

の

条

に

お

い

て

「
現
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。)

に
入
院
等 

を

す

る

直

前

に

入

院

等

を

し

て

い

た

病

院

等(

以
下
こ
の
項
に
お 

い

て

「直
前
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。)

及
び
現
入
院
病
院
等
の 

そ
れ
ぞ
れ
に
入
院
等
を
し
た
こ
と
に
よ
り
直
前
入
院
病
院
等
及
び

改

正

案

(

病
院
等
に
入
院
、
入
所
又
は
入
居
中
の
被
保
険
者
の
特
例) 

第

百

十

六

条

の

二

次

の

各

号

に

掲

げ

る

入

院

、

入

所

又

は

入

居( 

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「
入
院
等
」
と
い
う
。)

を
し
た
こ
と
に 

よ
り
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
病
院
、
診
療
所
、
施
設
又
は
住
居 

(

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「病
院
等
」
と
い
う
。)

の
所
在
す
る 

場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
 

当

該

病

院

等

に

入

院

等

を

し

た

際

他

の

市

町

村(

当
該
病
院
等
が 

所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。)

の
区
域
内
に
住
所 

を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か 

わ
ら
ず
、
当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者 

と
す
る
。

た
だ
し
、

二
以
上
の
病
院
等
に
継
続
し
て
入
院
等
を
し 

て
い
る
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、

現
に
入
院
等
を
し
て
い
る
病
院
等 

(

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「
現
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。)

に
入 

院

等

を

す

る

直

前

に

入

院

等

を

し

て

い

た

病

院

等(

以
下
こ
の
項 

に

お

い

て

「直
前
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。)

及
び
現
入
院
病
院 

等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
院
等
を
し
た
こ
と
に
よ
り
直
前
入
院
病
院
等

現

行

-379



現
入
院
病
院
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所
を
変 

更

し

た

と

認

め

ら

れ

る

も

の(

次

項

に

お

い

て

「特
定
継
続
入
院 

等
被
保
険
者
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
 

一

(

略)

-- 

児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号) 

条

第

一

項

に

規

定
す

る

児

童

福

祉

施

設

へ

の

入

所(

同
法
第
二 

十
七
条
第
一
項
第
三
号
又
は
同
法
第
二
十
七
条
の
二
の
規
定
に 

よ
る
入
所
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
限
る
。) 

ヨ

障

害

者

自

立

支

援

法
(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

錮 

五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
又
は
同
条
第
一 

項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
へ 

の
入
所

四 

独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の 

園

法
(

平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号)

第
十
一
条
第
一
号 

の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施 

設
の
ぞ
み
の
園
の
設
置
す
る
施
設
へ
の
入
所

及
び
現
入
院
病
院
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所 

を

変

更

し

た

と

認

め

ら

れ

る

も

の(

次

項

に

お

い

て

「特
定
継
続 

入
院
等
被
保
険
者
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な 

一

(

略)

二 

児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

創

 

鈿

に

規

定

す

る

児

童

福

祉

施

設

へ

の

入

所(

同
法
第
二
十
七
条 

第
一
項
第
三
号
又
は
同
法
第
二
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
入 

所
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
限
る
。)

障

害

者

自

立

支

援

法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号 

)

第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
を
行
う
住
居 

へ
の
入
居

ヨ

身

体

障

害

者

福

祉

法
(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三 

号)

第
十
七
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更 

生
施
設
等
へ
の
入
所

四

知

的

障

害

者

福

祉

法
(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号) 

第
十
五
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施 

設

等
(

同
法
第
二
十
一
条
の
八
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
通
勤 

寮
を
除
く
。)

又
は
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総 

合

施

設

の

ぞ

み

の

園

法(

平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号)
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五
•

六

(

略)

2
 
• 
3
 

(

略)

第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知 

的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
の
設
置
す
る
施
設
へ
の
入
所 

五
•

六

(

略)

2
 - 
3
 

(

略)
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〇
激
甚
災
害
に
対
処
す

る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す

る
法
律(

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号)

新
旧
対
照
表

(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行) 

(

附
則
第
八
十
九
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

項
に
規
定
す
る
就
労
継
続
支
援
に
限
る
。)

の
事
業
の
用
に
供

同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
又
は
同
条
第
十
五

定
す
る
生
活
介
護
、

同
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
、

ホ

ー

ム

又

は

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス(

同
法
第
五
条
第
六
項
に
規

置
し
た
障
害
者
支
援
施
設
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
設

七
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
八
十
三
条
第
二
項

ハ 

障

害

者

自

立

支

援

法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第

県
又
は
市
町
村
が
設
置
し
た
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設

の
災
害
復
旧
事
業

号)

第
二
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

(

特
別
の
財
政
援
助
及
び
そ
の
対
象
と
な
る
事
業)

第

三

条
(

略)

ー

〜

六

の

二
(

略)

七

身

体

障

害

者

福

祉

法
(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

改

正

案

旧
事
業

知
的
障
害
者
更
生
施
設
又
は
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
災
害
復

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
設
置
し
た

ハ 

知

的

障

害

者

福

祉

法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

県
又
は
市
町
村
が
設
置
し
た
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
災

害
復
旧
事
業

号)

第
二
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

(

特
別
の
財
政
援
助
及
び
そ
の
対
象
と
な
る
事
業)

第

三

条
(

略)

ー

〜

六

の

二
(

略)

七

身

体

障

害

者

福

祉

法
(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

- 

現 

行
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2
 

(

略)

九

〜

十

四
(

略)

す
る
施
設
の
災
害
復
旧
事
業

2
 

(

略)

九

〜

十

四
(

略)
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(

附
則
第
九
十
一
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

別

表

第

一
(

第
四
条
関
係)

改

正

案

児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

剣

 

条
第
一
項
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
知
的
障
害
児
施
設
、
盲
ろ 

う

あ

児

施

設
(

通
所
施
設
を
除
く
。)

、
肢
体
不
自
由
児
施

(

略)

(

略)

事
業
の
区
分

三 分 の 略 略 国 の 負 担 割 合

別

表

第

一
(

第
四
条
関
係)

現

行

児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

第
七 

鈿
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
知
的
障
害
児
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児 

施

設
(

通
所
施
設
を
除
く
。)

、
肢

体

不

自

由

児

施

設(

通

(

略)

(

略)

事
業
の
区
分

三 分 の 略 略 国 の 負 担 割 合
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(

略)

略

別

表

第

二
(

第
四
条
関
係)

児
童
福
祉
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
知
的
障 

害
児
施
設
、
盲

ろ

う

あ

児

施

設(

通
所
施
設
を
除
く
。)

、
 

肢

体

不

自

由

児

施

設(

通
所
施
設
を
除
く
。)

、

重
症
心
身 

障
害
児
施
設
若
し
く
は
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
生
活

事
業
の
区
分

六 分 の一 都 道 府 県 の 負 担 割 合

児
童
福
祉
法
第
七
条
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
知
的
障
害
児
施 

設
、
盲

ろ

う

あ

児

施

設(

通
所
施
設
を
除
く
。)

、
肢
体
不 

自

由

児

施

設
(

通
所
施
設
を
除
く
。)

、
重
症
心
身
障
害
児 

施
設
若
し
く
は
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
身
体
障
害
者

事
業
の
区
分

別

表

第

二
(

第
四
条
関
係)

(

略)

六 分 の 一 都 道 府 県 の 負 担 割 合 略
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訓
練
を
行
う
も
の
に
限
る
。)

の
う
ち
、

木
造
の
施
設
の
改 

築 規
定
す
る
生
活
介
護
又
は
同
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
自
立

第

十

二

項

に

規

定

す

る

障

害

者

支

援

施

設(

同
条
第
六
項
に
一

は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条

保
護
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救
護
施
設
、
老
人 

福
祉
法
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
—

ム
若
し
く

387



〇

沖

縄

振

興

特

別

措

置

法(

平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
九
十
三
条
関
係)

改 

正 

案

別

表
(

第
百
五
条
関
係)

十
九

十
八

項

身
体
障
害 

者
社
会
参 

加
支
援
施 

制 児
童
福
祉

施
設

事
業
の
区
分身

体

障

害

者

福

祉

法(

昭
和 

二
十
四
年
法
律
第
二
百
ハ
十 

三
号)

第
五
条
第
一
項
に
規 

定
す
る
身
体
障
害
者
社
会
参

児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十
二 

年
法
律
第
百
六
十
四
号)

BI 

七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児 

童
福
祉
施
設
の
整
備

三
分
の
二

以
内

十
分
の
ハ

以
内

国
庫
の
負 

担
又
は
補 

助
の
割
合 

の
範
囲

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

十
八

項
別

表
(

第
百
五
条
関
係)

現

行

身
体
障
害 

者
更
生
援 

護
施
設

児
童
福
祉

施
設

事
業
の
区
分

身

体

障

害

者

福

祉

法(

昭
和 

ー
 

ー
十
四
年
法
律
第
二
百
ハ
十 

三
号)

第
五
条
第
一
項
に
規 

定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援

児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十
二 

年
法
律
第
百
六
十
四
号)

Ml 

圍

に

規

定

す

る

児

童

福

祉 

施
設
の
整
備

三
分
の
二

以
内

十
分
の
ハ

以
内

国
庫
の
負 

担
又
は
補 

助
の
割
合 

の
範
囲
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(

附
則
第
九
十
四
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

(

指
定
都
市
の
権
能)

第

二

百

五

十

二

条

の

十

九

政

令
で

指

定
す

る

人

口

五

十

万

以

上

の 

市
(

以

下

「指
定
都
市
」
と
い
う
。)

は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の 

う
ち
都
道
府
県
が
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ 

ろ
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部 

で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
処 

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
 

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務 

ニ

民

生

委

員

に

関

す

る

事

務 

三

身

体

障

害

者

の

福

祉

に

関

す

る

事

務 

四

生

活

保

護

に

関

す

る

事

務 

五

行

旅

病

人

及

び

行

旅

死

亡

人

の

取

扱

に

関

す

る

事

務 

五

の

二

社

会

福

祉

事

業

に

関

す

る

事

務 

五

の

三

知

的

障

害

者

の

福

祉

に

関

す

る

事

務 

六

母

子

家

庭

及

び

寡

婦

の

福

祉

に

関

す

る

事

務 

-

六
の
二 

老
人
福
祉
に
関
す
る
事
務

改

正

案

(

指
定
都
市
の
権
能)

第

二

百

五

十

二

条

の

十

九

政

令
で

指

定
す

る

人

口

五

十

万

以

上

の 

市
(

以

下

「指
定
都
市
」
と
い
う
。)

は
、

次
に
掲
げ
る
事
務
の 

う
ち
都
道
府
県
が
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ 

ろ
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部 

で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

処 

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ー
 

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務

ニ

民

生

委

員

に

関

す

る

事

務

・

三

身

体

障

害

者

の

福

祉

に

関

す

る

事

務

四

生

活

保

護

に

関

す

る

事

務

五

行

旅

病

人

及

び

行

旅

死

亡

人

の

取

扱

に

関

す

る

事

務 

五
の
二 

社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
事
務

五

の

三

知

的

障

害

者

の

福

祉

に

関

す

る

事

務 

六

母

子

家

庭

及

び

寡

婦

の

福

祉

に

関

す

る

事

務 

六
の
二 

老
人
福
祉
に
関
す
る
事
務

現

行
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七

母

子

保

健

に

関

す

る

事

務

AI
障
害
者
の
自
立
支
援
に
関
す
る
事
務

九

食

品

衛

生

に

関

す

る

事

務

十

墓

地

、

埋
葬
等
の
規
制
に
関
す
る
事
務

十

一

興

行

場

、
旅
館
及
び
公
衆
浴
場
の
営
業
の
規
制
に
関
す
る

事
務

十

一

の

二

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

者

の

福

祉

に

関

す

る

事

務 

十

二

結

核

の

予

防

に

関

す

る

事

務 

十

三

都

市

計

画

に

関

す

る

事

務 

十

四

土

地

区

画

整

理

事

業

に

関

す

る

事

務 

十

五

屋

外

広

告

物

の

規

制

に

関

す

る

事

務

2
 

(

略)

別

表

第

一

第

一

号

法

定

受

託

事

務
(

第
二
条
関
係) 

備
考 

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、

上
欄 

に
掲
げ
る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る 

も
の
と
す
る
。

- 

-

法
律

事
務

七

母

子

保

健

に

関

す

る

事

務

AI
翻

九

食

品

衛

生

に

関

す

る

事

務

十

墓

地

、

埋
葬
等
の
規
制
に
関
す
る
事
務

十

一

興

行

場

、

旅
館
及
び
公
衆
浴
場
の
営
業
の
規
制
に
関
す
る 

事
務

十

一

の

二

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

者

の

福

祉

に

関

す

る

事

務 

十
二 

結
核
の
予
防
に
関
す
る
事
務 

十

三

都

市

計

画

に

関

す

る

事

務 

十

四

土

地

区

画

整

理

事

業

に

関

す

る

事

務 

十

五

屋

外

広

告

物

の

規

制

に

関

す

る

事

務 

2
 

(

略)

別

表

第

一

第

一

号

法

定

受

託

事

務
(

第
二
条
関
係)

備

考

こ

の

表

の

下

欄

の

用

語

の

意

義

及

び

字

句

の

意

味

は

、

上
欄 

に
掲
げ
る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る 

も
の
と
す
る
。

一 法
律

- 
事
務
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厂

(

略)

精
神
保
健
及
び
精 

神
障
害
者
福
祉
に 

関

す

る

法

律
(

昭 

和
二
十
五
年
法
律 

第
百
二
十
三
号)

(

略)

(

略)
ー
 

こ

の

法

律
(

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で 

'

第
十
九
条
の
二
第
四
項
、
・
第
十
九
条
の 

七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十
九
条
の
九
第 

一
項
、

同

条

第

二

項
(

第
三
十
三
条
の
五 

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
 

第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第
一
項
及 

び
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
の
四
第
一 

項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
章
を
除
く
。
 

)

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る 

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

二
•

三

(

略)

(

略)

L

厂
(

略)

精
神
保
健
及
び
精 

神
障
害
者
福
祉
に 

関

す

る

法

律
(

昭 

和
二
十
五
年
法
律 

第
百
一 

ー
十
三
号)

(

略)

一

(

略)

- 

こ

の

法

律
(

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で 

、
第
十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の 

七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十
九
条
の
九
第 

一
項
、

同

条

第

二

項
(

第
三
十
三
条
の
五 

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
 

第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第
一
項
及 

び
第
三
十
一
条
、

第
五
章
第
四
節
、
第
三 

十
三
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に 

第
六
章
を
除
く
。) 

の
規
定
に
よ
り
都
道 

府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事 

務

-
-
-
-
-
-
(

略)

(

略)

L
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〇

地

方

自

治

法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

別

表

第

一

第

一

号

法

定

受

託

事

務
(

第
二
条
関
係) 

備

考

、
こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄 

に
掲
げ
る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る 

も
の
と
す
る
。

改

正

案

精
神
保
健
及
び
精 

神
障
害
者
福
祉
に 

関

す

る

法

律
(

昭 

和
二
十
五
年
法
律 

第
百
二
十
三
号)

(

略)

法
律

ー
 

こ

の

法

律
(

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で 

、
第
十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の 

七
、
第
十
九
条
の
八
、

第
十
九
条
の
九
第 

一
項
、

同

条

第

二

項(

第
三
十
三
条
の
五 

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
 

第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第
一
項
及 

び
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
の
四
第
一

(

略)

事
務

別

表

第

一

第

一

号

法

定

受

託

事

務
(

第
二
条
関
係) 

備

考

こ

の

表

の

下

欄

の

用

語

の

意

義

及

び

字

句

の

意

味

は

、

上
欄 

に
掲
げ
る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る 

も
の
と
す
る
。

現

行

精
神
保
健
及
び
精 

神
障
害
者
福
祉
に 

関

す

る

法

律
(

昭 

和
二
十
五
年
法
律 

第
百
二
十
三
号)

(

略)

法
律

- 

こ

の

法

律
(

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で 

、
第
十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の 

七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十
九
条
の
九
第 

一
項
、

同

条

第

二

項(

第
三
十
三
条
の
五 

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

ヽ
 

第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第
一
項
及 

び
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
の
四
第
一

(

略)

事
務

(

附
則
第
九
十
五
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
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〇
風
俗
営

業
等

の

規

制

及
び

業

務

の

適

正

化

等

に

関
す

る

法

律(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号)

新
旧
対
照
表

(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分) 

行

(

附
則
第
九
十
六
条
関
係)

改

正

案

現

(

店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
の
禁
止
区
域
等) 

第
二
十
八
条 

店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
は
、

一
団
地
の
官
公
庁
施 

設
(

官

公

庁

施

設

の

建

設

等

に

関

す

る

法

律(

昭
和
二
十
六
年
法 

律
第
百
ハ
十
一
号)

第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
 

)

、
学

校
(

学

校

教

育

法
(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号) 

第
一
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。)

、

図

書

館
(

図
書
館
法 
( 

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号)

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る 

も
の
を
い
う
。)

若

し

く

は

児

童

福

祉

施

設(

児

童

福

祉

法

剣
 

条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。)

又
は
そ
の
他
の
施
設
で 

そ
の
周
辺
に
お
け
る
善
良
の
風
俗
若
し
く
は
清
浄
な
風
俗
環
境
を 

害
す
る
行
為
若
し
く
は
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
行 

為
を
防
止
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
の
条
例
で
定 

め

る

も

の

の

敷

地(

こ
れ
ら
の
用
に
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
土 

地
を
含
む
。)

の
周
囲
二
百
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
 

こ
れ
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

(

店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
の
禁
止
区
域
等) 

第
二
十
八
条 

店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
は
、

一
団
地
の
官
公
庁
施 

設
(

官

公

庁

施

設

の

建

設

等

に

関

す

る

法

律(

昭
和
二
十
六
年
法 

律
第
百
ハ
十
一
号)

第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
 

丫

、
学

校
(

学

校

教

育

法
(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号) 

第
一
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。)

、
図

書

館
(

図
書
館
法 
( 

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号)

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る 

も
の
を
い
う
。)

若

し

く

は

児

童

福

祉

施

設(

児

童

福

祉

法

剣
 

条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。)

又
は
そ
の
他
の
施
設
で
そ
の
周 

辺
に
お
け
る
善
良
の
風
俗
若
し
く
は
清
浄
な
風
俗
環
境
を
害
す
る 

行
為
若
し
く
は
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
行
為
を
防 

止
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
も 

の

の

敷

地
(

こ
れ
ら
の
用
に
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
土
地
を
含 

む
。)

の
周
囲
二
百
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、

こ
れ
を 

営
ん
で
は
な
ら
な
い
。
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〜
口 

(

略)

2
 

〜

11(
略)
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〇

旅

館

業

法
(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

4 _ _ ロ 3 2 算
ヽ—- —- ノレ・し —-
6 祉条日 め設のたに第怜条

一 略設一番站と清域地げ項 一

略レ」項福レき純内をるの 略

う定一 前設る。のの〇 -J— nT7 ypn 丰日 p r ^L. H-.
r ] 『ふ 一人, —r— ftp

改

正

案

第

三

条
(

略)

2
 
(

略)

3

第
一
項
の
許
可
の
申
請
に
係
る
施
設
の
設
置
場
所
が
、
次
の
各 

号

に

掲

げ

る

施

設

の

敷

地(

こ
れ
ら
の
用
に
供
す
る
も
の
と
決
定 

し
た
土
地
を
含
む
。

以
下
同
じ
。)

の
周
囲
お
お
む
ね
百
メ
ー
ト 

ル
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
設
置
に
よ
っ
て
当
該 

施
設
の
清
純
な
施
設
環
境
が
著
し
く
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と 

認
め
る
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

一

(

略)

二 

児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)
3

 

条

に

規

定

す

る

児

童

福

祉

施

設(

以

下

単

に

「児
童
福
祉
施
設 

」
と
い
う
。)

三

(

略)

4
〜6
 
(

略)

現

行

(

附
則
第
九
十
六
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

一

397



(

附
則
第
九
十
六
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

L* 一・・一 —

｛施号人二'^ 項福第 冬第
二設''"ホ十、一社一社五一 

に柔又第福福ig S S g六 

脸さ一更項法魄号義ヨ 関
改

正

案

七 六一表
/用ニム条人童福第 ｛第
二に条又第福福社一社五一 

れ項生ー ー嚴雨え盘够書 

站い走護鬲黑。こ二'^- 関
現

行

-398 -



〇

過

疎

地

域

自

立

促

進

特

別

措

置

法(

平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

厂
別

表
(

第
十
条
関
係) 改

正

案

(

略)

児
童
福
祉
施

設

(

略)

事
業
の
区
分

一

(

略)

)

第
七
条
第
一
項
に
規
定 

す
る
児
童
福
祉
施
設
の
う 

ち
保
育
所
の
設
備
の
新
設 

、
修
理
、
改
造
、

拡
張
又 

は
整
備

児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十 

二
年
法
律
第
百
六
十
四
号

(

略)

(

略)

二
分
の
一
か
ら
十
分 

の

五•

五
(

国
又
は 

地
方
公
共
団
体
以
外 

の
者
が
設
置
す
る
保 

育
所
に
係
る
も
の
に 

あ
っ
て
は
、

三
分
の 

二)

ま
で (

略)

国
の
負
担
割
合

厂
別

表
(

第
十
条
関
係) 現

行

(

略)

児
童
福
祉
施

設

(

略)

事
業
の
区
分

-

(

略)

)

第
七
条
に
規
定
す
る
児 

童
福
祉
施
設
の
う
ち
保
育 

所
の
設
備
の
新
設
、
修
理 

、
改
造
、
拡
張
又
は
整
備

児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十 

二
年
法
律
第
百
六
十
四
号

(

略)

(

略)

二
分
の
一
か
ら
十
分 

の

五

・
五
(

国
又
は 

地
方
公
共
団
体
以
外 

の
者
が
設
置
す
る
保 

育
所
に
係
る
も
の
に 

あ
っ
て
は
、
三
分
の 

二)

ま
で (

略)

国
の
負
担
割
合

L

(

附
則
第
九
十
六
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

399 -
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社

会

保

険

診

療

報

酬

支

払

基

金

法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
一
ー
十
九
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
七
年
十
月
一
日
施
行) 

(

附
則
第
九
十
七
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

第
百
十
号)

第

八

十

四

条

第

三

項

又

は

障

害

者

自

立

支

援

法(

平

っ
た
者
の
医

療

及
び

観

察

等

に

関
す

る

法

律(

平
成
十
五
年
法
律

四
十
条
第
五
項
、

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行

)

第
二
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
戦 

傷

病

者

特

別

援

護

法(

昭
和
三
十
ハ
年
法
律
第
百
六
十
八
号)

第 

十

五

条

第

三

項(

第
二
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を 

含
む

。)

、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律 
( 

平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号)

第
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二 

十
条
第
一
項
、
結

核

予

防

法
(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号 

)

第
三
十
八
条
第
五
項
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に 

対

す

る

医

療

に

関

す

る

法

律(

平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号)

第

祉

法
(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

第
二
十
一
条
の
九 

の

四

第

三

項(

母

子

保

健

法(

昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号

第

十

五

条
(

略)

2

基
金
は
、
前
項
に
定
め
る
業
務
の
ほ
か
、
生

活

保

護

法
(

昭
和 

二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
三
条
第
三
項
、
児
童
福

改

正

案

第
五
項
又
は
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た

四
号)

第

二

十

一

条

の

三

第

三

項(

同
法
第
二
十
一
条
の
九
第
九 

項

及

び

母

子

保

健

法(

昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号)

第
二 

十
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
戦
傷
病
者 

特

別

援

護

法
(

昭
和
三
十
ハ
年
法
律
第
百
六
十
八
号)

第
十
五
条 

第

三

項
(

第
二
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
 

)

、

原

子

爆

弾

被

爆

者

に

対
す

る

援

護

に

関
す

る

法

律(

平
成
六 

年
法
律
第
百
十
七
号)

第
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
条
第 

一
項
、
結

核

予

防

法
(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号)

第
三 

十
八
条
第
五
項
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る 

医

療

に

関

す

る

法

律(

平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号)

第
四
十
条

害

者

福

祉

法
(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

第
十
九 

条
の
五
第
三
項
、
児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十

第

十

五

条
(

略)

2

基
金
は
、
前
項
に
定
め
る
業
務
の
ほ
か
、

生

活

保

護

法
(

昭
和 

二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
三
条
第
三
項
、
身
体
障

現

行

〇 〇
4



成
十
七
年
法
律
第 

号)

第
七
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ 

り
医
療
機
関
の
請
求
す
る
こ
と
の
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
又
は
被 

爆
者
一
般
疾
病
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
医
療
機
関
等
若
し
く
は 

生
活
保
護
指
定
医
療
機
関
に
支
払
う
べ
き
額
の
決
定
に
つ
い
て
意 

見
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
意
見
を
述
べ
、

ま
た
、
生
活
保
護
法 

第
五
十
三
条
第
四
項
、
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
第
十
五
条
第
四
項 

(

第
二
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、

原 

子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
四
項 

若
し
く
は
第
二
十
条
第
二
項
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
九
の 

四

第

四

項
(

母
子
保
健
法
第
二
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る 

場
合
を
含
む
。)

、
結
核
予
防
法
第
三
十
八
条
第
六
項
、
感
染
症 

の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
四 

十
条
第
六
項
、
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ 

た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
四
条
第
四
項
又 

は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
七
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
医
療 

機
関
に
対
す
る
診
療
報
酬
又
は
一
般
疾
病
医
療
費
若
し
く
は
医
療 

費
に
相
当
す
る
額
の
支
払
に
関
す
る
事
務
を
委
託
さ
れ
た
と
き
は 

、
そ
の
支
払
に
必
要
な
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
防
衛
庁
の 

職

員

の

給

与

等

に

関

す

る

法

律(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六 

十
六
号)

第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
療
養
を
担
当
す

者

の

医

療

及

び

観

察

等

に

関

す

る

法

律(

平
成
十
五
年
法
律
第
百 

十
号)

第
八
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
機
関
の
請
求
す 

る
こ
と
の
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
又
は
被
爆
者
一
般
疾
病
医
療
機 

関
若
し
く
は
保
険
医
療
機
関
等
若
し
く
は
生
活
保
護
指
定
医
療
機 

関
に
支
払
う
べ
き
額
の
決
定
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
と
き 

は
、
意
見
を
述
べ
、
ま
た
、
生
活
保
護
法
第
五
十
三
条
第
四
項
フ 

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
九
条
の
五
第
四
項
、
戦
傷
病
者
特
別
援 

護

法

第

十

五

条

第

四

項(

第
二
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る 

場
合
を
含
む
。)

、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る 

法
律
第
十
五
条
第
四
項
若
し
く
は
第
二
十
条
第
二
項
、
児
童
福
祉 

法

第

二

十

一

条

の

三

第

四

項(

同
法
第
二
十
一
条
の
九
第
九
項
及 

び
母
子
保
健
法
第
二
十
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含 

む
。)

、
結
核
予
防
法
第
三
十
八
条
第
六
項
、
感
染
症
の
予
防
及 

び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
四
十
条
第
六 

項
又
は
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の 

医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に 

よ
り
医
療
機
関
に
対
す
る
診
療
報
酬
又
は
一
般
疾
病
医
療
費
若
し 

く
は
医
療
費
に
相
当
す
る
額
の
支
払
に
関
す
る
事
務
を
委
託
さ
れ 

た
と
き
は
、

そ
の
支
払
に
必
要
な
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

防

衛

庁

の

職

員

の

給

与

等

に

関

す

る

法

律(

昭
和
二
十
七
年
法
律

〇
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る
者
が
国
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
の 

審
査
に
関
す
る
事
務
及
び
そ
の
診
療
報
酬
の
支
払
に
関
す
る
事
務 

を
委
託
さ
れ
た
と
き
、
並
び
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉 

に

関

す

る

法

律(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
二
十 

九
条
の
七
、
麻

薬

及

び

向

精

神

薬

取

締

法(

昭
和
二
十
八
年
法
律 

第
十
四
号)

第

五

十

八

条

の

十

五

又

は

老

人

保

健

法(

昭
和
五
十 

七
年
法
律
第
八
十
号)

第

二

十

九

条

第

三

項(

同
法
第
三
十
一
条 

の
二
第
十
項
並
び
に
第
三
十
一
条
の
三
第
九
項
及
び
第
十
項
に
お 

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

若
し
く
は
同
法
第
四
十
六
条
の 

五
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
条
に
規
定
す
る
審
査 

'

額
の
算
定
又
は
診
療
報
酬
若
し
く
は
老
人
訪
問
看
護
療
養
費
の 

支
払
に
関
す
る
事
務
を
委
託
さ
れ
た
と
き
に
お
い
て
も
、

同
様
と 

す
る
。

3
〜5
 

(

略)

第
二
百
六
十
六
号)

第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
療
養 

を
担
当
す
る
者
が
国
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報 

酬
の
額
の
審
査
に
関
す
る
事
務
及
び
そ
の
診
療
報
酬
の
支
払
に
関 

す
る
事
務
を
委
託
さ
れ
た
と
き
、
並
び
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障 

害

者

福

祉

に

関

す

る

法

律(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号 

)

第
一 

ー
十
九
条
の
七
若
し
く
は
第
三
十
二
条
の
二
第
三
項
、
麻
薬 

及

び

向

精

神

薬

取

締

法(

昭
和
二
十
ハ
年
法
律
第
十
四
号)

第
五 

十

八

条

の

十

五

又

は

老

人

保

健

法(

昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十 

号)

第
一 

ー
十
九
条
第
三
項(

同
法
第
三
十
一
条
の
ー
ー
第
十
項
並
び 

に
第
三
十
一
条
の
三
第
九
項
及
び
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場 

合
を
含
む
。)

若
し
く
は
同
法
第
四
十
六
条
の
五
の
二
第
十
項
の 

規
定
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
条
に
規
定
す
る
審
査
、

額
の
算
定
又
は 

診
療
報
酬
若
し
く
は
老
人
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
払
に
関
す
る
事 

務
を
委
託
さ
れ
た
と
き
に
お
い
て
も
、

同
様
と
す
る
。

3
〜5
 

(

略)
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社

会

保

険

診

療

報

酬

支

払

基

金

法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行) 

(

附
則
第
九
十
八
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

改 

正 

案

現 

行

第

十

五

条
(

略)

2

基
金
は
、

前
項
に
定
め
る
業
務
の
ほ
か
、
生

活

保

護

法
(

昭
和 

二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
三
条
第
三
項
、
児
童
福 

祉

法
(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

第
二
十
一
条
の
三 

第

三

項
(

同

法

第

二

十

四

条

の

二

十

一

及

び

母

子

保

健

法(

昭
和 

四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号)

第
二
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用 

す
る
場
合
を
含
む
。)

、
戦

傷

病

者

特

別

援

護

法(

昭
和
三
十
八 

年
法
律
第
百
六
十
八
号)

第

十

五

条

第

三

項(

第
二
十
条
第
三
項 

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対 

す

る

援

護

に

関

す

る

法

律(

平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号)

第
十 

五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
条
第
一
項
、
結

核

予

防

法
(

昭
和 

二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号)

第
三
十
八
条
第
五
項
、
感
染
症
の 

予

防

及
び

感

染

症

の

患

者

に

対
す

る

医

療

に

関
す

る

法

律(

平
成 

十
年
法
律
第
百
十
四
号)

第
四
十
条
第
五
項
、

心
神
喪
失
等
の
状 

態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す 

る

法

律
(

平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
号)

第
八
十
四
条
第
三
項
又

第

十

五

条
(

略)

2

基
金
は
、
前
項
に
定
め
る
業
務
の
ほ
か
、

生

活

保

護

法
(

昭
和 

二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
三
条
第
三
項
、
児
童
福 

祉

法
(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

第
二
十
一
条
の
九 

の

四

第

三

項(

母

子

保

健

法(

昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号 

)

第
二
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
戦 

傷

病

者

特

別

援

護

法(

昭
和
三
十
ハ
年
法
律
第
百
六
十
八
号)

第

十

五

条

第

三

項(

第
二
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を 

含
む
。)

、

原

子

爆

弾

被

爆

者

に

対

す

る

援

護

に

関

す

る

法

律( 

平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号)

第
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二 

十
条
第
一
項
、
結

核

予

防

法
(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号 

)

第
三
十
八
条
第
五
項
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に 

対

す

る

医

療

に

関

す

る

法

律(

平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号)

第 

四
十
条
第
五
項
、

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行 

っ

た

者

の

医

療

及
び

観

察

等

に

関
す

る

法

律(

平
成
十
五
年
法
律 

第
百
十
号)

第

八

十

四

条

第

三

項

又

は

障

害

者

自

立

支

援

法(

平
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は

障

害

者

自

立

支

援

法(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第
七 

十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
機
関
の
請
求
す
る
こ
と
の
で 

き
る
診
療
報
酬
の
額
又
は
被
爆
者
一
般
疾
病
医
療
機
関
若
し
く
は 

保
険
医
療
機
関
等
若
し
く
は
生
活
保
護
指
定
医
療
機
関
に
支
払
う 

べ
き
額
の
決
定
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
意
見
を 

述
べ

、

ま
た
、
生
活
保
護
法
第
五
十
三
条
第
四
項
、
戦
傷
病
者
特 

別

援

護

法

第

十

五

条

第

四

項(

第
二
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用 

す
る
場
合
を
含
む
。)

、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関 

す
る
法
律
第
十
五
条
第
四
項
若
し
く
は
第
二
十
条
第
二
項
、
児
童 

福

祉

法

第

二

十

一

条

の

三

第

四

項(

同
法
第
二
十
四
条
の
二
十
一 

刽

母

子

保

健

法

第

二

十

条

第

七

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を 

含
む
。)

、
結
核
予
防
法
第
三
十
八
条
第
六
項
、
感
染
症
の
予
防 

及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
四
十
条
第 

六
項
、
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の 

医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
四
条
第
四
項
又
は
障
害 

者
自
立
支
援
法
第
七
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
機
関
に 

対
す
る
診
療
報
酬
又
は
一
般
疾
病
医
療
費
若
し
く
は
医
療
費
に
相 

当
す
る
額
の
支
払
に
関
す
る
事
務
を
委
託
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の 

支
払
に
必
要
な
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
防
衛
庁
の
職
員
の 

給

与

等

に

関

す

る

法

律(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号

成
十
七
年
法
律
第 

号)

第
七
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ 

り
医
療
機
関
の
請
求
す
る
こ
と
の
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
又
は
被 

爆
者
一
般
疾
病
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
医
療
機
関
等
若
し
く
は 

生
活
保
護
指
定
医
療
機
関
に
支
払
う
べ
き
額
の
決
定
に
つ
い
て
意 

見
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
意
見
を
述
べ
、
ま
た
、
生
活
保
護
法 

第
五
十
三
条
第
四
項
、
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
第
十
五
条
第
四
項 

(

第
二
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、

原 

子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
四
項 

若
し
く
は
第
二
十
条
第
二
項
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
，九
の 

四

第

四

項
(

母
子
保
健
法
第
ー 

ー
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る 

場
合
を
含
む
。)

、
結
核
予
防
法
第
三
十
八
条
第
六
項
、
感
染
症 

の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
四 

十
条
第
六
項
、
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ 

た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
四
条
第
四
項
又 

は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
七
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
医
療 

機
関
に
対
す
る
診
療
報
酬
又
は
一
般
疾
病
医
療
費
若
し
く
は
医
療 

費
に
相
当
す
る
額
の
支
払
に
関
す
る
事
務
を
委
託
さ
れ
た
と
き
は 

、

そ
の
支
払
に
必
要
な
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
防
衛
庁
の 

職

員

の

給

与

等

に

関

す

る

法

律(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六 

十
六
号)

第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
療
養
を
担
当
す
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) 

第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
療
養
を
担
当
す
る
者
が 

国
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
の
審
査
に 

関
す
る
事
務
及
び
そ
の
診
療
報
酬
の
支
払
に
関
す
る
事
務
を
委
託 

さ
れ
た
と
き
、
並
び
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
る 

法

律
(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
二
十
九
条
の
七 

、
麻

薬

及

び

向

精

神

薬

取

締

法(

昭
和
二
十
ハ
年
法
律
第
十
四
号 

)

第

五

十

八

条

の

十

五

又

は

老

人

保

健

法(

昭
和
五
十
七
年
法
律 

第
八
十
号)

第

二

十

九

条

第

三

項(

同
法
第
三
十
一
条
の
二
第
十 

項
並
び
に
第
三
十
一
条
の
三
第
九
項
及
び
第
十
項
に
お
い
て
準
用 

す
る
場
合
を
含
む
。)

若
し
く
は
同
法
第
四
十
六
条
の
五
の
二
第 

十
項
の
規
定
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
条
に
規
定
す
る
審
査
、
額
の
算 

定
又
は
診
療
報
酬
若
し
く
は
老
人
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
払
に
関 

す
る
事
務
を
委
託
さ
れ
た
と
き
に
お
い
て
も
、

同
様
と
す
る
。
 

3
〜5
 

(

略)

る
者
が
国
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
額
の 

審
査
に
関
す
る
事
務
及
び
そ
の
診
療
報
酬
の
支
払
に
関
す
る
事
務 

を
委
託
さ
れ
た
と
き
、
並
び
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉 

に

関

す

る

法

律(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
二
十 

九
条
の
七
、
麻

薬

及

び

向

精

神

薬

取

締

法(

昭
和
二
十
八
年
法
律 

第
十
四
号)

第

五

十

八

条

の

十

五

又

は

老

人

保

健

法(

昭
和
五
十 

七
年
法
律
第
八
十
号)

第

二

十

九

条

第

三

項(

同
法
第
三
十
一
条 

の
二
第
十
項
並
び
に
第
三
十
一
条
の
三
第
九
項
及
び
第
十
項
に
お 

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

若
し
く
は
同
法
第
四
十
六
条
の 

五
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
条
に
規
定
す
る
審
査 

、
額
の
算
定
又
は
診
療
報
酬
若
し
く
は
老
人
訪
問
看
護
療
養
費
の 

支
払
に
関
す
る
事
務
を
委
託
さ
れ
た
と
き
に
お
い
て
も
、

同
様
と 

す
る
。

3
〜5
 

(

略)
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〇

少

年

法
(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

四 

児
童
福
祉
法
第
六
十
条
及
び
第
六
十
二
条
第
六
号
の
罪 

五

(

略)

2
 

(

略)

(

公
訴
の
提
起)

第
三
十
七
条 

次
に
掲
げ
る
成
人
の
事
件
に
つ
い
て
は
、

公
訴
は
、
 

家
庭
裁
判
所
に
こ
れ
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー

〜

三
(

略)

改

正

案

四 

児
童
福
祉
法
第
六
十
条
及
び
第
六
十
二
条
第
五
号
の
罪

五

(

略)

2
 

(

略)

(

公
訴
の
提
起)

第
三
十
七
条 

次
に
掲
げ
る
成
人
の
事
件
に
つ
い
て
は
、

公
訴
は
、
 

家
庭
裁
判
所
に
こ
れ
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー

〜

三
(

略)

現

行

(

附
則
第
九
十
九
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
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〇

医

療

法
(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
で
政
令
で
定
め
る
日
施
行) 

(

附
則
第
百
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

(

業
務)

第
四
十
二
条 

医
療
法
人
は
、

そ
の
開
設
す
る
病
院
、

診
療
所
又
は 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
業
務
に
支
障
の
な
い
限
り
、
定
款
又
は
寄 

付
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

次
に
掲
げ
る
業
務
の
全
部
又 

は
一
部
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ー

〜

六
(

略)

七 

社

会

福

祉

法
(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号)

第
二
条 

第
三
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
厚
生 

労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
実
施

2
 • 3
 

(

略)

改

正

案

2 第
, 七ーは付介四一
3実労第 8一行護十業
施働三艾六部為老ニ務 

前 臣養養一行定保

が二^: g 5め健医

現

行
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〇1鳖響©醬呱©越坤ヨ觑朴心坦妣（电吴1丨+用眇坦週:般豆+用映）蘇虫茯鑒岷（怦定+W曲+取丨口圏に）

（轻尿般血!张駆ほ） （煨靡Q尿く只芟总出盘くR）
現 行 改 正 案

別表第九 福祉職俸給表（第六条関係） 別表第九福祉職俸給表（第六条関係）

*'
区 

職
の
分

再
用
員
外
隔

再
用
員

\ 鹹 
、の級 !級 2級 3級 4級 5級 6級

号俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 巴

1 147,200 190,000 236,900 257,700 296,800 330,300
2 151,900 197,200 245,700 266,600 306,800 342,300
3 157,400 204,400 254,700 275,600 316,900 354,200
4 163,100 211,700 263,200 284,800 327,200 366,000
5 169,200 219,400 271,600 294,300 337,600 377,600

6 175,900 227,400 280,000 304,100 348,000 389,000
7 182,700 235,800 288,400 313,800 357,800 400,500
8 189,900 244,500 296,900 323,700 367,300 412,100
9 195,900 253,500 305,200 333,600 376,700 423,500
10 201,300 261,800 313,300 343,300 386,000 434,300

11 206,700 270,100 321,300 352,700 395,300 444,000
12 211,700 27&300 328,600 361,900 404,600 453,400
13 217,100 286,300 335,900 370,900 413,200 461,100
14 222,500 294,100 343,100 379,600 421,100 467,500
15 227,900 301,700 348,600 388,000 426,900 474,000

16 233,100 308.900 353,300 395,000 432,500 478,500
17 238,400 315,800 357,300 400,500 436,300 482,800
18 243,000 322,500 360,600 405,200 440,000 486,900
19 247,300 328,400 363,400 409,400 443,900
20 251,600 334,000 366,300 412,900 447,500

21 255,600 337.600 368,800 416,600 451,100
22 259,500 340,900 371,300 420,100
23 262,900 344,000 373,800 423,600
24 266,200 346,300 376,400 427,100
25 269,000 348,500 379,000

26 271,600 350,800 381,600
27 273,700 353,000
28 275,700 355,200
29 277,700 357,600
30 279,600 359,800

31 281,500 362,100
32 283,400 364,300
33 285,200
34 287,100
35 288,900

36 290,800
37 292,600
38 294,400
39 296,100

201,400 251,700 269,000 308,300 331,300 365,800

備考 この表は、身体障害者更生擾講施設.児童福祉施設等で人事院の指定するものに勤務し、入所者の指導、保育、介護等 
の業務に従事する職員で人事院規則で定めるものに適用する。

員
区 

職
の
分

任'®
以
の
員 

再
用
員
外
職

任®再
用
員

ヽ碾
、の級 !級 2級 3級 4級 5級 6級

号俸 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額

円 円 円 円 円 円

147,200 190,000 236,900 . 257,700 296,800 330,300
2 151,900 197,200 245,700 266,600 306,800 342,300
3 157,400 204,400 254,700 275,600 316,900 354,200
4 163,100 211,700 263,200 284,800 327,200 366,000
5 169,200 219,400 271,600 294,300 337,600 377,600

■ 6 17B,900 227,400 280,000 304,100 348,000 389,000
182,700 235,800 288,400 313,800 357,800 400,500

8 189,900 244,500 296,900 323,700 367,300 412,100
9 195,900 253,500 305,200 333,600 376,700 423,500
10 201,300 261,800 313,300 343,300 386,000 434,300

11 206,700 270,100 321,300 352,700 395,300 444,000
12 211,700 278,300 328,600 361,900 404,600 453,400
13 217,100 286,300 335,900 370,900 413,200 461,100
14 222,500 294,100 343,100 379,600 421,100 467,500
15 227,900 301,700 348,600 38&000 426,900 474,000

16 233,100 308,900 353,300 395,000 432,500 478,500
17 238,400 315.800 357,300 400,500 436,300 482,800
18 243,000 322,500 360,600 405,200 440,000 486,900
19 247,300 328,400 363,400 409,400 443,900
20 251,600 334,000 366,300 412,900 447,500

21 255,600 337,600 368,800 416,600 451,100
22 259,500 340,900 371，300 420,100
23 262,900 344,000 373,800 423,600
24 266,200 346,300 376,400 427,100
25 269,000 348,500 379,000

26 271,600 350,800 381,600
27 273,700 353,000
28 275,700 355,200
29 277,700 357,600
30 279,600 359,800

31 281,500 362,100
32 283,400 364,300
33 285,200
34 287,100
35 288,900

36 290,800
37 292,600
38 294,400
39 296,100

201,400 251,700 269,000 308,300 331,300 365,800

備考 この表は、直害者支榜施設.児童福祉施設尊で人事院の指定するものに勤務し、入所者の指導、保育、介護等の業務に 

従事する職員で人事院規則で定めるものに適用する。
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〇

国

有

財

産

特

別

措

置

法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
十
九
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

者
支
援
施
設
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
の
用
に
供
す
る
と
き 

、

文
は
社
会
福
祉
法
人
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
の
う
ち
ー

七
年
法
律
第 

号)

第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害

三 

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
障

害

者

自

立

支

援

法(

平
成
十

二 

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支
給 

に
係
る
者
に
対
す
る
障
害
児
施
設
支
援
の
用

(

無
償
貸
付)

第

二

条
(

略)

2
 

(

略)

一

(

略)

二

地

方

公

共

団

体

に

お

い

て

、
児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十
二
年 

法
律
第
百
六
十
四
号)

第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉 

施
設
の
う
ち
、

政
令
で
定
め
る
も
の
の
用
に
供
す
る
と
き
、

又 

は
社
会
福
祉
法
人
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
用
に 

主
と
し
て
供
す
る
施
設
の
用
に
供
す
る
と
き
。

ィ

〜

ハ
(

略) 改

正

案

に
供
す
る
と
き
、

又
は
社
会
福
祉
法
人
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
の
用

十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

三 

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
身

体

障

害

者

福

祉

法(

昭
和
ニ

(

無
償
貸
付) 

第

二

条
(

略)

2
 

(

略)

一

(

略)

-
-

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
児

童

福

祉

法
(

昭
和
二
十
二
年 

法
律
第
百
六
十
四
号)

第
七
条
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
の 

う
ち
、
政
令
で
定
め
る
も
の
の
用
に
供
す
る
と
き
、

又
は
社
会 

福
祉
法
人
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
用
に
主
と
し 

て
供
す
る
施
設
の
用
に
供
す
る
と
き
。

ィ

〜

ハ
(

略)

現

行

(

附
則
第
百
二
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

一
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援
又
は
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
就
労
継
続
支
援
に
限
る

。)

の
用

す
る
自
立
訓
練
、

同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支

条
第
六
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
、

同
条
第
十
三
項
に
規
定

支

給

に

係

る

者

に

対

す

る

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス(

同
法
第
五

介
護
給
付
費
、
訓
練
等
給
付
費
又
は
特
例
訓
練
等
給
付
費
の

ハ

障

害

者

自

立

支

援

法

の

規

定

に

よ

る

介

護

給

付

費

、
特
例

)

の
規
定
に
基
づ
き
市
町
村
の
委
託
を
受
け
て
行
う
当
該
委 

託
に
係
る
措
置
の
用

口 

知

的

障

害

者

福

祉

法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号

三
号)

の
規
定
に
基
づ
き
市
町
村
の
委
託
を
受
け
て
行
う
当

該
委
託
に
係
る
措
置
の
用

ィ

身

体

障

害

者

福

祉

法
(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
ハ
十

用
に
併
せ
て
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
用
に
供
す
る
と
き
に
限
る
。
 

)
° る

と

き
(

八
に
掲
げ
る
用
に
供
す
る
場
合
に
は
、

八
に
掲
げ
る

若
し
く
は
二
以
上
の
用
に
主
と
し
て
供
す
る
施
設
の
用
に
供
す

援
護
施
設
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
の
用
に
供
す
る
と
き
、

十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

第
五
条
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者

四 

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
知

的

障

害

者

福

祉

法(

昭
和
三

口 

身
体
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
施
設
訓
練
等
支
援
費 

の
支
給
に
係
る
者
に
対
す
る
身
体
障
害
者
施
設
支
援
の
用

受
け
て
行
う
当
該
委
託
に
係
る
措
置
の
用

ィ

身

体

障

害

者

福

祉

法

の

規

定

に

基

づ

き

市

町

村

の

委

託

を

用
に
供
す
る
と
き
。

る
用
の
う
ち
一
若
し
く
は
ニ
の
用
に
主
と
し
て
供
す
る
施
設
の

410



四

〜

六
(

略)

3
 

(

略)

又
は
社
会
福
祉
法
人
に
お
い
て
、

次
に
掲
げ
る
用
の
う
ち
一
若 

し
く
は
ー 

ー
の̂

と

も

供

す
^

の

用

す
^

^

ィ 

知
的
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
き
市
町
村
の
委
託
を 

受
け
て
行
う
当
該
委
託
に
係
る
措
置
の
用 

nI

知
的
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
施
設
訓
練
等
支
援
費 

の
支
給
に
係
る
者
に
対
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
支
援
又 

は
知
的
障
害
者
授
産
施
設
支
援
の
用

五

〜

七
(

略)

3
 

(

略)
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〇

老

人

福

祉

法(

昭
和
三
十
ハ
年
法
律
第
百
三
十
三
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
百
四
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

第
二
条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
若
し
く
は
同
法
第
三
条
第
一
項
第 

四
号
及
び
同
条
第
一 

ー
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
財
産
の
譲
渡
若
し
く 

は
貸
付
け
を
受
け
た
社
会
福
祉
法
人
に
準
用
す
る
。

(

準
用
規
定)

第

二

十

五

条

社

会

福

祉

法

第

五

十

八

条

第

二

項

か

ら

第

四

項

ま

で 

の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、

又
は 

国

有

財

産

特

別

措

置

法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
十
九
号)

改

正

案

第
二
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
若
し
く
は
同
法
第
三
条
第
一
項
第 

四
号
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
財
産
の
譲
渡
若
し
く 

は
貸
付
け
を
受
け
た
社
会
福
祉
法
人
に
準
用
す
る
。

(

準
用
規
定)

第

二

十

五

条

社

会

福

祉

法

第

五

十

八

条

第

二

項

か

ら

第

四

項

ま

で 

の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、

又
は 

国

有

財

産

特

別

措

置

法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
十
九
号)

現

行
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(

附
則
第
百
五
条
関
係)

す
る
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
に
委
託
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

3
〜5
 

(

略)

(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

第
五
十
四
条
第
二
項
に
規
定

(

更
生
医
療
の
給
付) 

第

二

十

条
(

略)

2

更
生
医
療
の
給
付
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
障
害
者
自
立
支
援
法

改

正

案

規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
に
委
託
し
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

3
〜5
 

(

略)

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

第
十
九
条
第
四
項
に

(

更
生
医
療
の
給
付) 

第

二

十

条
(

略)

2

更
生
医
療
の
給
付
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
身
体
障
害
者
福
祉
法

現

行

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
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〇

母

子

保

健

法(

昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
七
年
十
月
一
日
施
行)

・

条

の

九

の

五

第

二

項

中

「都
道
府
県
」
と

あ

る

の

は

「都
道
府
県

に
お
い
て
、

同
法
第
二
十
一
条
の
九
の
四
第
四
項
及
び
第
二
十
一

、

同
法
第
二
十
一
条
の
九
の
三
か
ら
第
二
十
一
条
の
九
の
五
ま
で 

の
規
定
は
、
養
育
医
療
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合

?

児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
九
第
七
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第 

二
十
一
条
の
九
の
ニ
の
規
定
は
、
指
定
養
育
医
療
機
関
に
つ
い
て

務
者
を
い
う
。
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)

が 

負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
額
と
す
る
。

(

民

法
(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

に
定
め
る
扶
養
義

の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
本
人
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者

よ
り
指
定
養
育
医
療
機
関
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬

に
よ
り
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
九
の
三
の
規
定
に

6
 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
費
用
の
額
は
、
次
項
の
規
定

(

養
育
医
療) 

第

二

十

条
(

略) 

2
〜5
 

(

略)

改

正

案

'

同
法
第
二
十
一
条
の
三
第
四
項
及
び
第
二
十
一
条
の
四
第
二
項

医
療
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て

療
の
給
付
に
つ
い
て
、

同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
規
定
は
、
養
育

二
十
一
条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
養
育
医

6
 

児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
並
び
に
第
二
十
一
条
の
九
第
六
項
及 

び
第
七
項
の
規
定
は
、
指
定
養
育
医
療
機
関
に
つ
い
て
、

同
法
第

(

養
育
医
療) 

第

二

十

条
(

略) 

2
〜5
 

(

略)

現

行

(

附
則
第
百
六
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
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、

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
」
と
、
第
二
十
一
条
の
九 

の

五

第

二

項

中

「
都
道
府
県
知
事
」
と

あ

る

の

は

「都
道
府
県
知 

事

、

保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
」
と
読 

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(

費
用
の
徴
収)

第
二
十
一
条
の
四 

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
養
育
医
療
の
給
付
に 

要
す
る
費
用
を
支
弁
し
た
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又 

は
特
別
区
の
長
は
、
当
該
措
置
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務 

者
か
ら
、
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
、
当
該
措
置
に
要
す
る
費
用 

の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 • 3
 

(

略)

(

緊
急
時
に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
の
事
務
執
行) 

第

二

十

七

条

第

二

十

条

第

七

項

に

お

い

て

準

用

す

る

児

童

福

祉

法 

第
二
十
一
条
の
九
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
、
 

保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
の
権
限
に
属 

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
未
熟
児
の
利
益
を
保
護
す
る

中

「都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
、

「都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置 

す
る
市
又
は
特
別
区
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(

費
用
の
徴
収)

第
一 

ー
十
一
条
の
四 

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
養
育
医
療
の
給
付
に 

要
す
る
費
用
を
支
弁
し
た
都
道
府
県
、

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又 

は
特
別
区
の
長
は
、

当
該
措
置
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務 

者
(

民

法
(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

に
定
め
る
扶
養 

義
務
者
を
い
う
。)

か
ら
、

そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
、
当
該
措 

置

に

要

す

る

費

用

の

全

部

又

は

一

部

を

徴

収

す

る

こ

と

が

で

き 

る
。

2
 • 3
 

(

略)

(

緊
急
時
に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
の
事
務
執
行) 

第

二

十

七

条

第

二

十

条

第

六

項

に

お

い

て

準

用

す

る

児

童

福

祉

法 

第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限 

に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
未
熟
児
の
利
益
を
保
護 

す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
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緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て 

は
、

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。
 

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る 

同

法

の

規

定

中

都

道

府

県

知

事

に

関

す

る

規

定(

当
該
事
務
に
係 

る
も
の
に
限
る
。)

は
、

厚
生
労
働
大
臣
に
関
す
る
規
定
と
し
て 

厚
生
労
働
大
臣
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

2
 

(

略)

っ
て
は
、

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す 

る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用 

す

る

同

法

の

規

定

中

都

道

府

県

知

事

に

関
す

る

規

定(

当
該
事
務 

に
係
る
も
の
に
限
る
。)

は
、

厚
生
労
働
大
臣
に
関
す
る
規
定
と 

し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

2
 

(

略)
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〇

母

子

保

健

法(

昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

条

の

三

第

四

項

及

び

第

二

十

一

条

の

四

第

二

項

中

「
都
道
府
県
」
 

と

あ

る

の

は

「
都
道
府
県
、

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区

付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
法
第
二
十
一

条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
養
育
医
療
の
給

条
の
規
定
は
、
指
定
養
育
医
療
機
関
に
つ
い
て
、

同
法
第
二
十
一

?

児
童
福
祉
法
第
二
十
条
第
七
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
二
十
一

に
よ
り
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
一
ー
の
規
定
に
よ
り 

指
定
養
育
医
療
機
関
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
例 

に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
本

人

及

び

そ

の

扶

養

義

務

者(

民 

法
(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

に
定
め
る
扶
養
義
務
者 

を
い
う
。

第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)

が
負
担 

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
額
と
す
る
。

(

養
育
医
療) 

第

二

十

条
(

略) 

2
〜5
 

(

略)

6
 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
費
用
の
額
は
、

次
項
の
規
定

改

正

案

に
お
い
て
、

同
法
第
二
十
一
条
の
九
の
四
第
四
項
及
び
第
二
十
一 

条

の

九

の

五

第

二

項

中

「都
道
府
県
」
と

あ

る

の

は

「
都
道
府
県

、

同
法
第
二
十
一
条
の
九
の
三
か
ら
第
二
十
一
条
の
九
の
五
ま
で 

の
規
定
は
、
養
育
医
療
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合

二
十
一
条
の
九
の
ニ
の
規
定
は
、
指
定
養
育
医
療
機
関
に
つ
い
て

7

児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
九
第
七
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第

に
よ
り
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
九
の
三
の
規
定
に 

よ
り
指
定
養
育
医
療
機
関
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
報
酬 

の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
本
人
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者 

(

民

法
(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

に
定
め
る
扶
養
義 

務
者
を
い
う
。
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)

が 

負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
額
と
す
る
。

(

養
育
医
療) 

第

二

十

条
(

略) 

2
〜5
 

(

略)

6
 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
費
用
の
額
は
、
次
項
の
規
定

現

行

(

附
則
第
百
七
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分).
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」
と
、
第

二

十

一

条

の

四

第

二

項

中

「都
道
府
県
知
事
」

と
あ
る 

の

は

「都
道
府
県
知
事
、

保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特 

別
区
の
区
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(

緊
急
時
に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
の
事
務
執
行) 

第

二

十

七

条

第

二

十

条

第

七

項

に

お

い

て

準

用

す

る

児

童

福

祉

法 

第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
、
保
健 

所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
の
権
限
に
属
す
る 

も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
未
熟
児
の
利
益
を
保
護
す
る
緊
急 

の
必
要
が
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
 

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。

こ
の 

場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法 

の

規

定

中

都

道

府

県

知

事

に

関
す

る

規

定(

当
該
事
務
に
係
る
も 

の
に
限
る
。)

は
、

厚
生
労
働
大
臣
に
関
す
る
規
定
と
し
て
厚
生 

労
働
大
臣
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
」
と
、
第
二
十
一
条
の
九 

の

五

第

二

項

中

「都
道
府
県
知
事
」
と

あ

る

の

は

「都
道
府
県
知 

事
、

保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
」

と
読 

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(

緊
急
時
に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
の
事
務
執
行) 

第

二

十

七

条

第

二

十

条

第

七

項

に

お

い

て

準

用

す

る

児

童

福

祉

法 

第
二
十
一
条
の
九
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
、
 

保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
の
権
限
に
属 

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
未
熟
児
の
利
益
を
保
護
す
る 

緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て 

は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
。
 

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る 

同

法

の

規

定

中

都

道

府

県

知

事

に

関
す

る

規

定(

当
該
事
務
に
係 

る
も
の
に
限
る
。)

は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
関
す
る
規
定
と
し
て 

厚
生
労
働
大
臣
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

(

略)
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〇

消

費

税

法
(

昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
ハ
号)

新

旧

対

照

表(

平
成
十
七
年
十
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
百
ハ
条
関
係)改 

正 

案

別

表

第

一
(

第
六
条
関
係)

ー

〜

五
(

略)

六

次

に

掲

げ

る

療

養

若

し

く

は

医

療

又

は

こ

れ

ら

に

類

す

る

も 

の

と

し

て

の

資

産

の

譲

渡

等(

こ
れ
ら
の
う
ち
特
別
の
病
室
の 

提
供
そ
の
他
の
財
務
大
臣
の
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
財
務 

大
臣
の
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。)

イ
•

ロ 

(

略)

ハ

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

者

福

祉

に

関

す

る

法

律(

昭
和 

二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

の
規
定
に
基
づ
く
医
療
、
 

生

活

保

護

法
(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

の
規 

定
に
基
づ
く
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
の
給
付
及
び
医
療
扶 

助
の
た
め
の
金
銭
給
付
に
係
る
医
療
、

原
子
爆
弾
被
爆
者
に 

対

す

る

援

護

に

関

す

る

法

律(

平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号 

)

の
規
定
に
基
づ
く
医
療
の
給
付
及
び
医
療
費
又
は
一
般
疾 

病
医
療
費
の
支
給
に
係
る
医
療
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法 

(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

の
規
定
に
基
づ
く
自
立

現

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

行

別

表

第

一
(

第
六
条
関
係)

ー

〜

五
(

略)

六

次

に

掲

げ

る

療

養

若

し

く

は

医

療

又

は

こ

れ

ら

に

類

す

る

も 

の

と

し

て

の

資

産

の

譲

渡

等(

こ
れ
ら
の
う
ち
特
別
の
病
室
の 

提
供
そ
の
他
の
財
務
大
臣
の
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
財
務 

大
臣
の
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。)

イ
•

ロ 

(

略)

ハ

身

体

障

害

者

福

祉

法
(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
ハ
十 

三
号)

の
規
定
に
基
づ
く
更
生
医
療
の
給
付
及
び
更
生
医
療 

に
要
す
る
費
用
の
支
給
に
係
る
医
療
、
精
神
保
健
及
び
精
神 

障

害

者

福

祉

に

関

す

る

法

律(

昭
和
一
ー
十
五
年
法
律
第
百
二 

十
三
号)

の
規
定
に
基
づ
く
医
療
、
生
活
保
護
法
・(

昭
和
ニ 

十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

の
規
定
に
基
づ
く
医
療
扶
助 

の
た
め
の
医
療
の
給
付
及
び
医
療
扶
助
の
た
め
の
金
銭
給
付 

に
係
る
医
療
並
び
に
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関 

す

る

法

律
(

平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号)

の
規
定
に
基
づ

41



支
援
医
療
費
の
支
給
に
係
る
医
療 

二

〜

ト
(

略) 

七

〜

十

三
(

略)

く
医
療
の
給
付
及
び
医
療
費
又
は
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給

に
係
る
医
療

二

〜

ト
(

略)

七

〜

十

三
(

略)
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〇

消

費

税

法
(

昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
ハ
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
百
九
条
関
係)改 

正 

案

別

表

第

一
(

第
六
条
関
係)

ー

〜

五
(

略)

六

次

に

掲

げ

る

療

養

若

し

く

は

医

療

又

は

こ

れ

ら

に

類

す

る

も 

の

と

し

て

の

資

産

の

譲

渡

等(

こ
れ
ら
の
う
ち
特
別
の
病
室
の 

提
供
そ
の
他
の
財
務
大
臣
の
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
財
務 

大
臣
の
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。)

イ
•

ロ 

(

略)

ハ

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

者

福

祉

に

関

す

る

法

律(

昭
和 

二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

の
規
定
に
基
づ
く
医
療
、
 

生

活

保

護

法
(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

の
規 

定
に
基
づ
く
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
の
給
付
及
び
医
療
扶 

助
の
た
め
の
金
銭
給
付
に
係
る
医
療
、

原
子
爆
弾
被
爆
者
に 

対

す

る

援

護

に

関

す

る

法

律(

平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号 

)

の
規
定
に
基
づ
く
医
療
の
給
付
及
び
医
療
費
又
は
一
般
疾 

病
医
療
費
の
支
給
に
係
る
医
療
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法 

(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

の
規
定
に
基
づ
く
自
立

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

現 

行

別

表

第

一
(

第
六
条
関
係)

ー

〜

五
(

略)

六

次

に

掲

げ

る

療

養

若

し

く

は

医

療

又

は

こ

れ

ら

に

類

す

る

も 

の

と

し

て

の

資

産

の

譲

渡

等(

こ
れ
ら
の
う
ち
特
別
の
病
室
の 

提
供
そ
の
他
の
財
務
大
臣
の
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
財
務 

大
臣
の
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。)

イ
・
ロ 

(

略)

ハ

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

者

福

祉

に

関

す

る

法

律(

昭
和 

二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

の
規
定
に
基
づ
く
医
療
、
 

生

活

保

護

法
(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

の
規 

定
に
基
づ
く
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
の
給
付
及
び
医
療
扶 

助
の
た
め
の
金
銭
給
付
に
係
る
医
療
、

原
子
爆
弾
被
爆
者
に 

対

す

る

援

護

に

関

す

る

法

律(

平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号 

)

の
規
定
に
基
づ
く
医
療
の
給
付
及
び
医
療
費
又
は
一
般
疾 

病
医
療
費
の
支
給
に
係
る
医
療
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法 

(

平
成
十
七
年
法
律
第 

号)

の
規
定
に
基
づ
く
自
立
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の
を
除
く
。) 

ハ

(

略)

て
の
作
業
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
及
び
政
令
で
定
め
る
も

続
支
援
を
行
う
事
業
に
限
る
。)

に
お
い
て
生
産
活
動
と
し

義)

に
規
定
す
る
生
活
介
護
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継

立
支
援
法
第
五
条
第
六
項
、
第

十

四

項

又

は

第

十

五

項(

定

は

同

号

に

規

定
す

る

障

害

福

祉

サ
ー

ビ

ス

事

業(

障
害
者
自

に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業
又

設
若
し
く
は
授
産
施
設
若
し
く
は
同
条
第
三
項
第
四
号
の
二

第
三
号
の
ニ
若
し
く
は
第
七
号
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施

て

行

わ

れ

る

資

産

の

譲

渡

等(

社
会
福
祉
法
第
二
条
第
二
項

第

二

条

第

一

項(

定
義)

に
規
定
す
る
更
生
保
護
事
業
と
し

業

及

び

更

生

保

護

事

業

法(

平
成
七
年
法
律
第
八
十
六
号)

□
 

社

会

福

祉

法

第

二

条(

定
義)

に
規
定
す
る
社
会
福
祉
事

支
援
医
療
費
、
療
養
介
護
医
療
費
又
は
基
準
該
当
療
養
介
護 

医
療
費
の
支
給
に
係
る
医
療

二

〜

ト
(

略)

七

次

に

掲

げ

る

資

産

の

譲

渡

等
(

前
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も 

の
を
除
く
。)

イ

(

略)

き
行
わ
れ
る
も
の
及
び
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。)

ハ

(

略)

経
営
す
る
事
業
に
お
い
て
授
産
活
動
と
し
て
の
作
業
に
基
づ

第
四
号
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
福
祉
工
場
に
限
る
。)

を

設
の
種
類)

に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
授
産
施
設
及
び
同
項

第

五

十

条

の

二

第

一

項

第

二

号(

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施

帰

施

設
(

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律

又
は
同
条
第
三
項
第
七
号
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会
復

者
授
産
施
設
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
若
し
く
は
授
産
施
設

第
四
号
、
第
五
号
若
し
く
は
第
七
号
に
規
定
す
る
身
体
障
害

て

行

わ

れ

る

資

産

の

譲

渡

等(

社
会
福
祉
法
第
二
条
第
二
項

第

二

条

第

一

項(

定
義)

に
規
定
す
る
更
生
保
護
事
業
と
し

業

及

び

更

生

保

護

事

業

法(

平
成
七
年
法
律
第
八
十
六
号)

・

口

社

会

福

祉

法

第

二

条(

定
義)

に
規
定
す
る
社
会
福
祉
事

支
援
医
療
費
の
支
給
に
係
る
医
療

二

〜

ト
(

略)

七

次

に

掲

げ

る

資

産

の

譲

渡

等
(

前
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。)

イ

(

略)
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ハ

〜

十

三
(

略)

ハ

〜

十

三
(

略)
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〇

消

費

税

法
(

昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
ハ
号)

新

旧

対

照

表
(

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
で
政
令
で
定
め
る
日
施
行) 

(

附
則
第
百
十
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

改 

正 

案

現 

行

別

表

第

一
(

第
六
条
関
係)

ー

丄

ハ
(

略)

七

次

に

掲

げ

る

資

産

の

譲

渡

等
(

前
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も 

の
を
除
く
。)

イ

(

略)

□
 

社

会

福

祉

法

第

二

条(

定
義)

に
規
定
す
る
社
会
福
祉
事 

業

及

び

更

生

保

護

事

業

法(

平
成
七
年
法
律
第
八
十
六
号) 

第

二

条

第

一

項(

定
義)

に
規
定
す
る
更
生
保
護
事
業
と
し 

て

行

わ

れ

る

資

産

の

譲

渡

等(

社
会
福
祉
法
第
二
条
第
二
項 

第
四
号
若
し
く
は
第
七
号
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
若 

し
く
は
授
産
施
設
若
し
く
は
同
条
第
三
項
第
四
号
の
二
に
規 

定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業
又
は
同 

号

に

規

定

す

る

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業(

障
害
者
自
立
支 

援
法
第
五
条
第
六
項
、
第

十

四

項

又

は

第

十

五

項(

定
義) 

に
規
定
す
る
生
活
介
護
、

就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支 

援
を
行
う
事
業
に
限
る
。)

に
お
い
て
生
産
活
動
と
し
て
の

別

表

第

一
(

第
六
条
関
係)

ー

〜

六
(

略)

七 

次

に

掲

げ

る

資

産

の

譲

渡

等(

前
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も 

の
を
除
く
。)

イ

(

略)

□
 

社

会

福

祉

法

第

二

条(

定
義)

に
規
定
す
る
社
会
福
祉
事 

業

及

び

更

生

保

護

事

業

法(

平
成
七
年
法
律
第
八
十
六
号) 

第

二

条

第

一

項(

定
義)

に
規
定
す
る
更
生
保
護
事
業
と
し 

て

行

わ

れ

る

資

産

の

譲

渡

等(

社
会
福
祉
法
第
二
条
第
二
項 

第
三
号
の
ニ
若
し
く
は
第
七
号
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施 

設
若
し
く
は
授
産
施
設
若
し
く
は
同
条
第
三
項
第
四
号
の
二 

に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業
又 

は

同

号

に

規

定
す

る

障

害

福

祉

サ
ー

ビ

ス

事

業(

障
害
者
自 

立
支
援
法
第
五
条
第
六
項
、
第

十

四

項

又

は

第

十

五

項(

定 

義)

に
規
定
す
る
生
活
介
護
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継 

続
支
援
を
行
う
事
業
に
限
る
。)

に
お
い
て
生
産
活
動
と
し
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ハ

〜

十

三
(

略)

ハ

(

略)

除
く
。)

作
業
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
及
び
政
令
で
定
め
る
も
の
を

ハ

〜

十

三
(

略)

ハ

(

略)

の
を
除
く
。)

て
の
作
業
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
及
び
政
令
で
定
め
る
も

425



(

附
則
第
百
十
一
条
関
係) 

(
傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

(
事
業
者
等
の
責
務)

第

五

条
(
略)

2 
(

略)

3

老
人
福
祉
施
設
、
障
害
者
支
援
施
設
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令 

で
定
め
る
施
設
の
開
設
者
は
、
常
に
、
老
人
及
び
心
身
障
害
者
の 

心
身
の
特
性
並
び
に
当
該
施
設
の
入
所
者
等
の
心
身
の
状
況
を
踏 

ま
え
、
必
要
な
福
祉
用
具
の
導
入
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

改

正

案

(

事
業
者
等
の
責
務)

第

五

条
(

略)

2 
(

略)

3

老
人
福
祉
施
設
、
身
体
障
害
者
更
生
施
設
そ
の
他
の
厚
生
労
働 

省
令
で
定
め
る
施
設
の
開
設
者
は
、
常
に
、
老
人
及
び
心
身
障
害 

者
の
心
身
の
特
性
並
び
に
当
該
施
設
の
入
所
者
等
の
心
身
の
状
況 

を
踏
ま
え
、
必
要
な
福
祉
用
具
の
導
入
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

現

行

-426 -



(

附
則
第
百
十
二
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

み
な
し
て
、
同
法
第
六
十
二
条
第
五
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

(

立
入
調
査
等)

第

九

条
(

略)

2 

前
項
の
規
定
に
よ
る
児
童
委
員
又
は
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
事 

務
に
従
事
す
る
職
員
の
立
入
り
及
び
調
査
又
は
質
問
は
、
児
童
福 

祉
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
児
童
委
員
又
は
児
童
の
福
祉
に 

関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
吏
員
の
立
入
り
及
び
調
査
又
は
質
問
と

改

正

案

み
な
し
て
、
同
法
第
六
十
二
条
第
四
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

(

立
入
調
査
等)

第

九

条
(

略)

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
児
童
委
員
又
は
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
事 

務
に
従
事
す
る
職
員
の
立
入
り
及
び
調
査
又
は
質
問
は
、
児
童
福 

祉
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
児
童
委
員
又
は
児
童
の
福
祉
に 

関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
吏
員
の
立
入
り
及
び
調
査
又
は
質
問
と

現

行
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〇
身
体
障
害
者
補
助
犬
法(

平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号)

新

旧

対

照

表(

平
成
十
八
年
一
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
百
十
三
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)

2 第
' 、と者す者るを事練年三- 

寇 良そす も 聴い棄施法条訓
股 質のる獣犬と導う-設律 練

な身各医をい犬。同を幕盲事 
身体身師選う訓""法い二導業 irfe AJ_* AA* 4••ロ 〇 壬 Mj- » -J-* [< -4y

R工 し _] 一 S✓ 工. - prp! 〇 M 二制 ­
改

正

案

2 第
いりしうる有業す業事練年三一 

§ 。良そ・覺す巻竄養業書耋条廖 

暮のる獣犬と童う筒を第盲事 

な身各医をい犬。法い二一導棄 
身体身師選う訓2第う百犬奢

•* A-j-» 広二 [ _] . ' / :乙一 ろこ 、ノ > 。士 ・k.r. 現

行
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〇
身
体
障
害
者
補
助
犬
法(

平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号)

新
旧
対
照
表(

平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
百
十
四
条
関
係) 

(

傍
線
部
分
は
改
正
部
分)
.

2 第
' 、と者す者るを事練.年三- 

g g J 1獣矣と鳖:茉塑曹 黑 
な身畧医をい犬 。同を第盲華 
身は身師選う訓 ^ 法い二蝉棄 JLL. AA・ 丰口 〇 去 AA- * —ー ト ­fy
fr-tV; [rfc 1 x— pyp 〇 h ヨ”

改

正

案

2 第
\ヽと者す者るを事練年三二 

g J J獣矣;譬：、 業書餐条闔 

な身各医をい犬。同を第盲辜 

身体身師選う訓2法い二導桑 ZLX- rrfe. /LL- >y)y 电口 〇 ま A>\- >• -7-- [ゝ 士.
Rふ /-fr» rpv 1 _ ]_ X -yfa- クー |-T]-! 〇 I! ヨ” .

害者害のるは業う条2十練義 -4>*-. ~4y, ヽ^- 1 、キ -ty_ -p. * -. サー マ&
現

行
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(

平
成
十
七
年
法
律
第

号)

新
旧
対
照
表(

平
成
十
八
年
一
月
一
日
施
行)

(

附
則
第
百
十
五
条
関
係) 

(

傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分)

法
律
第 

号)

第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援 

助
を
行
う
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
施 

設
に
限
る
。)

又
は
公
営
住
宅
法
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る 

公
共
賃
貸
住
宅
以
外
の
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
若
し
く
は
高
齢
者
向 

け
優
良
賃
貸
住
宅
を
整
備
す
る
こ
と
が
地
域
に
お
け
る
住
宅
に
対 

す
る
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
供
給
及
び
良
好
な
居
住 

環
境
の
形
成
の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
第
二
項
第 

・
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
事
項
に
、
当
該
公
営
住
宅
建
替

て
新
た
に
公
共
公
益
施
設(

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年

第

六

条
(

略)

2
〜5 
(

略)

6

地
方
公
共
団
体
は
、
公
営
住
宅
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百 

九

十

三

号
)

第
二
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
公
営
住
宅
建
替
事 

業
(

以

下

「
公
営
住
宅
建
替
事
業
」
と
い
う
。)

の
施
行
に
併
せ 

て
当
該
公
営
住
宅
建
替
事
業
が
施
行
さ
れ
る
土
地
の
区
域
に
お
い

改

正

案

法
律
第
三
十
七
号)

第
四
条
第
十
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
地 

域
生
活
援
助
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る 

施
設
に
限
る
。)

又
は
公
営
住
宅
法
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す 

る
公
共
賃
貸
住
宅
以
外
の
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
若
し
く
は
高
齢
者 

向
け
優
良
賃
貸
住
宅
を
整
備
す
る
こ
と
が
地
域
に
お
け
る
住
宅
に 

対
す
る
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
供
給
及
び
良
好
な
居 

住
環
境
の
形
成
の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
第
二
項 

第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
事
項
に
、
当
該
公
営
住
宅
建

新
た
に
公
共
公
益
施
設(

知
的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
三
十
五
年

第

六

条
(

略)

2
〜5 

(

略)

6

地
方
公
共
団
体
は
、
公
営
住
宅
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百 

九
十
三
号)

第
二
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
公
営
住
宅
建
替
事
業 

(

以

下

「公
営
住
宅
建
替
事
業
」
と
い
う
。)

の
施
行
に
併
せ
て 

当
該
公
営
住
宅
建
替
事
業
が
施
行
さ
れ
る
土
地
の
区
域
に
お
い
て

現

行
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事
業
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

替
事
業
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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